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3.北 東 イ ン ドの部 族



"The Map of Arunachal Pradesh
, Assam。 Manipur, Meghalaya,

Mizoram, Nagaland and Tripura"(Gover:nment of lndia 1981>

お よび`'Swidden Cultivation in Asia, vol.31'[SAcHcHrDANANDA

1985:2]に もとつ い て作 成 。

図6 ア ル ナ チ ャ ル に お け る 民 族 の 分 布

        駈



北東インド諸民族の基礎資料

モ ンパ(Monpa, Mompa>

Sen, D. K。1971``Annexure to the Tribal Map of India"Anthropological Survey of India,

Culcutta・ よ り 作 図 。 行 政 区 分 は1961年 当 時 の も の に よ る 。

 〈131位 置 〉 モ ンパ(Monpa)族 は ブ ー タ ン(Bhutan)の 東 に 隣 接 した ア ル ナ

チ ャル ・フ。ラデ ィ シ ュ(Arunachal Pradesh)の,西 カ メ ン ・デ ィ ス トリク ト(West

Kameng District)に 居住 す る。 〈144人 種 的類 縁 性 〉 人 種 的 に は チ ベ ッ ト ・モ ン

ゴ ロ イ ド系 で あ る。 〈618 ク ラ ン〉 モ ンパ 族 は3つ の氏族 に 分 類 さ れ る。 タ ワ ン

(Tawang)に は 北 モ ンパ(North Monpa),デ ィ ラ ン(Dirang)に は 中 央 モ ン パ

(Central Monpa)・ 西 カ メ ン(Wcst Kameng)の カ ラク タ ン(Kalaktang)に は 南 モ

ンパ(South Monpa)が 住 む。 中央 モ ンパ は,デ ィ ラ ン ・モ ンパ(Dirang Monpa),

リシ ・モ ンパ(Lish Monpa),パ ン チ ェ ン ・モ ンパ(Panchen Monpa)に 分 け る こ

とが で きる。 モ ンパ は 多 分 ブ ー タ ンを経 由 して,北 方 か ら移 住 して き た と 思 わ れ る

[SEN 1986:26]。 北 モ ンパ と中央 モ ンパ は,服 装 は 同 じで,言 語 は 方 言 関係 に あ る

と考 え られ る[FtiRER-HAIMENDoRF 1982a:148]。

 〈342住 宅 〉住 居 は石 造 りで,材 木 を 用 いて い る。隣…接 した ダ フ ラ(Dafla, Nishi),

アパ ・タ ニ(Apa Tani),ア デ ィ(Adi, Abor)が 粗 末 なタ ケ づ くりの家 に住 むの とは

対照 的 に,モ ンパ の 家 は 上等 で あ る。 カ メ ン ・デ ィス トリク トで は,モ ンパ の家 屋 は
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高度 に よ って変 化 して い る。 比較 的低 地 の カ ラ クタ ン地 区 に おい て は,木 造 りの 大 き

な 家 をつ くる。 デ ィ ラ ン地 区 で は,石 造 りの家 で あ る。 タ ワ ン地 区 の標 高 は,1,800

メー トル か ら3,600メ ー トル ほ どで あ る。 こ こで は石 造 りの 家 で,材 木 は内 装 に 用 い

られ るだ けで あ る。 〈346 宗 教用,教 育 用 建 造 物 〉デ ィラ ン ・ゾ ン(城 塞)は モ ン

パ の村 の な かで も最 も古 い もの で あ る。 そ して 多 くの ゴ ンパ(僧 院)が あ る[FﾚRER-

HAIMENDORF 1982a:149-150]。

 〈19言 語 〉言語 は チ ベ ッ ト ・ビル マ語 族 とい わ れ て い るが,長 野 はモ ンパ の 言 語

が 直 接 チ ベ ッ ト語 と対 応 関係 は な く,チ ベ ッ ト語 の 方 言 とは認 め に くい と述 べ て い る。

数の 数 え 方 は,20進 法 で,ブ ータ ンの ゾ ンカ語 や ロ ロ ・ビル マ語 との 関連 を考 慮 す べ

きで あ る と指 摘 して い る[長 野 1982:.,]。

 〈77 宗 教 的信 仰 〉宗 教 は チ ベ ッ ト仏 教 で あ る。 しか しボ ン教 の信 者 も多 い。 モ ン

パ の チ ベ ッ ト仏 教 は,ブ ータ ンか らの影 響 が 大 きい とい わ れて い る。 タ ワ ンは11世 紀

に,仏 教 の影 響 下 に入 った 。 これ は ブ ー タ ンの ブ ム タ ン(Bumthang)か らの 僧 侶 に よ

って もた ら され た もので,こ の 時以 来,カ ギ ュ派 の 一 派 の ドゥル ク派 とな った 。 第5

世 ダ ライ ・ラマ(1617-1682)の 時代 に ロ ドレ ・ラ マ,通 称 メ ラ ・ラマ が ゲ ル ック派

を タ ワ ンに もた ら した。 そ の結 果 タ ワ ンに ゲ ル ック派 の 僧 院 が 創 立 さ れ た[FURER-

1-HIMEND ORF l982a:165-166]。 〈764葬 式 〉葬 制 は,遺 体 を108つ に切 りきざ ん

で 川 に流 す 水 葬,そ れ に 火葬,風 葬,土 葬 が お こな わ れ て い る[SEN l986:27]。

 〈24農 業 〉農 業 は,モ ンパ の経 済 の基 幹 を な して い る。農 作 物 は,近 隣 部 族 や チ

ベ ッ トとの交 易 に用 い られ る 。食 物 は大 抵 の村 で は 自給 され て い る。 デ ィ ラ ンで は,

トウモ ロ コ シ,ア ワ,オ オ ム ギ,コ ム ギが,灌 瀧 され た畑 で 栽 培 され て い る。 高 所 で は,

オ オ ム ギ,コ ム ギ,ジ ャガ イモ,ダ イ ズの 栽 培 もお こなわ れ て い る。 モ ンパ社 会全 域

で鉄 の付 いた 摯 を ミタ ン牛 と イ ン ド牛 の 間 に生 れ た ウ シに 引か せ て 農耕 を お こな って

い る。 モ ンパ の 中には,焼 畑 も見 られ る[FURER-HAIMEND ORF l982a:149-150]。

 〈23 家 畜 飼 養 〉家 畜 は,チ ラ ン,カ ラ クタ ンで は ミタ ン牛 や ウ シを飼 育 して い る。

ミタ ン牛 はバ ン グニ か ら連 れ て くる。 ミタ ン牛 は,普 通牛 との 混 血 に 用 い られ,ブ ー

タ ンとの 交 易 が さか んで あ る。 ミタ ン牛 と普 通 ウ シの 雄 の混 血 を ジ ャ ツア,雌 を ジ ャ

ッア ミと呼 ん で い る。3,000メ ー トル以 上 で は,ヤ クが飼 育 され て い る。 デ ィ ラ ン地

方 で は,牧 童 をや と つて,4,5か 月 ヤ クを放 牧 す る。 牧童 に は200ル ピーま た は300ル

ピーな い しは60キ ロ グ ラムの もみ(籾)が 支 払 わ れ る[FURER-HAIMENDoRF l982a:

155-156]。 モ ンパ が他 の アル ナ チ ャル の 民 族 と大 い に違 って い るの は,モ ンパ は ミル

クを そ の ま ま飲 用 す る ことで あ る[SEN l986:26-27]。

68



北東イン ド諸民族の基礎資料

 〈66 政 治 的 行 動 〉社 会 制 度 と して は,モ ンパ の 首 長 は ツ ォ ンブ ラ(tsonbla)と 呼

ば れ る。 ッ ォ ンブ ラは仏 教 儀礼 を行 な う。 ツ ォ ンブ ラは地 方 長 官 で あ るゾ ンペ ンの 支

配 下 に あ る。 〈56社 会 成 層 〉モ ンパ の 村 に は社 会階 層 が あ る。 上位 の者 は下 位 の 者

が 用 い た 器 で は,水 を 飲 まな い。 モ ンパ は モ ンパ 以 外 の 者 とは婚 姻 を しな い。 しか し

ブ ータ ン人 とチ ベ ッ ト入 は外部 の者 とは 見 な さ れ て い な い。 〈59家 族 〉家 族 関 係 は,

核 家族 を 基本 と す る。 〈58婚 姻 〉一人 の女 性 と兄 弟 の 男性 の一 妻 多 夫 婚 も見 られ る。

婚 資 は男 性 か ら通 常 は0頭 の ウマ ま た は ヤ クで あ る。男 性 が貧 し くて 婚 資 が支 払 え な

い 場 合 は,そ の子 が母 の実 家 に た い して,婚 資 を支 払 わね ば な らな い 。 チ ベ ッ ト人 の

社 会で 見 られ る よ うに,一 人 娘 と結 婚 した 男 性 は,女 性 の 家 に 入 り婿(makubaマ ク

バ)と な る こ とが あ る[FURER-HAIMENDORF l982a:157-162]。

 〈101 ア イ デ ンテ ィフ ィケ ー シ ョ ン〉 周辺 部 族 との 関 係 を 見 れ ば,ブ ータ ンの東

部 メ ラ ・サ ク テ ン谷 に は,ダ クパ,ダ ップま た は ブ ロ ックパ と よば れ る部 族 が い る。

栗 田 が ブ ー タ ンで 現認 した と ころで は,こ の部 族 は,四 本 の た れ の 付 い た 特徴 的 な べ

レー帽 を か ぶ って お り,皮 の 貫 頭衣 を着 用 して い る。エル ウ ィ ン(Elwin)の モ ンパ を

紹 介 した 写 真 に は,こ の 特 徴 的 な ベ レ ー帽 を か ぶ った モ ンパ の 写 真 が 紹介 され て い る

こ とか ら,ブ ータ ンで ブ ロ ックパ と よ ばれ る人 び とは,モ ンパ な い しは モ ンパ の0支

族 と考 え られ る[ELWIN 1959b:192]。 モ ンパ は 自 らを ブ ータ ン人 よ り も0段 上 に

あ る と位 置づ けて い ると い う[Pradip Dasに よ る]。

                                 (栗 田靖 之)
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ア カ(Aka),フ ル ソ ー(Hrusso)

Sen, D. K.1971"Annexure to the Tribal Map of lndia"Anthropological Survey of lndia,

Culcutta・ よ り作 図 。 行 政 区 分 は1961年 当 時 の も の に よ る 。

 〈101 ア イ デ ンテ ィ フ ィケ ー シ ョン 〉 ア カ(Aka)族 は 自称 を フル ソ ー(Hrusso)

とい い,そ の 言 葉 は,人 間 を 意 味 して い る。 彼 らは顔 に樹 脂(ヤ ニ)で 化 粧 す るの で,

他 の民 族 か ら,そ れ を 意 味 す る ア カ とい う 名前 が つ け られ た と い う[CHOWDHURY

I983:24]。 加 藤 に よれ ば,イ ン ドの主 張 す る国境 線 の 北 方 に 住 む お よ そ2,000人

(1982年)の ア カ,ダ ブ(ダ フ ラの こ と と思 わ れ る),ミ リを 中 国 政 府 は 少 数 民族 に指

定 して,ロ バ(狢 巴Luppa)の 名 称 を与 えて い る[加 藤1987:843-844]。

 〈131位 置 〉居 住 地 は西 カ メ ン・デ ィス トリク ト(West Kameng District)の 南部

で あ る。 その 居 住 地 は,カ リ ・デ カ リ(Khari-Dikari)川 の 中流 で310平 方 キ ロ メ ー ト

ル ほ どで あ る。 この 地 に お け る重 要 な川 は,東 の境 界 を な して い る ボ レ リ(Bhorelli)

川 や,ビ チ ョム(Bichom)川,テ ンガパ ニ(Tengapani)川,ケ ヤ ング(Kheyang)

川 で あ る。 〈13 地理 〉西 で は ダ フ ラ(Dafla, Nishi)の 一 部族 で あ る シ ェル ドゥ ク

ペ ン(Sherdukpen)に 接 して い る 。 この シェル ドゥク ペ ンは ア カ と 隣…接 して い る 北

東 部 を も 支 配 して い る。 北 は ミジ(Miji)に,南 は ダ ラ ン地 区 に 接 して い る。 ア カ

の 重要 な 村 は,デ ィ ジ ュ ン ガ ニ ア(Dijungania),ジ ャ ミ リ(Jamiri),ブ ラ ガ オ ン
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(Buragaon)で あ る。 〈157 パ ー ソナ リテ ィ ー特 性 〉彼 らは,周 辺 の 部族 か ら恐 怖 と

尊 敬 の 目で 見 られ て い る[CHOWDHURY 1983:24]。

 〈618ク ラ ン〉 ア カに 関 す る マ ッケ ン ジ ー(Mackenxie)の 記 述 は,か な り初 期 の

もの で あ る[MACKENZIE l884]。 この 記述 の 中で,ア カ に はHazari-Khawaと

Kapachorと 言 う2つ の ク ラ ンが あ ると記 述 して い る[MAcKENzlE 1884:21]。

 〈628 コ ミュ ニ テ ィ相 互 の 関係 〉ハ イ メ ン ドル フ(Fむrer-Haimendorf)は,ボ ン

デ ィ ラ(Bomdila)村 で得 た 情 報 と して,0世 代 前 ま で は,ア カ族 の 村 は バ ン.グ ニ

(B瀟gni)か らの 襲 撃 に 脅 か さ れて,バ ング ニに隷 属 して いた。 ま た一 方 アカ は,少 数

の コ ア(Khoa)や シ ェル ドゥクペ ンの村 に 圧 力 を か けて い た[FURER-HAIMENDoRF

l982a:147]。

 〈77宗 教 的信 仰 〉彼 らの 宗 教 は アニ ミズ ムで あ る。 しか し最 近 はヴ ァイ シュ ナ ヴ

ァ(vaishunava)派 の ヒ ン ドゥー教 徒 とな って お り,と くに ジ ャ ミ リ(Jamiri)村 や

ブ ラガ オ ン(Buragaon)村 で は平 原 か ら グル を 呼 ん で 儀 礼 を 行 な って い る[Pradip

Dasに よ る]。 〈142身 体 諸 形 質 の 情報 〉彼 らの容 貌 は,荒 あ ら しい。 が っ しり と し

た 身体 と,近 辺 の部 族 と比 べ て 色 白な顔 色,平 らな 鼻,太 い首 を して い る。男 性 は お

よそ1.6メ ー トル,女 性 は1.5メ ー トル の身 長 で あ る。 男性 は 髪 の毛 を頭 の 上 で む す び,

女 性 は 髪 の毛 を後 で結 んで い る。

 〈19言 語 〉言 語 は,チ ベ ッ ト ・ビル マ語 族,北 ア ッサ ム語 群 に属 す る。<29 服

装 〉彼 らの服 装 と装 飾 品 は チ ベ ッ トか らの影 響 が大 で あ る。 身 体 の まわ りに布 を巻 き,

肩 に 彩 色 を ほ どこ して い る。女 性 は長 い ジ ャケ ッ トを着 用 し,頭 には布 を巻 きけ て い

る。 タ ケ製 の帽 子 を か ぶ って い る。 帽子 の前 に は オ ン ド リの 羽 や タ ケ の葉 を飾 りに し

て い る。 男性 は タ ケ製 の 耳 飾 りを して い る。 ま た男 性 は つね に,ダ オ(dao)と よ ばれ

る 山刀 を 腰 ま た は肩 か らつ る して い る。 同 時 に 弓矢 を携 行 して い る。女 性 は い ろい ろ

な色 の ビ ーズ の首 飾 りを し,銀 製 の装 飾 品 を 身 に 付 け て い る。 女 性 は耳 に大 きな 銀 製

の耳 飾 りを して,首 に も 同様 に銀 製 の首 飾 りを して い る。入 墨 は珍 しい こ とで は な い。

彼 らは経 済 的 に も文 化 的 に も進 歩 して い る とは 言 い 難 い が,近 隣…の仏 教 徒 か ら大 きな

影 響 を 受 けて い る。 〈34建 造 物 〉彼 らは,2メ ー トル ほ どの 高 さ の 高床 式住 居 に住

み,そ の 住 居 の 中は小 さ な コ ンパ ー トメ ン トに 仕 切 られ て い る。 彼 らの村 は散 村 で あ

る。

 〈62 コ ミュニ テ ィ〉 それ ぞ れの村 は 、 特定 の 個 人 が 支 配 して い る。村 は習慣 法 に

従 って もの ご とを 決 す るガ オ ンブ ラ(gaonbura)と 呼 ばれ る村 長 の 下 に 村 会 が あ る。

か つ て は奴 隷 制 度 が あ った。 〈24農 業 〉農 耕 は 焼 畑 で,主 要 な 農 産 物 は,コ メ,ト
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ウモロコシ,ジ ャガイモである。〈23 家畜飼養 〉ブタ,牛 肉を食 している。

 〈58婚 姻〉婚姻においては,交 叉イ トコ婚が好まれる。〈59家 族〉家族は主人,

妻,未 婚の子供,家 内奴隷で構成されている。〈76 死〉死者はその人が生前使用 し

ていた衣類や生活用具,武 器などと共に埋葬される[SEN l986:29-30]。

                                 (栗田靖之)
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シ ェ ル ド ゥ ク ペ ン(Sherdukpen),セ ン ジ ・ ト ン ジ(Senji Tonji)

Sen, D. K.1971"Annexure to the Tribal Map of lndia,, Anthropological Survey of lndia,

Culcutta・ よ り作 図 。 行 政 区 分 は1961年 当 時 の も の に よ る 。

 〈131位 置 〉 シェル ドゥ クペ ン(Sherdukpen)は,西 カ メ ン ・デ ィス ト リ ク ト

(West Kameng Distri ct)の 南 部 テ ンガパ ニ(Tengapani)川 の渓 谷 の6つ の 村 に 住

ん で い る。 シェル ドゥク ペ ンは,ブ ータ ンか ら流れ 出 したボ ンデ ィ ラ(Bomdila)川

か らそれ ほ ど遠 くな い テ ンガ ・チ ュ(Tenga chu)に 流 れ こむ 川 に よ って つ くられ た

渓 谷 に集 中 して 住 ん で い る 。 〈19言 語 〉 彼 らの 言 語 は チ ベ ッ ト ・ビル マ語 族 に 属

して お り,チ ベ ッ トとブ ー タ ンか ら,文 化 的 に も伝 統 的 に もそ して 風 俗 習 慣 に お い て

も大 き く影 響 を 受 け て い る。〈77宗 教 的信 仰 〉彼 らは仏 教 徒 で あ る。<438国 内 交

易 〉彼 らは 有 能 な 交易 民 で 、平 原 の 人 々 との交 易 と,丘 陵 地帯 で の 寒 さを 避 け る た め

に,冬 の 間の 数 か月 は 平 原 に 移住 す る。 この よ うに 移住 す るた めに,農 業 に は 重 きを お

いて い な い。 〈46労 働 〉彼 らは,機 織 りと銀 細 工,鍛 冶屋 と して 優 秀 で あ る。 〈142

身体 諸 形 質 の 情 報 〉彼 らは色 白で,中 肉 中背 で あ る。入 墨 は しな い。 男 性 は髪 の毛 を

短 く刈 って,ヤ クの毛 で つ くった 帽 子 を か ぶ って い る。 〈58婚 姻 〉結 婚 は 一夫 一 婦

で あ る。 〈62 コ ミュニ テ ィ 〉 ガ オ ンブ ラ(gaonbura)と よ ばれ る 村 長 に よ って 村

の 会 議 が お こな わ れ て い る。 〈24農 業 〉彼 らは焼 畑 と畑作 を お こな って いる。 水 田
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に,オ オ ム ギ,コ ムギ,ハ ダ カ ム ギ,ト ウモ ロ コ シを耕 作 して い る。 そ して 最近 は リ

ンゴ と ジ ャガ イモ の栽 培 を行 な って い る[Pradip Dasに よ る]。 〈34建 造 物 〉住居

は石 造 りで地 面 か ら10セ ンチ メ ー トル か ら20セ ンチ メ ー トル は な れて 建 って い る 。一

階 は ヤ ギ や その 他 の 家畜 の た めで あ り,住 民 は 木 の厚 い板 で で きた2階 に 住 ん で い る

[SEN  l986:27-28]。

 〈162 人 口構 成 〉 シ ェル ドゥ クペ ンを 調 査 した ハ イ メ ン ドル フ(F�er-Haimen-

dorf)に よれ ば,シ ェル ドゥ クペ ンは,1971年 現在,1,635人 を 越 え な い 小 さな 集 団

で あ る。 〈101ア イ デ ンテ ィフ ィケ ー シ ョン〉 彼 らの 自 称 は セ ン ジ トンジ(Senji

Tonji)で あ るが,他 の 民族 か らは,シ ェル ドゥ クペ ンと呼 ばれ る こ とを 好 ん で い る。

Senjiは, Shergaon, Rupa(以 前 の 名前 はRooprai Gaon)と い った彼 らの 部族 の

集 落 の 名前 か ら由来 して い る[FURER-HAIMENDoRF 1982a:172-173]。

 〈162人 口構 成 〉彼 らは カ ラク タ ン(Kalaktang)と ボ ンデ ィ ラ(Bomdila)の モ

ンパ(Manpa)と 混 住 して いる。 〈173口 碑 ・伝 説 に よ る歴 史 〉彼 らの 歴 史 に よ る

と,先 祖 は チ ベ ッ トの 王 子 ゲ ヤ ル ング(Geyalung)が 移住 して きて,今 日モ ンパ の村

で あ る プ ッ ト(But, Bhut)に 住 み つ いた 。 そ して プ ッ ト村 で は 今 日で もそ の 廃 虚 が見

られ る。 歴 史 に よれ ば,ゲ ヤル ン グは ア ッサ ム を含 む 広 い 地方 を支 配 し,穀 物 に よ る

税 を 課 して い た。〈565社 会 階 級 〉モ ンパ(Monpa)と 同 様,シ ェル ドゥ クペ ン もい

ろい ろな 社 会 階層 に 分 かれ て い る。 しか しモ ンパ と同 じよ うに それ らの社 会 階層 間の

区別 は 明確 で は な い。 お お まか に い つて シ ェル ドゥクペ ンは2つ の 社 会 階 層 に 分 れて

い る。 上 層 階層 は,Tongと い う名 前 で, Tungdok, Thungshi, Thungo, Thungon,

Khrime, Mosubi, Wangdza, Klengtung,五alnaguruと い うク ランを 含 ん で い る。

Lamaguruの ク ラ ンは, Thungoク ラ ンの 男 子 の子 孫 で あ り,そ の 男 が チ ベ ッ トで

勉 強 して,Lamaguruと 自 らを 呼 ん だ 。 上層 階層 に お け る ク ラ ンは 内婚 制 で あ る が,

Tungdokは, Klengtungと, Thungoは, Lamaguruと 婚 姻 で きな い。 そ れ は

Lamajuruは,Thungoか ら派 生 した か らで あ る 。下層 階層 はTsaoと 呼 ばれ て お り,

Megedzi, Shindzazi, Dingla, Monodzi, Midzidziの5つ の ク ラ ンが あ る。 最 近 ま

で は,上 層 と下 層 の 階 層 は,全 く婚 姻 しなか った が,今 日で は,ThongとTsaoの

階 層 間 の 婚 姻 も見 られ る よ うに な った。 しか し,こ の よ うな婚 姻 は,今 日で も承 認 さ

れ て い る訳 で は な い 。ThongとTsaoク ラ ンの 個 人 間 に は,代 々の 結 び つ きが 見 ら

れ る。Thungdokク ラ ンは, Megadziの 家 族 とあ る種 の 特別 な 結 び つ きが あ る。 同

様 にKhrimeはDanglaと, MosubiはSindzadziと 結 びつ いて い る。依 存 して い

る ク ラ ンは,そ の 相 手 方 の ク ラ ンに貢 ぎ物 をす る必要 は な いが,後 者 の ク ラ ンが あ る
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種 の仕 事 を要 求 され た時 には,そ れ に従 が わ な けれ ば な らな い。 そ の逆 に,相 手 方 に

困 りご とが生 じた場 合,そ の相 手 の 相 談 に の る とい う道 義 的 な 義務 が あ る。 この よ う

な,あ る種 の ク ラ ン間の 結 び つ きは,結 婚 の と きの贈 り物 と しての 家 畜 の や り と りに

見 られ る。

 <58婚 姻>Thungdokク ラ ンの女 性 の結 婚 に際 して は,夫 方 か ら贈 られ る ミタ ン

牛 や ヒツ ジは,Megedziク ラ ンの 家 族 に 回 され る。 シェル ドゥ クペ ンは通 常,婚 資 を

支 払 わ ない。 しか し上 流 階 層 で あ れ下 層 階 層 で あ れ,彼 らが動 物 を 屠 殺 した と きに は,

その 頭 を母 の兄 弟 の 所 に 持 って く。 この 贈 り物 は,ル ー(ru)と 呼 ばれ て い る。 これ

は,母 の実 家 に た い す る不 払 い を 清算 す るた め の もので あ る と考 え られ て い る。 この

ル ーは,母 が死 ん だ後 か らは じあ られ る。 も し男 が狩 りを しな い場 合 に は,家 畜 か そ

れ にか わ る価 値 の あ る もの を ル ー と して 贈 らね ば な らな い。 母 の 兄 弟 が死 ん だ後 は,

その 息 子 また は孫 に そ のル ーが 贈 られ る。 この よ うに して,2つ の 家 族 の 結 び つ きが

つ づ け られ る。

 〈77 宗 教 的信 仰 〉 シェル ドゥクペ ンは仏 教 徒 で あ る と考 え られ て い る。 ルパ 村 に

は,大 きな ニ ンマ 派(Nyingmapa)の 僧 院(ゴ ンパ)が あ り,こ こで は 仏 教 の法 事 が

お こな わ れ る。 しか し,こ の 法事 を と り し きる ラマ は,ブ ータ ンか ら来 て い る。1980

年 に は,カ メ ン ・デ ィス トリク トの ゴ ンパ に は,シ ェル ドゥク ペ ンの ラマ 僧 は い な い。

ワ ムグ(Wamg)と 呼 ばれ る法 事 が お こなわ れ る と きに は,デ ィ ラ ン(Dirang)か タ

ワ ン(Tawang)の チ ベ ッ ト仏 教 の 僧 が 呼 び 寄せ られ る。 今 日で は,テ ンジ ンガ オ ン

(Te垣ingaon)の チ ベ ッ ト難 民 の ラマ が そ の よ うな 儀 式 を お こ な って い る。 仏 教 が も

た らさ れ たの は,比 較 的新 しい。 キ ク(Khik)と 呼 ばれ る儀 式 に は,土 着 の信 仰 が色

濃 く見 られ,こ れ らの 信 仰 は,シ ェル ドゥ クペ ンの伝 統 に深 く根 ざ して い る。 〈76

死 〉 キ ク(Khik)の 主 な儀 礼 は,ル パ の村 はず れ で お こ な わ れ て い る。 キ ク サ バ

(Khiksaba)と 呼 ばれ る儀 礼 は,11月 と12月 の 最 後 の7日 間 に お こな わ れ る。 キ クの

祭 と キ クへ の供 物 を しな けれ ば,シ ェル ドゥク ペ ンは新 しい 収 穫 と脱 穀 を 開始 しな い。

キ クサ バ の儀 式 を お こな う僧 は,シ ェル ドゥ クペ ンで,そ の 僧 は キ ク ジ ジ(Khikzizi)

と呼 ば れ て い る。 これ らの 僧 は,Megadzi, Dinglaの 下 層 階 層 か ら出 て い る。 ル パ

村 の入 び と は誰 が キ ク ジ ジと して 修業 す べ きで あ るか に は大 い に興 味 が あ るが,シ ェ

ル ドゥ クペ ンの若 者 が 仏 教 僧 に な る こ とに は,興 味 が な い 。 シェル ドゥ クペ ン に は

シ ャー マ ンが居 るが,こ れ は モ ンパ の ユ ミン(yumin)と 同 じ役 割 で あ る[FURER-

HAIMENDoRF l982a:172-177]。

 〈11参 考 文 献 〉 アル ナ チ ャル ・プ ラ デ シ ュの ルパ 村 に お け る シェル ドゥ クペ ンに
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関 す る組 織 的調 査 は,ア デ ィカ リィ(Adhikari)ら に よて,1971年 に行 な われ て い る

[ADHIKARI et a1・1975]。 以 下 は,そ の調 査 に も とつ く,ル パ村 の 報告 で あ る。

 〈131位 置 〉ル パ(Rupa)村 は,ア ル ナ チ ャル ・プ ラデ シュ の カ メ ン ・デ ィス ト

リク ト(Kamcng District)の 地 方 政府 の 所 在 地で あ る ボ ンデ ィ ラ(Bomdila)か ら,

19キ ロ メー トル 離 れた と ころ に あ る標 高1,400メ ー トル の丘 陵 の 中腹 に あ る。 ルパ 村

に は8つ の部 落 が 含 ま れ て い る。〈162人 口構 成 〉ル パ 村 は,典 型 的 な シ ェル ドゥク

ペ ンの 村 で あ る。 こ こで は1,144人 の シェル ドゥ クペ ンが6つ の 大 きな部 落 に分 かれ

て住 んで い る。 シ ェル ドゥ クペ ンは,平 原 の ボ ド(Bodo)グ ル ー プに属 す る カ チ ャ リ

(Kachari)族 と親 密 な 関 係 を 持 ち,社 会 的,経 済 的 な影 響 を 受 けて い る。 か って シ ェ

ル ドゥク ペ ンは,近 接 した カ チ ャ リや コア(Khoa)か ら徴 税 を行 な って いた 。 しか

し現 在 で は,こ の よ うな こ とは行 なわ れ て い ない。 〈132気 候 〉ル パ 村 周 辺 は,概 し

て健 康 的 な土地 で あ る。 季 節 は 三 つ に 区分 され る。10月 か ら2月 まで は冬 で,た い へ

ん寒 いが 雪 は ない 。3月 か ら6月 まで はモ ンス ー ン期 で た い へ ん暑 い。 摂 氏35度 ま で

に達 す る。7月 か ら9月 まで は モ ンス ー ン期 で,村 人 た ちは農 作業 を行 な う。 アデ ィ

カ リの この よ うな記 述 に 対 して,プ ラデ ィプ ・ダス(Pradip Das)は,モ ンス ー ンは

5月 か ら8月 まで で,シ ェル ドゥクペ ンの 人 々 は9月 か ら10月 まで を 「春 の よ うにた

い へ ん よ い気 候 」と呼 ぶ と話 して くれ た[Pradip Dasに よ る]。 〈173 口碑 ・伝 説 に

よ る歴 史 〉 チ ベ ッ トの 王 バ ・ス トロ ング ツ ェ ン・ゴ ンパ(Ba Strongtsen Gompo)は,

王 妃 べ ・ム ・ツ ァ(Be Mu Za)と そ の子 ゲ プ ・ロ デ ィ ン ・ドル ジ ・チ ュ ング(Gepu

Roding Dorjee Chung)と と もに,ラ サ(Lhasa)の デバ ラ ジ ャ リ(Devalajari)に

住 ん で い た 。 王 は,ア ッサ ム(Assam)の 王 の と ころに,た いへ ん 美 しい 娘 が い る こ

とを 知 った 。 彼 は,有 能 な 大 臣 リグ プ ー ・チ ャ ン(Rigpu Chhan)を シ ブ サ ガ ル

(Sibsagar)に 送 って,結 婚 を 申 し出 た 。 は じめ ア ホ ム(Ahom)王 は 断 わ ったが,や

が て それ を 受 け 入 れ た 。 大 臣 は,そ の 娘 を 連 れ て ラサ に向 か って旅 だ った が,プ ラマ

プ トラ(Brahmaputra)川 を 渡 る と き,こ の 大 臣 は この 娘 を 誘 惑 したの で あ る。 一 行

は,ラ サ に帰 り着 き新 しい娘 の到 着 を喜 ん だ。 しか し王 は,こ の娘 が す で に妊 娠 を し

て い る こ とを 知 り,大 い に怒 り,大 臣 を投 獄 した 。 や が て子 ど もが生 まれ た が,そ の

身 体 は 人 間で あ った が,イ ヌ の顔 を して お り,ヤ ギの 角 を持 って い った 。 この子 は,

森 の 中 に連 れ て い かれ て,放 置 され た ので あ る。 王 は こ の娘 を 愛 して い た の で,前 非

を 許 した。 や が て,ジ ャブ ドゥ ン ・ン グ ワ ン ・ナ ム ジー(Jabdung Ngwang Namje)

と ジ ャプ タ ン ・ブ ラ(Japtang Bura)と い う二 人 の 息子 を 持 った。 ジ ャプ タ ン ・ブ ラ

が やが て シェル ドゥ ク ペ ンの 王 とな ったの で あ る。 シェル ドゥク ペ ンの祖 先 は,チ ベ
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ッ トの王,バ ・ス トロ ング ツ ェ ン ・ゴ ンパ の 息子 で あ る この ジ ャプ タ ン ・ブ ラが 現在

の シ ェル ドゥクペ ンの居 住地 を 統 治 す るよ うに命 ぜ られ た こ とか らは じま る。 彼 は,

ポー タ ー と召 使 を連 れて,旅 を始 めた 。 彼 はバ ング ニ(Banguni)と 戦 い これ を撃 ち

破 った。 そ して プ ッ ト(But)村 にい た った。 しか し,プ ッ トの村 も,周 辺 の 部族 か ら

の攻 撃 が あ り,や が て 現在 の ルパ 村 に移住 した。 ルパ 村 は最 初 か ら この よ うに 呼 ば れ

て い たの で は な くて,シ ェル ドゥ クペ ンは,ト ン グ チ ュ ック(Thongthuik)と 読 んで

い た・ トン グチ ュ ック(Thonguthuik)と 云 う村 の名 前 は,「Thongの 人 々の 村 」 を

意 味 して い る とい われ て い る。 この 村 の 人 々が,平 原 の 村 人 と交 易 を す るよ うに な っ

て以 来,ル パ(Rupa)と い う名 前 が,平 原 の人 々か ら与 え られ た の で あ ろ う。 それ は,

「銀 貨 」 を 意 味 す る言 葉 で あ る。

 〈56社 会 成 層 〉 この ジ ャプ タ ン ・ブ ラお よ び彼 の 召 使,ポ ー タ ー の子孫 が シ ェル

ドゥク ペ ンと呼 ばれ る人 々で あ る。 しか し シェル ドゥ クペ ンの 中 に は,2つ の社 会 階

層 が あ る。 上 層 階層 は,Thongと 呼 ばれ る人 々 で,下 層 階 級 はChhaoと 呼 ばれ て い

る。Thongは 王 族 の 出身 で, Chhaoは その 従 者 か らの 出 自で あ る と考 え られ て い る。

その 二 つ の 階層 は,婚 姻 関 係 を 避 け て い る。 それ ぞ れ の 階層 は,数 多 くの ク ラ ンに分

割 され て い る。 下 層 のChhaoも,チ ベ ッ トを起 源 と して い て,現 代 のル パ村 に定 住

して い る。 伝 統 に よ りとChhaoは 荷 物 を 運 搬 しな が ら,家 の建 築 や雑 事 を しな が ら

Thongの 畑 で 労 働 す る。 Chhaoは 決 してThongに 憧 れ た り しな い。 Chhaoが 社

会 的 に下 層 で あ る とい うこ とは,い ろ い ろ な場 面 で 示 され る。 例 え ば,宗 教 的 な儀 礼

で は,Chhaoは 下 座 に座 らな けれ ばな らな い。 ま た供 物 は, Thongの 手 で分 配 され

る。ChhaoはThongの 女 性 と は結 婚 で きな い し, ThongはChhaoの 女 性 と も結

婚 で きない 。 しか しChhaoはThongと0緒 に食 事 す る し,台 所 か ら家 の 中まで 自

由 に動 き 回 る。 そ うい う意 味 で は,イ ン ドの不 可 触 賎 民 とは違 った もの で あ る。

 〈19 言 語 〉 シェル ドゥ クペ ンは,チ ベ ッ ト ・ビル マ語 族 に属 す る。 文字 はな い。

そ れ ゆえ,経 文 の旗 には,チ ベ ッ ト文字 を使 って い る。 ルパ 村 の 人 々 は,ア ッサ ム語,

ヒ ンデ ィー語,モ ンパ 方言 を 補 助 的 に話 して い る。

 〈34建 造 物 〉家 屋 は,大 別 す る と3つ あ る。 第1は,石 造 りの 家(dichiya-yam)

で,全 体 の8.1パ ーセ ン トで あ る。 これ は た いへ ん 高 くつ くの で,数 は少 ない。第2に

は,木 造 の 家(wanwa-yam)が あ る。 大 半 の シ ェル ドゥク ペ ンの 家 は,こ れ で あ る。

第3は,タ ケ の家 で(tampla-yam)で あ る。 これ は貧 しい 人 々 の家 で,こ れ も数 は

多 くない 。 田や畑 の 出づ くり小 屋 と して利 用 して い る こ と もあ る。 シェル ドゥク ペ ン

の 家 は,タ ケ の家 を 除 い て,2階 建 てで あ る。 大 工 は,釘 を用 いず に これ らの家 を建
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て る。2つ の 社 会 階層 で あ るThongとChhaoの 間 に,家 の違 い はな い 。

 〈29服 装 〉 シ ェル ドゥクペ ンの 男 性 は,ス パ(supa)と 呼 ばれ る長 い布 を身 に ま

と って い る。 それ は絹 で で きて お り,2メ ー トル30セ ンチ の 長 さで,1メ ー トル30セ

ンチの 幅 で あ る。 スパ は 膝 ぐらい の 長 さ で あ る。 スパ の 下 に は,前 あ きの シ ャッを 着

て い る。 これ は ル ダ ック(luduk)と 呼 ばれ,こ れ も絹 製 で あ る。 厚 手 の手 紬 の ム カ

ック(mukha)と 呼 ば れ る布 を 腰 の 回 りに巻 き付 けて い る。 これは 栗 色 で デ ザ イ ンも

なか な か良 い。 彼 らは,ゴ ルダ ム(gordam)と い うヤ クの毛 でで きた 帽 子 を か ぶ って

い る。 そ して そ れ らの帽 子 には 飾 りが あ る。彼 らは,2,3年 に一 度 村 を訪 れ る モ ンパ

(Monpa)や ブ ータ ン人 の行 商 人 か ら帽子 を買 う。 帽 子 は,こ の よ うに購 入 され た も

の で あ るが,帽 子 の 飾 りは,自 分 らの 村 で つ くられ た もので あ る。 ダ ウ ン(daUI1)と

呼 ばれ る大 変 込 み入 った 手 織 の鞄 を肩 に掛 け,背 中に は ドグ レ(dogure)と 呼 ばれ る

鞄 をか つ い で い る。 靴 は,め った に は か な い。 今 日,シ ェル ドクペ ンの社 会 で は,服

装 に大 きな変 化 が起 こって い る。 彼 らは,ア ッサ ム(Assam)の 市 場 か ら買 って きた

洋 風 の シ ャ ツやパ ンツ をは い て い る。 しか し,女 性 の服 装 は,そ れ ほど変 わ って は い

ない 。女 性 の 上着 は,絹 製 の シン コ ー(sinkoo)と 呼 ばれ る もので,平 原 に住 む カ チ

ャ リ(Kachari)族 か ら購 入 した もの で あ る。 そ れ は,袖 無 しで,長 くて広 い ガ ウ ン

で 肩 か ら脚 を お お って い る。 シ ン コー を着 る とき に は,腰 の あ た りで ムカ ッ クと呼 ば

れ る帯 を して い る。 この シ ンコ ーの 上 に,腰 まで あ るル ダ ック と い う シ ャツ を着 る こ

と もあ る。 この 上 着 の 縁 に は,刺 繍 が 施 され て い る。 サ ナ ップ(sanap)と い う白 また

は赤 い布 を 上着 の 上 に付 け る こ と もあ る 。 この サ ナ ップ は,前 で 両 端 を結 び,残 りは,

後 ろ にた ら して い る。 女 性 は,帽 子 を か ぶ らな い。 男 性 の 上 の毛 は 短 い。 女 性 は,子

供 の う ちは 髪 を短 く して い るが,大 き くな る と,長 くす る[ADHIKARI et al.1975:

15-32]。

                                (栗 田靖 之)
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ミ ジ(Miji),ダ ン マ イ(Dhammai, Dammai)

Sen, D. K.1971"Annexure to the Tribal Map of India"Anthropological Survey of India,

Culcutta・ よ り作 図 。 行 政 区 分 は1961年 当 時 の も の に よ る 。

 〈131位 置 〉 西 カ メ ン ・デ ィス ト リク ト(West Kameng District)の ビ チ ョ ム

(Bichom)川 の漢 谷 に住 んで い る。 〈144人 種 的 類縁 性 〉言 語 に お い て 異 な るが,ア

カ(Aka, Hrusso)と 大 へ ん 類 似 性 の 高 い小 集 団 で あ る[SEN 1986:28]。<58婚

姻 〉彼 らは,ア カ と婚 姻 関係 を持 つ[CHowDHuRY l983:24]。 他 の 部 族 との 交 易

は,ア カを 通 じて 行 な わ れ て い る[HuNTER l879:355]。

 〈101 ア イ デ ンテ ィフ ィケ ー シ ョ ン〉 自 らを ダ ンマ イ(Dhammai)と よん で い る。

〈131位 置 〉 ミジ(Miji)は25の 村 にわ か れ て住 んで い る。 北 と東 は ダ フ ラ(Da且a,

Nishi)に,南 は ア カ(Aka, Hrusso)に,西 は モ ンパ(Monpa)に 囲 ま れ て い る。

〈342住 宅 〉住 居 は9メ ー トル か ら12メ ー トル の長 さで,幅 は3.5メ ー トル か ら6メ

ー トル で 台 地 の 上 に 建 って い る[SEN l986:28]
。

 〈62 コ ミュ ニ テ ィ 〉村 長 は,ナ ク(Nakhu)な い しは ク ジ ャロ ン(Kl功along)で

あ る[CHowDHuRY l983:24]。 〈30装 飾 品 〉彼 らは,装 飾品 を 好 む 。 ミジの 女

性 は,い ろ い ろ な色 の ビ ーズ や真 鍮 の 装 身具 を身 につ けて い る。 男 性 も女 性 も長 い 髪

の毛 を して お り,男 性 は ア カ と 同 じ く頭 の上 で バ ン(bun)と よ ばれ る髪 型 を して い
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る。 ミジの 屈 強 な 男 性 は,小 型 と 中型 の ナ イ フを 首 か らつ る し,大 型 の ナ イ フを 首 か

らつ る し腰 に さ して い る。 〈56社 会成 層 〉 ミジの最 下 層 に は 奴隷 も見 られ る。 〈58

婚 姻 〉多 婚 は 一般 的で あ る。 〈76死 〉死 者 は,土 葬 され る[SEN 1986:28]。

 〈26食 物 消 費 〉 ミジの 女性 は ヒ ツ ジとヤ ギ の 肉 は 食 べ な い と い う[Pradip Das

に よ る]。

                                   (栗 田靖之)
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コ ア(Khoa),コ ワ(Khowa),ブ グ ン(Bugun)

Sen, D. K.1971"Annexure to the Tribal Map of India" AnthropologicaI Survey of India
,

Culcutta・ よ り作 図 。 行 政 区 分 は1961年 当 時 の も の に よ る 。

 〈131位 置 〉 コア(Khoa)は,カ メ ン ・デ ィス トリク ト(Kameng District)の ビ

チ ョム(Bichom)川 の ほと り,ボ ンデ ィ ラ ・サ ー クル(Bomdila Circle)の 中の10村

に居 住 して い る・ 〈101 ア イデ ンテ ィ フ ィ ケ ー シ ョン 〉自称 は ブ グ ン(Bugun)で あ

るが,他 の部 族 か らそ の よ うに呼 ばれ る こと は な い。<58 婚 姻>10村 に ま たが る外

婚 制 で婚 姻 はな りた って い る。 コ アは 厳密 に は部 族 内婚 で,ア カ(Aka, Hrusso),ミ

ジ(Miji)な ど の類 似 の 生 活 様 式 を も った 部 族 や,シ ェル ドゥクペ ン(Sherdukpen)

とい った,コ ア と長 い経 済 的,儀 礼 的 関係 を も った 他 の 部族 と も婚 姻 しない 。 〈77

宗教 的信 仰 〉 コア の伝 統 的 宗 教 は,家 畜 の 犠牲 を と もな った多 くの神 がみ や 自然 の 霊

に対 す る もの で あ るが,チ ベ ッ ト仏 教 か らの 影響 も受 けて お り,儀 式 を と りお こ な う

の に ラマ 僧 を招 いて い る。 〈43 交 換 〉 モ ンパ が チ ベ ッ トと交 易 して い た ころ に は,

コア もモ ンパ(Monpa)と 交 易 を行 な って い た[FtiRER-HAIMENDoRF 1982b:29-

30」。 〈62 コ ミュニ テ ィ 〉ア カ に ま じって住 む が,独 立 した村 む らで は
,首 長 の も

とで ・ 村 を つ くって い る。 〈144人 種 的類 縁 性 〉 ア カ に大 へ ん 似 て い る が,顔 色 は

やや 黒 い。 彼 らは 熱 心 に 働 く。 〈24農 業 〉 コア は焼 畑 を営 ん で お り,穀 類,コ ム ギ,
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ム ギ,ジ ャガ イモ,サ ッマ イ モを 耕 作 して い る。 しか し焼 畑 の 望 ま し くな い こと が教

育 さ れて,今 日で は少 な くな りつ つ あ る[Pradip Dasに よ る】。 〈58婚 姻 〉男 性 は

婚 資 を支 払 う こ とが 出来 る場 合 に は,一 人 以 上 の妻 を持 つ。 〈43 交 換 〉相 続 は,息

子 た ちが,父 の 遺 産 を均 等 に相 続 す るが,未 婚 の娘 は装 飾 品 を相 続 す るだ けで あ る。

〈76死 〉死 者 は 土 葬 す る[SEN l986:28]。

 〈115情 報 提 供 者 〉ハ イ メ ン ドル フ(F�er-Haimendorf)は,バ ン グニ(Banjni),

ミジ(Miji),コ アは 未 だ 人 類 学 者 の 本 格 的 な 調 査 が さ れ て い な い と 述 べ て い る

[F廿RER-HAIMENDoRF l982b:147]。

                               (栗 田靖 之)
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バ ン グ ニ(Bangni)

Sen, D. K.1971"Annexure to the Tribal Map of lndia" Anthropological Survey of lndia
,

Culcutta・ よ り作 図 。 行 政 区 分 は1961年 当 時 の も の に よ る 。

 〈101ア イ デ ンテ ィ フ ィケ ー シ ョ ン〉彼 らは ダ フラ(ニ シ)の サ ブ ・ トラ イ ブで あ

る。 ニ シもバ ング ニ も とも に 「人 間」 を意 味 して い る。 ダ フ ラ(Dafla)と い う言 葉 は,

彼 ら自身 の 間 で は,大 へん 品 位 を傷 つ け る言 葉 で あ る[CHowDHuRY l983:26-27]。

プ ラデ ィプ ・ダ ス(Pradip Das)に よ る と, Bangniの9は 無 音 化 して お りバ ンニ と

発 音 す る方 が 多 い とい う。 しか し本 文 で は,古 くか ら書 きあ らわ され て い るバ ング ニ

を と る こ とに す る。

 〈11参 考文 献 〉ハ イ メ ン ドル フ(FUrer-Haimendorf)は,そ の著 書 の 中で,バ ン

グニ(Banguni),ミ ジ(Miji),コ ア(Khoa)に つ いて は,人 類 学 者 の調 査 は行 な わ

れ て い な い と述 べ て い る[FtiRER-HAIMENDoRF l982a:147]。 そ れ ゆ え,以 下 の 情

報 は,綿 密 な フ ィ ール ドワー クの結 果 に よ って もた らさ れ た もの で は な いが,バ ング

ニ に 関 す る一 般 的 な情 報 と して,記 載 す る こ とに す る。

 〈131位 置 〉彼 らは,東 カ メ ン ・デ ィス トリク ト(East Kameng District)1こ 住

み,ア ル ナ チ ャル ・プ ラデ シュ(Arunachal Pradesh)の ダ フ ラ(Dafla, Nishi)に 近

い民 族 で あ る。 〈24農 業 〉彼 らの居 住 地 が 急 斜 面 で あ るので,ほ とん ど農 耕 を しな
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い。 彼らは,タ ケ細工が上手である。 〈142身 体諸形質の情報〉男性は,12,3才

から髪の毛をなが くのばす。 そして男性はプン(bun)と 呼ばれる髪型を している。

女性は,5,6才 から髪の毛をのばしたままにしている。 しかし今 日では学校に通 う

ようになった子供たちは,あ る一定期間ごとに髪の毛を切っている。入墨は女性のあ

いだで一般的である。これは思春期に到達する以前に行なわれる。彼 らは装身具が好

きである[SEN 1986:30]。

                                 (栗 田靖之)
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ダ フ ラ(Dafla),ニ シ(Nishi),ニ シ ャ ン(Nishang)

 Sen, D. K.1971"Annexure to the Tribal Map of India" Anthropological Survey of India,

 Culcutta・ よ り作 図 。行 政 区 分 は1961年 当時 の もの によ る。

 〈131位 置 〉 ニ シ(Nishi)は,ア ル ナ チ ャル ・プ ラ デ シ ュ(Arunacha1 Pradesh)

の 低 地 ス バ ン シ リ(Low Subansiri)と 東 カ メ ン ・デ ィ ス ト リ ク ト(East Kameng

District)に 住 む ・ ・〈101ア イ デ ン テ ィ フ ィケ ー シ ョ ン 〉 ダ フ ラ(Dafl a)と 言 う言 葉

は,「 服 従 し な い 人 々 」 と 言 う 意 味 で,平 原 に 住 む ア ッ サ ム 人 が 付 け た も の で あ る 。

彼 ら 自 身 は,「 人 間 」 を 意 味 す る ニ シ(Nishi)と 言 う 呼 称 を 用 い て い る。 し か し,イ ン

ド政 府 の 公 文 書 に お い て も指 定 部 族 と して ダ フ ラの 名 称 が 用 い ら れ て い る こ と か ら
,

本 文 に お い て も,ダ フ ラ と 呼 ぶ こ と に す る 。 加 藤 に よ れ ば,イ ン ドの 主 張 す る 国 境 線

の 北 方 に 住 む お よ そ2,000人(1982年)の ア カ,ダ フ(ダ フ ラ の こ と と 思 わ れ る)
,ミ

リを 中 国政 府 は少 数 民族 に指 定 して,ロ バ(略 巴 Luppa)の 名称 を 与 え て い る[加

藤 1987:843-844]。 〈157パ ー ソナ リテ ィ ー特 性 〉彼 らは,た い へ ん 好戦 的 で あ

る と言 わ れ て い る。

 〈142 身体諸形質の情報〉彼らは強 くて,が っしりした筋肉質の身体を しており,

平たい鼻と平 らな顔,突 き出 した頬骨,高 い背を している。〈30装 飾品〉髪の毛は

王冠のように前頭部で黄色い紐と真鍮のピンでとめている。またサイチョウの囁を赤

                                     85
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く色 づ け した り,羽 で 飾 った タ ケ製 の 帽子 を か ぶ つて い る[SEN 1986:31]。<19

言 語 〉彼 らの 言語 は,チ ベ ッ ト ・ビル マ語 族 ボ ド ・ナガ語 群 ボ ド語 系 に 属 し て い る

[長 野 1987=459]。

 〈11参 考 文 献 〉ダ フ ラに つ い て は,近 年3つ の 調 査 報告 書 が 見 ら れ る[BISWAS

1966;侒AIKIA 1964;SHUKLA 1965]。 ビ ス ワス(Biswas)の 調 査 は,『 イ ン ド国

勢 調査 』 の一 環 と して な され た もの で あ る。 以 下 その記 述 に 従 う。

 〈58婚 姻 〉彼 らは一 夫 多 妻 で あ るが,一 妻 多 夫 で は な い。 氏 族 は お互 い に 外婚 制

を と って い る。〈342住 宅 〉家 屋 は長 さが30メ ー トル に もお よ び,幅 が5か ら7メ ー

トル に お よぶ ロ ングハ ウスで あ る。 か れ らは川 の 側 に家 を建 て な い。 そ れ は ヘ ビや川

虫 を嫌 って で あ る。 そ れ ぞ れ の妻 は,独 立 した 区画 を持 って い る。 〈24 農 業 〉焼 畑

が行 な われ て い る 。

 〈77宗 教 的 信 仰 〉彼 らは,夢 を信 じて い る。 そ して 死 後 の 霊 魂 を信 じて お り,死

後 天 国で 先 祖 の 霊 に 出会 う と信 じて い る。 〈76死 〉死 者 は 住 居 の近 くに葬 られ る。

そ して死 者 のた め に大 きな 声 で 泣 き叫 ぶ[BISWAs igss3。

 〈171文 化要 素 の 分布 〉 ダ フ ラ(Dafla, Nishi)と バ ン グ ニ(Bangni)と は,お

互 い に 近 い 関係 に あ り,ダ フ ラ とバ ング ニ とは 同 じで あ る と 記 述 し た 資 料 も あ る

[Intelligence Branch Division of the Chief of the Staff Army Head-Quarters

India l 907:167]。 〈62 コ ミュニ テ ィ 〉 サ イ キア(5aikia)の 記 述 に よれ ば,ダ フ

ラの 社 会 に は,連 帯 感 で 結 ば れた 共 同体 と しての 村 は な い。 す ぐ近 くの ロ ングハ ウス

同士 で も,住 人 た ちに は 政 治 的 に も経 済 的 に もまた 宗 教 的 に も共 同 し合 う義務 は一 切

な い と い う。

 〈56社 会 成 層 〉 また ニ シの 社 会 に は,ネ テ(Nete)と ば れ る 自 由 民 と,ネ ラ

(Nera)と 呼 ばれ る 奴 隷 が い る[SAIKIA l 964:15-20]。 〈567奴 隷 制 〉 サ ル ン

(Salung)と い う小 集 団 が,西 カ メ ン ・デ ィス トリク ト(West Kameng District)の

ボ ンデ ィ(Bomdi)川 の近 くにダ フ ラ と と もに 住 んで い る。 彼 らは 山地 部 族 の 中で,

い ち ばん 古 い部 族 と言 い つ た え られ て い る。 彼 ら は,鍛 冶 屋 と して た い へ ん 優 秀で あ

る。 服 装 は ダ フ ラ と同 じで あ るが,タ ケ の帽 子 はか ぶ らな い。 ダ フ ラは 彼 らを 奴隷 と

して 使 用 して い た 。 ア ル ナチ ャル 州 政 府 は,彼 らを ボ ンデ ィの ダ フ ラか ら引 き離 し,

奴 隷 の 地 位 か ら解 放 した[Pradip Dasに よ る]。

 〈626社 会 的 統 制 〉ダ フ ラの社 会の 特 徴 は 法 や 秩序 を維 持 す るた め の全 部 族 的 な

組織 が ない とい う こ とで あ る。 争 いは 当 事者 間で 解 決 しな けれ ばな らな い。 争 い ご と

は,ふ つ う村 対 村 で は な く,家 対 家 で 起 こる。
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 〈43 交換〉このように別個に存在する家を,友 好的にし,相 互扶助的に結びつけ

るためにアロムダム トム(aromdumtom)や ダポ(dapo),パ ケ(pakhe)と よばれる

儀礼的な交換関係がある。この儀礼的な交換関係を維持するために幾度とな く相手の

家に訪問が行なわれる。その結果,双 方の家に友好の絆が結ばれるのである[SAIKIA

1964:20-26]。

                                 (栗田靖之)
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ア パ ・タ ニ(Apa Tani)

Sen, D. K.1971"Annexure to the Tribal Map of India"Anthropological Survey of lndia,

Culcutta・ よ り 作 図 。 行 政 区 分 は1961年 当 時 の も の に よ る 。

 〈13 地 理 〉 アパ ・タ ニ(Apa Tani)は,低 地 ス バ ン シ リ ・デ ィス トリク ト(Low

Subansiri District)に 住 む[SEN 1986:31-32]。 チ ョー ダ リー(Ghowdhury)に

よれ ば,ア パ ・タ ニ は ス バ ン シ リ ・デ ィス トリク トの ダ フ ラ(Dafla, Nishi)と ヒル ・

ミ リ(Hill Miri)の 間 の26平 方 キ ロメ ー トル に 住 ん で い る[CHowDHuRY l 983:28]。

〈142 身 体 諸 形 質 の情 報 〉彼 らは 背 が高 く,大 変良 い容 姿 を して い る。 鼻 は高 く,

面 長 で あ る。 肌 の色 は 白 い[SEN l986:31-32]。 〈29服 装 〉彼 らの服 装 は,隣 接

して い るダ フ ラ 〈Dafla, Nishi)と 大 変 似 て い る。 男 性 は額 の上 で 水 平 に20セ ンチ メ

ー トル ほ どの長 い留 金 で 髪 の 毛 を た ば ね て い る。 ダ フ ラの髭 は大 き く,ア パ ・タ ニ の

髭 は 小 さい 。外 見 的 には これ が 区別 で きる大 きな特 徴 で あ る[Pradip Dasに よ る]。

男 性 は 入 墨 を 下唇 の所 で 真 横 に,そ して顎 の 下 まで 入れ て い る。 それ は ち ょ うどTの

字 の 形 を して い る。 女 性 は額 の 上 か ら鼻 の上 まで と,鼻 か ら八 の 字 に,ま た 下 口唇 の

下 か ら横 一 文字 に 入墨 を して お り,髪 の 毛 を 頭 の上 に巻 き上 げ て い る。 この よ うな入

墨 のた めに,ア パ ・タ ニ の女 性 は,デ ィ ブル ガ ル(Dibrugarh)の よ うな 町 で仕 事 に

つ く ことを嫌 って お り,何 人 か の 女性 が 整 形手 術 を 受 けて,こ の入 墨 を 消 した とい う
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[Pradip Dasに よ る]。 ま た で き るだ け大 きな木 製 の鼻 栓 を小 鼻 に つ けた い と 思 って

い る。 男 性 は 両側 の とが った サ トウキ ビで で きた 帽 子 を か ぶ って いる 。女 性 は 男性 と

同 じ く,広 くて 青 い ふ ちど りが あ り,ひ ざ まで と ど くシ ャ ツ と ジャケ ッ トを 着 て い る

[SEN l986:31-32]。 〈15行 動 の 過 程 とパ ー ソナ リテ ィー 〉 彼 らは 平 和 な 部 族 で

あ る。 〈42財 産 〉彼 らの間 で は,自 分 の財 産 を散 財 した り,人 にあ げ た りす る者 が

豊 かで,地 位 の高 い者 で あ る と考 え られ て い る。

 〈58婚 姻 〉婚 姻 は簡 単 に行 なわ れ る。 結 婚 式 は な い。 も し若 い二 人 が 夫 婦 と して

住 も うと思 え ば,女 性 が 男性 の両 親 の 家 に 移 って 住 む。 しか し一 般 的 に は若 い二 人 は,

結 婚 後,新 しい家 を つ くる。 〈34建 造 物 〉家 は 地 面 に建 て られ る。 家 は木 の 杭 の 上

に タ ケ製 の壁,イ ネ ワ ラで屋 根 がふ かれ る。彼 らの 家 は小 さな通 路 に面 して いて,壁

と壁 を 接 して建 て られ て い る[SEN l986:31-32]。

 〈24農 業 〉彼 らは,こ み 入 った 灌 概 シス テ ム を 発達 させ た 優 れた 農 民 で あ る。 コ

メを 常 食 に して い る。 彼 らは,段 々畑 で 耕 作 を して い る。 補 助 的 に鍬 で た が やす こと

もあ る が,人 力 の 鋤 耕 が 行 な われ て い る。 コメ,穀 類 ジ ャガ イモ,キ ュ ウ リ,ト ゥ

ガ ラ シ,タ バ コ等 を耕 作 して い る[SEN l986:31-32]。

 〈161人 口 〉 通 常 アル ナ チ ャル ・プ ラデ シュの豊 か な 自然 の も とで も,焼 畑 農 耕

を行 な って い る部 族 社 会 で は,1平 方 キ ロメ ー トル あ た りに6人 ほ どの人 口 しか保 持

で き ない[FURER-HAIMENDORF 1982a:37]。 しか しア パ ・タ ニの 部 落 で は,1平

方 キ ロ メ ー トル あ た り,300人 が 住 んで い るが,こ れ は驚 くべ き ことで あ る。 これ は ア

パ ・タ ニ が 集約 的 な農 業 を行 な って い る か ら可 能 なの で あ る 。 ダ フ ラ もア パ ・タ ニ も

農 業 を 行 な って い るが,ア パ ・タニ以 外 の部 族 は,焼 畑 を 中 心 に農 耕 を 行 な って い て,

ひ とつ の 畑 を2,3年 以 上 つづ けて耕 作 す るの は まれ で あ る。 それ に対 して アパ ・タ

ニ は,農 地 を 大 変 よ く手 入 れ して い る。 そ して灌 概 され た 田畑 は平 原 の ア ッサ ム人 に

と って は驚 異 の 的 で あ った 。水 田で の 稲 が主 作 物 で あ るが,乾 い た土 地 で は,穀 類,

トウモ ロ コ シ,ジ ャガ イ モ,野 菜等 を 栽 培 して い る[FﾜRER-1-HIMENDORF 1982b:

28-29]。 ま たハ イ メ ン ドル フ(F�er-Haimendorf)は,標 高1,500メ ー トル に お い て,

二 毛 作 を行 な って い る と 報 告 して い る。 また 彼 らは,水 田 で は 養 魚 も 行 な って い る

[FﾜRER-HAIMENDORF l982b:288]。

 〈43 交 換 〉ア パ ・タ ニは,人 口 の割 には 耕 地 は狭 い が,生 産 力 が高 い ので,余 剰

の コ メを 交 易 品 と して い る。 コ メ とブ タ や ウ シ と交 換 す る。 彼 らは,家 内 制手 工 業 に

も力 を 入 れ て お り,ア ッサ ム州 で とれ る鉄 で,ナ イ フや 刀 をつ くる。 ワタ は 栽 培 して

い な いが,コ メ との交 換 で 得 た ワタ を紡 いで 糸 に し,植 物性 の染 料 で 染 め て織 物 と し
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て い る。 アパ ・タ ニ は優 れ た 交 易 民 と して の 才 能 が あ る。 アパ ・タニ は低 地 ア ッサ ム

か らの交 易 品 を 高所 に輸 送 す るだ けで な く,自 ら も非常 に質 の 高 い木綿 製 品 をつ くり

出 し,そ れ と と もに,鉄 製 品 や 植 物 の灰 か らとれ る塩 を交 易 品 と して いる。 アパ ・タ

ニ の主 な交 易 相手 は ミ リ(Miri)族 で あ る[FURER-HAIMENDORF l 982a:58-59]。

 〈66 政 治 的行 動 〉ア パ ・タ ニ は7つ の 村 に分 れ て 住 ん で い る。 彼 らの社 会 は,非

中央 集 権 的 で あ る。 各 氏 族 を 代 表す る首 長 が,村 会 をつ くって い るが,こ れ も村 人 の

要 求 が あ った 時 だ け 開 らかれ る。祭 は1年 の う ち数週 間行 なわ れ る。 この場 で 首 長 同

士 が贈 り もの を儀 礼 的 に交 換 す る。 これ が 部 族 全 体 の統 合 を象 徴 して い る。 彼 らの 間

で 部 族 意 識 を は っ きり と持 って い る。 伝統 的 に は,反 社会 的犯 罪 行 為 には,村 長 が 村

民 の要 求 に した が って死 刑 を も含 ん だ厳 しい刑 罰 を 決 め た。 私 的 な紛 争 は 当事 者 間 の

な りゆ きにま か せ られ て い る。 〈68侵 犯 行 為 と制裁 〉村 同士 の 紛 争 が生 じる と,決

闘 の場 が定 め られ る。 多 量 の 槍 が投 げ られ て,そ れ ぞ れの 側 に死 傷 者 が で る と,戦 闘

は 中止 され る。 〈56社 会 成 層 〉アパ ・タ ニ の 社 会 に は,貴 族 と平 民 の 階級 が あ り,

2つ の 階 級 間 で は,婚 姻 はで き ない が,通 常 の 生 活で は差 別 され て い な い。 アパ ・タ

ニ は,貴 族,平 民 の身 分 は 来 世 まで もた ら され る もの と信 じて い る。 ア パ ・タ ニは,

近 隣 の ダ フ ラや ミ リと抗 争 して い た ので,ア パ ・タ ニの 奴 隷 には,ダ フ ラや ミ リ族 出

身 の者 が 多 い[FﾜRER-HAIMENDORF l982b:30C]。 アパ ・タ ニの 宗 教 は,ア ニ ミズ

ムで あ る[FﾜRER-HAIMENDORF l982b:28-29]。

 アパ ・タ ニ は,ダ フ ラ,ヒ ル ・ミリ(Hill Miri)や そ の他 の 関連 した部 族 とは,そ

の 住 ん で い る場 所,言 語,風 習,伝 統 とい った 側面 に お いて,他 のア ル ナ チ ャル ・プ

ラデ シュ(Arunachal Pradesh)の 住 民 と は異 つて い る。 〈36 集 落 〉ダ フ ラが 定 住

して い な いの に対 して,ア パ ・タ ニ は 集村 に定 住 して い る 。村 で は家 が軒 を接 して 建

って い る。 この よ うに密 集 した 村 落 で あ るの で,火 事 が あ る と村 全 体 が 消 失 す る とい

う[Pradip Dasに よ る1。そ の村 の 中 は区画 に分 れて いて,そ れ ぞ れの 区 画 は外 婚 的 ク

ラ ン とな って い る[FIIRER-HAIMENDoRF l982b:28-29]。 〈23 家 畜 飼 養 〉 ミタ ン

(mithan)牛 は,ア パ ・タ ニに と って 重要 な資 源 で あ る と 同時 に,ミ タ ン牛 を保 有 し

て い る こ とは,威 信 を 高 め る ことで あ り,同 時 に犠 牲 に 用 い た り,交 易 に用 いた りす

る。 しか し普 通 牛 の 飼育 も行 な われ て い る。 ミタ ン牛 を交 換 の 財 とす る こ とは,だ ん

だ ん と現 金 に と って 変 わ られて い る。 ア パ ・タ ニに お い て は,相 当量 の食 肉 に対 す る

要 求 が あ る。 そ して そ れ らは,ア パ ・タ ニ と劣 らぬ ほ ど食 肉 に対 す る要 求 の ある ニ シ

や ミ リに供 給 され て い る。 ブ タや ウ シ もま た アパ ・タ ニ が 平 原 か ら連 れ て きて飼 育 し

て い る。 肉 は この 地 方 の重 要 な食 物 で あ る。 か つ て ア パ ・タ ニ は穀 物 との 交 換で 家 畜
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を ダ フ ラか ら得 て い た。 しか し現 在 で は,ア パ ・タ ニ が 平 原 の人 々 か ら,商 業 と して

家畜 を得 る よ うに な ったの で,近 隣…の 部族 と の 交易 は 大 幅 に 少 な くな って い る。 ア

パ ・タ ニが 牛 肉 を食 べ るの で,平 原 の ア ッサ ム人 か らは,不 可 触 民 と しての 烙 印 を押

され て い る[FﾜRER-HAIMENDORF 19:82b 299]。

 〈46 労 働 〉近年 アパ ・タ ニ は政 府 の 道 路工 事 に従 事 し,現 金 収 入 を得 た。 そ して そ

の 金 で,ア パ ・タ ニ はハ ポ リ(Hapolj)と 呼 ばれ る町 に 店 を 持 つ よ うに な って い る。 こ

の ハ ポ リを 中 心 と した アパ ・タ ニ の経 済 力 は 相 当 な もので あ る[FﾜRER-HAIMENDORF

1982b:300]。

                                (栗 田靖 之)
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ヒ ル ・ ミ リ(Hill Miri)

Sen, D. K.1971``Annexure to the Tribal Map of lndia"Anthropological Survey of India,

Culcutta・ よ り 作 図 。 行 政 区 分 は1961年 当 時 の も の に よ る 。

 〈11参 考 文 献 〉 ヒル ・ミ リに 関す る最初 の報 告書 は,ダ ル トン(Dalton)の もの

で あ る[DALToN l872]。 ま た最 近 の 研究 と して は,チ ョーダ リー(Chowdhury)

が あ る[CHowDHuRY l983]。 これ ら2冊 を主 に参 考 と しな が ら記 述 す る。 〈131

位 置 〉 彼 らは,高 地 ス バ ン シ リ ・デ ィス ト リク ト(UpPer Subansiri District)に 住

ん で い る。<115情 報 提 供 者>1911年 ミ リ討 伐 隊(Miri Mission)が 派遣 さ れて,ミ

リの ことが 明 ら か とな っ たが,そ れ以 前 に つ い て は,彼 らの こ とは,ダ ル トンの 報 告

書以 外 に ほ とん ど知 られ て い な か った。 〈19 言 語 〉彼 らの言 語 は チ ベ ッ ト ・ビル マ

語 族 で あ る と考 え られ て い る。 〈156社 会 的パ ー ソナ リテ ィー 〉 穏 和 で 協 力 的 で あ

る点 を の ぞ い て,バ ングニ(Bangni)や ダ フ ラ(Dafla, Nishi)と 大 変 似 て い る。 彼

らの村 落 は 小 規模 で散 村 で あ る。 〈58婚 姻 〉彼 らの間 で は一 夫 一 婦 も見 られ るが,

ま れ に は一 妻 多 夫 もあ る。 姓 にあ た る もの は な い が,名 前 の前 に村 の 名 前 を付 け る 。

〈29服 装 〉彼 らは,自 分 の手 で 織 った 自 らの色 彩 で 魅 力 的 な デザ イ ンの 服装 を して

い る。 彼 らは,籐 細 工 を よ く し,女 性 同様 男 性 も籐 の繊 維 で織 ったバ ン ド(帯)で か

らだを 飾 って い る。 〈75病 気 〉彼 らは 呪術 的 な 治療 を信 じて い る。 〈76死 〉死 者
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は土 葬 す る[SEN l986:32-33]。

 〈36集 落 〉 ヒル ・ミ リは,ダ フ ラの東 に居 住 して い る。 そ こは カ マ ラ(Kamala)

川 の両 岸 で あ り,カ マ ラ川 が クル(Kur)川 と の 合 流 す る あ た り か ら ス バ ン シ リ

(Subansiri)川 と合流 す る付 近 ま でで あ る。 彼 らは,2,000人 以 下 で あ る。2,3の 例

外 をの ぞ いて,村 落 は900メ ー トルか ら1,200メ ー トル の 間 にあ る。 彼 らは外 部 か ら見

る とい くつ か の グル ー プ に 分 か れ て い る。<618ク ラ ン>Ghasi Miriは,ド ル

(Dhol)川 とス バ ン シ リ(Subansiri)川 の 間 に住 ん で い る。 Sarak Miriは ス バ ン シ

リ川 と ラ ンガ(Ranga)川 の間 の 外 側 に 住 ん で い る。 PanibotiaとTarbotiaは,ス

バ ン シ リ川 の 西 の丘 陵に 住 ん で い る。 これ 以 外 に もBani, Biku, Gocham, Tayaな

どの ミ リの ク ラ ンが知 られ て い る。 かつ て スバ ン シ リの ヒル ・ ミ リは,民 族 的 に も文

化 的 に も ブ ラマ デ トラ(Brahmaputra)lilの プ レイ ン ・ミ リ(Plain Miri)と 関連 が

あ る と考 え られ て い た。 事 実,彼 らは顔 つ きや服 装,習 慣 に お いて ダ フ ラ とた い へ ん

似 て い る。 〈171文 化要 素 の分 布 〉ハ イ メ ン ドル フ(F�er-Haimendorf)は,彼 ら

がダ フ ラ(Dafla, Nishi)に 属 して い る と見 な して い る 。 しか しダ ル トン(Dalton)や

グ リア ー ソ ン(Grierson),ゲ イ ト(Gait),マ ッケ ン ジ ー(Mackenzie)な ど は,彼 ら

は別 の 民 族 で あ る とみ な して い る。今 日で は,行 政 的 に も彼 らは別 個 の 地 位 が あ た え

られ て い る[CHOWDHURY l983:28]。 ダ ル トンは,プ レイ ン ・ミ リは,あ き らか

に顔 つ きの 違 う もの も い るが,ア デ ィ(Adi, Abor)の 分 派 で,奴 隷 の 脱 走 した もの

が,何 年 に もわ た って 平 原 に住 み つ い た もの で あ り,そ して 高床 式 の 家 に 住 み,農 耕

を は じめた の で あ ろ うと述 べ て い る。 チ ュテ ィヤ ・ミ リ(Chutiya Miri)を の ぞ い て,

彼 らの 風俗 習慣 は,デ ィハ ン(Dihang)渓 谷 か らの もの を しの ばせ る。 彼 らは,現 在

アデ ィが 住 ん で い た地 域 に住 ん で い た が,平 原 に追 い 出 され た と考 え られ る。 ダ ル ト

ンは,ヒ ル ・ミ リは,SaiengyaとAiengyaと 呼 ばれ る2つ の ク ラ ンに 分 れ る と言

う。 そ して 彼 らの髪 型 は,ア デ ィの もの と似 て い る。

 〈101ア イデ ンテ ィフ ィケ ー シ ョン 〉ま た ダ ル トンは,Miriと い う名 前 は,彼 ら

が ア ッサ ム平 原 と ア デ ィ との間 の交 易 を独 占 して お り,コ ミ,a. =一ケ ー シ ョンの仲 介 を

は た して い たの で,そ の結 果,仲 介者 また は仲 人 を意 味 す るMiriと い う名 が あ た え

られ た の で あ ろ うと言 う。 これ は,Miriと い う名 が オ リ ッサ(Orissa)州 でMiriaな

い しはMilaと よ ばれ て い る言 葉 と同 じで あ る とい う。 〈36集 落 〉 ヒル ・ミリの居

住 域 は う っそ う と した ジ ャ ング ル の 中で あ る。 視 程 は例 外 的 な谷 を 横 ぎ る高所 や坂 の

下 の 村 や耕 地 を のぞ いて,お よ そ10メ ー トル か ら90メ ー トル で あ る。植 生 は標 高1,200

メ ー トル か ら2,200メ ー トル に い た って タケ が 見 られ る。2,100メ ー トル か ら3,000メ
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一 トル で は
,カ シや シャ クナゲ が 多 い 。 しか しカ シの樹 型 は,大 き くな い。 〈173

口碑 ・伝 説 に よ る歴 史 〉 ミ リは,彼 らは は じめ,も っ と北 方 の 地 に住 んで いた が,鳥

の飛 ぶ の に した が つて,や が て こ こに住 みつ い た と言 う伝 説 を も って い る。 ミ リに対

す る探 検 は,1897年 に行 な われ て お り,1911年 か ら12年 には,ミ リ討 伐 隊 が 送 られ て

い る。 〈171文 化 要 素 の 分布 〉ハ イ メ ン ドル フは,ダ フ ラと ミ リの 区 別 に 反 対 して,

ドル(Dol)グ ル ー プ とい う名称 を 考 え,ダ フ ラの三 つ の グル ープ(Dopum, Dodum,

Dol)の ひ とつ だ と考 え て い る[CHOWDHURY l970:14]。 ヒル ・ミ リとダ フ ラ(ニ

シ)と の 区 別 を め ぐる議 論 は,[CHowDHuRY l 970]に 詳 し く論 じられ て いる。

 〈162人 口構 成 〉加藤 に よれ ば,イ ン ドの 主 張 す る 国境 線 の北 方 に 住 む お よ そ

2,000人(1982年)の アカ,ダ フ(ダ フ ラの こ と と思 わ れ る),ミ リを 中国 政府 は少 数

民 族 に指 定 して,ロ バ(略 巴Luppa)の 名 称 を 与 え て い る[加 藤'1987:843-844]。

                                 (栗 田靖之)

94



北東インド諸民族の基礎資料

フ。レ イ ン ・ ミ リ(Plain Miri), ミ シ ン グ(Mishing)

S・n・D・K・1971"Ann・xure・t・th・T・ib・1 M・p・f Indi・"A・th・ ・P・1・gi・a1 S・・v・y・f Indf・
,

Culcutta・ よ り作 図 。 行 政 区 分 は1961年 当 時 の も の に よ る
。

 〈101ア イデ ンテ ィ フ ィケ ー シ ョン 〉プ レイ ン。ミ リ(Plain Miri)1ま,ア ッサ ム政

府 と アデ ィ族 の間 を と りも って いた 。ミ リ(Miri)と い う名前 は,オ リ ッサ(OI issa)州

のmiliaま たHmiliaと お な じ く,仲 介者 ま たは 仲 人 を 意 味 して い る[CHowDHuRY

l970:H5]。 ミプ ン(Mipun)は,ヒ ル ・ミ リを ミシ ング(Mishing)の 名称 で 紹 介

して い る[MIPuN I978:165-166]。 〈142身 体 諸 形 質 の情 報 〉 彼 らは 黄 色 の モ

ンゴ ロイ ド系 で あ る。背 が高 く丈夫 な骨 格 を して い る
。しか し前 か が み の歩 き方,ゆ っ

た り と した 身 の こな し方,低 い調 子 の 話 し方 は,ア デ ィ族 の 特徴 で あ る。 〈177文

化 変 容 と文化 接 触 〉プ レイ ン ・ミ リは先 祖 の 持 って いた宗 教 的 な もの を 失 つて い る。

〈173 口碑 ・伝 説 に よ る 歴 史 〉 ダ ル トン(Dalton)は,プ レ イ ン ・ミ リが ア デ ィ

(Adi, Abor)の 逃 亡 した奴 隷 の子 孫 と考 え られ る と述 べ て い る。 彼 らの 間 に は多 くの

ク ラ ンが あ り,そ の 内 の あ る もの が,ア ッサ ム に定 住 した と思 わ れ る。〈171文 化 要

素 の 分布 〉彼 らは,牧 畜 生 活 の影 響 を 持 って い る。 草 を束 ね た 小 屋 を ブ ラマ プ トラ

(Brahmaputra)川 の 分 流 の堤 の上 にた て,洪 水 で もた ら され た 沖 積土 の地 で 耕 作 を

行 な って い る。 チ ュテ ィヤ ・ミ リ(Chutiya Miri)を の ぞ いて,彼 らの 習慣 は,デ ィ
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ハ ン グ(Dihang)渓 谷 ま で 遡 って た ど る こ とがで きる。 彼 らは 北 か らや って きて,現

在 ア デ ィ族 が住 ん で い る地 に定 住 した の で あ ろ う。 そ して ア デ ィ族 に よ って 彼 らは,

低 地 へ と押 し出 さ れ た の で あ ろ う。SaiengyaとAiengyaの ク ラ ンは,ア デ ィ族 の

よ うに 髪 の毛 を巻 きあ げ て い る。 〈30装 飾 品 〉そ して若 い女 性 は,装 身 具 の端 を子

安 貝 や真 鍮 の 房 で か ざ って お り,そ れ は たい へ ん幻 想 的な もの で あ る 。他 の ク ラ ンで

は,ア ッサ ム人 の服 装 や 髪型 を まね て い るが,民 族 的 な血 は 守 られ て お り,身 体 的 特

徴 は失 つて い な い 。 〈26 食 物 消費 〉彼 らは ブ タや ニ ワ ト リ,牛 肉 を食 べ,酒 や ビ ー

ル を 飲 み,食 事 の準 備 に つ いて は,カ ース トに よ る差 別 は な い 。 プ レイ ン ・ミ リは

ア ッサ ム的 な 祭 を行 な う。 〈58婚 姻 〉未 婚 の 男 女 が 大 きな 家 で 一緒 にす ごす 。 そ し

て気 が合 え ば結 婚 す る。 〈342住 宅 〉家屋 は ア ッサ ム風 の高 床 で あ り,床 下 に は ブ

タ を飼 い,汚 物 は床 下 に 捨 て る 。家 は川 の 岸 に沿 って 立 て られ て お り,塀 や 囲 い は な

い。 耕 地 は,村 か らは な れ た と ころ に あ る。穀 物倉 庫 は,畑 の 中 に,何 の 防御 もな く

建 って い る[CHowDHuRY l970:1-15]。

                                 (栗 田靖 之)
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メ ン パ(Mempa, Memba)

Sen, D. K.1971"Annexure to the Tribal Map of India"Anthropological Survey of India,

Culcutta・ よ り作 図 。 行 政 区 分 は1961年 当 時 の も の に よ る 。

 〈101 ア イデ ンテ ィフ ィケ ー シ ョン 〉中 国の チ ベ ッ ト自治 区 に も,門 巴(メ ンパ)

と い う少 数 民族 が存 在 して い る。 加 藤 は,門 巴は,メ ン地 方 の人 々を 意 味 す ると述 べ

て い る。 また1960年 代 に メ ンパ を チ ベ ッ ト族 か ら分 け て一 民 族 と した のは,中 印 国境

紛 争 へ の 政 治 的配 慮 が あ った か らだ と指 摘 して い る[加 藤 1987:773]。 ア ル ナ チ ャ

ル ・フoラデ シュ(Arunachal Pradesh)の 西 シ ャ ン ・デ ス ト リ ク ト(West Siang

District)に 住 む 。 か れ らは タ ワ ン ・デ ィス ト リク ト(Tawang District)の モ ンパ

(Monpa)と 類 似 性 を 持つ 。 〈77宗 教 的信 仰 〉メ ンパ(Mempa)は 仏 教 徒 で あ る。

彼 らは た い へん 踊 りを 好 む 。 しか し経 済 的 に も,文 化 的 に も モ ンパ(Monpa)と 比 較

して 大 変 低 い水 準 で あ る[SEN l986:36]。 メ ンパ(Mempa)と カ ンパ(Khamba)

は,カ メ ン ・デ ィス トリク ト(Kameng District)の モ ンパ(Monpa)と 関 連 した 部

族 で あ る。 〈131位 置 〉カ ンパ(Kamba)は,ヤ ン ・サ ン ・チ ュ(Yang Sang Chu)

川 流 域 に 居住 して い る。メ ンパ(Mempa)は,デ ィハ ング(Dihang)川 ま たは シャ ン

(Siang)川 が シ ャ ン ・デ ィス ト リク ト(Siang District)の 北 方 域 を 横 切 って い るゲ ェ
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リ ン(Gelling),ゲ ェ レ ン(Gelleng),テ ユテ ィ ング(Tuting),メ チ ュカ(Mechukha)

付近 に居 住 して い る[CHOWDHURY 1983:30]。

                                         (栗 田靖 之)
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ア デ ィ(Adi),ア ボ ー ル(Abor)

Sen, D. K.1971"Annexure to the Tribal Map of lndia,, Anthropological Survey of lndia,

Culcutta・ よ り作 図 。 行 政 区 分 は1961年 当 時 の も の に よ る 。

 〈115情 報 提 供 者 〉ア デ ィ(Adi)に 関す る調 査 は,ド ゥ ンバ ル(Dunbar)の 報 告

書 が 古典 的 な もので あ る[DuNBAR l915ユ 。 〈101 ア イ デ ンテ ィフ ィケ ー シ ョ ン 〉

この 部 族 の 自称 は ア デ ィ で あ る。 ア ボ ール(Abor)と は,平 原 の ア ッサ ム人 が,西 シ ャ

ン ・デ ィス ト リク ト(West Siang District)や 高 地 スバ ン シ リ(UpPer Subansiri)

の 丘 陵 地 帯 に 住 む チ ベ ッ ト ・ビル マ 語族 の言 語 を はな す 人 々に与 えた 名 称 で,支 配 に

従 わ な い人 々を 意 味 して い る。 ア ボ ール とい う 言 葉 は,今 日で は 公 式 に は 使 わ れ て

は い な い。 〈618 ク ラ ン〉 ア デ ィは ふ た つ に大 き く分 け る こ とがで きる。Padam,

Minyong, Pasi Shimong, Bori, Ashing, Tangamが 一 つ の グル ー プで あ る。 も う

一 つの グル ープ はGallong
, Ramo, Boka, Pailiboで あ る。 彼 ら は す べ て モ ン ゴ ロ

イ ド系 で あ る。 そ れ ぞ れ の グ ル ー プ は,地 域 的 な もの を基 盤 と し て い る。 ガ ロ ン

(Gallong)は 高 地 ス バ ン シ リ ・デ ィス トリク ト(UpPer Subansiri District)に 居 住

して い る。 ア デ ィは 広 い 地域 に 分布 して い るが,共 通 の言 語 を も って い る。<156社

会 的 パ ー ソナ リテ ィ ー〉 ア デ ィは アル ナ チ ャル ・プ ラデ シュ(Arunachal Pradcsh)

の他 の 民 族 に 比 べ て,保 守 的 で は な い。 彼 らの 村 は 民 主 的 に 組 織 さ れ て い る[SEN
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1986:33-35]。 〈114文 献 の解 説 〉 ロ イ(Roy)はPadam, Minyongを 題 名 に用 い

た研 究 書 を著 わ して い る が,こ の 場 合 ロ イは,Padam, Minyongで アデ ィ全 体 を表

わ そ うと して い る[RoY l966b]。 Ramoに つ い て は,ダ ス マ ナ(Dhasmana)の 優

れ た研 究 書 が あ る[DHAsMANA l979]。 〈142 身 体 諸 形 質 の情 報 〉 ア デ ィ族 は背 が

低 い が,健 康 的 な身 体 を して い る。 た だPadamだ けが,他 の 民族 に較 べ て や や背 が

高 い。 肌 色 は黒 く,モ ンゴ ロイ ド系 の 切 れ な がの 目を して い る。 目の色 は濃 い茶 色で

真 っ直 ぐな黒 い 髪 の毛 を して い る。 顔 は 平 らで楕 円形 を して お り,額 は広 い。 鼻 は 広

い 鼻 孔 で 上 を 向い て い る。 頭 蓋 は モ ン ゴ ロイ ド系 の 長 頭 で あ る。Minyong, Padam,

Shimongは 髪 の 毛 を 刈 り込 ん で い る。 ガ ロ ン は髪 の 毛 を 頭 の 回 りで 刈 り込 ん で い る・

ガ ロ ンの女 性 は,髪 の 毛 を 切 らな い。 入墨 は1910年 頃 の ドゥ ンバ ンの 記録 に お いて も,

す で に 消 え つ つ あ る と記 載 され て い る[SEN l986:33-35]。 ア デ ィに 関 す る形質 人

類 学 的 な調 査 が行 なわ れ て お り,そ の報 告 書 が刊 行 され され て いる[RoY 1966a]。

 〈72戦 争 〉主 な武 器 は,弓 矢 と山 刀 と長 い剣 で あ る。 〈29服 装 〉ガ ロ ンの 帽子

は,楕 円形 で 形 は お椀 の よ うで あ る。 ア デ ィは,機 織 りが う ま く文 様 は芸 術 的 で あ る。

男 性 は腰 布 と ジ ャケ ッ トを身 につ けて い る。 女 性 は2枚 の布 を 身 に つ け,0枚 は腰 に

も う一 枚 は胸 に巻 き付 け て い る。 女 性 は 重 い ネ ック レスを 付 けて い る。 彼 らの間 で は

入 墨 は0般 的 で あ った[DuNBAR l915]。 〈24農 業 〉 彼 らは 焼 畑 を 営 ん で い る・

主 要 農 作 物 は コ メ,ト ウモ ロ コ シ,タ バ コ,サ トウ キ ビ,阿 片 な どで あ る。<26食

物 消 費 〉彼 らは ゾ ウ,ス イ ギ ュ ウ,ウ シ,リ ス,シ カ,ア ヒル,フ ク ロ ウな どの 肉を

食 べ る。 〈77 宗 教 的信 仰 〉 主 な祭 は,ス ラ ング(Sulung)で あ る。 彼 らは イ ヌを

飼 って い るが,神 への 犠 牲 と して,こ の イヌ を殺 す 。 〈36集 落 〉ア デ ィの 村 は低 地

を避 けて,高 地 に位 置 して い る。彼 らは240メ ー トル に も およ ぶ 吊 り橋 を ツ タ とタ ケで

も って作 る。 ア デ ィの家 は お よ そ1メ ー トル か ら2メ ー トル 地 面 か ら離 れ て建 って い

る。 家 は お よそ6メ ー トル か ら12メ ー トルで,内 部 に は仕 切 りが な い。 それ ぞれ の村

に は,ケ バ ン(Kebang)と 呼 ばれ る村 会 が あ る。 その 会 合 には 正 式 の メ ンバ ー はな く・

ア デ ィの男 性 が そ の 会議 の メ ンバ ーで あ る。 そ こで は狩 りや釣 りの た め に いつ 森 を切

り開 くか,い つ どの よ うに して祭 りを 行 な うか とい った こと が決 め られ る 。 そ の会 合

が 法 的 な 力 を持 ち,違 反 者 に 有 罪 を言 い渡 す。 この 会 合 の 長 は メ ンバ ーの 中か ら選 ば

れ る。 〈882青 年 の 地位 〉 モ シュ プ(Moshup)と 呼 ばれ る若者 宿 が あ り,10才 以上

の若 者 が寄宿 して い る。 娘 宿 はル シ ェ ン(Rsheng)と 呼 ばれ て い る。 モ シ ュフ.につ い

て は部 族 ご とに い ろ い ろ な 名前 が あ る。 〈58 婚 姻 〉男 性 は 結 婚 す ると 自分 の 家 をつ

くる。 〈42財 産 〉長 男 は3分 の2の 財 産 を相 続 す る。 そ して 残 りは弟 た ちが 相 続 す る。
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〈46 労 働 〉女 性 は 機 織 りが上 手 で カ ーペ ッ トを つ くる。 〈76死 〉死 者 は埋 葬 され

る。 ガ ロ ンは,埋 葬 の た め の穴 を,他 の 部族 よ りも深 く掘 る よ うで あ る[SEN 1986:

33-35]。

 〈619部 族 と 国家 〉 イ ギ リス との接 触 に つ い て はマ ッケ ン ジ ー(Mackenzie)ら を

参照 の こと[MACKENZIE l884;Intelligence Branch Division of the Chief of the

Staff AI my Head-Qμarters India 1907]。

                                  (栗 田靖 之)
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ガ ロ ン(Gallong)

 〈101 ア イ デ ンテ ィ フ ィケ ー シ ョ ン〉ガ ロ ン(Gallong)は,ア デ ィ(Adi)の サ

ブ ・トラ イ ブで あ る。〈131位 置 〉かれ らは,ア ル ナ チ ャル ・プ ラデ シュ(Arunachal

Pradesh)の シ ャ ン ・デ ィス トリク ト(Siang District)と スバ ンシ リ ・デ ィス ト リク

ト(Subansiri District)と の 間 に住 ん で い る。 正 確 に は ス バ ン シ リ(Subansiri)川 の

西 か ら シ ド(Sido)川 まで の 間で,シ メ ン(Simen)川 を す こ し越 えた シャ ン ・デ ィ ビ

ジ ョ ン(Siang Devision)の 北東 部 に住 ん で い る。 Liromoba, Yomsha, Gamlin,

Kombonge Bagra, Basar, Daring, Gensiと い った村 が ガ ロ ンの大 きな村 で あ る。

ま た わず か の ガ ロ ンの 村 が 下 部 シモ(S{mo)漢 谷 あ る。 北 は シ ョ ム(Siyom)川,

南 は ブ ラマ プ トラ(Brahmaputra)川 で あ る。 北 方 に はMinyong, Boris, Ramos,

Pailibosと い っ た民 族 が,東 に はMinyongが,南 には プ レ イ ン ・ミ リ(Plain Miri)

が 居 住 して い る。 ガ ロ ンは散 村 に住 ん で い る[SRIvAsTAvA l962:1-5ユ 。 〈24農

業 〉彼 らの 居 住 地 域 で あ る川 の 両岸 の丘 陵地 帯 は,300メ ー トル か ら3,000メ ー トル の

標 高 で,焼 畑 が お こなわ れ て い る。 〈132気 候 〉 ま た この あ た りは多 雨 地 帯 で あ る。

年 間2,500ミ リメー トル か ら5,000ミ リメ ー トル の雨 が 降 る。3月 か ら9.月 まで は雨 期

で,と くに5月 に は激 しい雨 が 降 る。10月 か ら2月 ま で は冬 期 で あ る。10月 か らは,

激 しい風 が 吹 き,寒 い 日が つ づ く[SRIvAsTAvA l962:1]。

 〈142 身 体諸 形 質 の情 報 〉彼 らは,モ ンゴ ロイ ド系 で,男 性 は が っ し り した 中 肉

中背 の 体 格 を して お り,背 は 低 い。 髪 の 毛 は黒 い。 広 い鼻 を して い る[SRIVASTAVA

l962:12]。 〈341建 築 〉彼 らは 通 常高 い尾 根 の 上 に 住 んで い る。 そ の 家 は 地面 か ら

お よそ1メ ー トル か ら3.5メ ー トル の 高 い木 や タケ の 上 に建 て られ て い る。 家 は 正 方

形 で あ る。 男 性 と女 性 は家 に 入 るの に 別 の階 段 を も ちい る。 男 性 は 正面 の 階段 を,

女 性 は横 の 階 段 を 用 い る。 も し女 性 が 正 面 の階 段 を 用 い る と,森 には 動 物 が,川 に は

魚 が い な くな る と彼 らは信 じて い る。家 の真 中 に は炉 が あ る。 家 の 中に は 煙 突 が な い

の で,煙 が充 満 す る。炉 の入 口に 面 した と ころ は,バ ゴ(bago)と よ ば れ る客 の た めの

席 で あ る。 そ れ に対 す る席 は,ニ ョシ(nyosi)と よ ばれ,家 族 の奴 隷 か年 寄 りの 男 女

の席 で あ る。 左 側 は ニ ョデ(nyode)と 呼 ばれ,長 男 な い しは そ の妻 の 席 で あ る。 右手

は ウ ドゥ(udu)と よ ばれ,未 婚 の男 女 の 席 で あ る。 〈173 口碑 ・伝 説 に よ る歴 史 〉彼

らの 伝承 に よ れ ば,ガ ロ ンは,チ ベ ッ トな い しは,イ ン ドと チベ ッ トの 境 界 線 地 帯 に 住

ん で い た。 彼 らは,谷 筋 を通 って上 部 か ら低 地 へ と移 住 した と いわ れ る[SRIVASTAVA

1962:5]。 〈19言 語 〉 彼 らの言 語 は,チ ベ ッ ト ・ビルマ 語族 で あ る 。二,三 の 音 声
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的特 徴 を の ぞ いて,ア デ ィ(Adi)族 の 言語 と類 似 して い る。 ガ ロ ンの 言 語 に は 声 調

があ る。 ガ ロ ンの言 葉 は,ア ル ナ チ ャル ・プ ラデ シュの 中 で の 大 き な 方 言 で あ る

[SRIvAsTAvA l962=6-7]。 〈58婚 姻 〉 嫁 と して 連 れ て こ られ た 女 性 に た い して

は,他 の 男兄 弟 は性 的 な 関係 を むす ぶ権 利 を有 して い る。 い わ ゆ る 兄 弟 に よる 多 婚

(fピaternal polyandry)力 玄お こな わ れ て い る。 交 叉 イ トコ婚 は 彼 らの間 で お こな わ れ

て いる。 〈142 身 体 諸 形 質 の情 報 〉 ガ ロ ンは,髪 の毛 を 長 く して お り,容 貌 が 良 い こ

とで ・ミニ ョン(Minyong)や パ ダ ム(Padam)と 異 な って い る[SEN 1986:35-36]。

                                (栗 田靖 之)
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ミ ニ ョ ン(Minyong)

 〈101ア イ デ ンテ ィフ ィケ ー シ ョン〉 ミニ ョン(Minyong)は ア デ ィ(Adi)の 一

部 族 で あ り,西 シ ャ ン ・デ ィス ト リク ト(West Siang District)に 住 ん で い る。 彼 ら

は ミシ ュ ミ(Mishmi)の サ ブ ・ トラィ ブで あ るパ ダ ム(Padam)と 深 く結 びつ い て い

る。彼 らは70の 村 に住 ん で い る。〈882 青 年 の 地 位 〉村 に は少 年 と青 年,未 婚 の女 性

の た め の宿 が あ る。 彼 らは 踊 り上 手 で,機 織 りが うま い。 パ ダ ム(Padam)や こ れ

も同 じ く ミシュ ミ(Mishmi)の サ ブ ・ トラ ィブ で あ る イ ドゥ(ldus)の よ う に,男

女 と も髪 の 毛 を 短 く して い る。 〈62 コ ミュニ テ ィ〉 彼 らは 年 寄 りに よる ケ バ ング

(Kebang)と 呼 ばれ る寄 り合 い を も って い る。 〈562性 別 に よ る 地位 〉女 性 は社 会

の 中で 高 い地 位 を 占め て い る。 〈26食 物 消 費 〉彼 らは コ メを常 食 に し,ブ タ 肉 もよ

く食 べ る。 彼 らは ライ ス ・ビール を よ く飲 む 。

 〈58婚 姻 〉婚 姻 は,彼 らの 古 くか らの 習慣 に よ って 若 い男 女 に相 談 す る こ と な く,

両 親 が 決 め る。 時 に は子 供 が生 まれ る前 か ら,結 婚 が決 め らて い る こ とも あ る。 離 婚

者,未 亡 人 の 再 婚 は認 め られ て い る。 〈76死 〉死 者 は土 葬 され る[SEN 1986:36]。

                                (栗 田靖 之)
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シ ュ ラ ン グ(Sulung)

Sen, D. K.1971``Annexure to the Tribal Map of lndia"Anthropological Survey of India,

Culcutta・ よ り 作 図 。 行 政 区 分 は1961年 当 時 の も の に よ る 。

 〈131 位 置 〉 シュ ラ ング は,カ メ ン ・デ ィス トリ ク ト(Kameng District)と スバ

ン シ リ ・デ ィ ス トリク ト(Subansiri District)に また が って広 く居 住 して い る小 さ な

グル ー プで あ る。彼 らの 人 口 は,こ の両 地 域 を 含 め て2,000人 を 越 え な い。彼 らは パ ル

(Par)川 の北 方 の 入 域 困 難 な 地域 に 住 ん で い る。 その 地 域 は ス バ ン シ リ(Subansiri)

川 か らブ ー タ ン(Bhutan)国 境 に お よん で い る。 彼 らの居 住 地域 は お よ そ900メ ー ト

ル か ら2,100メ ー トル で あ る。

 〈22食 物 獲 得 〉彼 らは 未 開 の 状 態 に あ り,食 物 を捜 す た め に,た い へ ん広 範 囲 に

歩 き回 る。 現 在 彼 らは,農 耕 を 営 ん で い る。 彼 らは,か な り早 い 時 期 に この 地 に 移 住

して きた と考 え られ る。 〈142身 体 諸 形質 の 情 報 〉彼 らは,隣 接 の 部族 よ り身 体 的

に は や や小 型 で あ る。

 〈29服 装 〉服 装 や 容貌 か ら して もダ フ ラ(Dafla, Nishi)と}ま ぼ 同 じで あ る。 入

墨 に 対す る強 要 は な い 。 彼 らは,生 態 的 に も社 会 的 に も ニ シに依 存 して い る[GHow-

DHURY  l 983:28]。

 〈342住 宅 〉家屋 は急 斜 面 に 建 て られて お り,ニ シの そ れ と似 て い る。<56社 会
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成層〉彼らは,ニ シの奴隷よりも,ほ んの少 しましである。〈22食 物獲得〉ずっと昔

には,彼 らは農耕を知 らず,バ ングニ(Bangni)同 様に,狩 や食物採集を して,半 遊

牧的生活を行なって きた。今 日では彼らは焼畑を行なっている。〈411武 器〉弓矢を

武器として使用する。彼 らは鉄や真鍮の細工が巧みである。〈76死 〉死者は火葬さ

れる[SEN l986:30,31]。

                                 (栗田靖之)
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ミ シ ュ ミ(Mishmi)

Sen, D. K.1971"Annexure to the Tribal Map of lndia" Anthropological Survey of India,

Culcutta・ よ り作 図 。 行 政 区 分 は1961年 当 時 の も の に よ る 。

 〈131位 置 〉 ア ル ナ チ ャ ル ・プ ラ デ シ ュ(Arunachal Pradesh)の デ ィ ハ ン

(Dihang)と ロ ヒ ッ ト・デ ィス ト リク ト(Lohit Distri ct)に 住 む 。 〈618 ク ラ ン 〉彼

らは,Idu(別 の 名 をChulikata), Taraon(別 の 名 をDigaru), Kaman(別 の 名 を

Miju)の3つ の グル ー プ に分 か れ て い る。 Idu・Mishmi(Chulikata)は ・髪 の毛 を 頭

の回 りで ま る く刈 つて い る[SEN 1986:37]。 Digaru(Taraon)とMiji(Kaman)

は,髪 の 毛 を 頭 の 上 で結 んで い る。Chulikataに は, Bebejiyaと 言 うサ ブ ・ トラ イ

ブが あ る。Mishimiは そ の 色彩豊 か な服 装 が 特 徴 で あ る 。彼 らは,遠 い昔 ビル マ か ら

移住 して きた と言 わ れ て い る[CHowDHuRY l983:31-32]。

 〈101ア イ デ ンテ ィフ ィケ ー シ ョ ン〉 イ ド ・ミシ ュ ミ(ldu-Mishmi)の 村 は,そ

れ らの あ る川 の 名 前 か ら付 け られ て い る。 〈34 建 造 物 〉家 は 離 れ ば な れ に建 って お

り,そ の家 は時 には50メ ー トル に も お よぶ もの が る。 そ の 細 長 い 家 に は,い くつ か の

部 屋 が あ る。彼 らは伝 統 的 な歌 と踊 りを持 ち,文 化的 には 豊 か で あ る。<142身 体 諸

形 質 の情 報 〉 ミシュ ミは,が っ し り した 身体 で あ る。 背 は 低 い が,広 い肩 を して お り,

頭 は 大 き く,大 きな鼻 の 穴 で 鼻 は低 い。 目は小 さ く,つ りあが って い る。女 性 は機 織
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りが 上手 で あ る。 〈22 食 物 獲 得 〉小 さ な小 鳥 と,野 生 の ネズ ミを 除 い て,女 性 は 肉

食 を禁 じ られ て い る。〈411武 器 〉彼 らの武 器 は 石 と弓で,男 性 は タ ケ 製 の帽 子 をか

ぶ って い る。 〈76死 〉死 者 は,一 夜 家 に留 め お か れ るが,そ れ か ら埋 葬 され,5日

の後 に取 り出 され て 火 葬 され る[SEN 1986:37]。 〈42財 産 〉 ミシ ュ ミの 間で は,

多 くの ミタ ン牛 と多 くの 妻 を 持つ こと が富 の象 徴 とな って いる[Intelligence Branch

Division of the Chief of the Staff Army Head-(鋤arters India l907:181]。

 〈101 ア イ デ ンテ ィフ ィ ケ ー シ ョン 〉 さ きに述 べ た よ うに ミ シュ ミは,3つ の グ

ル ープ に 分 か れ て い るが,ア デ ィ(Adi, Abor)と 同 じよ うに,言 語 や大 きな 文 化 的

側 面 に おい て は,お た が い が 結 び合 って い る。 〈131位 置>Digaru(Taraon)と

Miji(Kaman)は,ロ ヒ ッ ト(Lohit)川 とその 支 流 に住 んで い る。 Chulikata(Idu)

は デ ィバ ン(Dibang)川 と そ の支 流 に 住 んで い る[CHOWDHURY l983:31-32]。

〈11参 考 文 献 〉 ミシュ ミに関 す る古典 的 な報 告 書 と して は,19世 紀 半 ば チ ベ ッ ト

とア ッサ ム の 通 商路 を 開拓 す る任 務 に 就 い た ク ー パ ー((】ooper)の 報 告 書 が あ る

[CoOPER  l873]。

                                 (栗 田靖 之)
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シ ン ポ ー(Shinghpho, Shimpho), カ チ ン(Kachin)

Sen, D. K.1971"Annexure to the Tribal Map of lndia" Anthropological Survey of lndia,

Gulcutta・ よ り作 図 。 行 政 区 分 は1961年 当 時 の も の に よ る 。

 〈101 ア イデ ンテ ィ フ ィケ ー シ ョン 〉 シ ン ポ ー(Shinghpho)は,ビ ル マで は カ

チ ン(Kachin)と 呼 ばれ て い る民 族 で あ り,そ の いず れ の 言 葉 も人 間 を意 味 して い る

[MAcKENzlE l884:61]。 カ チ ンは,上 ビル マ ー帯 に数 多 く居 住 して お り,ビ ル マ

の カ チ ンに つ い て は報 告 も多 い[三 森 1945]。 しか し,ビ ル マの カ チ ン と この ア ル

ナ チ ャル(Arunachal)の シン ポ ーの生 活 様 式 が ま っ た く 同 じもの で あ る と結 論 づ け

る こ とは で きな いの で,こ こで は アル ナ チ ャル ・プ ラ デ シ ュや ア ッサ ムに居 住 して い

る シ ンポ ーに つ いて の 記 述 の み を紹 介 す る こ とに す る。

 〈131 位 置 〉 アル ナ チ ャル ・プ ラデ シ ュ に お い て は,シ ンポ ーは テ ィ ラ ップ ・デ

ィス トリク ト(Tirap District)の ボル ドゥサ ・サ ー クル(Bordusa Clrcle)お よ び ロ

ヒ ッ ト ・デ ィス トリク ト(Lohit District)に 隣i接 した 地 域 に住 ん で い る。 〈166 国

内移 動 〉 シンポ ーは,1793年 に ビ ル マ の バ トカ イ(Patkai)山 脈 と チ ン ドウ ィ ン

(Chindwin)川 の間 の丘 陵 地 帯 か ら 移 住 して きた 。 〈101 ア イ デ ンテ ィ フ ィケ ー シ

ョ ン〉か れ らは,ビ ル マ語 で カ キ ェ ン(Kakhyen),ク キ ェ ン(Krkyen),カ コ(Kako)

と呼 ばれ て いて,最 初 は イ ラ ワ ジ川 の 東 か らユ ンナ ン(雲 南)に 広 が る地 域 に居 住 し
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て い た[CHowDHuRY 1983:33]。 〈77宗 教 的信 仰 〉 彼 らの宗 教 は,仏 教 で あ る

と セ ン(Sen)は 記 述 して い る[SEN I986:38]。 しか しハ ンタ ー(Hunter)は,彼

らの 間 に お け る超 越 神 につ い て の 観念 を紹 介 して い る。 それ に よ る と ナ ッ ト(Nhat)

と呼 ば れ る有 害 な精 霊 が あ り,こ れ を宥 め るた あ にニ ワ ト リ,ブ タ や イ ヌ を用 い て 犠

牲儀 礼 を行 な って い る[HUNTER 1879]。 〈15行 動 の 過程 と パ ー ソナ リテ ィ ー 〉

シ ンポ ーは,々 〉つて は 強 力 な 民族 で あ り,好 戦 的 な民 族 で もあ った。<52 レク リエ

ー シ ョ ン 〉 彼 らの 祭 りは 色 彩豊 か で
,フ ラ ・ポィ(Fra-Poi)と 呼 ばれ て い る[SEN

l986:38]。 〈618 ク ラ ン 〉彼 らは い くつ か の ク ラ ンに分 れ て い て,そ こ には そ れ ぞ

れ 首 長 が 居 る。 そ れ らの ク ラ ンは,ひ とつ の リネ ー ジま た はサ ブ ・リネ ー ジで 組 織 さ

れ て い る。 〈34建 造 物 〉住 居 は カ ムテ ィ(Khamti)の もの と似 て お り,25メ ー トル

か ら30メ ー トル の 長 さで,6メ ー トル の 幅 が あ り,い くつ かの 区切 りが あ る[SEN

l986:38]。 〈142 身 体 諸 形 質 の 情 報 〉人 種 的 には,彼 らは モ ン ゴ ロ イ ド的特 徴 を 持

って い る。 目は 切 れ 上 って お り,ほ ほ骨 は 高 い。 肌 の 色 は黄褐 色 か茶 褐 色 で あ る。 シ

ンポ ーの 男 性 は,長 い 髪 の 毛 を 頭 の上 で 結 ん で い る。 結 婚 した女 性 も,長 い髪 の 毛 を

頭 の上 で 結 ん で お り,銀 の クサ リで 留 めて い る。 彼 らは砿 螂 製 の 数珠 な どの 装 身 具 を

身 につ けて い る。 結 婚 して い る女 性 は,両 足 の足 首 か ら膝 まで 入墨 を して い る。男 性

は四 肢 に 入 墨 を して い る[SEN l986:38]。 彼 らの身 長 は1,6メ ー トル を 越 え る こ と

は な い [lntelligence Branch Division of the Chi ef of thc Staff Army Head-

Quarters India  1907:188]。

 〈29服 装 〉彼 らの 服 装 は,木 綿 の色 つ きの ジ ャヶ ッ トで 下 着 は木 綿 か絹 で あ る 。

男 性 は ル ン ジー(lungi)と 呼 ばれ る い ろい ろ の色 で 織 られ た腰 巻 と ジ ャケ ッ ト,頭 に

は 白 い タ ーバ ンをつ けて い る。女 性 は ス カ ー トと腰 と首 の周 りに色 の つ い た木 綿 の 布

で細 工 され た み じか い ジ ャケ ッ トを着 て いる 。 〈24農 業 〉彼 らは種 々の コ メを 栽 培

して お り,コ メの収 穫 は上 々で あ る。 〈32原 材 料 の加 工 〉男 性 は 鍛冶 屋 と して も 優

秀 で,鉄 を持 ち いて 山刀(dao)や 槍 をつ くって い る。 女 性 は 機 織 り に 優 れ て い る

[SEN  l986:38]。

 〈72戦 争 〉 シ ンポ ーは,ビ ル マ 戦 争 の折,多 くの ア ッサ ム人 を奴 隷 と して ビル マ

領 に 連 れ さ った こと が あ る[ゲ イ ト 1944:356]。 そ して,か つ て は ア ッサ ムに お け

る彼 らの 農 業 は,奴 隷 に よ って 行 なわ れ て い た。 しか し奴 隷 とは 名 ばか りで彼 らは,

結 婚 す る こ と も,財 産 を持 つ こ と も認 め られ て お り,外 見 は 自 由人 と 同 じで あ る とい

う[Intelligence Branch Division of the Chief of theStaff Army Head-Quarters

India l907: ..]。

                                 (栗 田靖 之)
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タ ギ ン(Tagin)

 〈131位 置 〉 ス バ ン シ リ(Subansiri)川 の 左 岸 の上 流,ス バ ン シ リ ・デ ィス ト リ

ク ト(Subansiri District)の ノJ＼高 い 丘 の斜 面 に住 む。 〈19 言 語 〉言 語 は チ ベ ッ ト.

ビル マ語 族 の 北 ア ッサ ム語 群 で あ る。〈342住 宅 〉彼 らは,タ ケ と木 の土 台 の 上 に建

て られ た ロン グハ ウス風 のバ ラ ックに住 む。 この 住 居 に は 一世 帯 以 上 の家 族 が住 ん で

い る。 窓 は 無 く正 面 に入 口が あ る。 炉 で火 を た くと,家 中は煙 が い っぱ い にな る
。

〈26食 物消 費 〉 コ メ,ト ウモ ロ コ シ,穀 類 は彼 らの常 食 で あ る
。 ミタ ン牛,ウ シ,

ブタ,ヤ ギ,イ ヌ,シ カ,サ ル,小 鳥,ヘ ビ,ネ ズ ミを食 べ る。 一 般 的 に は
,彼 らは

食 料 を入 会 地 か ら採 る。 〈29服 装 〉彼 らは衣 服 を好 ま ない 。男 性 は,袖 な しの 黒 い

コー トと木 綿 の一 枚 布 を,女 性 は ウ ール の一 枚 布 を 身 に付 け て い る
。 未 婚 の女 性 は,

チ ベ ッ ト風 の ウール の 丸 い帽 子 を か ぶ つて い る。 〈22食 物獲 得 〉そ して食 料 獲 得 の

た め の優 れ たハ ンタ ーで あ る。 〈75 病 気 〉彼 らは栄 養 不 足 で
,そ して 彼 らの 容 姿 か

ら見 るか ぎ り,皮 膚 病 もあ り,あ ま り衛生 的 で は な い。 〈58婚 姻 〉彼 らの 間 で は 単

婚 で あ る が,豊 か な 階 層 で は多 婚 も見 られ る。 〈76死 〉 死 者 は埋 葬 さ れ る[SEN

1986:38]。

(栗田靖之)
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カ ン パ(Khamba)

Sen, D. K.1971"Anncxure to the Tribal Map of India,, Anthropological Survey of India,

Culcutta.よ り作 図 。 行 政 区 分 は1961年 当 時 の も の に よ る 。

 〈101 ア イ デ ン テ ィフ ィケ ー シ ョン 〉 シ ャ ン ・デ ィ ビ ジ ョン(Siang Division)に

住 む この 部 族 に つ いて,イ ン ド側 の文 献 に は独 立 した記 述 を見 い だ し 得 な か った 。

唯 一 チ ョ ー ダ リー(Chowdhury)の 記 述 の 中 に,「 メ ン バ(Memba)と カ ン パ

(Khamba)は,カ メ ン ・デ ィス トリク ト(Kameng District)の モ ンパ(Monpa)と

関 連 した 部 族 で あ る。 カ ンパ(Khamba)は,ヤ ン ・サ ン ・チ ュ(Yang Sang Chu)

川 流 域 に 居 住 し て い る。 メ ンパ(Memba)は,デ ィ バ ン(Dibang)川 や シ ャ ン

(Siang)川 が シ ャ ン ・デス トリク ト(Siang District)の 北 方 域 を 横 切 って い るゲ ェ リ

ン(Gelling)付 近 に居 住 して い る。」 とあ る[CHowDHuRY l983:30]。

 その 名 前 か ら判 断 す る と,チ ベ ッ ト地 方 の 昌 都 を 中心 に して居 住 す る カ ンパ と 呼 ば

れ る人 び とが,ヒ マ ラ ヤを越 え て この 地 に 定住 した の か も しれ な い。 中国 に お い て は,

カ ンパ は少 数 民族 と して 認 定 さ れ て お らず,こ の 場 合,カ ンパ は,部 族 名 で は な く,

チ ベ ッ トの カム地 方 に住 む 人(バ)を 意味 す る言 葉 に 過 ぎな い[栗 田 1987:30-31]。

                                 (栗 田靖 之)
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リス(Lisu), ヨ ビ ン(Yobin)

Sen, D. K.1971"Annexure to the Tribal Map of India"Anthropological Survey of lndia,

Culcutta・ よ り作 図 。 行 政 区 分 は1961年 当 時 の も の に よ る 。

 〈115情 報 提 供 者 〉 リス族 に つ い て は,セ ン(Sen)の 情 報 の み で あ った。<131

位 置 〉彼 らは,テ ィ ラ ップ ・デ ィス ト リク ト(Tirap District)の ノ ア ・デ ヒ ン(Noa

Dihing)川 の 川 岸 ビ ジ ョイ ナ ガ ール(Vijoynagar)と 言 う場所 に 多 く住 ん で い る。

〈171文 化要 素 の 分布 〉彼 らは 隣…接 す る部 族 とは 違 った 文化 を継 承 して い る。 〈161

人 口 〉人 口はた いへ ん 少 な い。〈101ア イデ ンテ ィフ ィケ ー シ ョン 〉彼 らは,ビ ル マ

の 人 々 とは た いへ ん 近 い 共 通 性 を持 って い る。 〈24農 業 〉焼 畑 以 外 に これ と行 った

経 済 的 活動 は な い。 〈20 コ ミュニ ケ ー シ ョン 〉地 理 的 要 因 の た め に,彼 らは外 の 世

界 と ほ とん ど接 触 を 持 た な か った。 〈77宗 教 的信 仰 〉 この 部 族 は,,彼 ら自身 の宗 教

的 信念 と儀 礼 を行 な って い る[SEN l986:41]。

                                (栗 田靖 之)
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[SREEDHAR 1974;GoRI 1984;SAcHcHIDANANDA 1985]を 参 考 に作 図。

・ナ ガ ラ ン ド州 、マ ニプ ー ル州 、 テ ィ ラ ップ ・デ ィス トリク トに お ける

ナ ガ諸 族 の分 布 を示 してい る。

図7ナ ガ 諸 族 の 分 布
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ナガ(Naga)諸 族概説

 ナガ と い う民族 名称 は よ く知 られて い る。 しか し,ナ ガ と呼称 され る人 々は,決 し

て 単0の 民族,あ る い は部 族 で は な い。言 語 に つ い て いえ ば,「 村 ご とに その 話 し方 が

あ る 」 とい って よ い ほ どに多 様 で あ り,相 互 の理 解 が不 可 能 な言 語 が 乱 立 して い る。

個 々 の コ ミュニ テ ィあ るい は部 族 そ の もの の 中で も,た い へん 異 な った方 言 が 並 存 し

て い る例 が 多 いの で あ る。 ま た,部 族 ごと に特 徴 的 な衣 服,身 体装 飾 が あ り,逆 に こ

れ が部 族 の 識 別 に役 立 って い る。 また,農 作 物 に例 を 取 っ て みて も,ア ンガ ミ族 に 代

表 され る水 稲 の雛 段 耕 作 か ら,焼 畑 で の陸 稲,雑 穀,タ ロ イモ な どを 中心 に す え る も

の まで,地 域,部 族 に よる ヴ ァ リエ ー シ ョ ンに富 む。 この 地 域 に お いて は,「 村 落 は

国家 で あ る」 と言 い かえ て よい よ うな独 立 性 の 強 い 部 族 社 会 が多 数 ち らば って い た の

で あ る。(ナ ガ 諸族 に 関す る地 図 は,こ の 項 の 終 わ りに 一 括 して掲 載 す る。)

 〈101 ア イデ ンテ ィフ ィケ ー シ ョン〉 「ナガ 」 とい う名 称 は,ア ッサ ム人 に よ る,

山地 民 に た いす る呼 称 で あ る。 これの 語 源 に 関 して は確 定 で きて い るわ け で は な い が,

サ ンス ク リッ トで 「山」 を 意 味 す る 「ナガ(Naga)」 に 由来 す る と い う説,ア オ ・ナ ガ

(Ao Naga)族 な どの言 葉 で 「人 」 を 意 味 す る 「ノ ク(Nok)」 に 由来 す る とい う説 な

どが あ る。 現 在 はア デ ィ(Adi)族 を さす ア ボ ール(Abor)と い う名称 が,か つ て,ア

ル ナ チ ャル ・プ ラデ シ ュの多 くの 山地 民 に た い して 用 い られ た の と同 じよ うに,ナ ガ

とい う呼称 は,カ チ ン族 の南 西,ク キ ・チ ン諸 族 の北 の部 族 全 体,つ ま り,チ ン ドウ

ィ ン川 とブ ラマ プ トラ川 の間 の 山地 帯 に住 む部 族 全 体 を包 括 す る意味 で 用 い られ て き

た とい って よ い。 そ して,現 在 に おい て も,ナ ガ と い う名 称 は,民 族 学 的 に明 確 な定

義 を持 ち得 て はい な い 。

 〈105 文化 の 概 要 〉そ れで は,ナ ガ と呼 ば れ て い る諸 部 族 と他 の諸 族 は い かに 区

別 さ れ るの か,ま た ナ ガ諸 族 の 間 で の共 通 性 は 無 い の か,と い う疑 問 が わ くが,こ れ

に つ いて は,以 下 の よ うな意 見 が あ る。

 「全 ナガ諸 族 に例 外 を 除 い て共 通 して い る こ とは,そ の社 会 機 構 と経 済機 構 で あ る。

まず 社 会 機構 に お いて は,父 系 制 を と り,氏 族 を 単 位 とす る外 婚 制 で あ る。 村 落 はふ

つ う同 一 氏族 の家 々 に 占拠 さ れ,他 の ちが った 氏族 の村 落 と伝 統 的 に結 婚 関係 を結

ぶ 。 … … 同一 氏 族 以 外 の者 と結 婚 をす る と い う厳 重 な族 外 婚 制 のわ くが あ る。 経 済 は

他 の ア ッサ ム諸 族 と同 様焼 畑 耕 作 で,… …毎 年 山頂 に あ る村 落 の 南辺 の広 大 な地 域 内

で 焼 畑 を 移動 させ るの で あ る。 … …最 近 ま で,奥 地 で は首 狩 りの 習 慣 を も って い た。」

[中根 1972:53]。
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 「ア ッサ ム や ビル マ に住 む 隣接 した諸 族 とナ ガ諸 族 を 区別 す る基準 を設 け るの は 難

しい。 しか し,ハ ッ ト ン(Hutton)は,「 ナ ガ」な る用語 は 特 定 の 地 域 に住 む諸 族 を さす

語 と して 有 用 で あ る と し,ま た エル ウ ィ ン(Elwin)は,『 ナガ と して 知 られ る諸 族 に

は あ る種 の 共 通 した 雰 囲気 と精 神 が あ る ことが 明 白で あ る。』 と 述 べ て い る[ELWIN

l961:5]。 形 質,言 語,文 化 の 上 で は部 族 に よ って変 異 が み られ るが,特 定 の信 仰 や

経済 行為 に お いて は 明 らか に 一 般 的 な類 似 性 を 示 して い る。」[NAG 1964:44]。

 〈198特 殊言 語 〉現 在,多 数 の 部族 は,共 通語 と して,ア ッサ ム語 と現 地 の言 葉 を

と りまぜ た もの(Nagamese, Naga Pidgin)を 用 い る よ うに な って きて い る。 この よ

うな事 情 を ふ ま えて,こ こで は,ナ ガ諸 族 とい う呼 び 方 を採 用 す る こ とに す る。

 〈197言 語 の 同 定 〉 グ リア ー ソ ンは,ナ ガ ・グル ープ(Naga Group)を6つ の サ

ブ ・グル ープ に分 け て お り,そ れ ぞれ に 属 す る言 語 集 団 を あ げ て い る。 いま そ れ を 表

にす る と以 下 の よ うに な る[GRIERsoN 1927]。

グループ サブ ・グループ  言語

Naga Western Naga Angami, Sema, Rengma (Unza), Kezhama 
     —Central Naga  —Ao, Lhota, Tengsa Naga, Thukumi, Yachumi 

     —Eastern Naga Angwanku, Chingmegnu, Banpara, Mutonia 
                     Mohongia (Borduaria), 

                    —Namsangia, Chang, Assiringia, Moshang, Shangge 
     —Naga-Bodo Kachcha (Empeo) Naga,  Kabul (Kapwi), Khoirao 
     —Naga-Kuki  Mikir, Sopvoma (Mao), Maram, Miyangkhang, 

                    —Kwoireng, Tangkhul, Maring 
     —(unclassified)

 この なか で,一 つ の言 語 に纒 め られ て い る もの の うちで も,た が い に理 解 不 能 な 方

言 を 幾 つ も持 って い る例 は 多 く,し か も,言 語 の 違 い と コ ミュニ テ ィ ーの違 い が必 ず

し も一 致 しない た め,大 変 混 乱 して い る。 また 同一 の村 落 で も,そ の サ ブ ・グル ー プ

で あ る ケル(khel)ご とに か な りの 言語 の差 異 がみ られ る場合 が あ る。 そ の こ とを端 的

に 示 して い るの は,諸 部 族 の 自称,相 互 の 呼 称 の 錯 綜 で あ る(例 え ば[HUTTON I921

a:388-389]の 表 参照)。 こ の よ うな言 語 の 差異 が 発達 した こ とは,集 落 の 孤 立 性 が 高

か った こ とに よ って説 明 さ れ て い る。 現 在,ナ ガ諸 族 は互 い の リンガ ・フ ラ ンカ と し

て,ア ッサ ム語 化 した ナ ガ語(Nagamese, Naga Pidgin)を 使 って い るが,そ れ ま で

は,自 分 の住 む 集落 の みが 国家 で あ り,た が い に 交渉 を持 つ 隣接 した集 落 く らい の範

囲 に彼 らの生 活 世 界 は 限 られ て い た と思 わ れ る。言 い替 えれ ば,ナ ガ諸 族 が 一 つ の 集

合 と して 自分 た ちを認 識 し始 め たの は比 較 的 最近 の こと と思 わ れ るの で あ る。
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 ス リーダ ー(Sreedhar)と エ ンブ リー(Embree)に 従 え ば,ナ ガ 諸語 の 分類 に 関す

る研 究 史 を以 下 の よ うに た どる こと が で き る[SREEDHAR 1974:25-33;Embree

l950:41]。

  「ナ ガ ・グル ープ(Naga Group).の 言 語 は,全 般 に ビル マ 語 よ り もチ ベ ッ ト語 に

近 い。」[GRIERsoN 1903]。

 「ナガ 諸 族 の言 語 の 多 くは チ ン(Ghin)語 で あ る。 ナ ガ語 か,ま た非 ナガ語 か の分

類 は,言 語 学 的 に大 きな意 味 を もた な い。」[Embree l950:41]。

 「北 部 の ナガ諸 語 を分析 し て み る と,こ れ らの 諸 語 で あ るチ ャ ン(Chan),ボ ム

(Phom)・ ノ クテ(Nocte),タ ンサ(Tangsa)な どは,ボ ド・カチ ャ リ(Bodo Kachari)

グル ープ に いれ,他 の ナ ガ諸 語 は ク キ(Kuki)グ ル ープ に 入 れ るの が 適 当 で あ る。」

[SHAFER  1953]。

 「ナ ガ諸 語 を,音 声 論,形 態論,統 語 論 な どか ら分析,分 類 して みれ ば,一 般 に ナ

ガ の呼 称 は,ア ル ナ チ ャル ・プ ラデ シ ュや ビル マ の 諸部 族 と関 係 な く使 わ れ る 傾 向 が

あ るが,コ ニ ャ ック ・ナガ語 は そ れ ら と大 変 近 い 関係 が あ る。 ま た,ポ ロ語,カ チ ャ

リ語 と もあ る程 度 似 て い る。」[MARRISON l967]。

 この よ う に,い ま だ ナガ 諸 族 の 持 つ言 語 につ いて 言語 学 的 な整 理 が 行 わ れ て い る わ

けで は な く,こ れ は ナガ な る用語 の定 義 を 一 体 な に に 求 め る か とい う事 と も関 わ って

今 後 解 決 され るべ き問 題 点 で あ る。

 〈62 コ ミュ ニ テ ィ 〉本稿 に お い て は,多 くの ナガ諸 族 を,現 在 の 主 要 な政 治地 区

に 分 けて 整 理 して お きた い。 か つて,ナ ガ諸 族 自身 に と つて は 現 在 引 か れて い る よ う

な 国境,州 境 線 は 意 味 を な さず,以 下 の 領 域 全体 が 彼 らの 集 合 的 な テ リ トリーで あ っ

た・ しか し,現 在 で は どの 政 治地 区 に 属 す るか が 社 会 的,文 化 的 に重 要 とな って い る
。

1 ナ ガ ラ ン ド州 の ナガ族

 ナ ガ ラ ン ド州 に は ・ ア ン ガ ミ(Angami),チ ャ ン(Chang),チ ョ ク リ(Chokri),ケ

ザ(Kheza・Kezhama),キ ァ ム ン ガ ン(Khiamung鱒),コ ニ ャ ッ ク(Konyak),リ

ヤ ン メ イ(Liangmei)・ ロ タ(Lotha),ボ ム(Phom),ポ チ ュ リ(Pochuri)
,レ ン グ マ

(Rengma)・ サ ン タ ム(Sangtam),セ マ(Sema),イ ム チ ェ ンゲ ル(Yimchenger),

ゼ ミ(Zemi)な ど の 部 族 が 居 住 す る 。

 ナ ガ ラ ン ド州 に 住 む ナ ガ 諸 族 は,古 く か ら 多 く の 研 究 者 の 注 目 を ひ い て き た 。

``Journal of th
e Asiatic Society of Bengal","Journal of the Royal Anthropolo-

gi・al In・titut・ ・f G・eat B・it・in and 1・eland",``Man","Anth・ ・P・・","Man in
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India"な どの 人 類 学 に 関 わ る雑誌 に は 多 くの レポ ー トが あ り,ま た,ま とま っ た民

族 誌 は,ハ ッ トン(Hutton),ミ ル ズ(Mills),ハ イ メ ン ドル フ(F�er-Haimendorf),

カ ウ フ マ ン(Kauffmann),ス ミス(Smith)ら に よ って残 され て い る。 [HuTToN

1921a,1921b;ﾑIILLS 1922,1926,1937;FﾜRER-HAIMENDORF 1976;KAUFF-

MANN l939;SMITH 1925]。 ハ イ メ ン ドル フ な ど を除 け ば,西 欧人 に よ る現 地 調 査

の ほと ん ど は,第 二 次 大戦 以 前 に行 な わ れ た もの で あ る。 〈11参 考 文 献 〉本稿 で は,

シモ ンズ(Simoons),セ ン(Sen),ゴ ー シ ュ(Ghosh),ス リーダ ー(Sreedhar)な どに

した が って,ナ ガ ラ ン ド州 に 住 む ナ ガ諸 族 につ いて 概 説 して お くに と ど め る[SIM◎ONS

1968;SEN l987;GHosH 1982;SREEDHAR 19741。

 <63 領 土 機 構>1960年8月10日,ネ ル ー首 相 に よ る宣言 に よ って,実 質 上 の州 と

な ったN.H.T.A.(Naga Hills Tuensang Area)地 方 は,1961年2月 に ナガ ラ ン ド

(Nagaland)と 改 名 さ れ,1963年12月 正 式 に イ ン ド第16番 目の 州 と して誕 生 した 。 現

在 この 州 に は,コ ヒマ(Kohima),ペ ク(Phek),ウ ォカ(Wokha),ズ ネボ ト(Zunhe-

boto),モ コク チ ュ ン(Mokokchung),テ ンサ ン(Tuensang),モ ン(Mon)の7つ の

デ ィス ト リク トが あ る。

 〈13地 理 〉州 面 積(約16.5万 平 方 キ ロメ ー トル)の ほ とん ど は 山が ちな土 地 で,

デ ィマ プ ール(Dimapur)の よ うな例 外 を除 いて 低 平地 は ほ とん ど な い。 ナ ガ ラ ン ド

の 年 間 降 水 量 は,1,800か ら2,500ミ リメ ー トル ほ どで あ り,森 林 面 積 は約8万 平 方 キ

ロ メ ー トル に達 して い る。 この森 林 は常 緑 樹 の 密 林 とな って お り,樹 種 は た い へ ん豊

富 で あ る ほか,野 生 牛,ゾ ウ,ト ラな ど様 々 な野 生 動 物 の す み か に も な って い る。 低

平 地 は 夏 季 に は気 温 ・湿 度 と もに高 く,居 住 に適 した 気 候 で は な い た め,集 落 の ほ と

ん ど は夏 冬 と もに比 較 的 冷涼 な 丘 陵地 に あ る。 そ れ らの 標 高 は900か ら1,800メ ー トル

程 度 で あ る[SEN l987:3-15]。

 〈105文 化 の 概 要 〉ナ ガ諸 族 は,す べ て チ ベ ッ ト ・ビル マ 語 族 の モ ンゴ ロ イ ドで

あ り,父 系 に したが つて親 族 を構 成 す る。狩 猟 や農 耕 に おい て は さ ま ざ ま な ジ ェ ン ナ

(genna儀 礼,タ ブ ー)が 行 な われ る。祭 りは農 事 暦 と深 く関 わ る ものが 多 い。<171

文 化 要 素 の 分 布 〉 しか しナ ガ諸 族 は さま ざ ま な点 に お いて 多 様 で あ る こ とが指 摘 され

て い る。 シモ ンズに従 え ば,ナ ガ 諸 族 の 文 化 の 多様 性 につ い て 以 下 の よ う に ま と め る

こ とがで きる[SIMooNs 1968:106-109]。

 〈24 農 業 〉農 業 と作 物 に 関 して は,ナ ガ諸 族 全 体 を みた 場 合 は,陸 稲 を 中心 と し

た焼 畑 農 耕 が主 流 で あ る。 しか し,東 ア ンガ ミ族 は 急 傾 斜 地 に 造 成 した 棚 田で の 水

稲 耕作 を行 な って い る。 また,こ の耕 作 法 は彼 らに 接 す る諸 部 族 に も伝播 して お り,
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それ らは この 水 稲 耕作 と と も に焼畑 耕 作 も行 な って い る場 合 が 多 い 。 こ うい った 部 族

に 含 ま れ る の は,レ ング マ族,セ マ族 の 一 部,タ ン ク0ル 族 な どの マ ニ プ ール に 住 む

ナ ガ諸 族 の一 部 な どで あ る。 他 に作 物 と して 重要 な もの に は,ミ レ ッ ト,ト ウモ ロ コ

シ,ハ トム ギ,タ ロイ モ な どが あ る。 コニ ャ ッ ク族 の 中 には,タ ロを主 作 物 と し,ミ

レ ッ トや陸 稲 を 副 作 物 と して い る グル ープ も存在 して いた 。 ロタ族,セ マ 族,レ ン グ

マ族,ア ンガ ミ族 な どは,穀 物 の種 を穴 に蒔 くの に 対 して,コ ニ ャ ック族,ボ ム族,

サ ンタ ム族,イ ム チ ェ ンゲ ル 族,ア オ族 な ど は 散 播 す る。

 〈34建 造 物 〉家屋 につ いて は,南 部 の グ ル ー プ の 中 に は,地 面 の上 に じか に 家 屋

を建 て る も の もあ るが,多 くは タ ケ で作 った 高床 の上 に家 屋 を建 て て い る。 ロタ族 は

両者 の折 衷 型 を 好 む。 また,家 屋 の 大 きさ,耐 久 性,装 飾 に つ い て は,ヴ ァ リエ ー シ

ョ ンに富 ん で い る。〈344 公 共 建 造 物 〉つ ぎに若 者 宿 につ い て で あ る が,ア ッサ ム語

で あ るモ ル ン グ(morung)と い う言 葉 は,ほ ぽす べ て の ナガ諸 族 に おい て み られ る若

者 の 組 織,ま た さ らに その 活 動 の 拠 点 に な る建 築 物双 方 を さす言 葉 と して 慣 習 的 に 用

い られ て い る。 若 者宿(モ ル ン グ)は 一 般 に村 落 の 中で も最 も きわ だ った 建 物 で,大

き くかつ 念 入 りな装 飾 が な され て い る こ とが多 い 。 しか し,ア ンガ ミ族 や セ マ族 の 場

合 は一 般 に若 者宿 を 持 た ず,普 通 の 家 屋 や 首 長 の 家屋 が若 者 の 組織(モ ル ング)の 活

動 の場 と な って いる。 モ ル ング組 織 は,ク ラ ンの構 成 員 の う ちの未 婚 の 男 性 か らな る。

この 組 織 は ク ラ ンに 由来 し,ク ラ ンの 結束 を守 る役 目を 果 た す もので あ るが,組 織 へ

の加 わ り方,組 織 に 対 す る忠 誠 度,組 織 の メ ンバ0で あ る期 間 な ど に 関 して は,部 族

に よ って 違 い が み られ る。

 〈621 コ ミ ュニ テ ィの構 造 〉政 治 体 制 に つ い て は,コ ニ ャ ッ ク族 など で は 強 力 な

権 力 を 持 つ 王(首 長)を 中心 と した 明 白 な専 制 体 制,階 層 的 な リネ ー ジの構 成 が み ら

れ るが,セ マ族 な どで は さ ほ どで もな く,ア オ族,ロ タ族,ア ンガ ミ族 な ど で は あ る

程 度 民 主 的 な 政 治体 制 が み られ る。

 〈304身 体 変 工[身 体 損傷]〉 入 墨 に関 して は,南 部 や 西部 の グル ープ で はみ られ

な い の に 対 して,コ ニ ャ ック族 や チ ャ ン族 は男 女 と も入墨 を し,ま た ア オ族 や サ ンタ

ム族 に お い て は女 性 だ けに 入 墨 が み られ る。 女 性 の入 墨 は婚 姻 や 出産 と関 わ る こと が

多 い の に 対 して,男 性 の 入墨 は首 狩 りに関 わ る ことが 多 い。

 〈72戦 争 〉首 狩 りに つ い て は,イ ギ リスの 統 治 下 に 入 る まで は,ど の部 族 で も残

って い た とい われ て い る。 首狩 りも婚 姻 や 出産 と関 わ って お り,首 狩 りを遂 行 して い

な い 男 が 結婚 す る のは 容 易 で は な か った 。 と くに コニ ャ ック族 な どで は,戦 果 を あ げ

た 襲撃 に 参加 した経 験 の な い 男性 は 「男」 と認 め られ な か った 。

121



国立民族学博物館研究報告別冊  9号

 〈764 葬式〉葬式の方法については,埋 葬するか,台 の上で風葬するかの2通 りが

ある。多 くのグループは埋葬するが,墓 の位置,石 の利用法,木 の彫像などに関して

は,様 々なヴァリエ0シ ョンがある。台の上で風葬するや り方は,ア オ族のほか,デ

ィク川以東の部族でよくなされている。 しか しこれらの中でも,頭 蓋や遺体の取扱い

方についてはさまざまである。一般に,葬 送の儀式の一部は,播 種や収穫の時期に行

なわれることが多い。

 〈77 宗教的信仰 〉しかしこれ らの多様性のうちにも,ナ ガ諸族一般に共通する宗

教的信仰がみられ,こ れが彼 らの文化上の個性である首狩 り,勲 功祭宴,巨 石建造な

どと結びついている。 ここで もシモンズに したがえば,以 下のようにまとめることが

できる[SIMOONS 1968:109-114]。

 〈776 精霊と神 々〉ナガ諸族は無数の精霊の存在を信じており,ま たそれ らには,

人問のように種々様々の個性がある。人に害をなす精霊に対 しては,供 犠を行なうこ

とで,そ れをなだめることがで きると考えている。 〈771宗 教の一般的特性 〉<78

宗教的慣行〉人の頭にはある種の生命力が宿 っている。これは生存中で も死後でも種

種の方法によって他のものに乗 り移らせることができるものであり,こ の生命力が,

村全体や個人の幸福や豊饒を保証するカとなる。首狩 りを行なうのは,そ れに宿る生

命力を得るためである。生命力がもたらす豊饒とは,村 人や家畜の多産,作 物の豊作

などである。長期間の一連の儀式からなる勲功祭宴(Feast of Merit)は,主 催者の社

会的地位の向上という目的も含まれているが,豊 饒を求めるためのものであり,主 催

者の持つ豊饒な生命力が,村 やクランに豊饒と幸福を与えるほか,主 催者 自身も更な

る豊饒を得られることが,期 待,保 証されるのである。

 〈346 宗教用,教 育用建造物〉巨石による記念建造物は,こ の生命力をのりうつ

らせようとしたものであり,勲 功祭宴や葬送と関わって建築される。儀式によって生

命力が乗り移った建造物は,そ こか ら周囲に影響を与え,村 落の豊饒を末永 く保証す

る力となる。人が死んだ際に作 られる木の彫像や墓石も,や はりその人の生命力が宿

ったものであり,同 様に周囲に影響する。〈788儀 礼〉これらの生命力に関わる豊饒

を保証する諸儀礼においては,ブ タやニワ トリなどの家畜が犠牲にされるが,最 も値

打のある犠牲獣は,ミ タン牛あるいは水牛と考え られている。

 〈17歴 史と文化変化〉しかし以上のような伝統的文化を持つナガ諸族においても,

近年の文化変容は急速に起 こっている。第二次大戦後の都市の発達,教 育の拡大,キ

リス ト教の浸透などによって,伝 統的な文化は遠隔地の村落や古い世代にのみ見るこ

とができるといわれている[SEN l987:24-26]。
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 さて 現 在 の ナガ ラ ン ドに居 住 す る諸 族 を概 観 して お きた い。 コ ミュ ニテ ィ ーの併 合

や 分離 はた び た び起 こ って い る よ うで,ど れ を 部族 の 単 位 とす るか は問 題 で あ る が,

以 下 に取 り上 げ るの は,セ ンが示 した,現 在 州 政 府 が認 定 した コ ミュニ テ ィ ーで あ る

[SEN l 987:24-26]。 〈161人 口 〉な お,そ れ ぞ れ の人 口に つ いて は,1971年 セ ン

サ ス に よれ ば 以下 の とお りで あ る(数 字 は人 口を 表 わ す)。

Ao 74,016 

Sema 64,918 

Angami 43,994 

Sangtam 19,315 

Chang 16,075 

Yimchunger 14,146 

Rengma 8,174 

Makware 2.501

Konyak 72,319 

Chakhesang 43,438 

Lotha 36,638 

Phom 18,019 

Khiemungan 14,338 

Zeliangrong 13,883 

Tikhir 2,800 

Chirr 692

 (1) ジ ェ リァ ンロ ン(Zeliangrong>

 この グル ー プは,ゼ ミ(Zemi, Zemei),リ ヤ ン メ イ(Liangmei),ロ ンメイ(Rong-

mei)の3部 族 が な す コ ミュニ テ ィーで あ る。 彼 らは,か つ て カチ ャ ・ナ ガ(Kacha

Naga, Kachcha Naga, Kachcho Naga)と 呼 ば れ て い た。 居 住域 は マ ニ プ ール 州 に

も広 が って お り,現 在 そ こで は,ゼ ミと リヤ ンメ ィ は カ チ ャ ・ナガ 族,ロ ンメ ィ は カ

ブ イ(Kabui)族 と して 知 られて い る[SEN l987:43]。 ま た グ リア ー ソ ンの示 した

言 語 名 の うちで,ゼ ミ, リヤ ンメ イ,ロ ンメ イ に あ た る の は,そ れ ぞ れEmpeo,

Kowireng, Kabuiで あ る[GR.IERsoN l927:65-70;SREEDHAR l974:14-15]。

 ゼ ミ ・ナ ガ族 の居 住 域 は,ナ ガ ラ ン ド州 の南 西 部 か ら,北 カ チ ャル 山地 な ど に まで

広 が って い る が,ダ ス(Das)は,ナ ガ ラン ドの ゼ ミ族 と北 カ チ ャル 山地 の ゼ ミ族 と は

文 化 的 な違 い は ほ とん ど な い と して い る[DAs l975:163]。 ま たハ ッ トンは,ゼ ミ

族 は コノ マ(Khonoma)の ア ンガ ミ族 に従 属 して い た こ とを記 して お り,彼 らの文 化

はア ンガ ミ族 の影 響 を強 く受 けて い る[HuTToN 1921a:352]。 な お ジ ェ リア ン ロ

ン族 の 踊 りは ナ ガ諸 族 の 中で も最 も優 れて い る と され て い る[GHOSH 1982:260]。

 (2) チ ャケ サ ン(Chakhesang)

 この グ ル ープ は,チ ョク リ(Chokri, Ghakhuma),ケ ザ(Kheza, Khezhama)と

サ ンタ ム(Sangtam)の 一 部 が な す コ ミュニ テ ィ ーで あ る。 かつ ては,チ ョク リは東

ア ンガ ミ(Eastern Angami),ケ ザ は南 ア ンガ ミと して,ア ンガ ミ族 の サ ブ ・グル ー

プ と して 知 られ て いた 。 チ ャケ サ ン族 の共 通 語 は ア ンガ ミ語 で あ り,村 は村 長 会議 に

よ って 統 治 され る[SEN'1987:47]。
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 (3) ポチ ュ リ(Pochury, Pochuri)

 かつ て は東 サ ンタ ム族 と して 知 られ た の ち,チ ャケ サ ン ・グル ープ に加 わ り,サ ン

タ ム ・ポ チ ュ リ(Sangtam-Pochuri)と も呼 ば れ た が,現 在 は独 立 した コ ミュニ テ ィ

ーを な して いる
。 この 部 族 に関 す る情 報 は少 な い。 代 表 的 な村 は メル リ(Meluri)で

あ る[SEN 1987:49;SREEDHAR 1974:17]。

 (4) ア ンガ ミ(Angami)

 ア ンガ ミ族 は ナガ 諸 族 の う ちで も最 も大 きな グル ー プの 一 つ で あ り,か つ経 済 的 に

発 展 して い る と いわ れ て い る。 自称 は テ ンギ マ(Tengima)で あ る。 ナガ 諸族 中 で最

も民主 的 と され る政 治 体 系 を持 つ。 ア ンガ ミ族 の行 な う棚 田で の水 稲 耕作 は,彼 らと

隣接 した諸 族 へ と広 ま った こ とが 知 られ て い る。 この0を 持 た な い雛 壇耕 作 につ いて,

周辺 の多 くの 地 域 との 多 様 な文 化 要 素 の比 較 を通 して,そ の 文 化史 的位 置 づ け を考 察

した大 林 に よれ ば,雛 壇 耕作 は低 地 の河 川 流 域 住 民 で あ るタ イ 系諸 族 や ア ッサ ム人 の

そ れ とは 異 な る系 統 の もので あ り,巨 石 文 化 複 合(巨 石 建 立,死 者 崇 拝,石 と水 との

深 い結 び つ き,豊 饒儀 礼,非 功 利 的 な牛 の 飼 育 な ど)や 平 地家 屋 と い った文 化 と深 い

関 わ りを 持 つて い る[大 替 1954]。 代 表 的 な村 落 に は,コ ヒマ(Kohima)や コノ マ

(Khonoma)が あ る。 彼 らの グル ー プの0部 は マ ニ プ ール 州 に も住 んで い る。

 (5) セ マ(Sema)

 シ ミ(S三mi)と 自称 す る セマ族 は,ズ ネ ボ ト(Zunheboto)を 中心 と した 地域 に居 住

す る,ナ ガ諸 族 の う ちで は比 較 的大 きな グル ープ で あ る。 ハ ッ トンに よ る民 族 誌 の記

述 は,ア ンガ ミ族 な ど と の比 較 に富 む が,そ れ に よ れ ば,彼 らの 住 む 地域 は ア ンガ ミ

族 よ り比 較 的標 高 が高 い 冷涼 な土 地 で あ り,陸 稲,ミ レ ッ ト,ハ トム ギな どの焼 畑 耕

作 を お こな って い る[HUTTON l 921b]。 北 ビル マ の 山地 に住 む焼 畑 民 で あ る カ チ ン

族 と,漢 谷 の低 地で の 水 田稲 作 民で あ る シ ャ ン族 と の政 治 ・社 会 体 系 を比 較 した うえ

で,さ らに カ チ ン族 社 会 を 「貴族 的」 な グ ムサ型 社 会 と 「民 主 的」 な グ ム ラオ型 社 会

に二 分 して,こ れ らの社 会 変 化 を動 態 的 に考察 した リー チ に よれ ば,セ マ族 は グ ムサ

型,ア ンガ ミ族 は グ ム ラ オ型 の タ イ プ に近 い とい う 「リーチ 1987:331-332]。

 (6) レ ング マ(Rengma)

 ミル ズ(Mills)に よれ ば,レ ングマ 族 は,ア ンガ ミ,セ マ,ロ タ な どと同 じ く,ナ

ガ ラ ン ド南 部 の ケ ザ ・ケ ノ マ(Kheza-Kenoma)に 出 自を 持 ち,比 較 的最 近 まで,ロ

タ族 と 同 じ部 族 に属 して い た とい う[M肌s1937:0]。 彼 らの移 動 は,ミ キ ール 山

地 まで に も達 して お り,ア ッサ ム州 内 に も分 布 して い るが,イ ギ リス勢 力 との 接触 の

時期 も早 く,現 在 多 くは キ リス ト教 化 して い る と いわ れ て い る[SEN l987:51-52]。
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 (7) ア オ(Ao)

 ア オ族 は モ コ クチ ュ ン ・デ ィス ト リク ト(Mokokchung Distr�t)を 中心 に ア ッサ ム

州 に接 した地 方 に居 住 して い る。 ナ ガ諸 族 の 中で は ア ンガ ミ族 と並 ん で 最 も大 きな勢

力 を持 って い る。主 た る方 言 に は,Chongli, Mongsen, Changkiが あ る が,こ れ ら

は そ れ ぞ れ一 群 の ク ラ ンか らな り,さ らに細 か な方 言 の 発 達 が 著 しい。 ケザ ・ケ ノマ

(Kheza-kenoma, Kezakenoma)の 石 か ら生 ま れ た とい う同 じ伝 統 を 持つ 隣…接 部 族 で

あ るセマ 族 や ロタ 族 とは,風 葬 や 女 性 の 入 墨 な ど の 点 で 明確 に異 な って い る[MILLS

1926:1-3]。 しか し現 在 は西 洋 化,キ リス ト教 化 がす す み,多 くの 者 は 古 い慣 習 に従

わ な くな って きて い る[SEN l987:52-54]。

 (8) ボ ム(Phom)

 ポム族 は か つて は コニ ャ ック族 の グル ープ に 入 れ られ てい た。 古 い 記述 に お いて,

Tamlu, Ghingmegnu, Assiringiaな ど とよ ばれ て い た グル ープで あ る[SREEDHAR

1974:21,27]。

 (9) ロタ(Lotha, Lhota)

 ア オ族 や レ ングマ族 と隣 接 す る ロタ族 は,そ れ らとの 文 化 的 な共 通 点 を い くつ も持

って い る。 彼 らは 個 々の 外 婚 ク ラ ン(ケ ルkhel)の 代 表者 か らな る ン グテ ィ(ngti)と

い う政治 組 織 を 持 ち,首 長の 権 力 は さほ ど 強 くな い。 土 地 は 村 の共 有 地 が ほ とん どで

あ る[SEN 1987:55]。

 (10) コニ ャ ック(Konyak)

 ナ ガ諸 族 の 中で も最 も未 開 で あ る と いわ れ る コニ ャ ッ ク族 は裸 の ナガ(Naked Na-

ga)と もい われ る よ うに,衣 類 を あ ま り身 に つ け ず,織 物 の技 術 も優 れ て は い な い。

彼 らの居 住 域 は ビルマ 側 に も広 が って お り,地 域 に よ って た い へ ん多 数 の 方 言 が あ る

[SREEDHAR 1974:20-21]。 ハ イ メ ン ドル フが 報 告 した よ うに,彼 らの 社 会組 織 の

特 徴 は,ア ン(Ang)と 呼 ば れ る 血 統 を持 っ た 王 を 中心 と した もの で あ る[FURER-

HAIMENDORF 1976,森 田 1984:63-94]。 その ほか の 文 化 上 の 特徴 と して は,入 墨

を す る こ と,木 の 彫刻 に優 れ る こと,ト ラィ ア ノレ・マ リッジ(Tria1 Marriage)を 行

な う こと な どが あ げ られ る。 グ リア ー ソ ン な どの 古 い 記 述 に おい て,Angwanku,

Tablungな ど と呼 ばれ て い るの が コニ ャ ック族 に あた る[SREEDHAR l974:27]。

 (11) サ ンタ ム(Sangtam)

 テ ンサ ン,コ ヒマ な どの デ ィス ト リク トに住 む サ ンタ ム族 は,主 と して 北 の グル ー

プ と南 の グル ー プに分 かれ て い る。 現在 南 の グル ー プ は チ ャケ サ ン ・コ ミュ ニ テ ィー

に 属 して い る。 古 い文 献 で ツ ク ミ(Thukumi)と 記 され て い る もの は,サ ンタ ム族 に
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あ た る[SREEDHAR 1974:21-22]。                   噛

 (12) イ ム チ ェ ンゲ ル(Yimchenger, Yimchunger)

 グ リア ー ソ ンがYachumiと 記 して い る グル ーフ.であ る。 彼 らの主 作 物 は雑 穀 で あ

り,最 大 の 祭 で あ るmetemneoも,ハ トム ギ の 収 穫 を 祝 う もので あ る[GHosH

l982:262]。

 (13) キァ ム ンガ ン(Khiamungan, Khiemungan)

 か つて,Kalyo-Kengyuと 呼 ばれ て い た グル ー プで,こ れ は 「石 の 屋 根 の家 に 住 む

者 」 の意 を 表 わ して い る。 ス リーダ ーは,彼 らの村 落 は イ ン ド側 に27村,ビ ル マ 側 に

130村 あ る と して い る[SREEDHAR l974:22]。 森 田に よれ ば,彼 らの先 祖 は,キ ア

ム ンガ ンの 大 地 が 亀裂 を生 じて 生 まれ た とい う伝 承 を 持 つ。 また,娘 を 略 奪 して 結 婚

す る慣 習 が あ る とい う[森 田 1984:109-122]。

 (14) チ ャ ン(Chang)

 テ ンサ ンを 中心 に 分布 して い る チ ャ ン族 は,Manjungと も よ ばれ る[SREEDHAR

1974:27]。 この部 族 は ポ ム族 や キア ム ンガ ン族 との 関係 を持 って いた た め,儀 礼 の

上で もそ れ らに似 て い る[GHosH l982:260-261ユ 。 森 田に よれ ば,彼 らは 最 近 ま

で 稲 作 を 知 らず,ハ トム ギ と ア ワを 主作 物 と して い る。 葬 送 は,土 葬 に した 後,0年

後 に頭 蓋 骨 を 掘 り出 し,谷 底 に 安 置 す る とい う[森 田 1984二95-108]。

 (15) その 他

以 上 の 他 にMakware(Mokware), Tikhir, Chin(Chirr)と い うご く少 数 の 集 団

が あ る。MakWareは サ ンタ ム族,イ ムチ ェ ンゲル 族 な どの 住 む地 域 に散 ら ば って お

り,TikhirとChinは,そ れ ぞれ イ ム チ ェ ンゲ ル 族 と コニ ャ ック族iの居 住 域 の う ち

に 住 ん で い る[SREEDHAR 1974:23]。

2 マニプ ール州 のナガ族

 マ ニ プ ール 州 に は,カ チ ャ ・ナ ガ(Kacha Naga),コ イ レ ン(Koireng),カ ブイ

(Kabui),ジ ェ リァ ン ロ ン(Zelianjrong),ア ンガ ミ(Angami),コ イ ラオ(Koirao),

マ オ(Mao),マ リン(Marring, Maring)
,タ ンク ール(Tangkhul),マ ラム(Ma-

ram)な どの 部 族 が,マ ニ プ ール 盆 地 を 囲 む 山地 に 住 ん で い る。 ナ ガ ラ ン ド州 の ナ ガ

族 と親 縁 関 係 を持 つ少 数 の共 同体 な どが あ る。

 〈13地 理 〉マ ニ プ ール の ナ ガ諸 族 は,主 と して 州 の 北 部 の 山地 に 分布 して い る。

〈177 文 化 変 容 と文 化 接触 〉 この諸 部族 は,歴 史 的 に マ ニ プ ール 盆地 の メ イ テ イ族

の影 響 を 受 け て きて お り,ま た,言 語 や 出 自な ど文 化 の 上 で は,ナ ガ ラ ン ド州南 部 に
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住 む諸 部 族 や ク キ諸 族 との 関わ りが深 い。 た とえ ば,マ オ(Mao)族 や マ ラム(Maram)

族 は ア ンガ ミ(Angami)族 か ら出 自 した と い う伝承 を 持 って お り,伝 承 上 の移 動 経 路

が北 や北東 方 向か らの もの で あ る こ と な どで あ る[大 林1954]。 また,州 境 を越 え て

分 布 す る部族 も多 い 。彼 らの 伝統 的な 生 活 や 文化,伝 承 に関 して はハ ドソ ン(Hodson)

が民 族誌 を残 して い る[HoDsoN 1911]。 しか し現 在 は,た とえ ば1961年 セ ンサ ス の

村 落 調 査 モ ノ グ ラフ に み られ る よ うに,山 地 か らマ ニ プ ール 盆 地 の 縁 辺 部 に集 落 を

移 動 させ,も は や丘 陵 で の 焼 畑耕 作 で は な く,平 原部 で の水 稲 耕 作 を 主生 業 と して,

日常 的 にイ ンパ ール の 市 場 と の や りと り をす る よ うな 集 団 も 現 わ れて い る[SINGH

l968a,1968b]。

 (1) カ ブ イ(Kabui)族

 カ ブ イ(Kabui)族 は,マ ニプ ール 盆地 の両 方 か ら カ チ ャ ール(Cachar)に いた る山

地 に住 ん で い る。 マ ニ プ ール州 に 住 む ナガ諸 族 の う ちで は比 較 的勢 力 あ る部 族 で あ る。

彼 らの 言語 は ロ ンメ イ(Rongmei)語 で あ り,ナ ガ ラ ン ドに 住 む も の は,ゼ ミ(Zemi)

族,リ ア ン メィ(1・i angmei)族 と と もに,ジ ェ リア ンロ ン ・コ ミュニ テ ィーを つ くっ

て い る。Kwaphi, Koupui, Kowpoeeな ど と も綴 られ る。

 (2) コ イ ラオ(Koirao, Khoirao)族

 コイ ラオ族 は,比 較 的 少 数 の グル ープ で あ り,マ ニプ ール盆 地 の 北 部 山域 に住 ん

で い る。Kolya, M圃yang Khong, Miyangkhangな ど と も 呼 ば れ る。 ハ ドソ ン

(Hodson)に よれ ば,彼 らは マ ラム(Maram)族 か ら分 かれ た と い う伝承 を 持 ち,マ

オ族,マ ラム族 と よ く似 て い る[HODSON 1911:0]。

 (3) カ チ ャ ・ナ ガ(Kacha Naga)族

 現 在 カ チ ャ ・ナ ガ と して 知 られ る の は,ゼ ミ(Zemi)族 と コイ レン(Koireng)族

か らな る グル ー プで あ る[SEN l 987:43]。 カチ ャは森 を 意味 し,「 森 の住 民」 とい

う呼 び 名 が イ ギ リス人 に よ って 与 え られ た。 コイ レ ン族 は,Quoireng, Kowireng,

Kwoirengな ど とも綴 られ る部族 で あ り,ナ ガ ラ ン ドに お け る リヤ ン メィ族 に対 応 す

る部 族 か と思 わ れ る[SREEDHAR 1974:15]。 しか し コイ レン族 を ナ ガの グル0プ で

は な く,オ ール ド ・クキ の グル ープ に含 めて い る文 献 もあ る。

 (4)マ ラム(Maram)族

 マ ラム族 は マ ニ プ ール盆 地 の 北 部 山域 に住 ん で い る。 マ オ 族 に よ く似 て い るが ブタ

肉 を食 べ る こ とを タ ブ ー と して い る[HODSON l911:84]。

 (5)マ リン(Maring, Marring)族

 マ リン族 は マ ニ プ ール の東 部 山域 に住 ん で い る。 彼 らの 言 語 は クキ語 との 関 連 が あ
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る とみ な され て い る[HoDsoN l911:18]。

 (6)マ オ(Mao)族

 マ オ族 は比 較 的 大 きな 勢 力 を持 ち,ナ ガ ラ ン ド州 とi接す る,州 東北 部 に住 んで い る。

ソプ ボマ(Sopvoma)と も呼 ばれ る。 出 自伝 承 は,他 の ナ ガ諸 族 や ク キ諸 族 との 関 わ

りを 持 つ もの な ど様 々で あ る が,言 語 の 上 で は ナ ガ ラ ン ド州 の ケ ザ マ(Khezhamaチ

ャケ サ ン ・コ ミュニ テ ィ ーの一 部)と 似 て い る とい う[HoDsoN 1911: 4,11-13]。

 (7) タ ンク ー ル(Tangkhul)族i

 タ ンク ール族 はマ ニ プ ール 州 の ナガ 諸 族 の う ち最 も大 き な勢 力 を持 って お り,ビ ル

マ との 境 界 を なす,州 東 部 の 山域 に住 ん で いる。 出 自伝 承 に つい て は,マ オ族 な どの

よ うに マ イ ケル(Maikel)か らや って きた とい う説 や,タ ドー(Thadou)族 とか つて

は 同 族 で あ った と い う説 な どが伝 え られ て いる [HoRAM l977:21-22;HoDsoN

1911:8-11]。

 (8) ア ンガ ミ(Angami)族

 マ ニ プ ール州 の北 辺 に も若 千 の ア ンガ ミ族 が 住 ん で い る。

 (9) ジ ェ リァ ン.ロン(Zeliangrong)族

 1961年 の 分類 で は存 在 しな いが,前 記 の カ ブイ族,カ チ ャ ・ナ ガ族 な どは,ナ ガ ラ

ン ドの み な らず,マ ニ プ ール に お い て も連 合 して ジ ェ リア ン ロ ン族 を 形 成 して い る。

工947年 の独 立以 降,ジ ェメ イ(Ze Mai,ゼ ミZemi),リ ア ンメ イ(Liangmei, Liang

Mai),ロ ンメ イ(Rongmei, Rong Mai)を 総 称 して,ジ ェ リア ン ロ ン ・ナ ガ とい う

名称 が使 わ れて い る。

 1989年 の栗 田の 調 査 に よ る と,ジ ェ リア ンロ ン ・ナガ は,ア ッサ ム,ナ ガ ラ ン ド,

マニ プ ール にま た が った 西 部丘 陵地 帯 に居 住 して い る。18世 紀 は じめ,マ ニプ ール王

国 は ビル マ と戦 争 を行 な って いた 。 ロ ン メイ は,マ ニ プ ール 王 国 の軍 隊 に傭 兵 と して

王 に使 え た。19世 紀 に は飢 謹 が起 こ り,よ り多 くの ジ ェ メ ィや ロ ンメ イが イ ンパ ール

に 出て きた 。 彼 らの仕 事 は,薪 木 を集 め る役 目,軍 隊 の トラ ンペ ッ ト吹 き,掃 除 の仕

事 な どで あ った。1891年 イ ギ リス が マ ニ プ ール を 征 服 して以 来,ジ ェ リァ ン ロ ンは よ

り一 層 平 原 に 出て きて お り,1940年 に は イ ンパ ール に も進 出 した 。 そ して1980年 以 降

この傾 向 は よ り大 きな もの と な って,現 在 マ ニ プ ール州 に は84か ら85か 所 の ジ ェ リア

ンロ ンの 集 落 が あ る。 中央 政 府 の 発 表で は,人 口は32,000人 と言 う ことに な って い る

が,現 実 に は42,000木 か ら44,000人 がマ ニ プ ール に居 住 して い る。 言 語 は チ ベ ッ ト ・

ビル マ語 族 で あ り,ボ ド ・ナガ語 群 に属 し,ポ ロ ・カ チ ャ リ族 や カ チ ャ リ族 の言 葉 に

たい へ ん似 て い る。
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3 テ ィ ラ ッ プ ・デ ィ ス ト リ ク トの ナ ガ 族

 ノ ク テ(Nocte),タ ンサ(Tangsa),ワ ンチ ョー(Wancho>

 バ トカ イ山脈 の山 懐 に住 んで い る。 比較 的早 くか ら東 部 ナ ガ(Eastern Naga),シ ブ

サ ガ ル ・ナ ガ(Sibsagar Naga)な ど と して知 られ て いた。 ナ ガ ラ ン ド州 の アオ(Ao)

族,ボ ム(Phom)族,レ ング マ(Rengma)族 な どにつ い て もそ れ が言 え る。

4 アッサム地方のその他の州 のナガ族

 ミキ ール(Mikir),レ ングマ(Re�ma),ゼ ミ(Zemi)な ど

 これ らの グル ー プは,比 較 的 早 くか ら,カ チ ャ リ(Kachari)な どの ア ッサ ム平 原 の

人 々に 知 られ て いた 。

5 ビル マ側 の ナガ族

 レ ンペ ン(Rengpen),ク ワ(Kuwa),フ タ ナガ ン(Htanallgan),ハ イ ミ(Haimi),

ポ ンヤ(Ponya)・ ピェ ング(Pyengu),ウ ェ ラ ム(Welam),ノ カ ウ(Nokaw)
,セ ンカ

ドング(Senkadong)な ど[SREEDHAR 1974:29]

 これ らに つ い て は情 報 が少 な く,ほ とん ど知 られ て い ない 。 イ ギ リス 陸 軍 の 記録 の

ほか,ス テ ィー ン(Steen)に よ る報 告 な ど しか 実見 して い な い[STEEN 1948]
。 べ

駒 コ ン(Bacon)は ビル マ側 の ナガ 諸族 は イ ン ド側 の ナガ 諸 族 と違
つて シ ャ ン族 や カ

チ ン族 な どに同 化 しつ つ あ る と述 べ て い る[BAcoN l979:709]。

 さて・本書では,1961年 センサスに基づいて部族ごとの分布域を表 した図を添付し

ているが,ナ ガ諸族に関してはよく表現されているとは言えない。まず,統 計上ナガ

ランド州のナガ諸族は一つにまとめられてナガとして取られているために,ナ ガ諸族

の内の各部族の人口が明らかにされていない。ただ,ナ ガランド州以外の州において

もナガとして人口がまとめて把握されているのであればア ッサム地方全域にわたるナ

ガ諸族の分布状況が表示されるのであるが,マ ニプール州においては部族単位で人口

があらわされているため,統0が 取れていない。

 〈36 集落〉ナガ諸族が居住 しているのはアッサムとビルマの間に横たわる山岳地

帯である。この地域の標高は数百メー トルから3,000メ ー トル ぐらいで,雨 の多い地域

である。集落が作 られるのは尾根の上である。典型的には,家 屋は密集 しており,周

囲を塀で囲まれている。 また,同 一集落の中でも,ケ ル(khe1)ご とにその境が明確
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で あ る。 ケル は アホ ム 王 国 の行 政 制 度 に お い てつ くられ た 集 団 の単 位 で あ り,数10人

ほ どの 成 人 男 子(パ イ ク)を 含 む家 族 か らな る。 尾 根 上 の 集落 の周 りの 斜 面 は 焼畑 に利

用 され て い る。 この地 方 の 谷 は深 く,と くに雨 期 には谷 に 入 るの は 困 難 な ほ どの斜 面

と な って しま う。 ま た,古 くか ら首狩 りな どに み られ る集 落 間 の 政 治 的 対 立 が深 刻 で

あ った こ と もあ り,各 集 落 は 地 理 的孤 立性 が高 い。 コ ヒマ な どは,尾 根 上 に 発達 した

巨大 な集 落 の0例 で あ る。

 〈142身 体 諸 形 質 の 情 報 〉 ナ ガ諸 族 はモ ン ゴ ロイ ドで あ り,日 本 人 に も よ く似 て

い る。 ナガ 諸 族 は部族 に よ って 服 装 に 大 きな変 化 が あ り,部 族 を 識 別 す るた め の有 力

な指 標 にな って い る。 ハ イ メ ン ドル フ(F�er-Haimendorf)が 報 告 した コニ ャッ ク

族 な ど は最 も未 開 の部 族 と言 わ れ,ほ とん ど全 裸 で あ る こ とか ら 「裸 の ナ ガ(Naked

Naga)」 とい わ れて い る[FﾜRER-HAIMENDORF l976]。

 〈167 移入 と移 出 〉 言 語 の項 に み た よ う に,ナ ガの 諸言 語 の整 理 は十 分 にな さ れ

て い る とは 言 い難 い が,ハ ッ トン(Hutton)作 成 の図(図8,115頁 参 照)に 見 られ る よ

うに,各 部 族 の伝 承 か ら追 う こ との で き る歴 史 的 な移 動経 路 が 知 られて い る[HUTTON

1921a:7]。 これ らの資 料 か ら知 られ る こと は,ナ ガ諸 族 の 歴史 的 な移 動 経 路 につ い

て ほ ぼ二 つ に大 別 で きる ことで あ る。 ボ ム(Phom)族 以 北 の ナガ諸 族 は,ビ ル マ 側 を

含 む バ トカ イ 山脈 方 面,す な わ ち東 方 か ら移 住 して きた伝承 を も って い る のに 対 し,

それ 以 南 の 大 半 の ナ ガ諸 族 は,ケ ザ ケ ノマ の石(Kezakenoma Stones)の 伝承 に 象 徴

され る よ う に,南 ま たは 南 東 方 向か ら移 住 して きた とい う伝 承 を も って い るので あ る。

 こ の南 の ル ー トを と って きた と い う伝 承 を もつ諸 部 族 に関 す る優 れ た民 族 誌 を 残 し

て い るハ ッ トンは,木 を くり抜 い た太 鼓 や ア ンガ ミ族 の雛 段耕 作,巨 石 文 化,そ の 他

の 文 化要 素 が,東 南 ア ジ ァ島 喚 部 の い くつ か の 部族 の そ れ と類 似 して い る こ とに注 目

して,ナ ガ諸 族 の故 郷 は そ の あ た り,つ ま り海 に 接 してい た と ころで あ る とい う説 を

支 持 して い る[HuTToN l921a:8]。 しか し,こ の 説 に 対 して は,リ ー チ(1・each)

が ま っ た く空想 的だ と述 べ て い る よ うに,批 判 もあ る[リ ー チ 1987:31]。

 北 の ル ー トの諸 部 族 に 関 して は,言 語 研 究 に お い て,こ れ らの もつ言 語 と北 ア ッサ

ム群 や カ チ ン語 と の親 縁 性 が 指摘 され て い る。

 〈24 農 業 〉 〈437 交 換 取 引 〉 ナガ 諸 族 の 主 た る生 業 は,他 の ア ッサ ムの 山 地諸

部族 と同様,ほ とん どが 焼 畑耕 作 で あ る。 た だ し,さ きに記 述 した よ うに,ア ンガ ミ

族 や そ れ に 接 した部 族 に は雛 段 耕 作(棚 田水 田で の 水稲 耕 作)を 行 って い る もの もあ

る 。主 な作 物 に も地 域,部 族 に よ って 違 いが あ る。焼 畑 の 休 閑期 間 はふ つ う10年 以 上

で あ るが,近 年 短 くな りつ つ あ り,他 の ア ッサ ム周 辺 の諸 山地 と 同様,現 在 の 産 業課

130



北東イン ド諸民族の基礎資料

題 の一 つ に な って い る。 北 部 の ノ クテ(Nocte)族,タ ンサ(Tangsa)族 な どの 比 較 的

早 くか ら ア ッサ ム平 原 と関 係 を 持 って い た と こ ろで は,茶,塩 な どを 生 産 す る こと を

発展 させ た もの もあ る。

 〈621 コ ミュニ テ ィの 構 造 〉イ ギ リス の 官 吏 が ナ ガ諸 族 に対 して 納 税 を 要 求 し,

政 治 的 な服 属 を させ る 過程 は,部 族 内の 権 力 関係 を変 容 させ る こ とで もあ った 。 官 吏

と して ナガ 諸 族 に 関 わ り,彼 らを 研究 したハ ッ トン(Hutton) ,ミ ル ズ(Mills),エ ル

ウ ィン(Elwin)な どは,お の おの の部 族 の権 力 構 造 を越 えた と ころ に位 置す る立 場 に

あ り・ ハ イメ ン ドル フが 記 して い る よ うに,部 族 間,村 民 間 の も め ご との仲 裁 役 ま で

しな け れ ば な らな か った[FURER-HAIMENDoRF l976:2-44] 。

                                (月原 敏 博)

S・n・D・K・1971"A・n・xure t・th・T・ib・1 M・p・f I・di・"A・th・ ・P・1・gi・a1 S・ ・v・y・f lndi・
,C

ulcutta・ よ り 作 図 。 行 政 区 分 は1961年 当 時 の も の に よ る
。
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   「                                   、                '

Sen, D. K.1971"Annexure to the Tribal Map of India"Anthropological Survey of India,

Culcutta・ よ り作 図 。 行 政 区 分 は1961年 当 時 の も の に よ る 。

Sen, D. K.1971"Annexure to the Tribal Map of lndia"Anthropological Survey of lndia,

Culcutta・ よ り作 図 。 行 政 区 分 は1961年 当 時 の も の に よ る 。
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Kacha Naga

 9,734

S…DL K・1971"A・n・xu・e t・th・T・ib・1 M・p・f l・di・"A・th・ ・P・1・gi・al S・ ・v・y・f・1。di。
,C

ulcutta・ よ り作 図 。 行 政 区 分 は1961年 当 時 の も の に よ る
。

Ko三reng

 531

Sen・D・K・1971``Annexure to the Tribal Map of lndia,'Anthropological Survey of lndia
,C

ulcutta・ よ り作 図 。 行 政 区 分 は1961年 当 時 の も の に よ る
。
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Maram

  4.928

Sen, D. K.1971"Annexure to the Tribal Map of India"Anthropological Survey of India,

Gulcutta・ よ り作 図 。 行 政 区 分 は1961年 当 時 の も の に よ る 。

Maring

  7.745

   「               '  ＼  '     /      .

Sen, D. K.1971"Annexure to the Tribal Map of lndia"Anthropological Survey of 1】

Culcutta・ よ り作 図 。 行 政 区 分 は1961年 当 時 の も の に よ る 。
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   Mao

    28.810

Sen, D. K.1971"Annexure to the Tribal Map of India,'Anthropological Survey of India,

Culcutta・ よ り作 図 。 行 政 区 分 は1961年 当 時 の も の に よ る 。

Thangkhul(Tangkhul)

 43,943

Sen, D. K.1971"Annexure to the Tribal Map of lndia"Anthropological Survey of India,

Culcutta.よ り作 図 。 行 政 区 分 は1961年 当 時 の も の に よ る 。
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Angami

  RQ9

Sen, D. K.1971"Annexure to the Tribal Map of India"Anthropological Survey of India,

Culcutta・ よ り作 図 。 行 政 区 分 は1961年 当 時 の もの に よ る 。

Sema

  4

Sen, D. K.1971"Annexure to the Tribal Map of India"Anthropological Survey of lndia,

Culcutta.よ り作 図 。 行 政 区 分 は1961年 当 時 の も の に よ る 。

136



北東イン ド諸民族の基礎資料

ノ ク テ(Nocte),ナ ム サ ン ギ ア(Namsangia),

Borduaria),モ ホ ン ギ ア(Mohongia)

ボ ル ド ワ リア(Bordwaria,

Sen, D. K.1971"Annexure to the Tribal Map of lndia"Anthropological Survey of lndia
,

Culcutta・ よ り 作 図 。 行 政 区 分 は1961年 当 時 の も の に よ る 。

 ノ クテあ る いは ノ クテ ・ナ ガ とい わ れ る部 族 は,ア ッサ ム平 原 の 上部 に隣 接 した 山

域 に住 ん で い る ナガ諸 族 の一 つ で あ る。 ア ホ ム ・プ ラ ンジな どを 資料 と して 書 か れ た

ゲ イ トに よ る 『ア ッサ ム史 』 に も,ナ ム サ ン ・ナ ガ(Namsang Naga)の 名 が あ らわ

れて い る[ゲ イ ト1944:120,206]。 古 く,ア ホ ム王 国の 時 代 か らア ッサ ム平 原 との

関係 を も って い た ら し く,ヴ ァィ シュ ナ ヴ ァ派 の 影 響 を も受 け て い る ら しい。 ナ ガ 諸

族 全 体 の 中 で は他 にあ ま り例 を み な い こ との よ うに 思 わ れ る。 〈11 参 考文 献 〉 ノ ク

テ族 に 関 して は,セ ン(Sen)の 文 献 目録 に よ れ ば,す で に ダ ッタ(Dutta)に よ る モ

ノ グ ラ フが 出 され て い る よ うで あ る[SEN I986:93;DuTTA 1978]。 しか し,実

見 して い な いの で,こ こで は,チ ョ ーダ リー(Chowdhury),セ ン(Sen),ハ イ メ ン

ドル フ(FUrer-Haimendorf)に よ る記 述 を 要 約 す る こ とに す る。

 〈131位 置 〉 ノ ク テ族 は,テ ィ ラ ップ ・デ ィス トリク ト(Tirap District)の 中央

部 に住 ん で い る。 〈217 古記 録 〉今 日,こ の デ ィス ト リク トにす む 部 族(現 在,タ ン

サ,ノ ク テ,ワ ンチ ョーの3部 族 に分類 され て い る もの)は,初 期 の文 献 で は,東 部
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ナ ガ(Eastern Naga),バ トコ イ ・ナ ガ(Patkoi Naga),シ ブサ ガ ル ・ナガ(Sibsagar

Naga)と い っ た名 で 総 称 され て い た。 それ らの な か で,ナ ムサ ンギ ァ,ボ ル ドワ リア

と呼 ば れ て い た もの が,ノ ク テ族 に あ た る。 〈77 宗 教 的信 仰 〉 ノ クテ族 は,ア ッサ

ム の シャ ン カル デ ヴ ァ(Shankardeva)に よ って 伝 道 された ヴ ァイ シュナ ヴ ァ派 の 影

響 下 に入 って い る[CHOWDHURY l983:34-35]。

 〈621 コ ミュニ テ ィの構 造 〉 ノ ク テ族 の 社会 は,数 村 を支 配 す る強力 な 首 長 た ち

に よ って 支 配 され る。 旧N・E・F・A・(North-East Frontier Agency北 東 辺 境 地方)

の行 政下 に はい る1945年 ま で は,し ば しば 首 狩 りを行 って い た。 若 者 宿 や 娘 宿 が み

られ る。 ノ ク テ族 は, 2つ の 社会 階 級 に分 か れ て い る。 首 長 と その 親族 の な す 階 級

と,そ れ 以 外 の 者 と い う2つ で あ る。 祭 の な か で 主要 な もの は,チ ャー ロ ・ロ ク

(chahlo-10ku)で あ る。 一 夫 多 妻 は ふ つ うで あ るが,一 妻 多夫 婚 は み られ な い[SEN

l986:38-39]。

 〈34 建 造 物 〉 ノ クテ 族 の 村 落 は,山 地 の 頂 に 立地 して お り,家 屋 は不 規 則 に 集 合

して い る 。 家屋 は チ ャン(chang)様 式 と呼 ばれ,地 表 か ら高 く延 び た杭 上 に 建 て ら

れ て い る。 柱 は 木 で,屋 根 は トコ(toko)の 葉 を用 いて 葺 か れ て い る。 屋 根 の な い部

分 は ベ ラ ンダ に な って い る。 タ ケ や トウで 作 られ る道 具 はす ぐれ て い る[SEN 1986:

38-39]。

 〈142身 体諸 形 質 の情 報 〉身 体 は 中背 で頑 健 で あ る。モ ンゴ ロ イ ド系で あ り,淡 黄

色 の皮 膚 を も って い る。〈291一 般 的服 装 〉男 は 腰 巻 きを つ け て いて,腰 の 周 りに ト

ウで作 っ た無 数 の ベ ル トを す る。 女 は膝 まで 届 く布 を腰 に巻 き付 けて い るが,今 日で

は,上 半 身 に短 い ブ ラ ウ スを着 るの を好 む 。 ま た,額 の 髪 の毛 を 剃 って,髪 の 毛 を 後

ろに 出 して結 び,南 イ ン ドの ブ ラ ー ミンの よ うに,頸 まで 垂 ら して い る。 女 は 色 玉 を

好 む。 な か には 入墨 を して い る もの も あ る。

 〈24農 業 〉生業 は,水 稲 耕 作 を す る と と もに 焼 畑 耕 作 も お こな って い る。<76

死 〉死 体 は風 葬 にす る[SEN l 986:38-39]。

 〈437 交 換 取 引 〉テ ィ ラ ップ ・デ ィス トリク ト(Tirap District)の 地 方 事 務 所 が

おか れ て い る コ ンサ(Khonsa)は ノ クテ族 の住 む 地 方 に 入 って い る。 ノ クテ族 の村 落,

外 観 は,コ ニ ャ ック ・ナ ガ(Konyak Naga)族 を 思 い 出 させ る。 人種 的,文 化 的 に,

ナガ諸 族 の グル ープ に 入 る こ とは ま ちが い ない 。 彼 らに 特徴 的 な こ との0つ は,塩 泉

(salt spring)か ら,塩 を生 産 して い る こ と と,そ れ に 基 づ いた 物 々交 換 の 交 易 を お

こな う ことで あ る。 ア ッサ ム平 原 で 塩 と交 換 に 布 地 を 得 て,ま た,ビ ル マの ラ ングペ

ン ・ナ ガ(Rangpan Naga)族 との 間 で は,ニ ワ トリや 農 作 物 を 塩 と物 々交 換 して得
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て い た ので あ る。 イ ン ド政 府 の 行 政 制 度 が整 う まで は,彼 らは,山 向 こ うに住 む 交 易

の 相 手 や 友 人 と 自分 た ち との 間 に イ ン ドー ビル マ 国境 が あ る な ど とは,ほ とん ど意 識

して い な か った。 コニ ャ ック ・ナガ 族 の テ ン ドゥー(Thendu)村 の グル ー プの 社会

に 似 て,ノ ク テ族 の社 会 は,厳 格 な階 層 制 を も って い る。 首 長 の属 す る 氏族 の 男 た

ちは,正 妻 は他 村 の 首長 の娘 の なか か ら 捜 す が,第2以 降 の 妻 を,自 村 の 平 民 氏族

(commoner clan)か らあ と って も よい。 ワ ンチ ョー(Wancho)族 の村 と地 理 的に 大

変 接 近 して い る場合 で も,両 部 族 間 の通 婚 は 行 わ れ な い。 双 方 と も他 方 を 異 な る もの

と意 識 して い るが,必 ず しも敵 意 を 抱 いて い る とい うわ けで も な い[FURER-HAIMEN-

DORF  l976:214]。

 〈19 言語 〉な お,グ リア ー ソ ンの言 語 分 類(Eastern Naga Sub-Group)に お

い て,ノ クテ族 の言 語 に あた る もの はMohongia(Borduaria), Namsangiaで あ る

[GRIERsoN 1927:67;SREEDHAR 1974:27]。 ま た これ らは,ノ クテ族 に対 す る

古 い呼 称 で もあ った。

                                (月原 敏 博)
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ワ ン チ ョ ー(Wancho, Wanchu),バ ンパ ラ(Banpara),ム トニ ア(Mutonia)

Sen, D. K.1971``Annexure to the Tribal Map of India', Anthropological Survey of India,

Culcutta・ よ り作 図 。 行 政 区 分 は1961年 当 時 の も の に よ る 。

 〈11参 考 文 献 〉 ワ ンチ ョー族 に 関 して は,セ ン(Sen)の 文献 目録 に よ る と,す

で に ダ ッタ(Dutta)に よ る モ ノ グ ラ フが 出 され て い るよ う で あ る[DuTTA l983;

SEN 1986:94]。 しか し,実 見 して な いの で,こ こで は,ハ イ メ ン ドル フ(FUrer・d

Haimendorf)に よ る調 査 記録 な ど に従 って 記 述 す る こ とにす る[FUrer・Haimendorf

l976]。

 〈101 ア イ デ ンテ ィフ ィケ ー シ ョン〉 ワ ンチ ョー族 は,テ ィラ ップ・デ ィス ト リク

ト(Tirap District)の 南 西 部 に住 んで い る。 北 東 に 隣…接 して ノ クテ(Nocte)族 が 住

む 。 ワ ンチ ョー族 は,ジ ャ ン(jan)と 呼 ばれ る11の グル ー プに 分 か れ て お り,36の .

村 に住 ん で い る[CHOWDHURY 1983:35]。

 〈29 服 装 〉身 体 は,長 身 で頑 健 で あ る。 外 見 は モ ンゴ ロ イ ドで あ る。 男 は,ネ ッ

ク レス を 身 に つ け て お り,そ れ に は人 の 頭 や手 を彫 刻 した木 が と りつ け られ て い る。

衣 服 は ほ と ん ど身 につ け ない。 男 は レ ングテ ィ(1enghuti)と い う腰 巻 きを 着 て お り,

女 は小 さな ス カー トを つ けて,髪 を短 く切 って い る。 男女 と も に シ ョール を よ く用 い

る。 〈30装 飾 品 〉象 牙 の 飾 りや,骨 か ら作 った 玉 を 身 に つ け る。 入 墨 は 男女 と もに
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重 要 な もので あ り,男 は 成年 に達 した 時,女 は 初 潮 を見 た と きに彫 り込 む。 かれ らの

作 る彫刻,手 織 の バ ッグ,玉 な どは有 名で あ る。 〈36 集 落 〉家 屋 は,通 常,山 地 の

斜 面 に建 て られ る。〈621 コ ミュニ テ ィの構 造 〉 ワ ンチ ョー族 の 社 会 は,ノ ク テ族 に

似 て お り,長 老 会 議 に よ っ て支 持 され た首 長 を 中心 と した,伝 統 的首 長制 で あ る。 か

つ て は,ノ ク テ族 の よ うに首 狩 りを しば しば行 つて い た 。 ワ ンチ ョー族 に は4つ の 社

会 階級 が あ る。 祭 の な か で,も っ と も有 名 な もの は,オ ジァ レ(oziale)で あ る。 死

体 は死 後1日 た って か ら,風 葬 され る[SEN l986:40-41]。

 〈117 現地 調査 デ ータ 〉ハ イ メ ン ドル フは,コ ニ ャ ッ ク・ナ ガ族 の 住 む地 域 を1930

年 代 に調 査 して い るが,60年 代 に 同地 域 を再 訪 した さ い,ワ ンチ ョー族 の住 む ニ ア ウ

ヌ(Niaunu)村 を訪 れ,「 ワ ンチ ョー族 は,コ ニ ャ ッ ク ・ナ ガ(Konyak Naga)族 と密

接 な 関係 にあ り,現 在,行 政地 区が 異 な って い るの は,単 な る歴 史 上 の 偶 然で あ る。」

と して,両 者 は ほぼ 同 一 の文 化,社 会構 造 を もつ こと を指 摘 した 。以 下,彼 の記 述 を

要約 す る[Ft}RER-HAIMENDoRF 1976:213-216]。

 〈14 人 種 的 類 縁 性 〉 ニ ア ウ ヌ村 は,高 い 山地 の 頂 に 立 地 して い る。 ニ ア ウヌ村 周

辺 に住 む 人 々は,オ テ ィ ング(Othing),ロ ンカ イ(Longkhai)と い った コニ ャ ック ・

ナ ガ族 に属 す る村 の 人 々 とそ っ くりな衣 服,入 墨 を して い る。 テ ン ドゥー村 の グル ー

プ(Thendu Group)の コニ ャ ック ・ナ ガ族 と ワ ンチ ョー族 は,ほ とん ど違 い は な い。

 〈17歴 史 と文 化 変 化 〉 イ ン ド政府 は,ワ ンチ ョ ー族 の 住 む 区 域 を,1947年 ま で,

実 質 上 の 行 政 下 に入 れ な か った ので,彼 らはそ れ まで 自分 た ちの 伝統 に した が って 政

治的 運 営 を 行 って きて い た。 ニ ア ウヌ村 は,コ ニ ャ ック ・ナ ガ族 の 場 合 の モ ン(Mon),

チ ュイ(Chui),タ ン(Tang)な ど の よ うに強 力 な独 裁 支 配 者 に よ って 統 治 され る村

で あ る。 それ らの 周 辺部 にあ って,比 較 的小 さ な勢 力 しか 持 た な か っ た テ ン ドゥ ー村

の例 よ り もス ケ ール が大 き い。N・E・F.A.(North-East Frontier Agency)の 役 人 の

た め に,首 長 の 権 力 は小 さ くな りつ つ あ るが,ニ ア ウヌ,ミ ン トン(Mintong)な ど

の 村 で は,社 会構 造 や階 層 構 成 は影 響 を 受 けて い な い。

 〈565社 会 階 級 〉〈628 コ ミュニ テ ィ相 互 の 関係 〉ニ ア ウ ヌ村 に は4つ の 階 層 が

あ る。 これ らは,コ ニ ャ ック ・ナ ガ族 の テ ン ド ゥー村 の グル ー プ が持 って い た4つ の

それ に 相 当す る。

      し

  ニ ァ ゥヌ村 の グル ープ

1ワ ンハ ム(Wangham)

2ワ ンサ(Wangsa)

3ワ ン ス(Wangsu)

4ワ ン ペ ン(Wangpeng)

  テ ン ド ゥ ー村 の グ ル ー プ

1 グ レ ー ト ・ア ン(great Ang)

2 ス モ ー ル ・ア ン(small Ang)

3 中 間 階 級(intermediate)

4平 民(commoner)
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 〈611出 自規 制 〉 〈582婚 姻 規 制 〉首 長 家は,最 高 階級 で あ る ワ ンハ ム(Wang-

ham)に 属 して い る。 これ は, コニ ャ ック ・ナガ族 に お け るグ レ ー ト ・ア ン(great

Ang)に 相 当 して い る。 ワ ンハ ム 階級 の メ ンバ ーは,首 長 リネ ー ジに属 す る男 と,首

長 リネ0ジ が 異 な る他 の村 の,同 様 の地 位 に あ る女 との 結婚 に よ って で きた子孫 で あ

る。 同0村 落 の ワ ンハ ム ・ リネ ー ジ 内で の 結婚 は認 め られ なか った ので,双 方 の 配 偶

者 が ワ ンハ ム階級 で あ る よ うな婚 姻 は,す べ て,他 の領 土 を も って い る首 長 家 とな さ

れ ね ばな らな か った。 ワ ンハ ム階 級 の 男 は,ワ ンペ ン階 級 の女 を,第2の 妻 とす る こ

とが で き,そ の子 は ワ ンサ階 級 の 者 とな った 。 ワ ンハ ム階級 の女 は,決 して,同 一 村

内の ワ ンペ ン(平 民)の 男 とは結 婚 しな か った 。理 想 的に は,そ の 女 た ちは,別 の グ

ル ープ の 村 の,す なわ ち異 な る首 長 家 に 嫁 が ね ば な らな い が,相 手 の いな い と きに は,

ワ ンサ 階 級 の者 に嫁 ぐ こと もで き た。 しか し,こ の 場 合 も,別 の グル ープ の 村 の,リ

ネ ー ジの異 な る相 手 で な くて はな らな か った 。一 つ の 村 の 中 に,二 つ の リネ ー ジが 共

存 す る こ とは な いか らで あ る。 ワ ンサ 階 級 の 男 は,別 の グル ー プの 村 の 同 じ階 級 の 女,

また は,同 じ村 の 平 民 階 級 の 女 と も結 婚 で き る。 ど ち らの 場合 も,そ の 子 供 は ワ ンサ

階 級 に 属 す る。 平 民 の 血 が い く ら混 じつて も,ワ ンハ ムの血 を い く らか ひ い て い る事

に は か わ りは な い か らで あ る。〈428相 続 〉首 長 と平 民 の 妻 との 間 にで きた子 は,ワ

ンサ で あ るが,父 の 財 産 の 一 部 を 相 続 す る こ とは な い。 首長 が,そ れ らの 子 に 耕 地 を

与 え る こ とが あ って も,そ れ は そ の 子 の 子孫 へ は相 続 され な いの で あ る。 も っ と も問

題 の あ る の は,ワ ンス 階 級 で あ る。 これ に 属 す る者 は,首 長 の子 孫 で は ない 。 しか し,

服 装 や髪 は,首 長 の 階 級 を まね て い る。 ニ ア ウヌ村 に は,こ の 階 級 に属 す る氏 族 は3

つ あ った が,こ れ らは おた が い に通 婚 しな か った。 男 は,他 の村 の ワ ンス の 女 か,同

じ村 の 平民 階 級 の 女 と結 婚 して い た 。 ニ ア ウヌ村 には,多 くの ワ ンペ ン階 級 の 氏族 が

あ った。 この 平 民 階 級 は,ニ ア ウヌ村 内 で は たが いに通 婚 出来 ず,同 じ村 の ワ ンス階

級 の者 か,他 の村 の ワ ンス,あ る い は平 民 階 級 の 者 と結 婚 して い た。 〈162人 口構

成 〉ニ ア ウヌ村 で は,人 口全 体 か らみ る と,ワ ンハ ムは ご く少 数 で あ るが,ワ ンペ ン

も,ワ ンサや ワ ンス に 比 べ る とか な り少 な い。 そ の た め,少 数 特 権 階 級 に よ る 多数 平

民 支配 とい う社 会 で は な い 。

 〈262食 事 〉食 べ 物 に関 して は規 制 が あ る。 グ レー ト ・ア ンは,ウ シ,ヤ ギ,イ

ノ シ シ,ト ラの 肉 は 食 べ な か った が,ス モ ール ・ア ンは,ウ シの 肉を食 べ て い た。 平

民 は,ト ラ と ヒ ョウを 除 い て,ど ん な動 物の 肉 も食 べ て いた 。 階 級 の異 な る者 は,同

じ皿 か ら食 事 を と る こ とは しな い が,首 長 は平 民 の作 った物 を 食 べ て も よい 。 グ レー

ト ・ア ンの 妻 の 中に は 平 民 出 身 の妻 が い て,首 長 と他 の グ レー ト ・ア ン出 身 の 妻 の食
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事 を作 つて い た。

 〈622頭 領 〉ニ ア ウヌ村13代 目の 首 長 ニ ェ ク ポ ン(Nyekpong)の 家 は大 変 大 き く,

もっ と も大 きな若 者 宿 くら いの 大 きさの 広 間 が あ り,多 数 の 親 族,妻,子 供 の 住 む 小

室 は,暗 室 の迷 路 を な して い た。 客 室 で ある大 部 屋 には,サ イ チ ョウの 模 様 を つ け た

大 き な木 に首 長 の 座 席 が あ り,こ こに は首 長 しか 座 れ な い。 〈29服 装 〉首 長 ニ ェ ク
                         ア

ポ ンは,イ ノ シ シの 牙 を 飾 りつ け た トウ(籐)の 帽 子 を 被 り,耳 は 白 い トリ ドフ ァ ク

ナ(tridfacna)貝 の 円盤 で おお つて い た。 高価 な首 飾 りを して,黒 絹 の チ ョ ッキの よ

うな 服 を着 て いた 。

 〈58 婚 姻 〉か れ は 平 民 階級 か ら24人(12人 は ニア ウ ヌ村 の 者,残 りの12人 は子 村

の ニ ア ウサ(Niausa)村 出身 の 者)の 妻 を め と って い た が,1962年 当時 そ の うち7

人 の み が生 きて い た。 彼 は13代 目の 首 長 で あ り,ニ ア ウ ヌ村 は 初 代 の 首 長 マ イ プ パ

(Maipupa)に よ って 開 か れ た。 マ イ プパ は,ッ ァ ング ヌ ー(Tsangnu)村 か らや って

きた。 マ イ プパ か らニ ェク ポ ンに いた るまで の 各 首 長 の 名 も伝 え られ て い る。

 〈582婚 姻 規 制 〉 ニ ア ウヌ村 の 首 長 た ちは,こ れ ま で に4つ の村 を 作 つて きた。

これ らは,同 じ首 長家 の子 孫 に よ って 統 治 され て い る 。 これ らの村 々の 首長 は,す べ

て父 系 同族 に 属 す るた あ,ニ ア ウ ヌ村 の最 高 首 長 家 との 通婚 相 手 とは な らな い。 ニ ア

ウヌ王 家 の 者 は,同 じニ ア ウ ヌ ・グル ープに は 属 さな い他 の村 の首 長 の娘,つ ま り,

同 じ王 家 の 格 を 持 った 最 高 の リネ ー ジで あ る他 の グ レ ー ト ・ア ンの 家 系 の娘 を め とる。

 〈63領 土機 構 〉 開拓 以 外 の 方 法 に よ って,首 長 の領 土 が広 が る場 合 もあ る。 あ る

村 の 首 長 家 が病 気 な どで 途 絶 え る と,村 民 は,近 くの村 の 首 長家 か ら首長 を選 ば な け

れ ばな らな い。 この 伝 統 が 根 強 い か ぎ り,ワ ンハ ムの 血 統 を 受 け継 ぐ首 長 の み が,統

治 者 と して の政 務,儀 式 を 遂 行 で きる。 ただ,小 さな 村 に お いて は,ア ン ・ク ラ ンと

平 民 出 身 の妻 と の間 に で きた 息子 が,首 長 に な る ことが あ る。 しか し,あ る程 度 の 大

きさを 持 つ村 で は,ワ ンハ ムの純 血 を もつ 首 長捜 しに努 力 が 払 わ れ るの で あ る。

 〈72戦 争 〉首 長 の 領 土 は 征 服 に よ って も拡 大 され る。7世 代 前 に,ニ ア ウヌ村 は,

隣…接 して い た ゾ ロン グ(Zolong)村 を襲 撃 して全 首 長 家 と平 民 の 半数 を0掃 した。 残

った 平民 は ニ ア ウヌ村 の 王 家 の 分家 で あ る新 首 長 の も とで 村 に 残 り,村 名 は ミン トン

(Mintong)と 変 わ って,ニ ア ウヌ ・グル ー プの 村 とな った。

 村 民 の記 憶 に残 って い る 首 狩 り事 例 は 幾 つ もあ る。 例 え ば,1世 代 前 に,ミ ン トン

村 と ミヌ ー(Minu)村 の 間 で,婚 姻 問題 を 発端 と した闘 争 が 起 こ った。 ニ ア ウヌ 村 は

ミヌ ー村 側 の部 隊 に加 わ り,双 方 が死 者 を 出 した ま ま和 解 す る こ とな く,N. E. F.A。

行 政 の統 治下 に 入 った。

143



国立民族学博物館研究報告別冊  9号

 〈796 組 織 だ った 儀 式 〉首 狩 りの 記 憶 は,敵 の 頭 を 狩 った り,敵 を待 ち伏 せ す る こ

とを模 した ダ ンス に もあ らわれ て い る。 これ は,村 の 若者 宿 の 前 の 広 場で 行 わ れ る大

が か りな もの で,顔 を塗 っ た り,さ ま ざ まな 振 付 け を した男 た ちが 叫 び,踊 った り し

なが ら集 ま った 後,実 際 の戦 闘 を模 して,隠 れ て い る敵 を警 戒 しなが ら忍 び よ り,仮

想 の 敵 に 最 接近 した と こ ろで,息 を殺 して い っせ い に 飛 び かか って,銃 を 向 けた り,

刀(daoダ オ)を 振 り回 した りして,仮 想 の 敵 を,叫 び声 を あげ て 殺 した よ うに 演 技

して,戦 果を も って 叫 び,踊 る と い う,た いへ ん リァ ル な もの で あ る。 若 者 宿 に は 過

去 の 戦 闘 で得 た敵 の 頭 を 集 めて い る と こ ろ もあ る。

 〈464労 働供 給 と雇 用 〉首 長 は 大 きな経 済 力 を持 って い るが,こ れ は,自 由に 人手

を 徴 発 で きる こ とに よ る。 と くに,ニ ア ウ ヌ村 の首 長 の よ うに支 村 を持 つ もの は,そ

れ らの人 手 も徴 発 で き たの で あ る。 首 長 の 持 つ耕 地 で の生 産,首 長 家 の建 設,補 修 な

どに参 加 した 者 に は飲 食 物 を与 え るが,賃 金 を払 う必 要 は な い。

 <623評 議 会[カ ウ ン シル]>N.E.F.A.行 政下 に は い る以 前 の村 内で の 裁 判 に 関

して は,首 長 は 裁 判 長 で は な く,ニ ア ウヌ村 に は非 公 式 の 長 老 会議 があ った 。 な に か

法 に触 れ る こと が起 こ る と,首 長が 会 議 を 開 い て相 談 を した。 罰 を課 して も盗 み を 犯

し続 け る者 や,同 じ村 の者 を殺 した 者,他 人 の ミタ ン牛 を 殺 した者 が,水 刑 に され た

例 が あ っ た。

 〈76死 〉 ワ ンチ ョ ー族 は,明 確 な死 後 の観 念 を持 つて い る。 人 が死 ぬ と,そ の魂

(dzaban)は あ の 世 ル ンプ(lumpu)に ゆ く。 ル ンプ は,こ の 世 とそ っ く りな レプ リ

カで あ り,全 く同 じ様 な社 会 が あ る。 ル ンプへ 行 くには 橋 を渡 らな けれ ばな らな い が,

そ こ には,子 の な い老 人 夫 婦 ,(Tsailopa, Tsailonu)が いて,や って くる人 の 帳簿 を

も って い る。橋 の 向 こ う側 で 道 は 分 か れ道 に な って お り,自 然 な死 に 方 を した者 は右

の道,不 自然 な死 に方 を した もの は左 の道 を行 か ね ば な らな い。 左 は 困 難 で は あ るが,

最 後 に は右 と同 じ場 所 に た ど り着 く事 が 出来 る。 シ ャーマ ン(a-sepa)は 夢 の 中 で ル

ンプ に行 くこ とが 出来 る。

 〈776精 霊 と神 々 〉ワ クチ ン(Wakching)地 方 の コニ ャ ッ ク ・ナガ族 と同 じよ う

に,ワ ンチ ョー族 は 最 高 神 ザ ン ・バ ウ(zang-bau)を もつ。 ザ ン(zang)は 空 に住 ん

で お り,バ ウ(bau)は 地 に い る。 ザ ン ・バ ンは,嘘,悪 行 に対 して怒 り,そ れ を 犯

した 者 を 急死 させ る。

 〈52 レク リエ ー シ ョン 〉あ る夜,若 者 の一 団 が ニ ア ウヌ村 の ア ンの 巨大 な ホ ール

にや って きた。 炎 を 囲ん で 首 長 家 や周 りの 家 の 娘 た ち と掛 け合 いで 歌 を歌 っ た。 その

歌 詞 の 意味 か ら くみ 取 れ るの は,未 婚 の 男女 の 間 の 自 由 な関 係 で あ る。 そ して,男 は
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生 涯 の伴 侶 とな って くれ る こ とを の ぞ む0方,女 は 多 くの 恋 人 と短 い ロマ ンス を 楽 し

む こ とで 満足 して い るの は,母 方 の叔 父 の 息 子 と結 婚 す る と い う慣 習 を 意 味 して い る

の で あ ろ う[FL」RER-HAIMENDORF 1976:213-216]。

 〈19言 語 〉な お,グ リア ー ソ ンの言 語 分 類(Eastern Naga Sub-Group)に お い

て,ワ ンチ ョー族 の言 語 に あ た る もの はBanpara, Mutoniaで あ る[CiRIERSON

1927:67;SREEDHAR l974:27]。 これ らは ワ ンチ ョー族 に対 す る古 い 呼称 で もあ

った。

                                (月 原敏 博)
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タ ン サ(Tangsa),モ シ ャ ン(Moshang),シ ャ ンゼ'(Shangge)

Sen, D. K.1971"Annexure to the Tribal Map of lndia" Anthropological Survey of lndia,

Culcutta・ よ り 作 図 。 行 政 区 分 は1961年 当 時 の も の に よ る 。

 タ ンサ族 は,ア ル ナ チ ャル ・プ ラデ シュの テ ィ ラ ップ ・デ ィ ス ト リ ク ト(Tirap

District)に 住 む 部族 で あ る。 この デ ィス ト リク トに は,主 要 な 部族 で か つ ナガ ・グル

ープ に含 ま れ る もの と して,ほ か に ワ ンチ ョー(Wancho),ノ クテ(Nocte)と い った

部族 が あ る が,い ず れ も その 実態 に 関す る情 報 は余 り多 くは な い 。 〈11 参 考 文献 〉

こ こで は,実 見 で きた数 少 な い文 献 の うち,唯 一 の 民族 誌 と い って よい ダ ッタ(Dutta)

に よ る タ ンサ族 に関 す る 小 著 に 基 づ い て,す べ て 記 述 す る こ と にす る[DUTTA

1969]。 セ ン(Sen)の 文 献 目録 を 見 て も,い まの と こ ろタ ンサ族 につ い て の ま と ま っ

た著 書 は これ しか な い よ うで あ る[SEN l986]。 た だ し,ダ ッタ が調 査 した の は,

ロ ン ・ラ ン(Rong-Rang),ケ ム シ ン(Khemsing),モ サ ン(Mosang),ル ング リ

(Lungri),ヨ グ リ(Yogli)の5つ の サ ブ ・ トライ ブ の みで あ る・

 〈197言 語 の 同定 〉 ナ ガ諸 族 の 項 に記 した よ うに,例 え ば グ リア ー ソ ンに よれ ば・

ナ ガ 群 の 中 に 入 る もの と して 取 り扱 わ れて い るが,ダ ッタは,シ ンポ ー(カ チ ン)語

との 関 連 性 を示 唆 して い る[GRIERsoN 1927:67-69]。 な お,グ リア ー ソ ソの 言語 分

類(EaStern Naga Sub-Group)に お い て タ ンサ族 の言 語 にあ た る もの は, Moshang
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とShanggeで あ る[GRIERsoN l 927=67;SREEDHAR 1974:27] 。 ま た こ れ ら は

タ ンサ族 に対 す る古 い呼称 で もあ った。

 〈10 オ リエ ンテ ー シ ョ ン〉タ ンサ 族 は,テ ィ ラ ップ ・デ ィス トリク ト中央 部 に住

ん で い る・ 付 近 は,バ トカ イ(patkai)山 脈 か ら派 生 した 山 地 で,深 い ジ ャン グル と

な って い る。 この 地 帯 一帯 は,バ トカイ 山脈 の な かで も雨 の 多 い地 域 で あ る
。

 〈36 集 落 〉村 落 は,ほ とん どの場 合,山 地 の斜 面 に立 地 して い る。 村 落 の 場 所 の

選 定 は,水 源 地 と豊 か な耕 地 へ の近 接 性 を 考 慮 した もの で ,家 屋 は,無 秩序 に つ な が

つて 集 ま って い る。 防 衛 に適 した よ うな 構 造 ,配 置 を 持 ち,ガ ー ドハ ウス も あ った が,

現 在 は もは や そ の よ うな 構 造 は も って いな い 。

 〈161人 口 〉調 査 した 範 囲 内の 村 落 は,ど れ も人 口は 少 な く,20戸 を越 え る と こ ろ

は 数 え る ほ どで あ った。 〈34建 造 物 〉村 落 の 中に は,住 居 の ほ か に,穀 物倉,出 作

り小 屋,娘 宿 な ど が あ る。 住 家 は,全 体 の敷 地 は 長 方 形 を な す妻 入 り ・切 妻 型の 杭 上

家 屋 で あ る。 住 家 の大 きさは,家 族 の構 成 員 の 数 に従 って 変 化 す る。

 〈342 住宅 〉住 居 は,主 に三 つ の部 分 に わ け られ る。一 番 前 の部 屋 には,中 央 か ら

少 し寄 った所 に火 床 が あ り,居 間 と して 使 わ れ る ほか,客 聞 と して も使 わ れ るが ,同

じサ ブ ・ トラ イブ に属 さな い もの は こ こに 入 る こと はで きない 。 <353室 内装 飾 と

配 置 〉また この 部 屋 に は,ス イ ギ ュ ウの頭,ブ タ の頭 と い った,い ろ い ろ な祭 礼 の 際

に殺 され た動 物 の骨 が 飾 られ て い る。 ま ん 中 の部 屋 は,廊 下 と片 方 に並 ぶ 複数 の小 部

屋 か らな る。小 部 屋 に は それ ぞ れ火 床 と便 所 が あ る。 夫 婦,未 婚 の娘,老 夫婦 な ど は

小 部 屋 に寝 る が,未 婚 の 男 は,結 婚 す る まで 前 の 部 屋 で 寝 る。

 長 い廊 下 には,水 汲 み の た めの 竹 筒 な ど,さ ま ざ ま な道 具 が おか れ る。 一 番 奥 の 部

屋 に は,杵 を 置 くこ とが 多 く,こ こで は ニ ワ ト リも飼 って い る。 床 下 の空 間 は,豚 舎

とな って い る。

 〈348産 業 用 建 造 物 〉穀 物倉 は,小 さな 方 形 の 高 床 式 建 物 で,か な り支柱 は た か

い。 また,ネ ズ ミよ けの た めに,支 柱 に 円い 木 の 円盤 を つ けた り
,支 柱 を バ ナ ナの 葉

で くるん で い る。 家 族 は それ ぞ れ穀 物 倉 を 持 って お り,住 家 や畑 の近 くに建 て て い る
。

村 の0角 に建 て られ た娘宿 に は,小 さな 入 口が あ り,部 屋 は 四方 と も壁 に 囲ま れ て い

る。 中央 には 火 床 が あ り,そ の周 りに 高 くな った寝 床 が た くさん あ る。 これ らの 住居

は すべ て共 同 して 建 て られ る。 タ ンサ族 は,ジ ェ ングパ ッ ト(jengupat)と 呼 ば れ る

植 物 を使 って屋 根 を葺 く。 その他 に 用 い る建 築 資 材 は,タ ケ と木 で あ る。

 〈101 ア イデ ンテ ィ フ ィケ ー シ ョン 〉タ ンサ とは,「 山(Tang)の 人(Sa)」 を意

味 す る。 タ ンサ族 は,他 の 山 地部 族 の こ とを タ ンサ とは 呼 ば な い。
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 〈167移 入 と移 出 〉 〈173 口碑 ・伝 説 に よ る歴 史 〉出 自伝 承 につ い て は,5つ の

サ ブ ・ トラィ ブ と も,ほ ぼ 同 じよ うな伝 承 を 持 って い る。「マ ソ イ ・シン ラプ ム(Masoi

Sinrapum)と い うと ころで 人 は生 まれ た。」 とい う伝 承 で ・ ダ ッタ は,タ ンサ族 は 数

百 年 前 に ビル マ側 か ら移 住 して きた と して い る。 移 住 の 動機 とな ったの は,よ りよ い

可 耕 地 を 求 め る こと,他 の 部 族(あ るい は サ ブ ・ トライ ブ)と の 闘争 を 避 け る こ とで

あ った 。〈437交 換 取 引 〉な か に は ビル マ側 の親 戚,友 人 を記 憶 して い た り・ま た い

まで もバ トカ イ山 脈 を越 え て そ れ らの人 々 と交 易 を して い る者 もあ る とい う。

 〈142 身体 諸 形 質 の 情 報 〉 タ ンサ 族 は,身 長 は中 背で 身体 は壮 健 で あ る。皮 膚 は 黄

色 で,ま ぎれ もな くモ ンゴ ロイ ドで あ る。

 〈29服 装 〉男 性 の髪 型 は,昔 な が らの ス タ イルで あれ ば,長 く伸 ば した髪 を 頭 の

先 の と ころで 結 ぶ もの で,シ ンポ ー(カ チ ン)族 に似 て い る。 ま た,頭 の 周 りに は クパ

ク(khuphak)と 呼 ばれ る布 切 れ を しば りつ け る。 女 性 の 場 合 も髪 は長 く伸 ば して頭

の後 ろで 結 ん で いて,白 い布 切 れ で 頭 を 被 って い る。

 服 装 は,ビ ル マ人 に似 て,ル ン ジーを着 る。 男 の服 装 は,格 子 じまの手 製 の ル ン ジ

ーで あ る
。 色 は,緑 と黒 で,赤,白,黄 な どの ラ イ ンが 入 って い る。 かつ て は,腰 巻

き,袖 な しの シ ャッを 着 て いた 。 女 も,か つ て は,幾 何 学 的 な模 様 の 入 った カ ラ フル

な0枚 布(1.2×0.4メ ー トル)を 下 半 身 に 着 け,上 半 身 には2枚 の布(1×0.5メ ー ト

ル)を 胸 と背 にあ て て い た が,現 在 は,バ ザ ール か ら手 に 入れ た ブ ラ ウス な どを 着 て

い る。 儀 礼 用の 服 は な い。 飾 りは,か つ て,男 は 赤 や黒 の トウの 輪 を腰 につ け,儀 礼

の 際 に は サ イ チ ョウの 皮 と イ ノ シ シの 角 で作 った もの を 頭 に被 った 。 女 は,ヤ ギの 角

の よ うな形 を した 物 を トウや 木 で作 って黒 く塗 り,耳 飾 りと して いた 。 タ ンサ族 は・

隣 接 す る ノ ク テ族,ワ ンチ ョー族 と違 って,入 墨 を す る こ とは な い。

 〈197言 語 の 同定 〉 サ ブ ・ トラ ィ ブに よ って 異 な る方 言 を 話 す が,そ の違 い は そ

れ ほ ど大 きな もの で はな いの で,1言 語 とみ な して よい 。 しか し,共 通 語 と して ・ シ

ンポ ー語 を 用 いて い る。 タ ンサ族 は,シ ンポ ー語 を た や す く身 につ け るの で,両 言 語

は似 て い る と思 わ れ る。 また,タ ンサ族 は,ず っ と以 前 に は シ ンポ ー族 と関係 が あ っ

だ と信 じて い る。 言 語 分 類 上,ロ ロー カチ ン ・グル ープ に 属 す る と思 わ れ る。文 字 は

持 た ない が,彼 らの生 活 態 度 に は,伝 統 的 な 教 育 レベル の高 さが 感 じ られ る。

 〈61 i親族 集 団 〉 タ ンサ族 に は数 多 くの サ ブ ・トラ ィ ブが あ る。Lungchng・Yogli,

Mosang, Rong-Rang, Khemsing, Moklum, Tikhak, Ponthai, Longphi, Sanke,

Lungri, Taipi, Haveな ど で あ る 。

 〈618 ク ラ ン 〉 個 々 の サ ブ ・ ト ラ イ ブ は,多 くの 外 婚 ク ラ ン に わ か れ て お り ・ク ラ
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ンは,リ ネ ー ジ ・グル ープ と 呼ん で よ いサ ブ ・ク ラ ンか らな って い る。 この サ ブ ・ク

ラ ン も外 婚 集 団 と呼 んで よ い もので あ る。

 〈59家 族 〉 タ ンサ族 の 家族 は大 家 族 で あ る。 なか には,20人 以 上 が一 つの 家 に住

ん で い る こと もあ る。 分 家 が 行 われ るの は,構 成員 が増 え 過 ぎた と きや,ケ ンカ 別 れ

の 時で あ る。 タ ンサ族 は 父 系 に従 って 親 族 を 考 え て お り,彼 らの 用 い る親 族 名 称 はそ

れ を反 映 して い る。〈582婚 姻 規 制 〉結 婚 の と きには 、同 一 ク ラ ン内 で サ ブ ・ク ラ ン

が異 な って い る場 合 で も,通 婚 す る こ とは許 さ れ ない 。 ま た,特 定 の ク ラ ン間 で は,

通 婚 が 禁 じられ て い る場 合 が あ る。 この よ うに,結 婚 に お い て は ク ラ ンの もつ 意 味 が

重 要 で あ るが,政 治的 に は ク ラ ンは 特別 な力 は持 たな い。<471資 本 の 所 有 権 と管 理

〉家 の 全 財 産 の管 理 は 父 親 が 行 う。 た だ し,他 の 構 成 員 の 同意 な しに,売 った り,分

配 した りで きな い。 父親 が死 ぬ と,長 男 が そ れ を相 続 す る。

 〈344 公 共 建 造 物 〉か つ て は,若 者宿,娘 宿 に象 徴 され る モ ル ン(morung)組 織

は,政 治 的 に,重 要 な 役 割 を もって い た 。 若 者 はみ な村 の 入 口 に あ る 若 者宿 (100-

ppong)に 泊 ま って い て,そ こは,軍 事 基 地,武 器 倉 庫,集 会 所,遊 戯 場,教 育 の 場

な どの 機 能 を持 っ て いた 。 娘 宿(loOP, likpya)は まだ 残 って い る と ころ も あ り,若 い

男 た ちは,夕 べ に こ こを 訪 れ て 娘 達 とゴ シ ップを 楽 しむ。

 〈623 評 議 会[カ ウ ン シル]〉 個 々の 村 に は長 老 議 会 が あ る。メ ンバ ーは,多 くの ク

ラ ンを代 表す る もの か らな る。首 長 は,特 定 の ク ラ ンの 中 か ら,富 や 知 性 を 考慮 さ れ

て 選 ばれ る。 長 老 議 会 は もめ ご とを裁 決 し,村 内 の法 と秩 序 を 維 持 す る。 お も な もめ

ご とは,盗 み,婚 資 の 不 払 い,他 人 の土 地 へ の 侵 入 な どで あ る。 首 長 の 発言 力 は 強 く,

その 裁 定 は最 終 的 な もの とな る。 体罰 は な く,金 品 を支 払 う義 務 を 課 す 。課 され た者

が そ れ を支 払 え ない 場 合,友 人 や 親戚 が保 釈 金 を 積 んで,将 来 完 納 す る こ とが約 束 さ

れ る と解 放 され る。 そ うで な けれ ば ビナ サ(binasa)と 呼 ばれ る村 の 使 用人 と な る。

ビナ サ は村 内 で,生 活 や 結 婚 は で きるが,家 族 も ビナ サ とな る。 ビナ サ の娘 が結 婚 す

る と きは,夫 方 か ら も ら う結 納 は,主 人 の もの とな る。

 〈24 農 業 〉〈262食 事 〉 タ ンサ族 の経 済 状 態 は 比 較 的 よ く,ほ とん ど 年 中 コメ

を 食 べ て い る。 ほ とん どの村 は 自給 自足 して い る。 農 産 物 に た よる ほか に,余 剰 生 産

物 や工 芸 品な どを 交 易 す る こ とに よ って 金銭 収 入 を補 って いる 。 最近 は,道 路 工 事 な

どの労 働 者 と して 平 原地 方 へ 出稼 ぎ に行 く者 もあ る。 一 般 に,タ ンサ 族 は 働 き者 で,

物 乞 い は恥 辱 と考 え て い る。

 〈252食 物 の調 理 〉食 物 は コメ(ahu)と ミレ ッ トを 主食 とす る。 コ メは,蒸 して 食

べ る こ と もあ る。 〈263 調 味 料 〉住 民 の も って い るス パ イ ス は お よ そ12種 類 で あ り,
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トウガ ラ シ,ニ ンニ ク,タ ケ ノ コ,ハ ッカ,シ ョウガ,タ ーメ リックな どが あ る。 茶

は欠 か せ ない 飲 物 で あ り,食 後,接 客 時 に はか な らず飲 まれ て い る。 タ ケの カ ップ を

用 い る。 マ ンマ オ(Manmao)地 区 は茶 生 産 の セ ン タ ー とな って お り,ど の村 に も茶

畑 が あ る。 摘 み取 れ られ た 新芽 は,・火 にか け られ た 鍋 の うえ で,水 を 少 し加 え て い た

め られ て か ら,タ ケ のむ しろの うえ で 日干 しに され た り,い ろ りの うえ で 乾 か さ れ た

りす る。 そ の 後,手 で 揉 ん で こな ごな に して,タ ケ の筒(直 径6セ ンチ,長 さ30セ ン

チ程 度)に 詰 あ込 ま れ る。 この 竹 筒 は,外 側 が少 し燃 え る まで 火 に 入れ られ て か ら保

存 され る。

 〈273 アル コ ール飲 料 〉 〈252食 物 の 調 理 〉茶 に つ いで 重 要 な 飲 物 は ライ ス ・ビ

ール(sai)と そ の蒸 留 酒(laho)で あ る。 コメを 炊 い て か らバ ナ ナの 葉 の うえ に ひ ろ げ,

そ こへ,ピ ー(pi)と い う発 酵 剤 を いれ る。 ピー は発 酵 した コ メの粉 で あ る。 これ は,

コメ の 粉 と水 を 混 ぜ て か た ま りを 作 り,そ れ が あ る期 間 保 存 され て 自然 に発 酵 した も

の で あ る。 さて,ピ ー とまぜ られ た 飯 は し っか り葉 で くるま れ た の ち,3日 ほ ど して

か ら容 器 に 入 れ られ,水 が注 が れ る。 バ ナ ナ の葉 な どで 口を しっか り閉 じ られ て,さ

らに2,3日 保 存 す る と ライ ス ・ビ ール が で き る。 飲 む際 に は,タ ケ や トウの濾 過 器

で 濾 過 され る。 蒸 留 酒 を作 る には そ の た め の道 具 を 用 い る。 ま た,蒸 留 酒 は タ ピオ カ

の根 の 汁 か ら作 られ る こ と もあ る。 阿 片,タ バ コが 栽 培 され て お り,阿 片 は タバ コよ

り も好 ま れて い る。

 〈437 交 換 取 引 〉タ ンサ族 の 村 落 間 で の 交 易 は よ く行 なわ れ て い る。また,バ トカ

イ山 脈 を こえ る い くつ か の 峠 は,ナ ムチ ク谷,テ ィ ラ ップ谷 の タ ンサ族 と,ビ ル マ 側

住 民 との 交 易 の た め に使 わ れ て い る。 手織 物,茶,塩 な どを 交 換 して,ビ ル マ の ダ オ

(dao山 刀),漁 網,ヤ リ,ペ ンナ イ フ,阿 片 な どを 手 に入 れ る。 これ らの品 物 は,

物 々交 換 さ れた り,貨 幣 に よ って 売 買 され るが,貨 幣 の役 割 を はた す もの と して,茶

葉 の 入 った竹 筒 も 用 い られ る。 つ ま り,竹 筒 の ひ とつ が1単 位 と な って 交 換 の媒 介 の

役 目を 果 た す ので あ る。 しか し これ は,徐 々 に貨 幣 に と って 替 わ られつ つ あ る。

 〈426借 用 と貸 与 〉ア ッサ ム方 面 との 交 易 で は,農 産 物,手 織 物,ヤ ギ,ニ ワ ト リ

な どを 売 って 得 た お 金 で,塩,糸,衣 料 品,身 の 回 り品 な ど を購 入 して い る。勘 定 の

付 け方,つ ま り帳簿 操作 に あた る もの に つ いて は,あ る シス テ ムが あ る 。 タ ケの 輪 の

一 つ一 つ が
,お 金 や 品 物 を あ らわ す 単 位 とな るので あ る。 貸 し手 と借 り手 が合 意 に達

す ると,借 り手 は,貸 し手 と村 の有 力 な長 老何 人 か の いる まえ で 必 要 数 の タ ケ の輪 で

チ ェ ー ンを つ くる。 この 時 に は双 方 の 保証 人 た ち も同席 して い る。 そ して チ ェー ンは,

借 り手 自身 が 自分 の 家 に 保 管 す る。 返 済 が な され る と,相 当分 の タ ケ の 輪 が チ ェー ン
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か らはずされ,燃 やされるのである。負債があれば,家 の中にチェーンがぶらさげら

れることになるが,そ れぞれについて証人がいるために問題 となるようなことはめっ

たにないという。

 〈243穀 物栽培農耕〉タンサ族は,基 本的に農耕民であり,焼 畑を主 としている。

野生ゾウに荒されることから,定 着農業は好まれない。主要な農作物は表のとおりで

ある。

穀 物 名 耕地の準備期 播種期 収穫期
(森林の伐開含む)

イ ネ 1～2月 5月 9～10月

ミ レ ッ ト(ア ワ) 12～1月 2～3月 6～7月

ミ レ ッ ト (シ コ ク ビ エ) 1～2月 5月 11～12月

ト ウ モ ロ コ シ 2～3月 6～7月

タ ロ(arum) 2～3月 10～12月

 〈243穀 物 栽 培 農 耕 〉 ミレ ッ トは投 げ播 きす る。 稲 は掘 棒 で 掘 った穴 に播 か れ る。

収 穫 時 に は 穂刈 りされ る。 トウモ ロコ シ,イ モ は,ミ レ ッ トの 育 つ 畑 の 縁 に植 え られ

る。野 菜 に は,カ ン シ ョ(甘 藷),カ ブ ラ,ナ ス,ヒ ョ ウタ ン,カ ラ シ ナ,タ ケ ノ コな ど

が あ り,近 年 に な って か ら,ダ イ コ ン,ジ ャガ イ モ な ど が導 入 され た 。 農 具 に は,多

目的 に使 わ れ る ダ オ,ク ワ(jangkho),堀 棒(san-khai長 さ75セ ンチ),カ マ な どが

あ る。

 〈224狩 猟 とわ な猟 〉共 同作 業 で行 わ れ る狩 猟 は,ガ ム トム カ イ(ngamtomkai)

と呼 ばれ る。 適 期 は夏 で,男 た ち が行 な う。 イ ヌを使 って獲 物 を追 い込 む 。武 器 は,

ダ オ,ヤ リ,銃 で あ る。 分 け前 は均 等 で,し とめ た者 が獲 物 の首 を も らえ る。 〈226

漁 労 〉漁 労 で よ く行 うの は,蔓 草 か ら汁 を と り,あ らか じめ石 で 水 流 を 囲 った と こ ろ

に そ れ を投 げ こん で と る方 法で あ る。

 個 人 的 に や る もの には,銃,弓 矢,輪 網 な ど で 鳥 を と った り,漁 網,投 げ網,エ ビ

と りか ご(lobster-pot),釣 り針で 魚 な ど を と った りす る もの が あ る。 狩 猟 を 行 な う前

に は,占 い 師 が タ ケ と葉 を 用 い て結 果 を 占 う。 凶 兆 が あ れ ば,そ の 日は 中止 され る。

 〈32原 材 料 の加 工 〉タ ンサ族 は,工 芸 に秀 で て い る。 女 の 手 に よる織 物 は,カ ム

テ ィ族 の もの と似 て い るが,幾 何 学 模 様 や花 柄 が好 ん で 用 い られ る。 多 色 の格 子 縞 の

ル ン ジ ーは,平 原 のバ ザ ール で も有 名 で あ る。 木彫 りは ほ とん どや らない 。 しか し,

タ ケ や トウ(籐)を 使 った か ごつ く りはた い へ ん 上手 で あ る。

 〈341建 築 〉 〈796組 織 だ った儀 式 〉家 屋 を 建 て る と きに は,共 同 作業 で建 て る。
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建 築 資 材 は,そ の 家 の 持 ち主 が,近 くの ジ ャ ングル か ら取 って くる。 彼 ら は,手 伝 っ

て くれ た人 々を,ラ イ ス ・ビ ール,コ メ,豚 肉 な どで もて な す。 家 を建 て る場所 は,

占 い師 が 選 定 す る。 新築 の 家 に 入居 す るめ は,建 築 が 終 了 した 月 の1日,あ るい は11

日か21日 に す るの が 吉 で あ る 。 この 日には儀 式 が行 な わ れ る。 た とえ ば,マ ンマ オ地

区のRong-Rangサ ブ ・トラ イ ブの場 合 は,入 居 前 に,イ ヌが ダ オ で殺 さ れ,そ の 首

が竹 槍 の 先 に 突 き刺 され て,家 の前 に立 て られ る。 その 後,家 の 中 で は盛 大 な宴 が も

た れ る。 この 儀 式 は,悪 霊 を 家 の 中 か ら追 い 出す た めに 行 な わ れ る。

 〈24農 業 〉 〈788儀 礼 〉 サ ブ ・トライ ブに よ って 呼称 は異 な るが,農 耕 に 伴 う

主 な祭 は 年 に3回 あ る。 そ の3回 とい う の は,Yogliサ ブ ・ トライ ブの 呼称 に従 え

ぱ,サ ム フ ァン グ(samfang播 種前 の祭),モ ル ロ ー(morroo田 植 前 の祭),ラ ム ラ

(1amra収 穫前 の初 穂 の祭)で あ る。 サ ム フ ァン グは各 戸 で 行 な わ れ る。 時 期 は2月,

3月 の 種 ま きの 前 で,2,3日 続 け られ る。 モル ロー は稲 が30セ ンチ 程 に延 びた 頃 に

行 な われ,各 戸 で3日 か ら5日 続 け られ る。

 ラム ラ(lamra)は タ ンサ族 最 大 の 祭 で あ り,村 全 体 で 行 な う。8月 に 行 な わ れ,

2,3日 続 く。 祭 の 日は,村 の 古 老 が 決定 す る。1週 間前 に村 全 体 で ラ イス ・ビ ール が

作 られ る。 各 戸 か ら金 を 集 め て,儀 礼 に 用 い る ブタ1頭 を 用 意 す る。 初 日,若 者 た ち

が村 の 入 口の道 の と ころ を掃 除 して そ こに 門 が建 て られ る。 門 の両 わ きに は タケ の 台

(lamrasing)が 作 られ る。 各 戸 の女 は,そ れ ぞれ 畑 に 行 って稲 束 を刈 り,タ ケの 台 の

と ころへ 持 って くる。 稲 束 は 地 面 の 上 に敷 かれ た カ ウパ ッ ト(kaupat)の 葉 の 上 に お

か れ る。 村 の 長 老 た ちが来 て,道 の 両側 に尖 った 棒(lamra thung)を 何 本 か刺 す 。

ブ タ1頭 が殺 され,血 は稲 束 の 上に 撒 か れ る。 す る と女 は稲 束 を 持 って め い めい の 家

に 帰 り,家 の柱 に そ れ を ぶ ら下 げ る。 コメ と肉 の食 事 が 若 者 た ちに よ って 作 られ る。

この 日は 女 た ちは調 理 を しな い。 村 の 全 員 が加 わ って供 宴 が もた れ る。 食 事 を 始 め る

前 に,祭 司(dingwa)は 神(sikia)と 精 霊(thang)に た い して,2つ の タ ケの 台 の

上 に お供 え を す る。2日 目に は,特 別 な こ とは しな いで 飲食,歌 な ど で楽 しむ。 この

祭 が 終 わ る と 稲 刈 り が 始 ま る。Rong-Rang, Khemsingサ ブ ・ トライ ブは,バ レ

(bare)と よ ばれ る祭 を家 単 位 で 行 な って い る。 これ は,ジ ャ ン グル伐 開 の1週 間 前

に行 な わ れ る。 ライ ス ・ビ ール を作 り,祭 の 日に は ブ タ1頭 が 殺 され る。 肉 は他 の村

人 に もふ るま わ れ る。

 〈58婚 姻 〉タ ンサ族 が 結婚 す る年 齢 は,男25歳 か ら30歳,女15歳 か ら25歳 で あ る。

単 婚 が 基 本 で あ る。 交叉 イ トコ婚,レ ヴ ィ レー ト婚,ソ ロ レ ー ト婚 は 多 い。 たが い の

両親 の 合 意 に よ る結 婚 が ふ つ うで あ る。 この 場合,夫 婦 交 渉 は 結婚 後 で あ る。 ふ つ う・
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若者に結婚 したい相手がいれば,友 人か親戚のものを通 して自分の親に伝える。する

と,親 が相手の親と相談 して婚資を決めるのである。

 〈583婚 姻の様式〉恋愛婚もタンサ族の社会では認められているが,娘 の親の同

意が欠かせない。

 〈584婚 姻成立までの諸習慣〉 娘の親の要求する婚資を払えるか否かで,結 婚で

きるかどうかが実質上決まる。婚資の次に大切なのは結婚式である。婚資は金銭や家

畜(水 牛,ブ タなど)の かたちをとるが,ふ つう,100ル ピー,水 牛1頭 である。離婚は

認められていない。

 〈836婚 前性交渉〉結婚前の性体験は,正 常なこととはされないが,よ くあること

である。この場合,男 に責任があり,婚 資を払って結婚しなければならない。

 〈585婚 姻儀礼〉サブ ・トライブによって異なるが,Mosangの 場合,結 婚式は

3日 間にわたって行なわれる。初 日,新 郎は,親 戚か友人を伴 って娘の家に行き,娘

の親にブタ1頭 と蒸留酒数杯をわたす。親は酒と食事をふるまう。新郎は新婦を伴っ

て自宅に帰るが,そ のとき新婦は自分の家から娘2人 を伴 う。新郎の家では供宴が催

されるが,そ の夜は,新 婦は2人 の娘と共に小部屋でやすむ。2日 目,親 が新郎らを

引き連れて新婦の家を訪れる。供宴がもたれて,カ ップルの左手には結婚の紐が結ば

れる。 新婦の父親は2人 の腰の周りをライバ ン(raiban)と 呼ばれる植物の繊維でで

きた紐で しばる。この紐には殺されたブタの尻尾の先とビーズが結ばれる。儀式が終

わると,新 郎の家に帰る。3日 目,2人 は新婦の家を訪れて終日そこに滞在する。供

宴がもたれる。夜帰るときには,ヤ リ,ダ オ,布,バ スケットをもらう。恋愛婚の場

合は,婚 資の支払いだけで終わる。

 〈72戦 争〉タンサ族はかつては,首 狩 りに象徴される戦争を行なっていた。原因

は,土 地問題が主である。同一サブ ・トライブ内での戦争は少ない。長老会議が攻撃

対象とする村を決めると,男 たちが部隊をつ くる。出発前には,ブ タを殺 し,食 事を

とりライス ・ビールを飲み,襲 撃の リーダー(serai)は ニワトリを殺 して吉凶を占っ

た。凶兆だと襲撃はとりやめた。未明に襲撃をかけることが多かった。穀物倉はさけ

て家屋には放火 し,男 女の区別なく首を狩り,子 供は捕虜とした。戦いが終わると,

戦利品である首と手は村境の巨石の横に埋められるが,7日 たつと村の中に持ち込ま

れて供宴がなされる。敵の首 と手にコメとライス ・ビールが施された後,そ れらは村

人の間で分けられる。首はすべて リーダーのものとなった。タンサ族は,首 狩りは村

に豊壌をもたらせ るものと考えている。

 〈776精 霊と神々〉タ ンサ族は,「最高神」の存在を信 じている。それは,目 に見
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え な い けれ ど も,世 界 を創 る力 を 持 った もの で あ り,シ キ ア(sikia),プ ラ(pra),ラ

ング ・カ ウ ・ハ ワ(rang kau hawa)と い った 名 前 を 与 え られ て 人格 化 され て い る。

空 に棲 み,人 に恵 みを 与 え る もの と され る。 これ は,人 に害 を な さな い。 そ の た め,

神 に対 して 犠 牲 を供 す る こ とは な い。 そ れ を す る の は,精 霊,し か もそ の 悪 霊 に 対 し

て で あ る。悪 霊 に対 して は,お 供 えや 犠 牲 に よ って,機 嫌 を損 ね な い よ う に,人 に害

を な さ な い よ うに しな けれ ば な らない 。

 〈793 祭 司 職 〉祭 司職 には 祭 司 と占 い師 が い る。占 い 師 は,木 の杖 に よ って 占 いを

す る。 祭 司 や 占 い 師は 世 襲 の もので は な く,技 術 さえ 習得 で きれ ば誰 で も なれ る が,

通 常,男 で あ る。 病 気 は様 々の 悪 霊の せ いで 引 き起 こ され る。 占 い師 は そ の悪 霊 をつ

き とめて,処 方(儀 式)の 指 示 を す る。 ブ タ,ニ ワ ト リ,ラ イ ス ・ビ ール は儀 式 に 欠

か せ な い。 ま た,粘 土 で 作 っ た像,タ ケ 細 工,卵 な ど も用 い る。

 〈778聖 な る事 物 と場所 〉 タ ンサ族 に は太 陽 の崇 拝 が あ る。1957年2月,ナ ム チ ク

谷 で は豪 雨 が続 い た。 この 時,Lungriサ ブ ・トライ ブの 村 で は,太 陽 に 対 して,雨

降 りを 止 めて くれ るよ うに祈 る儀 礼 が行 われ た。 村 内の 巨 石 の 前 に タ ケを 立 て,そ の

先 に は太 陽 を模 した タ ケ 皮 の モ デル を 固 定 す る。 卵,種 籾,飯 を供 えて か ら 巨石 の 上

に 土 を か ぶせ て,石 の 周 りで 火を 焚 く。 そ して,祭 司 が 叫 び,日 が照 ら して,伐 開 地

に 火 入 れす る こ とが 出 来 るよ うに祈 った。 ま た,タ ンサ 族 は,雨 ごい をす る と きに も

太 陽を 崇拝 す る儀 式 を 行 う。

 タ ンサ族 は,か つ て は ル ン グ ・ラ ング(lung la皿9)と い う石 を崇 拝 して い た 。 この

儀 式 をYogliサ ブ ・トライ ブ は カ ータ ン(khatang)と 呼 んで い る。 これ に は,人 身

犠 牲 を伴 って い た 。犠 牲 に使 うの は戦 争 時 に捉 えた 捕 虜,あ るい は,村 内 で 集 めた金

品 で買 らた 遠 くの村 の 者 であ った 。儀 式 は村 の端 に 固定 した二 つ の石 の と ころ で 行 い,

儀 式 前 には,犠 牲 に じ ゅ うぶん 飲 食 させ た とい う。 〈173 口碑 ・伝 説 に よ る歴 史 〉

これ に は伝 説 が あ る。 昔,不 作 のた め,飢 謹 が 起 こ った と きに,ブ タ,ニ ワ トリを 犠

牲 に した が利 益 は な か った 。 あ る者 が夢 を見 て,そ の 中で 最高 神 シキ ア(sikia)が 犠

牲 に サ ル を欲 した 。石 の前 で サル を 犠牲 に供 した と ころ,よ い 収穫 があ った 。 しか し・

シ キア は また 夢 に あ らわ れ,母 親 を犠牲 とす るな ら も っ と収 穫 が よ くな る と言 っ た。

再 び石 の前 で 母 を 犠 牲 と した と ころ,大 豊 作 とな りそ れ 以後 習 慣 とな った,と い う も

の で あ る。

 <788儀 礼>Rong-Rangサ ブ ・ トラ イブ は,か つ て,ダ ワ ン(dawan)と 呼 ぶ盛

大 な祭 を 行 って い た。 これ は12月 の 縁 起 の良 い 日を 選 ん で 行 われ た。 村 内 か ら金 を

集 めて,人,ウ シ,ス イ ギ ュ ウ,ブ タ を 買 った 。 儀 式 の 前 日に は村 か ら森 へ 向 か う所
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が 掃 除 され る。 当 日,犠 牲 に は 十 分 飲 食 させ た 後,そ こに 立 て た 木 の柱 に 縛 り付 け

る。 まず 若 者 が ヤ リで突 き刺 し,ケ ワ(khewa)と 呼 ば れ る者 が 首 を狩 る。 首 は シワ

(siwa)と 呼 ばれ る者 に手 渡 され る。 柱 の 周 りに人 は集 ま る。 シワは 首 を 持 って その

まわ りを 回 りな が ら叫 ぶ 。 神 に,自 分た ちの 安 寧 を 求 め る言 葉 で あ る。 頭 は二 分 して,

ケ ワ(khewa)は 後 ろを も らい,ダ オ の持 ち主 が 前 を も ら う。 他 の 骨 も参 加 者 に 配 ら

れ る。 そ れ らは各 戸 の 屋 根 に 吊 され る。 肉 や髪 は ム ンソ ン グ(munsong)と い う 巨木

の も とに埋 め られて 石 が 二 つ 置 か れ る。 参 加 者 は卵 の 白身 を手 に 塗 り付 けた 後
,水 で

洗 う・ そ の あ と,飲 み食 い して 楽 しむ。 殺 した 者 は,そ の 日は 自分 の 手 を 使 って 飲 食

せ ず ・人 の手 で 食 べ させ て も ら う。 続 く2日 間 は 特別 な儀 式 は な く,ウ シ とブ タ が殺

され て 供 宴 が もた れ る。

 〈761生 と死 〉 タ ンサ 族 は死 を二 分 して 考 え て い る 。 老 衰 に よ る 自然 な死 は神 の

行 為 で あ り,事 故死,若 死 な どの 不 自然 な死 は 悪 霊 の 仕業 とす る。 死 に方 の違 い に よ

って,葬 送 の 方 法 も かわ って くる。 〈764葬 式 〉自然 な死 の 場 合,ふ つ う,一 日家 の

内 部 に 安 置 され て か ら埋 葬 され る。 死 者 が 出 る と,ニ ワ ト リを1羽 殺 して 料 理 して,

家 の 外 に 立 て た長 い柱 の 上 に 置 く。 これ は死 者 へ の お供 えで あ り,ま た,死 者 の 出た

しる しで もあ る。 そ の 後,死 者 の 用 いた 品 物 が,戸 外 に組 ま れた 木 に 吊 り下 げ られ る 。

死 者 は ま ず,家 の 中 で顔,'胸,手 を 洗 われ る。 その 時,シ ング ソイ ジ ャ ク(singsoijak)

とい う葉 が 用 い られ る。他 の ク ラ ンの 者 は,死 者 に触 る こ と も許 され な い。 死 体 は木

製 の 棺 に 入れ られ,家 の 前 の 地面 に 埋 め られ る こ とが多 い。棺 の下 に は タ ケ で作 った

マ ッ トを 敷 く。 棘,石;土,丸 太 で 棺 を覆 う。 墓 の近 くに,ラ イス ・ビー ル
,飯,飲

み 水 が供 え られ,死 者 の衣 類 ダ オ な どは 木 に 吊 され る。闘埋 葬 が 終 わ る と,参 加 者 は

体 を 洗 う。豚 が殺 されて,首 は死 者 に供 え られ る。

 〈766特 異 な死 を め ぐる慣 行 〉不 自然 な死 の場 合 は,村 外 の森 に埋 め られ る。裸 で

埋 め るが,そ の 時 に,眼,手,足 に は棘 を さ して お く。 そ う して お くと,死 者 の 霊 は,

眼 が見 えず,物 に触 れ られ ず,歩 け な い か らで あ る。 これ を や って おか ない と,悪 霊

が村 に帰 って きて,村 人,特 に死者 の 家族 に害 を為 す の で あ る。

 〈78宗 教 的慣 行 〉死 者 を 出す と,家 族 に は ケ ガ レの期 間 が あ る。 自然 な 死 の 場 合

は3日 間,不 自然 な死 の 場 合 は5日 か ら7日 間 で あ る。 この 間,家 の 者 は,外 出 せ ず,

仕 事 も しない 。 他 家 の 者 は訪 問 しな い。4日 目に,村 人 を よん で 供 宴 を 行 う。 ブ タ が

殺 され,祭 司 は,そ の 肉 と ライ ス ・ビール を死 者 に供 え る。 家 の女 は畑 に 行 き,ジ ャ

ガ イ モ とタ ロを 採 って きて,そ れ を 家 の柱 に 吊 り下 げ る。 不 自 然 な死 の場 合,ケ ガ レ

の 期 間 に は悪 霊 の 攻撃 か ら身 を 守 るた め に策 を 構 じる。 尖 った タ ケ を家 の周 りに 固定

155



国立民族学博物館研究報告別冊  9号

し,バ スケット,漁 網,棘,尖 ったタケなどで家の入口などを覆う。そうして悪霊の

害を防ぐのである。

 〈776精 霊と神々〉タンサ族は,非 物質的な存在としての魂を信 じている。生 きて

いる時は頭の中にあり,死 ぬと口から出てい く。自然な死の場合,魂 は西方の空にあ

るウルム(ulum)と いう場所に飛んで行 くが,不 自然な死の場合は,悪 霊となるとい

う。

                                (月原敏博)
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ミ キ ー ル(Mikir),ア ル レ ン(Arleng), カ ル ビ(Karbi)

Sen, D. K.1971"Annexure to the Tribal Map of India"Anthropological Survey of India,

Culcutta・ よ り作 図 。 行 政 区 分 は1961年 当 時 の も の に よ る 。

 〈131位 置 〉 ミキール 族 は,ミ キ ール 山地,ジ ャ イ ンテ ィア 山地 な どに 住 む 部族 で

あ る。 〈156社 会 的パ ー ソ ナ リテ ィー 〉ア ッサ ムの 山 地 部族 の 中で は最 も平 和 を好

む部 族 と言 わ れ て い る。 確 か に,ゲ イ トの 『ア ッサ ム史』 を み て も,ア ホ ム王 国 が ミ

キール 族 と闘 争 した例 は一 例 しか な い[ゲ イ ト 1944:229]。 他 の 多 くの 山地 部 族 に

おいて は,ア ホ ム王 国 と の 間で 多 くの戦 闘を 記 録 して お り,ま た 部族 内で の闘 争 が激

しく,し ば しば孤 立性 の高 い村 落 を 形成 して いた の と比 べ,大 変 対 照 的で あ る。 そ の

た め に,ナ ガ 諸族 に み られ る よ うな地 域 性 の 発 達 は少 な く,ミ キ ール 山地 を 中心 とす

る広 い地 域 に居 住 して い る わ りに は,言 語 や生 活 面 で の 差 異 は少 な い とい われ て い る。

〈11参 考 文 献 〉以 下で は主 と して ダ ス(Das)と ス タ ック(Stack)に よ る文 献 を参

考 に記 述 す る[DAs l978:60-151;STAcK l908:1-13,151-155]。

 〈10オ リエ ンテ ー シ ョン 〉 ミキ ール族 が集 中 して住 ん で い るの は,東 西南 北 を そ

れぞ れ ダ ン シ リ(Dhansiri)川,コ ピ リ(Kopili)川 と カ ラ ン(Kalang)川,ヤ ム ナ

(Jamuna)川,ブ ラマ プ トラ(Brahmaputra)川 に 囲 ま れ た ミキール 山 地 を 中心 と す

る。 これ は,現 在 の 行 政 区 で い え ば,ユ ナイ テ ッ ド ・ミキー ル ・ア ン ド ・北 カ チ ャー
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ル ・ヒル ズ(United Mikir and North Cachar Hills)と 呼 ば れ る デ ィス ト リク トに

含 まれ て い る。 そ の ほ か に ミキ ール族 が住 ん で い る と ころ と して は,ジ ャイ ンテ ィア

山地,ア ッサ ム 平 原 の ノ ウゴ ン(Nowgong)や シブ サ ガル(Sibsagar) ,な どが あ る。

〈132気 候 〉 ミキ0ル 山 地 の気 候 は 大 変 湿 度 が 高 く,カ ー シ ・ア ン ド・ジ ャ イ ンテ

ィ ァ山 地(Khasi and Jaintia Hills)な ど の高 原 にあ るよ うな そ よ風 もみ られ な い 。

この た め,外 来 者 に と って はマ ラ リヤ に か か りや す い不 健 康 な気 候 の 土 地 で あ る。

〈137植 物 相 〉 ミキ ール 山 地 で は,標 高 の 高 い 峰 々は1,200メ ー トル に達 して い るが,

大 部 分 は それ よ り低 く,焼 畑 の 二 次林 で あ る タ ケを 中心 と した植 生 が ひ ろ が って い る。

地 質 は花 崩岩 や片 麻 岩 か らな り,土 壌 は やせ て い る。 〈136動 物相 〉 山 地 の 常緑 林

の 中 に はバ ッフ ァロ ー,ト ラ,ク マ,シ カ,野 生 ゾ ウ,毒 ヘ ビな どが す む 。 サ ル,ウ

サ ギな どは焼 畑 を 荒 す 。

 〈142身 体諸 形 質 の 情 報 〉 ミキ ール族 は,チ ベ ッ ト ・ ビル マ語 族 に 属 す る一般 の

諸 部族 よ りも ア ッサ ム人 の 下 層 階 級 の者 に似 て い る とい わ れ る。 皮 膚 の 色 は 黄 色 が か

った褐 色 で あ る。 薄 い 口髭 を除 いて は 髭 は な い。 髪 の 毛 は後 ろで く くって 首 筋 まで た

ら して い る。 筋 肉質 の よ い体 格 で,男 は 長 時 間労 働 や 重 荷 を背 負 うこ とに 強 い。 〈29

服 装 〉服 装 は カ ー シ族 に似 る。 男 の衣 服 は,リ コ ング(rikong)と 呼 ば れ る一 枚 布 を

腰 に巻 き付 け,頭 に は,タ ーバ ン(poko)を ま く。 また,尻 まで 覆 う長 い 縞模 様 の貫

頭 衣 を着 る。 冬 に はペ イ ン キ(pcinki)と 呼 ば れ る絹 の 布 を着 る。 女 は ペニ(peni)と

い うペ チ コー トを 腰 に巻 き付 け,銀 の コイ ンの つ いた 帯 で縛 つて い る。 上 半 身 に は ペ

コ ック(pekok)と い う布 を 巻 き付 け る。 男 は入 墨 は しない が,女 は年 頃 に な る と顔

の まん 中 に額 か ら顎 まで0直 線 に藍(indigo)で 入 墨 を 入 れ る。 〈301装 身 具 〉脚 に

つ け る飾 りは な い が,装 飾 品 は好 ん で い る。 特徴 的 な飾 りは耳 たぶ に さす 銀 製 の チ ュ

ー ブで ノタ ン ピー(nothangpi)と 呼 ば れ る。 男 も耳 に金 の イ ヤ リン グ(norik)を つ

け る。 そ の ほか,腕 輪,サ ンゴ石 の ネ ック レス な ど も好 まれ て い る。

 〈197言 語 の 同 定 〉 グ リア ー ソ ン(Grierson)は,最 初 は,ミ キール 族 の 言 語 を 西

部 ナ ガ と ポ ロ(Boro)の 中間 に 位 置 す る もの と して 分 類 した が,の ちに ス タ ックの 主

張 を受 け入 れ,ナ ガ と ク キの リンク役 を 果 た す もの とす る分 類 を して い る[GRIERSON

l903,1927:69;STAcK l908:151-172]。 ミキ ール族 と隣 接 して 住 む レ ングマ ・

ナ ガ族 は,比 較 的 新 しい年 代 に ダ ン シ リ(Dhansiri)川 を越 えて 移 入 した 。

 〈101ア イ デ ンテ ィ フ ィケ ー シ ョン 〉 ミキー ル とは 周 辺 部 族 に よ る 呼 称 で あ る

が,そ の語 の 由来 は確定 して い な い。 彼 ら自身 はア ル レ ン(Arleng)あ る い は カル ビ

(Karbi)と 自称 し,ミ キー ル族 で な い もの(デ ィマ サ族,ボ ド族 ・ ア ッサ ム人 な ど)
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をバ ロ ック(Parok)と 呼 ん で い る。                     0

 〈621 コ ミュニ テ ィー の 構 造 〉 ミキ ール 族 は4つ の サ ブ トラ イ ブ(Chintong,

Ronghang, Amri, Dumrali)に 分 か れ て お り,こ れ が 内婚 集 団 とな って い る。 これ

らは共 通 の祖 先 を もつ グル ー プで あ る とい わ れ て い る。 この うちダ ム ラ リ(Dumrali)

は ノ ウゴ ンな どの ア ッサ ム平 原 に 住 み つ いて,黎 を 用 い た定 着 農 耕 を 営 ん で い る ミキ

ール族 を さす。 彼 らはア ッサ ム人 に トル ア(Tholua)と 呼 ばれ て い る人 々で,歴 史 的

に は ア ホ ム王 国 との間 で の 通訳 な ど を して きた と言 わ れ て い る。 これ ら4つ の サ ブ ・

トラ イ ブは,さ らに クル(kur)と 呼 ばれ る 外 婚集 団 に 分 か れ て い る。 クル の 間 に階

層 制 は な い。 クル は さ らに サ ブ ・クル に分 か れ て お り,こ れ も外 婚 集 団 で あ る。 クル

とサ ブ ・クル の 区 分 に 関 して は 多 くの報 告 が あ るが,一 様 で な い た め,こ こで そ れ を

例 示 す る こ と は しな い。

 〈17歴 史 と文 化 変 化 〉 〈167 移 入 と移 出 〉 ミキール 族 は,か つ て 北 カチ ャ ール

のバ レイル(Barail)山 地 の北 に集 中 して 住 ん で い た といわ れ る。 この 故 地 はニ ハ ン

グ(Nihang)と よば れ て い る。 現 在 そ の 辺 りに は ミキール 族 の 村落 は な い が,彼 らの

言 語 に よ る地 名が 残 って い る。 バ レイル 山 脈 に お い て は,数 世 紀 に わ た って,ク キ ・

チ ン諸 族 と関 わ りを持 って いた に違 い な い とダ ス は推 定 して い る。 ミキ ー ル族 は,か

つ て トン ・ノ クベ(Thong Nokbe)と い う王 を い た だ いて デ ィマ サ ・カ チ ャ リ族 と戦

った が,そ の圧 力 に押 され西 方 の ジ ャ イ ンテ ィア 王 の助 けを 乞 うた とい う。 ま た,ダ

ル トン(Dalton)に よれ ば,彼 らは ジ ャ イ ンテ ィア に も安 住 で きず ラバ(Raha)の ア

ホ ム 役人 も彼 らを 保 護 して くれ な い た め反 乱 を 起 こ した が,す ぐに 鎮圧 さ れ,結 果 と

して ミキール 族 は北 カ チ ャール か ら ジ ャイ ンテ ィア,ミ キー ル 山地 へ と移 動 して きた

とい う[DALToN l872:54]。

 〈24農 業 〉 ミキ ール族 の お もな生 業 は農 業 で あ る。 主 作 物 はマ イカ ム(maikum)

と呼 ば れ る稲 で あ り,住 民 は それ に最 も関心 を払 って い る。 そ れ に続 く作 物 と して,

トウモ ロ コ シ,ヒ マの 樹,綿 花,タ ー メ リック,赤 トウガ ラ シ,ヤ ム イモ,ナ ス,ラ

ック(arharの 樹 で 育 て る)な どが あ る。 ダ ム ラ リと呼 ばれ る平 原 に住 む ミキー ル族

な ど は,水 田耕作 も始 め る よ うに な って きた。 しか し,ア ッサ ム平 原 と 同 じ方 法 で 山

地 で の 水 田耕 作 を行 うと土 壌 侵食 の 問題 が起 こ るた め,山 地 で の水 田 は谷 間 に 限 られ

て お り,ほ とん ど はダ オや コダ リ(kodaliク ワ)を 用 い た 伝 統 的 な焼 畑 農 業 が な され

て い る。 これ に は,黎 耕,灌 概,移 植 とい った技 術 は伴 わ な い。

 〈241耕 作 〉焼 畑 耕 作 は以 下 の よ うなス ケ ジ ュ ール で な され る。12月,1月 に 森 林

の伐 開 が行 わ れ る。切 り倒 され た 木 は3月 ま で乾 か され て 火 が放 た れ る。 ク ワを つ か
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って灰 が な らさ れ,雨 期 の始 ま る4月,5月 に 種籾 が散 播 され る。 これ らの 作業 は 家

族 単 位で な され る。 稲 は11月,12月 に収 穫 され る。 トウ モ ロ コ シ,ミ レ ッ トな どは稲

の 縁 に作 られ る。 稲 の脱 穀 は穂 を石 に た た きつ けて な され る。耕 作 地 の割 当 は,各 家

族 の 労 働力 に応 じて 村 長 に あ た る ガ オ ンブ ラ(Sarthe)が 行 う。 問 題 が起 こ った と き

に は村 の 長老 会 議 が 開 か れ る。

 〈224狩 猟 とわ な猟 〉狩 猟,漁 労 は好 まれ て お り,漁 労 に は 男 も女 も参 加 して い る。

狩 猟 の季 節 は農 閑 期 で あ る冬 で,男 が 行 な う。獲 物 は シカ,イ ノ シ シ,ト ラな どで あ

る。 お もな武 器 は,ダ オ,槍(chir),タ ケ の 弓(thai),矢(thai aso)で あ り,獲 物

を 追 うに は イ ヌ も使 わ れ る。 〈226漁 労 〉針 と糸 を 用 いた釣 り も行 われ るが,多 く

は ワナ や カ ゴ を使 った漁 労 で あ る。漁 労 は集 団で 行 な わ れ る。 めい め いが カ ゴ(hak)

と ワナ を運 ん で 水 流 に仕 掛 け る。 ワナ は流 れ の 途 中に仕 掛 け られ,男 も女 も水 流 に 入

り,水 面 を棒 で た た きな が ら魚 を ワナへ と追 い立 て る。他 の方 法 と して は,水 中 に カ

ゴを仕 掛 け て お いて 入 った魚 を 取 る方 法 や,野 生 植 物 か らつ くった 毒 を 流 して 捕 る も

の な どが あ る。

 〈28 皮 革,繊 維,布 類 〉熟 練 と労 力 の 必 要 な 織 物,タ ケや トウ に よ る工芸 品 が あ

るが,住 民 は そ れ に部 分 的 に す ら頼 ろ うと はせ ず,経 済 的 に は小 さ な位 置 しか 占 めて

い ない 。 これ は,バ ザ ール か ら安価 な製 品 を入 手 で き るか らで もあ る。 そ の た め これ

らの 家 内 工業 は片 手 間 に行 わ れ て お り,市 場 向 けで はな く,自 家 消 費 用 で あ る。 た だ

これ らの 中 で最 も重 要 な の は 織 物 で あ る。 彼 らは綿 の ほか に ヒマ(castor-oil)の 樹 を

育 て て エ リ(eri)繭 を 飼 って お り,こ れ か ら,毛 布 を織 る。 繊 維 は藍 で 染 め る。 織 る

作 業 は女 の仕 事 で あ る。 タ ケを 材 料 と した道 具 に は,水 汲 み 用 の竹 筒,荷 物 を背 負 う

と きに額 に か け る シナ ム(sinam)と 呼 ば れ る トウの帯,各 種の 容 器 に用 い るカ ゴ な ど

が あ る。

 村 の 周 囲 に は森 林 資 源 は豊 富 で あ り,燃 料 や 建 築材 料 に は事 欠 か な い。〈471 資 本

の 所 有 と管 理 〉〈42財 産 〉森 林 は コ ミュニ テ ィ0の 所 有 物で あ り,誰 で も無 料 で木

を 採 って もよ い 。しか し焼 畑 の た めの 伐 開 に は村 落 会議 メ ィ(mei)の 許 可 を必 要 とす

る。

 〈262食 事 〉 ミキ ール 族 の 主食 は コメで あ る。 籾 摺 りには 木 で で きた 長 い杵 と臼

を 使 う。 どん な 種類 の 肉 も食 べ るが ウ シの 肉 は食 べ ず,乳 も飲 ま な い。 荷 役 用 で さえ

ウ シを 飼 う もの は あ ま りい な い。 これ は トラな どに殺 され て しま うか らで あ る。 小屋

で 飼 え るニ ワ ト リ,ヤ ギ,ブ タは,食 用,儀 礼 用 と して 重 要 で あ る。 肉 は千 し肉 に も

さ れ る。 火 床 の近 くで 乾 か した干 し魚 も好 ま れ る。 野 生 植 物 の根 な ど も食 され て い る。
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〈27飲 物,薬 物,嗜 好 品 〉 どの 家 で もホル(hor)と 呼 ば れ る ライ ス ・ビ ール を つ く

って い る。 女,子 供 は さ ほ ど飲 ま な い。 ホル か ら作 る酒 にア ラ ッ ク(arak),タ ップ

(thap)な ど もあ る。貯 蔵,携 帯 に は ヒ ョウタ ンが使 われ る。 ホル は儀 式 や祭 りに欠 か

せ な い。 タバ コ,阿 片 も少 し栽 培 さ れて お り,男 た ちが 吸 って い る。 ベ テ ル ・ナ ッ ト,

パ ー ンの葉 は ア ッサ ムー 般 と同様 好 まれ て い る。 旅 の時 間 や 距 離 は,噛 む ベ テル の数

で 計 られ た りす る。

 〈36集 落 〉村 落 は耕 地 の 移動 に よ って移 動 す る。 ふ つ う村 落 は50か ら60の 家 族 か

らな る。 個 々 の家 屋 に は 家族 全 員 が住 ん で い て,大 家 族 制 で あ る。 ダ ル トンは,と き

には30も の 夫 婦 を 含 む 家族 が 一 つ の家 屋 に生 活 して い る例 を あ げ て い るが,ス タ ック

に よれ ば この よ うな 例 は す で に な くな り,一 つ の家 屋 に0つ の 家 族 が 生 活 し,息 子 夫

婦 が とど ま る場 合 もあ る程 度 だ と して い る[DALToN l872:54;STAcK 1908:7]。

〈34建 造 物 〉家 屋 は タ ケ を材 料 に した杭 上 家屋 で,床 は地 上1。2メ ー トル程 で あ る。

壁 や床 は割 りタ ケ を堅 く編 ん だ も ので あ る。 屋 根 は4年 か ら5年 乾 か した草 で 葺 か れ

る。 窓,煙 突 はな い 。一 般 に 家屋 は二 つ か三 つ の 部 屋 に分 か れ て お り,一 端 は ベ ラ ン

ダ に な って い る。 ベ ラ ンダ の 側 に は入 口は な く,側 面 の 入 口が あ る一 室 が客 室 に充 て

られて い る。 そ の 奥 が 家族 の居 間 や寝 室 に な って お り,外 側 に はニ ワ ト リ,ヤ ギ を飼

う小 屋 が続 いて い る。 か つ て は 村 内 に マ ロ(maro)あ る い は テ ラ ング(terang)と 呼

ば れ る若 者 宿 が あ った が,も は や それ は な く,若 者 は村 長(gaonbura)の 家 な ど に起

居 して い る。

 〈621 コ ミュ ニ テ ィ ーの 構 造 〉若 者 組 は村 長 に 統 率 され る。 各 戸 は 自 らに割 り当

て られ た耕 地 の み を耕 す が,若 者 組 は彼 らに割 り当て られ た 耕 地 を 共 同で 耕 す ほ か,

村 内の 全 耕 地 の世 話 に 当 た る。 この ほか,葬 式,歌 と踊 りな どの公 共 事 に おい て 若 者

の果 た す べ き役 割 は大 き く,彼 らは村 の結 束 と伝 統 文 化 を 守 る主体 とな って い る。

 〈58 婚 姻 〉 ミキー ル族 は ふ つ う単 婚 で あ るが 一 夫 多 妻 が な い わ け で は な い。 同一

ク ラ ン(ク ル)内 で は通 婚 で きな いが,ミ キ ール 族 に ク ラ ンの 数 が 多 い こ と は,そ の

タ ブ ーを 避 け るた め に そ うな った と も考 え られ る。 交 叉 イ トコ婚 は好 ま れ て い る。 し

か し,父 親 の 姉 妹 の娘 、母 親 の兄 弟 の娘 と結 婚 して も よい の に 対 して,異 な る ク ラ ン

に属 す る母 親 の姉 妹 の娘 、父 親 の 娘,父 親 ・母 親 の 姉 妹 と結 婚 す る こ とは タ ブ ーで あ

る。 〈584婚 姻 成 立 まで の 諸 習慣 〉ス イ ンケ バ(Suinkeba)と 呼 ば れ る正 式 な結 婚 の

手 続 きは 以 下 の様 に な さ れ る。 若 者 に好 きな 娘 が で き る と,若 者 は その 意 志 を 両 親 に

伝 え る。 両 親 が娘 の家 を訪 れ,結 婚 の 申 し出を す る。 娘 の 両 親 の 合 意 が得 られ れ ば,

若 者 の 両 親 は 娘 に婚 約 の 指 輪 か腕 輪 を渡 すの で あ る。
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 〈764葬 式〉ミキール族はふつう死者 は火葬に して,そ の場合,儀 式 も行われる。

土葬にすることはほとんどない。土葬になるのは死産の子,生 後すぐに死んだ子,出

産時に死んだ母親の場合である。これらの場合,儀 式はない。天然痘,コ レラのため

に死んだ者の場合もすぐに土葬にされるが後に儀式は行われる。死体あるいは骨が掘

り出されて火葬されるのである。 トラに殺された者の場合,村 から少 し離れたところ

に土葬される。

                               (月原敏博)
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タ イ(Thai)系 諸 族概説

  〈13地 理 〉タ イ系 諸族 は・ 現 在 東 南 ア ジァ の大 陸 部 に お いて,も っ と も大 き な勢

力 を な して い る民 族 で あ り,西 はア ッサ ム,北 は雲 南,南 はチ ャオ プ ラヤ ー ・デ ル タ

(Chao Phraya Delta)に まで ひ ろが って い る。 一般 に タ イ と 自称 し,タ イ族 と呼 ば

れ て い る人 々で あ る。 かつ て,南 詔,大 理 とい った 国 の 主要 住 民 の ひ とつ で あ ったが,

谷 合 いの 低 地 で 水 稲 を作 る とい う生 業 を 持 って,イ ン ドシナ半 島 を 徐 々に 下 って きた

こ とで も知 られ て い る。 と くに,ア ッサ ムに アホ ム族 が 侵 入 した13世 紀 は
,各 地 で

 「タ イ族 の 沸 騰 」 が起 こ った 時 代 と して東 南 ア ジア 史 で は 重要 な意 味 を持 って い る。

〈105文 化 の概 要 〉タ イ族 は,そ の 分 布範 囲 が広 い わ りに は言 語 的 ,文 化 的 に等 質

的で あ る反 面,形 質 的 には 地 方 的差 異 が あ る と言 わ れ て い る。

 〈144 人 種 的類 縁 性 〉 タ イ族 の 中 に,シ ャ ン(Shan)族 と呼 ば れ る人 び とがあ る。

シャ ン とは,ビ ル マ人 が,北 ビル マ に 住 む タ イ族 に対 して 用 い る呼称 で あ る
。 この 人

人 は,現 在 の タ イ・ ラオ ス な ど に住 む タ イ族 の こと を,タ イ ・ノイ(Tai-noiリ トル ・

タ イ)と 呼 ん で,自 らは タ イ ・ヤ イあ る い は タ イ ・ロ ン(Tai-yai, Tai-longグ レー

ト ・タ イ)と 称 して お り,比 較 的色 が 白 く,タ イ族 の 中 で は,よ り古 い人 々 とされ て

い る。

 〈167移 入 と移 出 〉 イ ン ド北 東 部 に い るタ イ系 諸 族 は,す べ て ビル マ との 境 を な

す 山脈 を越 え て 移 住 して きた もの で あ り,シ ャ ン族 で あ る。 その 主 た る移 入 の ル ー ト

は,イ ラ ワ ジ川 上 流部 の カム テ ィ・ロ ン(Khamti・long>や フ コ ン(Hukawng)谷 か ら

バ トカ イ(Patkai)山 脈 を越 え
,テ ィラ ップ(Tirap)な らびに ロ ヒ ッ ト ・デ ィス ト リ

ク ト(Lohit District)付 近 か らア ッサ ム平原 上 部へ とい た る もの で あ る。 そ して,そ

の移 動 の背 景 に は,つ ね に,上 ビル マ に お け る シャ ン族 の 政 治,社 会 的条 件 が 関 係 し

て い た よ うで あ る。

 〈173 口碑 ・伝 説 に よ る歴 史 〉 しか し,シ ャ ン族 の 古 い歴 史 につ いて は不 明 な こ

と が多 く,研 究 者 の 間 で様 々な 推測 もな され て い る[ゲ イ ト 1944:88-97;コ ク レ

ン  ...:31-..;GRIERSON l927:43-II;LEBAR et al. 1964:193;LEAcH

1954;ハ ー ヴ ィ 1943]。 シ ャ ン族 が 雲 南 の南 部 か ら北 ビルマ に勢 力 を伸 ば して きた

時 期 は ・紀 元 前 に遡 る との説 もあ るが,詳 しい こと はわ か って い な い。 しか し,6,

7世 紀 頃 か ら は,マ オ川(Nam Mao, Shweli川)流 域 に シャ ン族 が侵 入 し始 め
,メ

ン ・マ オ(M6ng Mao , M舅g Mao, Mung Mao)を 中 心 とす る地 域 に 国家(Mao

Lung・M6ng Mao, Mang Mao)を 作 った と い わ れ る
。 彼 ら はマ オ(Mao, Mau)・

シ ャ ンと よば れ る。 ま た,マ ォ ・シ ャ ン族 は この 後 しだ い に西 方 や 北 方 に も進 み
,同
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じマ オ ・シャ ン族 の血 を 引 き継 ぐ諸 王 が 上 ビル マ の 河 谷 に徐 々 に広 が った と されて い

る。 この 過 程 は,ア ホ ム族 な どの シャ ン(タ イ系)諸 族 が伝 え て い る王 統 の神 話 時 代

に対 応 す る もの と言 え る。 この王 国 は,ペ ンバ ー トン(Pemberton)の 発 見 した マ ニ

プ ール の 文 書 の 中 で ポ ン(Pong)王 国 と され て い る もの に あ た り,ま た,シ ャ ン族 自

身 は この 国 を セ ン ・セ(且sen-hse)と 称 して い た とい わ れ る。 た だ し,こ れ らの 言葉

は,必 ず しも0つ の 王権 の も とに あ った マ オ ・シ ャ ン帝 国 を 表 わす ので は な く,同 系

の 独 立 した 諸 国 を 包 括 的 に 意 味 した場 合 もあ った と理 解 す る方 が適 切 な よ うで あ る。

た とえ ば フ コ ン谷 の シ ャ ン族 な ど は 早 くか ら独 立 性 の強 い 国 家 を形 成 して い た と言 わ

れ お り,ま た,ア ホ ム族 もマ オ ・シ ャ ン族 の 一 部族 で あ るが,ア ッサ ム に 入 って か ら

は北 ビル マの シ ャ ン族 国 家 との 従 属 関係 は持 つて い な い。 しか し,い ず れ にせ よ,6,

7世 紀 か ら13世 紀 に いた る時 代 に,南 詔,大 理 な どに見 られ る よ うな タ イ族 をふ くむ

雲 南 の勢 力 と,ビ ュ ー族 や ビル マ 族 とい っ た ビル マ側 の勢 力 との 間 に 存 在 した の が マ

ォ ・シ ャ ン族 の グル ー プで あ った と言 う こと がで き る。

 <175記 録 され た 歴 史>13世 紀 初 頭 に は,依 然 と して 上 ビル マの メ ン・マ オ(M舅g

Mao, Mung Mau)が 都 で あ った。 こ の13世 紀 は,雲 南,ビ ル マ に元 冠 が およ ぶ こ

と にな るが,そ れ に さ きが け,マ オ ・シャ ン族 の0部 族 で あ るア ホ ム族 は,ア ッサ ム

に入 って,タ イ系諸 族 の最 西端 を延 ば し,同 時 に,こ の 地域 の 名称 で あ る ア ッサ ムな

る言 葉 の 由来 を もた らす こ とに な った 。 ア ホ ム族 は,ア ッサ ム に お い て ア ホ ム王 国 を

建 てて,ブ ラマ プ トラ平 原 上 部 を 中心 と した が,16世 紀 に デ ィマ プ ール(Dimapur)

を 陥 して カ チ ャ リ(Kachari)族 に 勝 利 し,実 質 的 に ア ッサ ム全 域 の 覇者 とな った。

一 方
,マ オ ・シャ ン族 の 本 拠 で あ った 地 方 で は,13世 紀 初 頭 の ころ 偉 大 な 王で あ っ た

ス カ ンパ(Sukempa)の 死 後,中 国 か らの影 響 を 強 く受 け,元 王 朝 を 助 けて ビル マ を

攻 め て い る。 ま た,14,15世 紀 に は中 国軍(明)と 数 度 に わ た って 戦 い,大 きな損 害

を被 り,16世 紀 に は ビルマ 軍 の 攻 撃 に屈 して 国 土 を 占領 さ れて い る。 この よ うな経 過

を へて,マ オ ・シ ャ ン族 の 帝 国の 力 は衰 え,地 方 ご とに半 独 立 の 諸 州 が 生 まれ て い っ

た とい う。 こ れ以 降,メ ン ・マ オ地 方 は ビル マの 支 配 と中 国 か らの 侵 攻 に さ ら され る

こ とに な った。

 これ らの経 過 に よ っ て マ オ ・シャ ン族 勢 力 の0つ の 中 心 は北 ビル マ に移 り,18世 紀

中葉 に は,上 ビル マ に お い て独 立 を保 つて い た最 後 の マ オ ・シ ャ ン王 国 は,モ ガ ウ ン

(Mogaung)を 中 心 と して い た。 この 地 方 は,ム ン コン(Mong Kawng, Moong-

khong, Moon Maorong)と も 呼 ば れ る。 しか し,こ れ も ビル マ 王 ア ラ ウ ンパ ヤ

(AlaungPaya, Alomphra)に よ って征 服 さ れ,こ れ に よ って,い くつ か の シ ャ ン族
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の ア ッサ ムへ の 流 入 が促 され る こ とに な る。 北 に 移 住 した シ ャ ン族 た ち は,チ ン ドウ

ィ ン川 や イ ラ ワ ジ川 の 源 流 部 に 住 み つ き,カ ム テ ィ ・ロ ン はそ の一 つの 中心 とな った。

カ ム テ ィ ・ロ ンと は,「 偉 大 な るカ ム テ ィの 土 地」 を 意 味 す る シ ャ ン語 で あ る。 後 に,

この地 方 に 住 んで い た住 民 の な か の0部 が ア ッサ ム に移 住 して,カ ム テ ィ族 と して知

られ る こ とに な る。

 ダ ル トン(Dalton)は,モ ガ ウ ンを 中心 と した マ オ ・シ ャ ン族 の 国 の支 配 領 域 の 大

きさに 関 して,テ ィ ッペ ラ,雲 南,シ ャム まで ひ ろ が る もの だ った と し,ま た この 王 国

の 都 は,ビ ル マ人 に よ ってMogong,シ ヤ ン族 に よ ってMongmarongと 呼 ばれ た と

記 して い る[DALTON 1872:5]。 ま た アホ ム族 の ア ッサ ム侵 入 に つ い ての ボ ン王 国

内で の記 録 に関 して は,ボ ン王 朝 第13代 目の 王 ス カ ンパ の弟 サ ム ロ ンパ(Samlonpha)

は,カ チ ャール,テ ィ ッペ ラ,マ ニ プ ール を服 属 させ て ブ ラマ プ トラ河 谷 平 原 へ と侵

入 し,サ デ ィヤか らカ ムル ップ まで を支 配 した とい う記 録 が あ ると い う。

 ア ッサ ム に おけ る タ イ系 諸 族 に 属 す る部 族 は以 下 の 通 りで あ る。1.ア ホ ム(Ahom)

族2.カ ムテ ィ(Khamti)族3.フ ァキ ャール(Phakiyal)族 あ る い は タ イ ・フ ェイ

ク(Tai-phake)族 4.ナ ラ(Nara, Nora)族 あ るい はパ ニ ナ ラ(Pani-na,ra)族,カ

ー ム ジ ャー ン(Khan≧j ang)族 5 .ト ゥル ン(Turung)族 6.ア イ タ ン(Aitan)族 あ

るい は ア イ タニ ヤ(Aitaniya)族7.マ ン(Man)族 この うち,ア ホ ム族 とカ ム テ ィ

族 を 除 けば,人 口数 百 以 下 の少 数 グ ル ー プの み で あ る。 ま た,ア ホ ム族 を 除 いて,す

べ て ビル マ仏 教 の影 響 を 受 けて い る。

 以 下,順 に各 部 族 を概 説 す る。

1. ア ホム族 別項参 照 。

2. カ ムテ ィ族 別項 参照 。

3. フ ァキ ャール族 あ るい はタイ ・フ ェイ ク族 別項 参照 。

 以 下 の 記 述 に お い て は,ゲ イ トな らび に ネ オ グ に よ って い る[ゲ イ ト 1944:96-

110;NEoG 1984:85-87]。 な お ム ン コ ン地 方 は,モ ガ ウ ンや フ コ ン谷 付 近 を さす

と思 わ れ る。

4. ナ ラ族 あ る い は パ ニ ・ナ ラ 族,カ ー ム ジ ャ ー ン族

〈101ア イ デ ンテ ィ フ ィケ ー シ ョ ン〉「ナ ラ族 と い うの は,1891年 セ ンサ ス レポ ー
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トに あ る よ う に,『 ア ホ ム族 に よ る ム ン コ ンの シ ャ ン族(Mungkong Shans)の 呼称 』

で あ り,そ れ は,ア ホ ム年 代 記 の な か で しば しば 登 場 す る。 カ ー ム ジ ャー ン(Kham-

jang),あ る い は カ ーム ヤ ー ン(Khamyang)と して 知 られ る人 々 は,ナ ラ族 の 一 部 族

で あ り,以 前 はバ トカ イ(Patkai)山 脈 に住 ん で いた 。 しか し,シ ンポ ー(Shinghpho)

族 の 圧 力 に よ って,今 世 紀(19世 紀)初 頭 に ア ッサ ムに 逃 れ て きたの で あ る。1891年

ゼ ンサ スで は,カ ーム ジ ャー ン族 と して,35人 の み が記 録 され て い る。 しか し,彼 ら

は,一 般 に は ナ ラ あ るい は パ ニ ・ナ ラ とい う名称 で知 られ て い るた め,ナ ラ族 の 項 目

に含 まれ て い る者 の 中 に は,い くらか の カ ー ム ジ ャ ー ン族 も混 じって い るで あ ろ う。

また,彼 らの多 くは既 に部 族 と して の ア イ デ ンテ ィテ ィ ーを失 って い る。1848年 に お

いて さえ,当 時 は まだ 自 らの 言語,宗 教(仏 教),生 活 習慣 を保 持 して い た に もか か

わ らず,ア ッサ ム人 との混 血 が 大 変 進 ん で お り,言 語 も そ うで あ る と報 告 され て い る。

ア ホ ム王 国 年 代 記 で あ るブ ラ ン ジ(buranji)の な か に は,ナ ラ族 に よ る ア ホム へ の 敵

対,ア ホ ム王 と ナ ラ族 の 王女 の婚 姻 な どが記 録 され て い る。 これ らの指 す 時 代 ご と に,

多 数 の ナ ラ族 が ア ッサ ムへ 入 った可 能 性 はあ る。1911年 セ ンサ ス で は,あ る小 さ な ナ

ラ族 村 落 の人 口 と して348人 が記 録 され て い る。」[NEoG 1984:86]

  「長 ら く自 らを ア ホ ム族 と認 め て きた 人 々の な か に は,シ ブ サガ ル ・サ ブ ・デ ィ

ビジ ョン(Sibsagar sub-division)の デ ィサ ンパ ニ(Disangpani)・ チ ャ ラパ タ ール

(Chalapathar)と い った村 の ナ ラ族 も含 ま れ て い る。 彼 ら は仏 教 徒 で あ り・村 落 に は

寺 院(vihara)が あ る。 ま た タ イ語 を話 す こ とが で き,タ イ語 ・ パ ー リ(Pali)語 の 読

み書 きを 習 って い る。」[NEOG l984:86]
                   9

 ま たゲ イ トは次 の よ うに記 述 して い る。「ナ ラ族 は,ア ホ ム族 に よ って彼 等 の 近 い親

族 だ と考 え られ て い るが,ネ イ ・エ リア ス(Ney Elias)は,や や 異 な った見 解 を も っ

て い る よ うで あ る。 ク ー ンル ンと クー ン ライ との 伝 説 的 も し くは半 伝 説 的 な話 で は,

前者 が その 国の 西 部,幽す な わ ち フ コ ン河 谷 の ム ンカ ン付 近 に 占拠 して いた と信 じられ

て い る。 この 時代 よ り,1215年 頃 サ ム ロ ンパ に よ って征 服 され るまで ・ シャ ン族 の 記

録 に は,ナ ラ族 あ 国 と して この地 方 に 関 して は 僅 か の曖 昧 な記 述 が あ るに す ぎな い が,

その 地 方 は全 く独 立 した 国 を成 して い た よ うで あ る。現 地 の 資 料 か ら・ ナ ラ族 に関 し

拾遺 し得 る わず か の事 実 か らす れ ば,彼 等 は いま 問 題 と して い る地方 の原 住 民 と して

存在 した が,後 に マ ウ(Mau)族 や カム テ ィ族,シ ャ ン族 と混 血 す るに至 った と ネ ィ'

エ リア ス は記 述 して い る。 な お彼等 の原 住 地 は カ ム テ ィに あ った ら しい とい う。 い ず

れ に せ よ,ナ ラ族 は比 較 的教 養 あ る民 族 で,カ ムテ ィ,モ ガ ウ ンおよ び上 部 ア ッサ ム

に 今 な お残 存 して い る少 数 の もの は,一 種 の 知 識 階 級 と見 られ て い る。彼 等 は 仏 教 徒
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で あ り,か つ}般 に 天 体 観 測 や 書 記 の 仕事 に 雇 わ れ て い る。」[ゲ イ ト 1944:100]

(現 代 か な使 い に訂 正)

 な お・ グ リア0ソ ン(Grierson)に よれ ば,ナ ラ族 の 言葉 は カ ム テ ィ族 の そ れ と ほ

とん ど違 い が な い と い う[GRIERsoN l927:52]。

5・ ト ゥ ル ン (タ イ ・ ロ ン)族(Turung, Tai-rong)

  「ジ ョル ハ ッ ト・サ ブ ・デ ィ ビ ジ ョ ン(Jorhat sub-division)の テ ィタバ ール(Tita-

bar)地 方 と ゴ ラガ ー ト・サ ブ ・デ ィ ビ ジ ョ ン(Golaghat sub-division)の バ ル パ タ ール

(Barpathar)地 方 に は,ト ゥル ン族 の村 落 が い くつ か あ る。1881年 セ ンサ ス で は,独

立 した項 目 に は入 れ られ て は お らず,1891年 セ ンサ スで は,301人,1911年 セ ンサ ス で

は,541人 が 記録 され て い る。 トゥル ン族 は,1820年 頃 にア ッサ ム に入 った
。 トゥル

ン族 自身 の 伝 承 に よれ ば,彼 らは も と も と上 ビル マ北 東 部 に あ る ム ンマ ン ・カ オ サ ン

(Mungmang Khaosang)に 住 ん で い た 。そ の 後,ト ゥル ンパ ニ(TurungPani)lliに 移

って か ら,ト ゥル ンと い う名 で 呼 ば れ る よ うに な った 。彼 らは,す で に ジ ョルハ ッ ト

付 近 に住 み着 い て いた ナ ラ族 に導 か れて バ トカ イ山 脈 を越 え たが,シ ン ポー族 に よ っ

て奴 隷 と して5年 間隷 属 させ られ た。 ヌ ー フ ヴ ィル(Neufville)大 尉 が ア ッサ ム人 奴

隷 を解 放 した際 に ・彼 ら も解放 されて,そ の 後 シブ サガ ル ・デ ィス ト リク ト(Sibsagar

District)に 住 み 着 い た。 トゥル ン族 は仏 教徒 で あ り
,僧 に は,チ ャ ンマ ン(chanman)

とガ オサ ン(gaosang)が あ り,共 に独 身で あ る。 トゥル ン族 の 間で は,0夫 多 妻 婚

は認 め られ て い る。 ゲ イ トに よれ ば,婚 資 は40ル ピーか ら80ル ピーで あ る。 結 婚 の儀

式 は,ア ホ ム族 の あ い だで 行 わ れ る もの と よ く似 て お り,新 郎,新 婦 に 一枚 の布 を か

け るの が特 微 で あ る。 トゥル ン族 は,ナ ラ族,シ ンポ ー族,カ ム テ ィ族 と通 婚 す る。

離婚 者 も再 婚 を 許 され る。 通 常,死 者 は 火葬 にす る」[NEoG l984:86-87] 。

 「トゥル ン族 は,カ チ ン(シ ン ポ ー)族 に よ って 奴 隷 と され て い たの で,多 くは そ

の支 配 者 の 言語 で あ る シ ンポ ー語 を話 して い る
。 また,彼 ら 自身 の 言 葉 は カ ムテ ィ語

に近 い」[GRIERsoN l927:52]。

6・ ア イ タ ン(ア イ ト ン)族 あ る い は ア イ タ ニ ヤ(ア イ トニ ア)族(Aitan
,

  Aitaniya, Aiton, Aitonia)

 「ア イタ ンあ るい は ア イ タ ニヤ 族 は,ム ン コ ン(Mungkong)の シ ャ ン族 の 一 部 族

で あ り,そ の 後 宮の 妻 妾 た ちの た め の宙 官 を だ して い た部 族 とい わ れ て い る
。1911年

の セ ンサ ス レポ ー トに よれ ば,ア イ タ ニ ヤ族 の 血 統 は 混 じ りあ った もの で あ り
,カ ム

167



国立民族学博物館研究報告別冊  9号

テ ィ語 とア ッサ ム語 の 混 成 語 を 話 す とされ て い る。彼 らは13世 紀 に ア ッサ ム に侵 入 し,

ブ ラマ プ トラ河 谷 の 支 配 者 とな った と い う説 もあ る が,お そ ら くは,チ ン ドウ ィ ン

(Chindwin)川 上 部 か ら,カ ム テ ィ(Khamti)族 の あ とを 追 つて,ア ッサ ムに入 った

ので あ る。1891年 に は,こ の部 族 の 村 は二 つ記 録 され て お り,一 つ は ナガ 山地(Naga

Hills),も う一 つ は シブ サ ガル ・デ ィス ト リク ト(Sibsagar district)に あ った 。1911

年 セ ンサ スで は,人 口414人 が記 録 され て い る。 現 在 は,ゴ ラガ ー ト ・サ ブ ・デ ィ ビ

ジ ョン(Golaghat sub-division)の バ ルパ タ ール(Barpathar)地 方,サ ルパ タ ール

(Sarupathar)地 方 な どに 住 んで い る。 ア イ タ ニ ヤ族 は仏 教 徒 で あ り,僧 は,ラ キ ン

プ ール(Lakhimpur)に あ るカ ム タ イ族 の 村 か らや って きて い る」[NEoG 1984:

87]。

 「ア イ タ ン族 は ビル マ の シ ャ ン語 を話 し,文 字 も そ れ を 使 って い る」[GRIERSON

l927:52]。

7. マ ン(Man)族 とその他 の シ ャ ン族

Sen, D, K.1971"Annexurc to the Tribal Map of lndia,'Anthropological Survey of lndia,

Gulcutta.よ り作 図 。 行 政 区 分 は1961年 当 時 の も の に よ る 。

「1816年 か ら1825年 に か け て の ビル マ軍 の ア ッサ ム侵 入 と支 配 の結 果,ム ンコ ンの
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シャ ン族(Mungkong Shans)の 外 人 部隊,300人 か ら400入 が ア ッサ ムにi残った。 カ

ムル ップ(Kamrup),ゴ アル パ ラ(Goalpara),ガ ロ山地(Garo Hills)の シャ ン族 や

マ ン族 は,そ れ らの人 々で あ る。 この 人 々は も と仏 教徒 で あ った が,も は や信 仰 は失

われ て い る。1921年 セ ンサ スで は,ル シ ャイ 山地(Lushai Hills)と マ ニプ ール の仏 教

徒 は,最 近 に な っ て か ら ビルマ よ り移 住 して きた者 で あ る こ とが 指 摘 され て い る。 現

在 で も,ガ ロ山地 の プル バ ー リ(Phulbari)に は,マ ン族 の 村 が あ る」[NEoG l984:

87]。

 「ア ッサ ムに 兵 士 と して流 入 した マ ン族 は,男 性 の み で あ ったが,ア ッサ ムに とど

ま る こと に よ って,ガ ロ,ラ ブハ,ク ー チ,ハ ジ ョン(Hajong)な どの 諸 部 族 の女 性

と通 婚 した。 現 在 は,内 婚 集 団 を な す集 団を 形 成 して い るが,内 婚 制 は厳 密 に 実行 さ

れ て い る訳 で はな い 。形 質 的 に は,も との シャ ン族 に 似 る と言 うよ り も,ポ ロ ・カ チ

ャ リ族 な ど に よ く似 て い る」[DAs 1987;71-72]。

                                (月原 敏 博)
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アホム(Ahom)

 上 ビル マ を 中 心 と して広 が る タ イ系 民族 で あ る シャ ン(Shan)族 勢力 は,ビ ルマ の

上 座 部 仏 教 の 影 響 を 受 け て仏 教 化 して い った とい う歴 史 を も って い るが,ア ホ ム族 は,

シ ャ ン族 が 仏 教 化 す る以 前 に ア ッサ ムに侵 入 した シャ ン族 の一 部 族 で あ る と一 般 に 言

われ て い る。た だ し,こ れ につ い て綾 部 は,「 もと も と仏 教 徒 で あ った」 と述 べ て い る

[綾部 1971:25]。 ま た コ ク レ ンや ハ ーヴ ィ も10世 紀 頃 ま で に雲 南 の シ ャ ン族 は チ ベ

ッ トや 中国 の 影 響 に よ り,仏 教 化 して いた 可 能 性 を 指摘 して い る[コ ク レン 1944:

45-46;ハ0ヴ ィ 1943:17ユ 。 しか しいず れ にせ よ,ア ッサ ム に お け る ア ホ ム王 国 成

立期 に お いて ア ホ ム族 の 基幹 宗教 と な って い た もの は仏 教 で は な く,固 有 の 民族 信 仰

で あ った と考 え られ て い る。 彼 らは その 頃 か ら文 字 を持 ち,ブ ラ ン ジ(buranji)と 呼

ば れ る歴 史 記 録 を残 して い るが,そ れ が ア ッサ ム史 解 読 の た め の 重要 史 料 と な って い

る。 ブ ラ ン ジに は,彼 らの も って い た王 統 降 臨神 話 か ら,各 時 代 の外 交,戦 役,儀 式

の記 録 まで が,か な り克 明 に 記録 され て い る。神 話 や儀 式 か らは,彼 らの民 族 信 仰 を

探 る こ と もで きる。

 しか し,ア ホ ム族 は,17世 紀 頃 まで に は ヒ ン ドゥー化 し,言 葉 に お い て も地 元 の ア

ッサ ム語 を使 うよ うに な った とい う。 つ ま り,ヒ ン ドゥー化 して,ヒ ン ドゥー社 会 の

一 階層 と して位 置づ け られ る よ うに な った の で あ る。 しか し,そ れ と同 時 に,宮 廷 に

はア ホ ム語 は残 り,ブ ラ ンジは ア ホ ム語 で 書 き続 け られ,ま た,非 ヒン ドゥー 的 な儀

礼,慣 習,つ ま り,民 族 固 有 の もの も維 持 し続 けて い るの で あ る。 ア ホ ム語 は 日常 語

と して は廃 れ た が,祭 司階 級 の も とに は 受 け継 が れ,伝 統 的儀 式,宗 教 的儀 式,占 い

な どで は いま だ に重 要 な役 割 を 担 って い るよ うで あ る。 この こと にみ られ るよ うに,

ア ホ ム族 は ア ッサ ム に侵 入 して 以来,時 代 と共 に新 たな文 化 を受 け入 れ つ づ け,自 ら

を 変 容 させ て きて は い るが,同 時 に 古 くか らの 文 化 も新 た な形 で 維 持 し続 け て い るの

で あ る。 以 下 の 記 述 は,主 と して バ ル ア(Barua)に よ りつ つ,バ ス(Basu),ル バ ー

(LeBar),ゲ イ トな どの 著書 も参 考 に して い る[BARuA l978;BAsu 1970;LEBAR

et al.1964:187-97;ゲ イ ト 1944ユ 。

 〈10 オ リエ ンテ ー シ ョン 〉現 在,ア ホム族 が住 ん で い る地域 は,主 と して 上 ア ッ

サ ム,す な わ ち ア ッサ ム平 原 の 上部 で あ り,デ ィブ ル ガ ル(Dibrugarh),ラ キ ンプ ー

ル(Lﾘhimpur),シ ブ サ ガル(Sibsagar)の 各 デ ィス トリク トで あ る。 〈161人 口 〉

バ ル ア に よ れ ば,1881,1891年 の セ ンサ スで は,ア ホ ム に あた る人 々の人 口 が それ ぞ

れ,179,000人,154,000人 と記録 され て い た。 しか し,1901年 セ ンサ ス か らは項 目が

な くな って い る[BARUA l978:12]。
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 〈197言 語 の 同定 〉 グ リア ー ソ ン(Grierson)は,ア ホ ム語 と カム テ ィ(Kharnti)

語 の 関 連 性 を指 摘 して お り,シ ャ ン語,カ ム テ ィ語 とは密 接 な 関係 を もつ と いえ る と

い う[CiRIERSON 1927:51-52]。 〈177文 化 変 容 と文 化 接触 〉ア ホ ム族 は,ア ッサ

ムの支 配 を 確立 し,臣 下 と ま じわ り,他 部 族 と通 婚 した結 果,自 らの言 語 を捨 て,そ

の 位 置 を ア ッサ ム語 に譲 った。 初 期 に侵 入 した ア ホ ム族 は,軍 事 遠 征 部 隊 と して や っ

て きて お り,連 れて き た女 は 少 な く,ま た,通 婚 に 関 す る集 団 的 な,あ るい は カ ー ス

ト的 な 偏 見 は無 か った と言 わ れ て い る。 初 代 の王 ス カ ーパ ー(Sukapha)は,自 らボ

ラー ヒ(Borahi)王 の 娘 を 妻 に 迎 え,上 ア ッサ ムの 当 時 の有 力 な支 配 部 族 で あ った モ

ラー ン(Moran, Maran)や ボ ラー ヒとア ホ ム族 の通 婚 を奨 励 して い る。

 〈177 文 化変 容 と文 化 接 触 〉 〈77 宗教 的信 仰 〉 伝統 的宗 教 を保 持 して い た ア ホ

ム族 の生 活 様 式 が ヒ ン ドゥー化 しは じめ るの は,幼 少 時 に ブ ラー ミ ンに 育 て られ た ス

ダ ー ンパ ハ ー(Sudangpha)王(在 位1397-1407)の 頃か らで あ る。 これ か ら後,ア

ホ ム族 の宗 教 は,そ の 時 その 時 の 王 権 の 採 用 す る宗 教 に影 響 され て い くこ とに な る。

臣 下 は 王 に倣 って 改 宗 して い った か らで あ る。 ス フ ンム ン(Suhungmung)王(在 位

1497-1539)の 頃 か らは,ブ ラ ー ミンで は な く,シ ャ ン カル デ ブ らの 広 め た ヴ ァイ シ

ュナ ヴ ァ(Vaishnava)派 へ と改宗 した。 ガ ダ ー ダ ハ ル ・シ ン(Gadadhar Singh)王

(在位1681-1696)や ル ドラ ・シ ン(Rudra Singh)王(在 位1696-1714)は,サ ク

タ 派(Sakta Hindhuism)を 信 仰 した[BARuA l978:15-17]。

 <793 祭 司職>0方,伝 統 的 宗 教 は,…祭 司階 級 で あ る デ オダ ハ ー イ(Deodhai)や

モハ ー ン(Mohan)に よ って 受 け継 が れ て きた。 この た め,現 在 の ア ホ ムは,宗 教 的

に は3つ の流 れ を 引 いて きて い る。 す な わ ち,伝 統 的 宗 教,ヴ ァイ シュ ナヴ ァ派,サ

クタ 派 で あ る。                         、

 〈621 コ ミュニ テ ィー の構 造 〉 ア ホ ム族 の社 会階 層 に は,大 き く分 けて3つ の階 層

が あ る。 第1は 首 長 ・貴 族 階級(Chamua)で あ り,第2は 大 多数 の平 民 階級(Kelua),

第3は 下 人 階 級(Melua, Meldagiya)で あ る。 〈618ク ラ ン 〉ま た,も と も とア ホ

ム族 に は7つ の ク ラ ン(phaid)が あ った。 第1は い くつ か の ロ イヤ ル ・リネー ジか ら

な る ラ ジ ャ(Raja)で あ り,第2,第3は そ れ ぞ れBuragohain(大 大 臣 8家),

Borgohain(小 大 臣 16家)の リネ ー ジで あ る。 以 下 の4つ に関 して は, Duwara,

Dihingiya, Lahon, Sandikaiと す る意見 と, Deodhai(12家), Mohan(7家),

Ba.ilung(8家), Chiringと す る意 見 とが あ る[BARUA l978:17-19]。

 ま た,ワ デル(Waddell)は,3階 級 を そ れ ぞれ サ ブ ・ トラ イブ と して,そ れ ぞ れ
                 0

に 属 す る ク ラ ンを以 下 の よ うに あ げ て い る[WADD肌L I901:17-19]。
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サ ブ トラ イブ ク ラ ン

Chamua Kunwar, Borgohain, Buragohain, Duara, Lohon, Sandikai 

          or Handikai, Dangoriya 

Kelua Cheliya or Vetiya, Pator, Dihingia, Hatimuriya, Deodhai, 

          Mohan, Bailung, 

Melua Chaddang and others

 〈621 コ ミュニ テ ィー の構 造 〉 ア ホ ム王 国 時 代 の 社会 に お いて は,ク ラ ンに相 当

す る ペ イ ド(phaid)は 官 職 と関 わ りを もつ もの が 多 い 。王 とそ れ に次 ぐ官 職 で あ る両

ゴハ イ ン(Gohain)は,上 記 の それ ぞ れ の ペ イ ドか ら出 た者 で な けれ ば な らない こ と

が厳 守 され た が,そ れ以 外 の官 職 に つ い て は,他 の新 た な血 統 の者 が 就 くこ とが あ っ

た 。 これ は,ア ホ ム 王 国が 領 土 拡 大 す るにつ れて 新 しい官 職 が設 け られ た 際,血 統 に

か か わ らず有 能 な者 を選 ん で 就 か せ て い った こと に よ る。 この た め,新 た な ペ イ ドが

ア ホ ム社 会 に参 入 し続 け て い たの で あ る。 ア ホ ム族 が集 団的 偏 見 に と らわ れ て いな か

った例 は,被 支 配 民 の信 仰 の 自 由 を認 め て い た こ と,征 服 地 で は有 力 な現 地 首 長 家 の

者 を どん どん登 用 し,支 配 民 と して の 特権 と社 会 的地 位 を与 え て い った こ とな どに も

現 れて い る。 バ ル ァ は これ を,ア ホム族 の コス モ ポ リタ ン的性格 と表現 して い る。 な

お,ペ イ ド間 の 階 層 は特 に明 確 で は な い[BARuA l978:17-22]。

 〈601親 族 名 称 〉 アホ ム族 に は 名前 に 「姓 」が 存在 し,そ れ は 個 々人 の ペ イ ドを 表

した もの で あ った。 しか し,ヒ ン ドゥー化 に よ っ て,ヒ ン ドゥー的 な姓 が増 えた 。

 〈582婚 姻 規 制 〉 アホ ム族 の 婚姻 制 度 は厳 格 で あ り,特 に アホ ム族 本 来 の7ペ イ

ドに 含 ま れ る家系 で あ るサ トガ リヤ ・ア ホ ム(Satghariya Ahom)に つ い て は,そ

れ が言 え る。 彼 らは,ペ イ ドの 下 位 区 分で あ る サ ブ ・ペ イ ド(sub・phaid)の 中 で は

婚 姻 しな い。 婚 姻 す れ ば,社 会 的 地 位 の低 下 を 招 くので あ る。 彼 らは家 史(family

buranji)を 記録 して,バ ン シャ ワ リ(banshawali)と い う家系 図 を 保 持 して い る た め,

祖先 を正 確 に た ど りう る こ とが これ を 助 けて い る。 た だ し,王 家 と大 臣家 は,平 民

(Kelua)か ら も配 偶 者 を取 る こ とが あ った。 結 婚 が 禁 じられ て い る ク ラ ン(phaid)の

組合 せ は,BuragohainとDeodhai, MohanとBorgohainで あ る 。

 〈36集 落 〉ア ホ ム 王 国初 期 か ら,村 落 は 社会 生 活 の基 盤 で あ った 。 ま た,ア ホ ム

族 に と って,現 在 に い た る まで 農 業,と くに 水稲 栽 培 が生 業 の 中心 で あ る。 そ の ため

村 落 はふ つ う川 畔 に あ る。

 〈621 コ ミュ ニテ ィーの 構 造 〉基 本 的 に,村 落 は経 済 的 に 自立 して お り,多 くの
                    む

カー ス ト,職 人 を抱 えて い る こ と も普 通 の よ うで あ る。 例 え ば,ブ ラ ーマ ン(Brah一
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man),タ ケ ゴザ職 人,鍛 冶 屋,陶 器 師 な どで あ る。 この た め,村 落 は あ る 程度 自 己充

足 的 な性 格 を も って い る とい え る。 バ ル ア は,ア ホ ム は都 市 的 な 文 明 を築 い た と はい

え ず,そ れ は,都 市 化 す る ことの なか った文 明で あ った と し,個 々の村 落 の住 民 に と

って 都 市 生 活 を す る こ とに は村 落 生 活以 上の 魅 力 は な か った と して い る。

 〈626 社 会的 統 制 〉 〈63 領 土 機 構 〉 アホ ム王 国時 代 に お い て は,パ イ ク(paik)

あ るい はケ ル(khel)シ ス テ ム と 呼 ばれ る もの が あ った。 当 時,土 地 と 臣 民(paik)

は国 家 のも の で あ った。15か ら50才 の成 人 男 子 はパ イ ク と 呼 ばれ た。 パ イ クの 義務 は,

戦 争 時 に は兵 士 と な る こと,平 和 な 時 に は国 の た め の 労 働 力 を提 供 す る こ とで あ った 。

4人 の パ イ ク(後 に3人 に 変更 さ れ た)が ゴ ッ ト(got)と 呼 ば れ る1つ の 集 団 を な し

た が,1つ の ゴ ッ トの 中で,常 時1人 の パ イ クを 国 の 仕 事 に提 供 して い た。 こ の時,

この パ イ クの耕 地,家 族 の 世 話 は,残 りの メ ンバ ーが 面倒 を見 た。1人 の パ イ ク 当 た

り,無 賃 労 働 に対 す る土 地(gamati)と して,2プ ラ(pura約2.3エ ー カ ー)が た だ

で 認 可 され て い た。 屋 敷 地 と菜 園(bosti, bari)は 広 さに 関係 な く査 定 は され ず,年

に1ル ピーを 納 あ て い た[ゲ イ ト 1944:292-294]。

 〈764葬 式 〉ア ホ ム族 の 伝 統 で は 死 者 は土 葬(maidam diya)に す る。 ヒ ン ドゥ

ー化 した 現在 で も ほ とん どの 村民 は これ を 行 って い る
。 記 録 に よれ ば,1769年,ラ ー

ジェ ス ヴ ァル ・シ ン(Rajesvar Singh)王 は遺 言 に よ って ヒ ン ドゥ ー式 の 火葬 に さ れ

て い る 。 当 時 か ら高 貴 な ア ホ ム族 は火 葬 を 行 う こ と もあ った 。 低 い階層 の もの は土 葬

に して い た とい われ て い る。 ま た ダル トン(Dalton)に よれ ば,ア ホ ム王 家 は ヒ ン ド

ゥー化 した に もか か わ らず,比 較 的 最近 まで 旧来 の埋 葬 方 式 を捨 て なか った と い う。

その 方 式 は,木 の棺 桶 に遺 体 の ほ か金 銀 の装 飾 品 を い れ,そ の まわ りに は武 器 や農 具

な どの 副 葬 品 を お き,こ れ に土 を も って丘 墳 状 に して,そ の 上 に 墓石 を た て る とい う

もの で あ る[DALTON I872:9]。

 〈105文 化 の概 要 〉現 在,ア ホ ム族 は ア ッサ ム の人 口,と くに 上 ア ッサ ムの 平 原 農

民 の 中で か な りの割 合 を 占 めて お り,ア ッサ ム地 方 の社 会 全 体 の 中 で もつ意 義 は大 き

い。 一 般 に ア ホ ム族 は 数百 年 間 続 いて きて い る社 会 変 容 を経 験 して きた人 々 を表 して

い る と い って よい 。

つ ぎに,バ ル ア(Barua)の 調 査 に よ る モ ラ ンジ ャ ン(Moranjan)村 の事 例 を 紹 介

す る[BARUA l978]。 〈117 現地 調 査 デ ータ 〉バ ル ア は,シ ブ サ ガ ル ・デ ィス トリ

ク トの モ ラ ンジ ャ ン村(人 口約600人,74戸)を 対 象 と して,ア ホ ム族 の社 会,宗 教,

経 済 に お け る伝 統 とそ の変 容 につ い て記 録 して い る。 これ に した が って,現 在 の ア ホ

ム族 の 実 態 を 見 て み た い[BARuA l 978:26-52,152-171ヨ 。
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 〈10 オ リエ ンテ ー シ ョン 〉 モ ラ ン ジ ャ ン村 は シ ブサ ガ ル(Sibsagar)と デ ィブル

ガ ル(Dibrugarh)の 中間 付近 に あ り,面 積 は,長 さ2キ ロメ ー トル か ら3キ ロメ ー

トル,幅1キ ロ メ ー トル ほ どの比 較 的 大 きい村 で あ る。 村 の 周 りは 同 じア ホ ム族 の村

落 に 囲 ま れ て い る。〈161人 口 〉〈621 コ ミュ ニ テ ィ0の 構 造 〉村 全 体 で74戸,598

人 が住 ん で い るが,村 は さ らに3集 落 に 分 か れ て お り,5つ の ク ラ ン(phaid)が ち

らば っ て住 ん で い る。Deodhai Chuk(26戸)に は,祭 司 階 級 で あ るMohanと

Deodhai,ま ん 中 の集 落,す なわ ち本 来 の モ ラ ンジ ャ ン村(22戸)に は, Mohanと

Deodhaiの ほか, Chetiaの 家 が2戸 あ る。3番 目の 集落, Changmai Chuk(26戸)

に は,こ れ らよ り遅 れ て ア ホ ム社 会 に 入 ったChangmaiとBhuyanが 住 ん で い る。

〈19言 語 〉村 内 で使 わ れ る言 語 はア ッサ ム語 の み で あ る。 タ イ(ア ホ ム)語 を話 せ

る の は ご く少 数 で,呪 文 だ け は タ イ語 で 語 り継 がれ て い る。

 〈621 コ ミュニ テ ィー の構 造 〉 個 々 の集 落 は独 立 した単 位 で あ り,明 確 な社 会 コ

ミュニ テ ィ ーを 形成 して い る。 区 別 も明瞭 で あ る。

 〈173 口碑 ・伝 説 に よる歴 史 〉村 史 はな いが,伝 承 に よれ ば,モ ラ ンジ ャ ン村 は も

と はモ ラ ー ン(Moran, Maran)族 の 村 で あ った とい う。 〈628コ ミュニ テ ィー相 互

の 関 係 〉ゲ イ トに よ れ ば,マ ラー ンは,「 ア ホ ム朝 後期 に ダ ンゴ リ(Dangori)川 畔,

デ ィブ ル(Dibru)川 畔 に住 み着 い た部 族 で あ り,今 や 多 くは ア ホ ム族 と 自称 して ア

ホ ム式 の儀 式 を 行 って は い るが,言 葉 は 明 らかに ボ ド語 で あ る。」 と い う[ゲ イ ト

1944:99]。

 〈243穀 物 栽培 農 耕 〉生業 上,ほ ぼす べ て の住 民 は水 稲 耕 作 を 行 って い て,ア ッサ

ム平 原 一 般 の 代 表 的 な 例 と して考 え る こ とが で きる。 村 民 が 作 って い るの は,お もに

種 々 の サ リ(sali)種 の 稲 で あ る。 〈311 土 地 利 用 〉村 の北 の低 地 に あ る耕 地 で は,

時 に は船 を 使 う こ と もあ る。 そ のあ た りで は水 田の 区 画 とな る畦 を作 る こ と はで きな

い ので 区 画 を 示 す 指標 と して セ メ ン トや木 の柱 を 立 て て い る。

 〈243 穀 物栽 培 農 耕 〉 農 事 に つ い て は,5,6月(Bohag Jeth)に 牽 起 こ しを始 め

る。 用 い るの は 伝 統 的 な用 具 で あ る。黎 に は3つ の タ イプ が あ る。 鉄 の 刃 先 が ま っす

ぐなパ リ ・ナ ンガ ル(pali nangal),刃 の 形 が カ ー ブ し て い る マ ン ・ナ ンガ ル(man

nangal)あ るい は ア ホ ム ・ナ ンガ ル(ahom nangal),水 牛1頭 曳 き の も の の3つ で

あ る。 モ ンス ー ンの 雨 が くる頃,苗 床 に3か ら5セ ンチ メ ー トルの 水 を張 った 上 に種

籾 を 播 く。1カ 月 ほ ど して 苗 が30セ ンチ メ ー トル ほ どに 成 長 した 頃,田 植 え が行 わ れ

る。 収 穫 は11月 に始 め られ る。 〈251食 物 の保 存 と貯 蔵 〉脱 穀 に は ウ シを つ か い,

籾 は ドゥ リ(duli)と い う大 きな タ ケ の籠 に入 れ て 貯 蔵 す る。 籾 す りに は 杵(dheki)
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を 用 い る。 農 事暦 の概 略 は以 下 の通 りで あ る[BARUA 1978:58-60]

4, 5、目(Chat-Bohag)

6, 7月(Jeth-Ahar)

7,8,9月(Ahar-Sawan)

9,10月(Ahin-Kati)

11,12,1月(Aghon-Puha)

1,2,3月(Magh-Phagun)

サ リ米のための苗床の準備と黎起 こし

アブ米の収穫,サ リ米耕作地の黎起こしと施肥,サ

リ米の種播 き

サ リ苗の田植え

フェンスの補修などの仕事,家 内安全のための宗教

的儀式の遂行

サ リ米の収穫

収穫の祝いや縁者の訪問,ア ブ米のための耕地の準

備をするものはほとんど居ない。

 〈262食 事 〉村 民 の 主 食 は コメ であ り,農 繁 期 は3食 と も コ メを食 べ て い るが,

冬 の 農 閑 期 に は 朝 食 に は 押 し ゴ メ(chira)や ス ナ ック(jalpan),ラ イ ス ・ビ ー ル

(1aopani)な どを食 べ て い る。 特別 な食 べ 物 に モ チ(bora bhat),竹 筒 で 蒸 した コ メ

(chunga chaul)な ど が あ る。 モ チは客 人 の接 待 や,他 の 社 会 的,宗 教 的な 機 会 に ふ

るま わ れ る。 また,野 良仕 事 の合 間 に食 べ るパ ッ ト ・バ ー ト(pat・bhat)と い う もの

もあ る。 これ は1人 分 の コメ適 量 を カ ウパ ッ ト(kaupat)の 葉 に包 ん で ゆで た もの で

あ る。 野 菜 と して は,バ ナ ナの 茎,タ ケ ノ コな ど も食 べ て い る。客 を もて な す と きに

ふ る ま う茶 に は ミル ク も砂 糖 もい れ ない 。 ライ ス ・ビー ル を飲 む こと は男女 を 問 わず

好 まれ て お り,ま た,そ れ は生 活上 重 要 な 役割 を も って い る[BARUA 1978:1 . 1]。

 〈34建 造 物 〉村 内 の 家屋 に は,様 式,材 料 共 に さ ほ ど違 い は な い。 ク ラ ン(phaid)

や サ ブ ・ペ イ ドに よ って 家屋 形 式 が異 な る こと は,か つ て はあ った よ うだが 今 は な い。

ただ し,デ オ ダ ハ ー イ(Deodhai)の 家系 に伝 統 的 な チ ャ ン ・ガル(chang-ghar)と

い うタ イ プ の家 屋 は,く の 字形 の 区 画 を持 つ よ うに建 て られ る。 約1.8メ0ト ル の レ

ンガ の柱 の 上 に 建 て られ た高 床 式 の家 屋 で 床 はタ ケ で あ る。 床 下 は機 織 り,薪 置 き場

な ど に用 い られ て い る。 入 口の 部屋 は居 室 で,未 婚 者 の 寝 室 で もあ る。 火 床 は家 の端

の 角 に あ る。 一般 の 家屋 の場 合 は,長 方 形 の 区 画 を 持 って い て,屋 根 は カ ヤぶ きで,

壁 は タ ケや ア シの芯 の上 に泥 や 牛糞 を塗 って い る。 屋 根 は 毎年 葺 き替 え る必要 が あ る。

柱 は レ ンガ か木 で あ る。 通 常 屋敷 地 に入 る とま ず牛 小屋 が あ る。 住 家の 前 か後 ろ に は

穀 物 倉 が あ り,大 変 大 きい(6×3。6メ ー トル)。 そ れ は 約1.8メ ー トル の 高床 で あ る。

その ほか に ヤ ギ,ニ ワ トリ,ブ タ小 屋 な ど もあ る。 住 家 の部 屋 は3つ か ら5つ で あ る。

屋 敷 地 の選 択 につ い て は と くにル ー ル は な いが,占 い 師 が 占 う場 合 も多 い。 選 定 地 に

は2本 の 長 い タ ケを,中 間 を交 差 させ て 立 て,そ の タ ケ を両 端 と して 家 を建 て る。 新
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築 した家に入居する場合には入居の儀式が行われる。

 〈764葬 式〉死者は火葬にするが,村 内に共同墓地はない。

 〈17歴 史と文化変化〉最近の諸変化のひとつに,交 通革命がある。道路の発達に

よって地理的モビリティーが大きくなり,若 者の中には遠 くで仕事につ くものが現れ

はじめ,子 供は学校,高 等学校への入学が認められてきている。これらによって村外

の人々とのコンタク トが増えてきている。

 〈621 コミュニティーの構造 〉村落内の社会関係については,家 系を調べること

によって,容 易に世襲 ・血統上の親族組織をたどることがで きる。ほとんどの社会 ・

宗教活動は親族構成員の間で行われており,個 々の村民間では親族組織が最強のきず

なとなっている。村落は,外 婚や内婚の単位ではない。親族名称は,年 齢,性 別に応

じた呼び方が,実 際上のクランメンバーであるかどうかに関わりなく,エ チケットと

して使われている。古い世代にはクラン(phaid)に 関わる偏見があるが,若 者はクラ

ンの違いには構 うことな く,ほ とんどの社会 ・宗教的活動に参加 している。1つ の村

は1個 の行政単位としての側面を持っているので,ク ランに関係のない事柄 としては,

村の道や学校などの改善のような公共事業がある。こういった仕事は,ク ランを越え

て,村 民が参加,協 力するため,村 民の結束を強める作用を持っている。また,教 育

施設の改善,都 市への移住といった外部世界との関係が村民の中にも現れはじめ,親

族の絆を弱めている。

 〈622頭 領〉村民のほとんどが年長の親族 リーダーにア ドバイスを求めている。

この親族 リーダーは実際上の権力者と言うよりも相談役として扱われている。地域行

政長など,教 育を受けたエ リー トが政治的な実権を握り,か つ特定の世代の村民の信

望をえてきている。宗教的には親族 リーダーの権威は強いが,土 地のことはエ リ0ト

の権威に したがってなされている。2つ の リーダーの間で争いが起 こりうるのはこの

中間の事柄においてである。

 〈471資 本の所有と管理 〉経済上の変化については,次 のような事が言える。 職

業上,農 業が中心で就業者の72.67パ ーセントを占めているが,ク ランが違 うからとい

って所有地面積にはさほど差異はない。1戸 当りの耕地面積は十分ではなく,村 民の

中で大家族が占める割合が減るのにともなって,耕 地面積は減少 しつつある。息子の

間で耕地は分配される。非経済的な土地保有が生 じており,村 民がかつて農業に対 し

て持っていた全面的な信頼感が脅かされている。耕地(水 田)面 積当たりの産出量が

低下しつつあるのは,非 経済的な土地保有のほか,改 善肥料,化 学肥料を使用 してい

ないことによる。このためi多 くの世帯は同じ親族の成員から借 りたコメによって生
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活 して い る。 この と き,利 息 は な く,返 済 は ロ ー ンで な され る傾 向が あ る。 ま た,借

り手 の数 が徐 々に 増大 し,金 融 業 者 が 村 民 の くら しを 侵 しつ つ あ る。 これ に よっ て,

村 民 が第2,第3の 職 業 を 捜 す とい う現象 が 加速 化 して い る。 教 育 を 受 けた若 者 の 増

加,識 字 率 の 上昇 な ど に よ って,も は や,伝 統 的 な農 業 の み に頼 るの で は不 十 分 で あ

る とい う自覚 が広 ま りつ つ あ る。

 〈788儀 礼 〉儀 礼,宗 教 上 で の 変 化 に 関 して,死 者 が 出た 際 の 最 後 の浄 化 式 で あ る

サ カ ム(sakam)は,か つ て は30日 後 に行 って いた が,今 で は13日 目に行 われ る よ う

に な って い る。 他 の 宗 教 的 儀 式 に 関 して も,本 来 毎 年 す べ き と こ ろの もの が,経 済 的

な制 約 の た め に,ほ とん どは2,3年 お きに行 わ れ る よ うに な って い る。

 〈628 コ ミュニ テ ィー相 互 の 関係 〉 政 治 と宗 教 の 関 わ りにつ いて 観察 され る こ と

は,モ ラ ン ジ ャ ン村 で起 きた変 化 の 多 くは外界 で の 出来 事 に よ って 引 き起 こ され て い

る と い う こ とで あ る。 パ ンチ ャ ヤ ー ト(Panchayat)シ ス テ ム の導 入 に よ って 村 民 の

意 識 も変 わ りつ つ あ り,と くに道 路 や 水 道施 設 に 関 して は,そ の 恩恵 を指 摘 す る村 民

が 多 い。 ま た,政 治 的 な諸 党 派 の リーダ ーの イ デ オ ロギ ーは村 人 の精 神 的構 造 を 変 え

つ つ あ る。定 期 的な 選 挙 を伴 っ た民 主 主 義,他 の様 々な コ ミュニ ケ ー シ ョ ン手 段 に よ

って,種 々の 政 治 リー ダ ーが,村 民 に近 い もの とな った。 村 民 は 政 治 的概 念 を 獲 得 し

つ つ あ る。 最 近 の 顕 著 な 政 治活 動 例 と して,Uj ani Asom Rajya Parishadな る党 派

が 支 援 した立 候 補 者 を 大 多 数 が支 持 した例 な ど が あ るが,こ の 党 派 の ス ロー ガ ン は,

上 ア ッサ ム を独 立 州 とす る ことを 主 目標 と して い る。 ま た,70年 代以 降,若 年層 に よ

る政 治運 動 も目だ つ よ うに な って きて い る。

 〈17 歴 史 と文 化 変 化 〉これ らは,親 族組 織 の 絆 よ り も,コ ミュニ テ ィーの心 情 を

生 み 出 しつつ あ る。 この心 情 は,伝 統 的 な社 会 ・宗 教 的 な もの を復 興 しよ う とい う意

識 と も結 び付 いて お り,こ れが,ア ホ ム族 と しての 新 た な ア イ デ ンテ ィテ ィー とな り

つ つ あ る。 コ ミュニ テ ィーの 心 情 は村 人 の間 に ひ ろが り,こ れ に と もな って,伝 統 的

な 社 会 の宗 教 的 行 事 もま た人 気 を博 して い る。

 か つ て,ヴ ァイ シュ ナヴ ァ派 信 仰 は統 合 の力 で あ った。 ヴ ァイ シュ ナ ヴ ァ派 を 受容

す る こ とに よ って,全 て の ク ラ ンは そ の信仰 と実 践 を 同0の もの と した。 この こ とを

よ く示 して い るの が,各 村 に残 る礼 拝 所 兼 寄 り合 い所 で あ るナ ム ガ ル(namghar)で

あ る。 彼 らは ヴ ァイ シュナ ヴ ァ派 のル ール に従 う こと によ って ヒ ン ドゥー社 会,ア ッ

サ ム社 会 に属 して い る とい う感 情 を 培 って い た。 しか しこの 数年,と くに古 い ク ラ ン

で あ るMohanやDeodhaiは,伝 統 的生 活 様 式 を 強 く意 識 す る よ うにな って お り,

その た め,以 前 に もま さ る熱 意 を も って伝 統 的 な社 会 ・宗 教 的儀 式 を行 って,ア ホ ム
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族 と して の ア イ デ ンテ ィテ ィー を保 持 しよ う とす る復 興 主 義 を みせ て い る。 その結 果 ・

ヴ ァイ シ ュナ ヴ ァ派 と して,ナ ム ガル を 用 い る こ とは廃 れ つ つ あ る ので あ る。

 若年 層 は,復 興 主 義 の 過 程 を大 変 意 識 して い るが,ま た 同時 に,受 け入 れ たが らな

い 伝 統 的 な社 会 ・宗 教 的 儀 式 もあ る。 例 え ば動 物 を犠 牲 と した り,死 や病 に対 して 魔

術 的 な儀 式 を行 った りす る こ とで あ る。 社 会 領 域 に お い て も,祭 司 が 司 る伝 統的 結 婚

制 度 で あ る チ ャ ク ロ ン グ(chaklong)を 変 え よ う とい う意 識 が あ る。 チ ャク ロ ング は・

1969年 か ら復 活 され た もの で あ って,村 民 の記 憶 に残 って い る範 囲 で は,そ れ以 前 に

は チ ャク ロ ングに した が った結 婚 は0つ もな か っ た。

 〈621 コ ミュニ テ ィーの 構 造 〉と に か く,村 民 の社 会 関係 は,比 較 的 「閉 じた」親

族 組 織 か ら 「開 けた 」 コ ミュニ テ ィ0へ と変 わ りつつ あ る と いえ る。 しか しこの こ と

は,古 い ク ラ ンのMohan, Deodh瀛, Chetiaの み に つ いて 言 え る こ とで あ って ・

BhuyanとChangmaiに つ い て は そ うで は な い。 そ れ は・か れ らが ・ア ホ ム族 本 来

の 古 い7つ の ク ラ ン(phaid)で あ るサ トガ リア ・ア ホ ム(Satghariya Ahom)の 家 系

に は属 して な か った か らか も知 れ な い。 あ とか らア ホ ム社 会 に加 わ ったBhuyanや

Changmaiは,自 らは ア ホ ム族 で あ る とい う 自覚 を も って は い るが, Mohanや

Deodhaiの よ うに は復 興 主 義 に影 響 され て は いな い 。 おそ ら くか な り以 前 に ア ホ ム

族 の社 会 組 織 の 中に 組 み込 まれ は した が,ア ホ ム社 会 の 中 で はMohanやDeodhai

の優 勢 が続 いて きた た め に,こ の よ うな違 い が生 まれ て きた の で あ ろ う。

 しか し一 般 的な 経 済 状態 は全 て の ク ラ ンに お いて ほ ぼ 同 じで あ り,ま た,モ ラ ン

ジ ャ ン村 は,上 ア ッサ ムー 般 の 地 方 経 済 を 代 表 す る もの と 考 え て よ い。Bhuyan,

Changmaiに おい て も,日 常 生 活 で は 親族 組 織 が大 きな 役 割 を果 たす ・

 社 会 ・宗 教 的 行事 につ いて は,ヴ ァ ィ シsナ ヴ ァ派 の 受 容 に と もな って,Bhuyan

とChangmaiは,伝 統 的宗 教 儀 式 を全 く捨 て去 って い る。 宗 教 的 に は,モ ラ ン ジ ャ ン

村 は2つ の グル ープ に分 け る こ とが 可 能 で あ る。0方 はMohan, Deodhai, Chetia

で あ り,他 方 はBhuyan, Changmaiで あ る 。後 者 は 伝 統 的 宗教 の 実 践 を 完 全 に捨 て

去 って ヴ ァイ シ ュナ ヴ ァ派 を熱 烈 に信 仰 し,そ れ に よ って 自 らを高 い社 会 階 層 と見 な

して い る。 それ に くらべ,前 者 もヴ ァ イ シ ュ ナヴ ァ派 を受 け入 れ て は い るが,ラ イ フ

サ イ クル に 関 わ る儀 式 に 関 して は,多 分 に 伝 統 的宗 教 に た よ る と ころ を残 して い る。

彼 らは600年 間 にわ た って ア ッサ ムを 支 配 して きた ア ホ ム族 の 子孫 で あ る こ とに 誇 り

を も って お り,伝 統 的 な もの を すべ て 捨 て 去 る とBhuyanやChangmaiと 同 じ階 層

とな り,社 会 的 な地 位 が低 くな る と感 じて い る。                                

(月原 敏 博)
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カ ム テ ィ(Khamti, Hkamti, Khampti)

S・n・D・K・1971"A・n・ …et・th・T・ib・1 M・p・f l・di・"A・th・ ・P・1・gi・・I S・ ・v。y。f l。di。
,C

ulcutta・ よ り作 図 。 行 政 区 分 は1961年 当 時 の も の に よ る
。

 〈101 ア イ デ ンテ ィ フ ィケ ー シ ョ ン〉カ ム テ ィ族 は,タ イ系 諸族(シ ャ ン族)に

含 ま れ る一 部族 で あ り,ビ ルマ の最 北 部 を 中 心 に居 住 して い る。一 般 的に は,カ ム テ

ィ ●シ ャ ン と して知 られ て い る。 カ ムテ ィ とは,「 黄 金(kham)」 の 「土 地(ti)」 を 意

味 す る シ ャ ン語 と いわ れ る。 現在,イ ン ド政 府 の 指 定 部族 に 入れ られ て い る タ イ系 部

族 は カ ム テ ィ族 の み で あ る。 また,ア ッサ ム地 方 の 指 定 部族 の 内で 文 字 を持 つ の も彼

らの み と な って い る・ カ ム テ ィ族 よ りも約6世 紀 さ きが けて ア ッサ ム に侵 入 した ア ホ

ム族 は,ヒ ン ドゥー化 して 民 族 的 に も拡 散 し
,固 有 の文 化 を 相 当失 って い る。 こ うい

った こ とか ら・ ア ッサ ム に お いて現 在 最 もま とま った勢 力 を 持 つ タ イ系 部 族 は カ ム テ

ィ族 で あ る とい って もよい 。少 な くと も,ア ッサ ムに お ける,ビ ル マ上 座 部仏 教 の影

響 を 受 け て い る タ イ系 諸族 の 中で の最 大 勢 力 で あ る。 ル バ ー(LeBar)ら に よれ ば,カ

ムテ ィ族 が居 住 す る地 域 は,北 ビル マ が 中心 で
,イ ラ ワデ ィ川源 流 の カ ムテ ィ ・ロ ン

(Khamti-long・Khamti-lang)あ るい は ボ ー't eカ ム テ ィ(Bor Khamti, Bar Khamti)

と呼 ば れ る地 方 ・ チ ン ドウ ィ ン川上 流 部,同 じ くそ の フ コ ン(Hukawng)谷,そ して

上 部 ア ッサ ム の ロ ヒ ッ ト ・デ ィス ト リク ト(Lohit District)で あ る[LEBAR et al.
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1964:190-191]。 彼 らは ビル マ 上座 部 仏 教 の影 響 を受 けた 仏 教 徒 で あ り,ク ーパ ー

(Cooper)の 指 摘 す る と お り, トライ ブ(部 族)と い う語 につ きま と う野 蛮 さ,文 化

の 欠 如 とい った イ メ ー ジは 彼 らの 性格 ふ らは ほ ど 遠 い よ うで あ る[CoOPER 1873:

145]。 ネ オ グ(Neo9)に よれ ば,カ ム テ ィ族 は,現 在,お よ そ16村 に 住 ん で お り,そ

れ は,ロ ヒ ッ ト ・デ ィス トリク トの チ ャオ ・カ ム(Chau-kham),ケ レム(Kherem),

イ ムパ ング(lmpang),ニ ング ロ(Ningro),ナ ナ ム(Nanam)・ イ ンテ ム(Inthem)・

ラタ オ(Lathao),マ マ ウ ン(Mamaung),マ ハ ング(Mahang),北 ラキ ンプー ル ・

デ ィス ト リク トのバ ー ・カ ムテ ィ(Bar-khamti),バ リガ オ ン(Barigaon),デ オ トラ

(Deotola), トニ ジ ャ ン(Tunijan),ス リブ ヤ ン(Sribhuyan),バ ル パ タ ー ル(Bar-

pathar),テ ィ プ リング(Tipling)な どで あ る とい う[NEoG l984:93]。 以 下 ・ ク

ーパ ー,ダ ル トン(Dalton);ネ オ グ(Neo9)な ど に従 って 記 述 す る が ・ 前 の 二 つ は

古 い記 録 で あ るの で現 状 と は 必 ず しも合 致 しな い も の も あ る で あ ろ う[CoOPER

1873:123-151;DALToN l872:5-9;NEoG l984:79-104]。

 〈167移 入 と移 出 〉〈174歴 史 の 再 構 成 〉カ ム テ ィ族 の ア ッサ ムへ の 侵 入 は,18

世紀 半 ば に,ビ ル マ王 の ア ラ ウ ンパ ヤ(AlaungPaya,ア ロ ムプ ラAlomphra)が ・

上 ビル マの シャ ン族 の 国,モ ガ ウ ン(Mogaung, Mogoung, Maugong),即 ち,ペ ン

バ ー トン(Pemberton)が ボ ン(Pong)王 国 と記 録 した 国 を破 った後 に起 こ った とさ

れ る。 ネオ グが収 集 した伝 承 に よ れ ば,彼 らは カ ム テ ィ ・ロ ン地方 を数 世 紀 支配 して

いた が,同 じタ イ系 の マ ンチ ェ(Manche)族 に よ って 征 服 され た。 この 時,モ ガ ウ

ンの 王 統 の血 を 引 いて い た 王,プ ラ ・タ カ(Phra-taka, Chau-ai)は,ビ ル マ王(ア

ヴ ァAva王 朝)か ら贈 られ て い た仏像 な どを 持 ち,バ トカ イ 山脈 の タ ン ・チ ャ ウ ・

カ ン ・パ ス(Tang-chau-kang-pas)を 越 え て ア ッサ ム に は い った 。 お お よ そ1781年 頃

の こ とで あ る とい う。そ して,最 初 は ア ホ ム王 国 の許 しを 得 て テ ンガパ ニ(Tengapani)

川 に居 住 した とい うが,シ ンポ ー族 で あ る ピサ(Bisa)の 長 の 敵 対 を退 け,チ ャ ウ ・

フ ・カ ップ ・ンガ ・カ ム(Chau-hu-kap-nga-kham)を 長 と して ア ホム 王 国 内 に侵 入

を 始 め,1780年 代 に は,ア ホ ム王 国 の サ デ ィヤ知事 で あ る サ デ ィヤ ・コ ワ ・ゴ ハ イ ン

(Sadiya Khowa Gohain)を 駆 逐 し,1794年 に は 自 らの 長 を サ デ ィヤ ・コ ワ ●ゴ ハ イ

ンと称 し始 め た と い う。 ア ホ ム王 国,後 に イ ギ リス も,事 実 上 これ を 認 め る こと に な

る。 マ ッケ ン ジー(Mackenzie)に よれ ば,1835年 に は,230人 の モ ン グ レイ ●カ ム

テ ィ(Moonglay-Khamti)が ア ッサ ムに 侵 入 し,1839年 に は,500人 の カ ム テ ィ族 が

サ デ ィヤ の イ ギ リス駐 屯 所 を襲 つて,ア ダ ム ・ホ ワイ ト(Adam White)大 佐 を 殺 害

した[MACKENZIE l884:57-60]。 しか し英 軍 側 の 反撃 に よ り,数 年 間 は山 地 部 に
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追 いや られ た 。 この 時,ネ オ グに よれ ば,多 くの カ ム テ ィ族 は ボ ー ・カ ム テ ィに帰 っ

たが,居 残 った もの は,4つ の グル ー プ に分 か れ て,当 時 の ラキ ンプ0ル ・デ ィス ト

リク トの,チ ュ ンポ ラ(Chunpora),サ イ ク ホ ワガ ッ ト(Saikhowaghat),デ ェマ ジ

(Dhemaji),デ ィク ラン ・ナ ー ラヤ ンプ ール(Dikrang-Narayanpur)に 住 ん だ とい

う。 ま た,1850年 に は,300人 か ら400人 の カ ム テ ィ族 が ビル マ か ら移 住 して住 み着 い

た とい う[NEOG l984:94]。

 ダル トンに よ れ ば,1826年 に カ ムテ ィ ・ロ ン地 方 を は じめて 訪 れ た ウ ィル コク ス

(Wilcox)は,ア ッサ ム移 住 の 原 因 は,同 地 方 で50年 間 に渡 って続 いて い た2大 ク ラ

ンの勢 力 争 い に よ る と報 告 した とい う[DALTON l872:6]。

 〈19言 語 〉ワ デル(Waddell)は,か つ て アホ ム族 を 出 した種 族 とカ ム テ ィ族 は

同族 と見 な して よ い と して い る[WADD肌L 1901:47]。 また,ル バ ー らは,カ ム テ

ィ族 の 言 葉 は,シ ャン州 の言 語 や,ア ホ ム族 の それ と似 て い る と述 べ て い る[LEBAR

et al.1964:190]。 バ ル ア(Barua)に よれ ば,ア ホ ム族 の 表 音文 字 は,現 在 カ ム テ

ィ族 が 使 うそ れ の古 形 で あ り,カ ム テ ィ族 が ア ホ ム族 の子 孫 で あ る とま で は言 い切 れ

な い もの の,両 者 は 関係 が深 い と い う[BARUA 1978:14]。

 〈77宗 教 的信 仰 〉カ ム テ ィ族 は熱 心 な仏教 徒 で あ る。 ク ーパ ー は,僧(bapu)は ビ

ル マ の僧 界 か ら任 命,派 遣 されて い る と記 録 して い る。 ま た,ネ オ グに よ れ ば,彼 ら は

常 にア ヴ ァ(Avaか つ て の ビル マの 都)の 仏 教 界 との つ なが りを 持 ち続 けて きて お り,

クーパ ー の記 録 した 当 時 よ り も,そ の後 の ビル マ仏 教 の 受容 に よ って,か な り彼 らの

仏 教 は 変 化 して きて い る とい う。 村 に は そ れ ぞ れ寺 院(vihara)が あ る。 ネ オ グ に よ

る と,寺 院 は木 と草葺 の屋 根 で で きて い るが,外 装 は念 入 りに 彫 刻 が 施 さ れ,ビ ル マ の

パ ゴダ に似 せ て あ り,内 装 も整 って い る。 村 内 の建 築 物 の な かで は 高 くて 際 だ って お

り,な か に は,ビ ル マふ うの 屋 根 を 持 つ もの もあ る。 また,僧(比 丘)は 教 育者 で も

あ り,一 般 人 に仏 の 教 え を説 き儀 礼 を 司 る ほか,読 み 書 きも教 え て い て,カ ムテ ィ族

の 公 民 の年 少 者 は,そ の寺 小 屋 に 出席せ ね ば な らず,そ こで は,ビ ル マ語 の 文字 を用

いて,カ ム テ ィ語 と ビル マ語 の読 み書 きを 習 う。 その た め,カ ム テ ィ族 の 識 字率 は 高

い 。 ダ ル トンも,カ ム テ ィ族 は,俗 人 で も大 部 分 の 者 が 自 らの言 語 を読 み 書 きで き る

と記録 して い る。 〈78宗 教 的 慣 行 〉ダ ル トン,ネ オ グに よ れ ば,僧 は 肉食妻 帯 せ ず,

毎 朝 各戸 を まわ って,そ の 日 の食 を 請 う。僧 は世 襲 で はな く,苦 行 を行 って,世 を捨

て る こ とがで き るな らば,誰 で も僧 に な る こ とがで きる。 僧 は首 長(ゴ ハ ィ ン)よ り

も尊敬 さ れて お り,僧 を養 うの は村 人 の 義務 だ と考 え られ て い る。 実 際,重 要 な儀 式

の 折 に は,い つ で も彼 らが 占 い に よ って 日時 を決 定 す る。 僧 は ま た,優 れ た彫 刻 師で

181



国立民族学博物館研究報告別冊  9号

もあ り,木,象 牙,骨 な ど に,ヘ ビ,龍 な どを彫 るのが 得 意 で あ る。

 〈76死 〉ダル トンに よれ ば,カ ム テ ィ族 は,村 か ら離 れ た と ころ に墓 地 を 持 って

い る。 墳 丘 状 の土 盛 りの 上 に墓 石 が お か れ て お り,こ の形 式 の もの は,ア ホ ム族 の も

の と同 じで あ る と い う。 ま た,セ ン(Sen)に よれ ば,死 体 は火 葬 に され る が,土 葬 に

す る と きも あ る とい う[SEN l986:36]。

 〈788儀 礼 〉儀 礼 に つ いて は,ダ ル トンに よれ ば,年 に2回 の宗 教 的儀 式 が あ る。

それ ぞ れ,仏 陀 の 誕 生 と死 に 関 わ るもの で あ る。 これ らの儀 式 で は,男 の 子 が 女 の子

の 様 に 装 い,踊 りを踊 る。 仏 陀 の 出産 が演 じ られ る と きに は,横 た わ った 者 の 衣 の 下

か ら産 声 が 聞 こえ,子 犬 が 取 り 出 され て赤 ん 坊 同 様 に扱 われ る とい う。 ネ オ グに よれ

ば,そ の 他 に,サ ム キ ェ ン(samkyen)と 呼 ば れ る儀 式 が あ る。 この 時 に は,寺 院 の

仏 像 を 持 ち 出 して,水 を か け て洗 う。

 〈58 婚 姻 〉結 婚 に つ い て は,ク ーパ ー と ネ オ グ に よれ ば,ど の 村 に も両 端 に 大 き

な建 物 が あ り,若 者宿(deka-cang)と 娘宿(gabharu-cang)に な って いる。 娘 は,初

潮 を み れ ば娘 宿 を 寝 所 と して,結 婚 す るま で それ 以 外 の と ころ で泊 ま る こ とは しな い。

昼 間 は生 家 に帰 って 働 く。若 者 の場 合 も 同 じで あ る。 娘 宿 は神 聖 で あ り,男 が 入 る こ

とは許 され な い。 若 者 に 結 婚 した い相 手 が で き る と,彼 は双方 の親 に 同意 を求 めて,

そ れ が得 られ れ ば,嫁 を 入 居 させ る家 を 用 意 す る ことが で きる よ うに な って か ら求婚

して よ い。 求 婚期 は長 い の が普 通 で,朝 夕 の逢 瀬 を楽 しむ光 景 が よ く見 られ る 。 ダル

トンに よれ ば,カ ム テ ィ族 の 男 は,複 数 の妻 を も って もよ いが,正 妻 に主 権 が あ る。

女 た ちを 他 人 か ら特 別 に隔 離 す る とい う意識 は な い ので,女 た ち は よ くバ ザ ー ル に 出

て きて い る。 セ ンに よ れ ば,結 婚 は,ふ つ う,親 が 決 め る。 離婚 は少 な く,未 亡 人 の

再 婚 は認 め られて い る。 ま た,主 食 は コ メで あ り,僧 で な い もの は,鶏 肉 や 魚 肉を 食

べ る[SEN l986:36]。

 〈24農 業 〉〈43交 換 〉〈433生 産 と 供 給 〉 クーパ ー に よれ ば,カ ム テ ィ族 は

熱 心 な 交 易 民 で あ り,ま た,北 ア ッサ ムの 良質 の コメ と野 菜,と くに ジ ャガ イモ は,彼

らの 勤 勉 さの賜 で あ る。 土 地 の 領主 は首 長 で あ るが,村 全 体 の 共 同作 業 で 土 地 は耕 さ

れ る。 首 長 に も 自分 の割 当分 が あ る。 そ して 収 穫 時 には,耕 作 に参加 した 働 き手 の数

に あ わせ て,家 ご とに 平等 に分 配 され るの で あ る。 奴 隷 を 用 い るの は慣 例 に な って お

り,裕 福 な もの は 決 して 労働 しない 。共 有 地 の他 に,個 々 人 で耕 作 す る土 地 も少 しあ

る。穀 物 の貯 蔵 に は 公 共 の倉 庫 が あ るが,川 の堤 に建 て られ て い る。 これ は,火 事 の

際 に消 火 の た めの 水 を 得 るた めで あ る。倉 庫 は首 長の 部 下 で あ る役 人(収 税 吏)が 管 理

して い て,毎 朝 各 戸 に コ メを配 分 す る。 ま た,こ こか らマ ーケ ッ トに送 られ る穀 物 は・
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首 長 が 計 算 して,各 戸 に平等 に配 分 す る。 家畜 と して は,摯 耕,お よ び,ミ シュ ミ族

との 交 易 の た めの 駄 獣 と して使 うた めに,ス イ ギ ュウ,ウ シを飼 って お り,そ の ほか

に,ブ タ,イ ヌ,ニ ワ ト リが い る。 公 民 で小 作 の 仕 事 を す る男 は ほ とん どな い 。 カ ム

テ ィ族 は漁 師 と して も優 れて お り,急 流 で筏 を 扱 う技 術 に は並 ぶ もの が な い 。若 者 た

ち は 自分 の ク ラ ンを守 る兵 士 で もあ り,ま た,ア ッサ ム人 と交 易 す る商人 で もあ る。

年 を と る と,村 の相 談 役 と して 首 長 を補 佐 す る。

 〈32 原材 料 の 加 工 〉ダ ル トンに よれ ば,首 長 は工 芸 を しな け れ ば な ら な い。 金,

銀,鉄 を使 って,武 器 や,妻 の装 飾 品 を作 るほ か,ス イギ ュ ウ,サ イの 角 も彫 る。 ま

た・銀 メ ッキや 漆 を 塗 る 技 術 も持 って い る。 女 は刺 繍 が 上手 で あ り,交 易 の た め の刺

繍 入 りの バ ックや ヘ アバ ン ドを 作 る。 男 た ち は山 に入 って も強 く,す ば や くタ ケ を使

って筏 を 作 り上 げ た り,鍋 が な くと もタ ケの 節 目を 上手 に利 用 して 飯 を炊 く技 術 を持

って い る。

 〈34 建造物〉家屋は,ク ーパーによれば,ビ ルマにおけるのと同様に,す べてタ

ケの柱の上に建てられ,梯 子で入るようになっている。床と壁は,編 んだタケか らな

っていて,屋 根は草で葺かれており,軒 は床の高さまで延びている。内部は多 くの部

屋に分かれており,客 室は端にあって,外 はバル コニーのある開けた空間になってい

る。個々の部屋には移動できる火床があって,自 由に動かせるようになっている。そ

の火床の付属物として,荒 っぽい造 りの木の寝椅子があり,そ れには,女 たちが得意

とする刺繍の入った布がかぶせられている。食器には漆を塗ったおわんを用いる。調

理は女のいる部屋で行われる。

 〈142 身体諸形質の情報〉クーパーとダル トンによれば,カ ムティ族は,肌 の白さ

とその体格の良さにおいて,周 辺の部族 とは際だっている。しかし,ダ ル トンによれ

ば,カ ムティ族は他のシャン族と比較すればむしろ色 ぐろであり,ラ オ人などよりも

モンゴロイドらしい特徴がよく出ている。アッサムに侵入して以後,し ばしばア ッサ

ム人の女を妻として混血がすすんでいる。

 〈29 服装〉女の場合,上 着は,長 袖の白い綿か絹であり,胸 のところでボタンで

止めるようになってる。下半身には折 り目のついたスカー トのようなものを身に着け

ており・ くるぶし迄の長さがある。前面には開 くところがある。髪の毛は巻き上げて

頭の上のところで大きな塊にして飾 りのついた大きな銀の ピンで留めている。耳には

金や銀の円盤や円筒状のコハクをつけていて,耳 たぶは完全に割れている。腕輪は重

たい金や銀の輪である。 この金銀は,ビ ルマとの境界の山地の中にある金鉱,銀 鉱か

ら採 られたもので,金 銀細工は,村 の金銀細工師である首長たちの独占となっていて,
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彼 らの巨大な富のもととなっている。男の服装は,上 着は白や青の綿で作られており,

袖は長 く,手 首の所で折 り返 している。胸のところはボタンで留めるようになってい

る。下半身には,色 のついたチェック地の布を腰に巻き付けて,両 足の間を絞 り上げ

ている。髪の毛は頭の上に結び目を作 って留めて,そ の上から白い布をターバ ンのよ

うに縛 りつけ,両 端は額の上に突き出させている。武器としては,カ ミソリのように

鋭 く,硬 く焼 き入れした蛮刀(刃 の長さ約45セ ンチメートル,巾5セ ンチメ0ト ル)

を鞘に入れて携えている。 この鋼は,北 ビルマのカムティ族の土地で作られた物であ

る。

 〈62 コミュニティ〉クーパーによれば,カ ムティ族は無数のクランに分かれてお

り,個 々のクランは村を持ち,首 長を戴いている。村の大きさはそのクランの勢力に

よってきまる。

                                (月原敏博)
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フ ァ キ ャ0ル(Phakiyal),タ イ ・フ ェ イ ク(Tai-phake)

 フ ァキ ャール 族 は タ イ系 民族 の うちの グ レー ト ・タ イ と呼 ば れ るグ ル ー プ に属 す る

と いわ れ て い る少 数 の 部族 で あ る。 ビル マ の 王 ア ラ ウ ンパ ヤ(Alaungpaya)が ,フ

コ ン(Hukawng)谷 の ム ンカ ン(Mungkang)地 方 を 征 服 した 直 後
,1760年 頃 に,

フ ァ キ ャール 族 は そ の ム ンカ ン地 方 か ら ア ッサ ム に 入 った とい われ て い る[NEOG

l984:85]。 現 在,指 定 部 族 に は入 って い ない が
,結 束 の 強 い コ ミュ ニ テ ィー を維 持

し,集 団 と して の ま と ま っ た意 識,伝 統 をま も って い る よ うで あ るの で ,こ こに取 り

上 げ る。 タ ー クル(Thakur)に よ る人 類 学 的 な調 査 報 告 が な され て い るの で,以 下 で

は・ 明記 しな い 限 り・ す べ て そ れ に従 って記 述 す る こ と にす る[THAKUR 1982]。

 〈167移 入 と移 出 〉ネ オ グ(Neo9)に よ れ ば,フ ァ キ ャール 族 は,ア ッサ ム に入

る と・ ま ず ブ リ ・デ ィ ヒ ン(Buri-Dihing)川 に 住 み 着 いた が ,ア ホ ム族 に よ って 追

われ,ジ ョルハ ッ ト(Jorhat)付 近 に移 った。 も と も とア ッサ ム に入 った時 に は150

戸 が あ った とい われ て い る。1848年 に は戸 数 は50戸 くらい に 減 って お り,1872年 と

1881年 セ ンサ スで は フ ァ キ ャール 族 の 項 目は消 え て い るが
,こ こで は カ ム テ ィ族 の な

か に入 れ られ て いた の で あ ろ う。1891年 で は,人 口565人 が数 え られ て いる が
,1911

年 に は506人 とな って い る。 主 要 村 落 は,ナ ハ ール カ テ ィヤ(Naharkatiya)近 郊 の ナ

ム ・フ ァキ ャ ール(Nam-phakiyal)と テ ィパ ム ・フ ァキ ャー ル(Tipam-phakiyal)
,

マ ルゲ リタ(Margheri ta)近 郊 の バ ル フ ァキ ャール(Barphakiyal)と マ ン マ ウ

(Manmau),レ ド(Ledo)近 郊 の ナ ング ライ(Nanglai)と ラ ング(Lang)で あ る

[NEoG l984:85-86]。

 〈131位 置 〉タ ク ール が 調査 したの は,ナ ム ・フ ェイ ク(Nam-phake),テ ィパ

ム ・フ ェ イ ク(Tipam-phake)の2村 で あ り
,共 に デ ィブル ガ ル ・デ ィス トリク ト

(Dibrugarh District)の ブ リ ・デ ィ ヒ ン川 畔 に あ る。

 〈628 コ ミュ ニ テ ィ相 互 の 関係 〉タ ー クル は,フ ァ キ ャ ール族 は 少 数 の集 団 の 社

会維 持 の 好 例 で あ る と して い る。 そ の原 因 と して は,仏 教 に 深 く帰 依 した意 識 ,制 度,

優 れ た教 育 シス テ ム,経 済 的 に 充足 して いて 他村 との土 地 問題 な どの もめ ご との な い

ことの ほか,周 囲 の ヒ ン ドゥー教 徒(ア ッサ ム人)の カ ー ス ト意 識 の存 在 を 指 摘 して

い る。 つ ま り・ フ ァキ ャ0ル 族 は ヒ ン ドゥー 文化 を嫌 悪 して い る訳 で は な いが
,ヒ ン

ドゥー教 徒 は,フ ァキ ャ0ル 族 を部 族(非 ヒ ン ドゥー部 族)と みて 交 わ ろ うとは しな

いか らで あ る と説 明 して い る[THAKUR 1982:237]
。

 〈19言 語 〉 〈87 教 育 〉フ ァキ ャール 族 の 日常 語 は タ イ語 で あ り,フ ァ キ ャー ル

族 以 外 の者 と しゃべ る と きに は ア ッサ ム語 を使 う。 村 の 僧 はパ0リ 語 を習 得 して い て,

185



国立民族学博物館研究報告別冊  9号

上座 部 仏 教 の 経 典 を 読 む 。 フ ァキ ャール族 の識 字 率 は,ア ッサ ム全 体 の28パ ー セ ン ト

に較 べて 高 く,男49パ ー セ ン ト,女43パ ー セ ン トで あ る。 高 等 学 校,大 学 の 教 育 を 受

けて い る もの は少 な く,男 女 そ れ ぞれ9. 2パ ーセ ン ト,1.6パ ー セ ン トで あ る。 子 供 は

幼少 の 頃 か ら年 長者 の教 え を 受 け,プ ・ソ ン ・ラ ン(pu soll lan)な ど の本 で 自分 た

ち の言 語 を 学 習 す るの で,成 長 して か ら他 の社 会,宗 教 を評 価 す るの に バ ラ ンスの と

れ た見 方 が で き る よ うに な って い る。

 〈174歴 史 の再 構 成 〉 フ ァキ ャ0ル 族 の 出 自に 関 して は,彼 ら はマ オ 曳Mao)族 で

あ る とい わ れ る。マ オ とい うの は シ ュ ウェ リ(Shweli)川 を さす 。シsウ ェ リ川 は6世

紀 頃 に起 こ っ た南 雲 南 か らの タ イ族 の 移動 に お いて,そ の移 動 先 の 中心 とな った と こ

ろ で あ る。 マ オ族 は,タ イ族 の古 い グル ー プで あ り,フ ァキ ャ0ル 族 の も って い る伝

承 は,ア ホ ム族 が 記録 して い る起 源 説話 と 同 じ く,ク ー ンル ン(KhunlUI19)と ク ー

ン ライ(Khunlai)の 話 か ら始 ま り,ク ー ンル ンの 子孫 で あ る こ と が あ ら わ さ れ て

い る。 ア ッサ ム に入 る 前 に は ナ ム チ ク(Namchik)川 上 流 の ナ ム ・ トゥル ン(Nam

Turung)川 に 住 ん で い た。 ア ッサ ム と交 易 して アホ ム 王 国 の役 人 と接触 し,ア ホ ム

王 の許 しを得 て デ ィ ソイ(Disoi)川 に 連 れ て こ られ た 。 ビル マ軍 が ア ッサ ムに 侵 入 し

た 時,ビ ル マ軍 は,す べ て の シ ャン人 に対 して モ ガ ウ ン(Mogaung)地 方 へ 戻 る こ と

を命 令 した 。 フ ァ キ ャール 族 は,ビ ル マ軍 と共 に ナ ム チ クま で 戻 った が,す で に 雨 期

に入 って い て 山地 で の 旅 は不 可 能 とな って い た 。 ビル マ軍 は フ ァ キ ャール 族 を 解 放 し

たた め,彼 らは ブ リ ・デ ィ ヒ ン川 畔 に戻 り,イ ン ・ トン(Ing Thong)と い う村 を 作

った 。数 年 後,一 部 は川 を下 り,ジ ョイ プ ール(Joypur)付 近 で1村 を作 つて,こ れ

が 勢 力 の あ る マ ン ・チ ョウパ(Man Choupha)村 と な った 。

 〈175記 録 され た 歴 史 〉 フ ァ キ ャール族 は 家 史 を記 録 す る伝 統 を もって お り,そ

れ に よ って 家 系 に 関 す る 歴史 を知 る こ とがで き る。 タ ー ク ル が調 べ た 家史 に よ れ ば,

モガ ウ ン地方 内 の フ ァキ ャール 公 国(Mung phake)は,チ ン ドウ ィ ン上 流 の フ コ ン

谷 に あ って, トゥル ン(Turung),タ ラム(Taram),シ イ リップ(Silip)と い う三 つ

の河 川 が 合 流 す る と ころで あ った とい う。

 〈29 服 装 〉伝統 的 な服 装 は,男 はル ン ジー,シ ャ ッ,タ0バ ン,白 の チ ャ ッダル

(シ ョー ル)で あ り,女 は チ ン(chin)と 呼 ばれ る ガ ー ドル,ブ ラ ウ気,胸 に あ て る布,

白 い タ ーバ ンで あ る 。女 は,ブ ラウス を除 いて,マ ーケ ッ トか ら手 に 入 る服 を着 る こ

とはな い 。

 〈34建 造 物 〉村 落 環 境 に つ いて は,ど の 村 に も寺 院(buddha vihara)が あ る。

高床 の建 物 で,内 部 は ブ ッダ の 人生 と教 え を描 く壁 画 で 彩 られ て い る。1家 族 が住 家
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を1軒 だけ持つており,家 は高床である。屋根を葺 くのにタカウ(takau)の 葉を用

いるほか,タ ケ,木 を用いて建てている。家の前室は開けたベランダになっている。

その奥に廊下と小部屋があり,一 番奥の部屋は,台 所になっている。奥の部屋の柱に

は,家 の神(chao fi naln)が 住むとされるものがある。 小さい仏間もある。 どの家

にも2つ の火床があり,奥 の部屋の方にあるものは木枠が取り付けられており,神 聖

視されている。他家の者は,そ の部屋に入ることはできない。家に入るには梯子を用

いるが,段 の数は奇数である。死者を埋葬するために家から運び出す時には偶数 とす

るので,普 段は,階 段の数を偶数にするのは忌避されている。

 〈24農 業 〉農業が主生業である。昔ながらの農業経済が保存されており,近 代的

な農法は知っていても実行されていない。自然の耕地は肥沃で,必 要は充分満たされ

ると考え,化 学肥料は土地をいためるとして肥料には牛糞を用いている。大部分の家

は冬に収穫する作物であるサ リ(sali)種の水稲栽培によって充分必要な収穫量を得て

おり,二 毛作は行わない。 すなわち,フ ァキャール族は夏に収穫する稲であるアブ

(ahu)米 を栽培せず,そ れを食べることもない。農事を中心としたファキャール族の

一年は以下の通 りである。

 〈24農 業〉<788儀 礼>11月 から1月 にかけて,稲 の収穫,脱 穀,貯 蔵が行われ

る。稲を刈り始める日は縁起の良い日に行われるが,こ の日,家 の一番高齢の男が,

初穂を家に持ち帰る。 新米を食べる祭は僧を招待 して行われる。 稲は根元と穂先の

まん中辺りで刈 り取 られて束にされ,何 日間も日干しにされたあとで家に持ち帰られ

る。脱穀のやり方には2通 りある。ひとつは,牛 糞を塗って固めた庭に藁を広げて,

その上を数時間ウシに歩かせるもので,も う一つは,女 が足で揉んで籾を落とす方法

である。籾はウィ(wi)と いううちわであおいで集める。脱穀された籾は倉に貯蔵され

る。籾を摺るときは,木 でできた臼(高 さ50セ ンチメートルくらいで,中 央に杵の先

の入る穴があいている)と 杵を使 う。2月 からは農閑期に入る。結婚式や家屋の補修,

遠 くの縁者を訪ねての旅行などが行われる。女は染色に使 うために,森 で薪や植物を

採つてくる。 また,ナ ハールカティヤ(Naharkatiya)の マーケットに出かけてバ ッ

グを売ったりもする。牛糞は雨期に入る前に田畑に小高 く積み上げられる。4月 に入

つて雨が降り始めると自然とひろがる。 このころ,最 初のY.き起こしをする。2回 目

の黎 き起こしは5月 で,田 の一角が苗床に選ばれる。苗床が準備されるとサカレット

(sacaret)と いう暦の本によって日が決められて,播 種がなされる。 家長が種籾をま

き,牛 の頭蓋骨で作られた案山子が苗床の中央に建てられる。田の黎 き起 こしは6月

中ずっと続けられる。雨が充分に降 らないときには7月 の第2週 まで続けられる。15
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か ら20日 の 間 隔を お いて,あ わせ て3回 黎 きか え さ れ る。 雨 が しみ こん で,土 の 表 面

の9セ ンチ メ ー トル ほ どが 泥 に な る と,水 を 張 るた めの 低 い畝 が作 られ る。 田植 え は

6月 の 後半 か ら9月 まで 続 く。10月,11.月 は,女 は ナハ0ル カ テ ィ ヤの マ ーケ ッ トで

糸 を買 って きて機 を織 った り,森 で根 菜,薪,つ る植 物 な ど を採 集 す る。 男 は,タ ロ

堀 り,マ ス タ ー ドの た めの 畑 地 準 備 な ど をす る。11月 か ら12月 に は再 び稲 が 実 り始 め

る。

 〈437交 換 取 引 〉マ ス タ ー ド,タ ロ(arum),ジ ャガ イモ が商 品 作 物 で あ り,ト ナ ・

カ ポ ール(tona kapor)と い う 固 有 の バ ッグや タ カ ウの 葉 が 交 易 品 と して 重要 で あ

り,か な りの 副次 収 入 を 得 て い る。

 〈294衣 服 製 造 〉女 は織 物 が得 意 で あ り,自 家 生 産 して い る。伝 統 的 な染 め方 の技

術 を持 って い るが,現 在 は,マ ーケ ッ トか ら容 易 に 色糸 を入 手 で き るの で,あ ま りや

らな くな って きて い る。

 〈46 労 働 〉 フ ァキ ャール 族 は 日雇 い労 働 を好 まず,同 じ雇 わ れ るな ら政 府 の 役 人

に な る方 が ま しだ と考 えて い る。

 〈23 家 畜 飼 養 〉家畜 と して は,各 声 に最 低2頭 の 去 勢牛 また は スイ ギ ュ ウを所 有

して い る。1958年 まで は ブ タ,ニ ワ トリが飼 わ れ て いた が,ビ ルマ 僧 が 禁 じた た め,

現 在 は 飼 って い な い。 農 繁期 に は,ほ とん どす べ て の家 で は,少 な くと も1人 の使 用

人 を 近 隣 の茶 園労 働 者 の 中か ら雇 つて お り,黎 耕,去 勢 牛 の世 話,田 植 え,飼 料 の草

刈 りな どに使 って い る。

 〈224狩 猟 とわ な猟 〉〈226漁 労 〉動 物 の殺 生 は,仏 教 に よ っ て禁 じ られ て い る

た め,狩 猟 は 原則 と して 行 わ れ な い が,フ ァキ ャー ル族 以 外 の者 が殺 した獣 の 肉 は,

僧 を含 め て,村 人 の間 で 分配 され る こ とが あ る。 魚 捕 りは よ く行 わ れ る。 結 婚 式 で 必

要 な料 理 で あ るパ ソ ム(pasom)の 材 料 と して捕 る時 な どは,共 同で 漁 を す る。 せ き

止 めて 水 を か い だ して捕 る方 法 の ほか,タ ケで 作 った各 種 の ワ ナ,ア ミな どの 漁 具 を

用 い る こと もあ る。

 〈262食 事 〉 食 べ 物 につ い て は,コ メ が主 食 で あ り,日 常 的に 蒸 した御 飯 を食 べ

る。 肉,魚,卵,根 菜 類,ツ タの類 な どを食 べ る。 ゆ で た 野菜 とマ ス タ ー ド ・オ イル

を 好 み,儀 式 用 に 準 備 さ れ る特 別 な 料理 が あ る。 宗 教 上 の 理 由 か ら飲 酒 は禁 じ られて

い る。 ミル ク,砂 糖 の 入 った茶 を 飲 む が,年 長者 は ブ ラ ック ・テ ィーを 好 む 。

 〈263調 味料 〉 マ ーケ ッ トで手 に入 る スパ イス は使 わ ず,塩,ト ウガ ラ シと,カ ン

サ ン(kansang),マ カ ッ ト(makat)と い う伝 統 的 スパ イ スを 用 い る 。 この ほか に も森

林 か ら採 集 す るス1 ¥ｰイス 類 は,根 菜,ツ タの 類 を 含 め て種 類 は 多 い。 タ カ,カ ラス な
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どほとんどの鳥,ハ チの子も食べる。

 〈26食 物消費〉儀礼と関係する料理には以下のようなものがある。

日干 し魚(panao)  粉にひいて竹筒(mok)に 保存。 日持ちするのは1,2

          か月。

日干 し肉      接客用。 日干 した肉に塩を加えて竹筒に保存。 日持ちす

 (ngu haing)    るのは1か,目 。

魚醤(pasom)    結婚の時,生 魚2キ ログラムと飯1キ ログラムに塩を加

          えて竹筒に保存。日持ちするのは1か 月。

魚肉の肉片を保存   魚を小片に切 り,塩,タ ーメリック,伝 統的スパイスを

したもの(patek)  加えて竹筒に保存。日持ちするのは1,2週 間。

野菜の漬物     冬季に多 く作るライ ・サグ(lai sag)と いう野菜を 日干

 (pakat som)    しした後,殿 粉,塩 を加えて竹筒に保存。7日 経てから

          食べる。

ラィスケーキ    偉い客をもてなす時,米 粉とグル(gur)を 混ぜて塊にし

 (paing)     てからタケの葉に包み,そ れを平た くしてフライパ ンで

          焼 くと甘いケーキになる。

一種の焼 き米(aakhoi)

カオテク       仏教のプルニマ(purnima)祭 で欠かせない。 アクホイ

  (khaotek)    (aakhoi)2キ ログラムを平にしてタケの容器に入れ・糖

          蜜1キ ログラムをかけ,塊 にして食べる。

カオ ・ハィン    前日の冷飯 を 日干 しする。 乾 ききったら昼の軽食 とす

  (khao haing)   る。

 〈515 個人の衛生〉環境衛生についての観念には乏 しいが,体 と衣服は充分清潔

といってよく,規 則的に入浴 している。

 〈538 文学〉民話,民 謡はたくさんあり,娯 楽であるほか,道 徳意識を高めるもと

となっている。老人は諺やなぞかけを使って子供たちを教えている。

 夢占いについて記 したフェファン(fefan)と いう写本があり,老 齢の者はこれを重

視する。

 〈78 宗教的慣行〉ほとんどの社会的宗教的活動は家族単位でなされている。社会

生活面での特徴をあげれば,フ ァキャール族は,客 人をよく歓待し,礼 儀正 しい。僧

に対して,合 掌 して頭を垂れる。村人同士がすれちがう時には必ず挨拶をする。親族
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名称 は,年 齢 、世 代 に気 を つか った もので あ る。古 い世 代 は細 か な年 齢差 に こだ わ る

ことな く決 ま った 名称 が 当て られ て お り,常 に 尊敬 さ れて い る。

 〈59家 族 〉家 族 構 成 は,大 家族 制(joint family)を 特 徴 とす る。 父 親 が 所 有 す

る耕 地 と屋 敷 の不 動 産 は,息 子 の 間 で均 等 され る。財 産 分 け以 後 に 父 が持 って い る不

動 産 は,死 ぬ ま で共 に生 活 した 息 子 の もの とな る。

 〈626 社 会 的統 制 〉〈69 司 法 〉行 政機 構 は単 純 で,民 主 的で あ る。村 長 を 長 とす

る長 老 議 会 が最 高 の司 法 権 力 を 持 ち,宗 教 に関 して は,僧 侶 の命 令 が 絶対 で あ る。

 〈621 コ ミュニ テ ィの構 造 〉社 会 組 織 の 面 か ら言 え ば,フ ァキ ャ ール族 の社 会 は

二 分 して 捉 え る こ とがで きる。 一 つ は 平民 の 世 俗 的 社 会 組織 で あ り,他 方 は僧 侶 に よ

る宗 教 的 組 織 で あ る 。 そ れ ぞれ の た めに,係 が 決 め られ て い る。 しか し,社 会的 宗 教

的 な機 会 を 除 け ば,違 い は認 め られ ず,地 位 の 確 保 な どを め ぐって の 争 いは な い。 地

位 は世 襲 的 な もの とい うよ りも,特 定 の知 識 に明 るい か 否 か に よ って い る。

 〈67法 〉 フ ァ キ ャー ル族 の道 徳 的 意識 の高 さ は顕 著で あ る。 最 も特 徴 的 な の は,

タ マ チ ャ ッ ト(thamachat)と い う成 文律 が あ る こ とで あ り,法 の 侵 犯 に関 す る意 識

は高 い。 地 元 の 犯罪 は,こ れ に そ って裁 決 され る。

 〈58婚 姻 〉結 婚 す る年 齢 は,男 は20か ら25歳,女 は16か ら20歳 で あ る。 単 婚 で あ

るが,男 に養 う能 力 さえ あ れ ば,複 婚 は可 能 で あ る。 フ ァ キ ャー ル族 に は外婚 ク ラ ン

が た くさん あ り,同0ク ラ ン内で の結 婚 は禁 じ られ て い るが,結 婚 時 に は ク ラ ン間 の

差別 は ほ とん どな い。 ク ラ ン名 は,自 然 物 や先 祖 の性 格 か ら名 付 け られ て い る。<583

婚 姻 の様 式 〉結 婚 に は フ ォー マル と イ ン フォ ーマ ル の 二 種類 が あ り,前 者 の 場 合,事

細 か な儀 式 が 行 わ れ る。後 者 の方 が 数 は多 い。 イ ンフ ォ ーマ ル な結 婚 が,妻 や子 供 に

社 会 的 な差 別,疎 外 を もた らす こと はな い。〈582婚 姻 規 制 〉フ ァキ ャール族 は 他 の

カー ス ト,部 族 と通 婚 は しな い。 カ ム テ ィ,ア イ タ ニヤ,ト ゥル ン,カ ー ムヤ ー ン と

い った 同 じタ イ系 諸 部 族 とは,宗 教 的 にた いへ ん 似 て お り,僧 侶 も行 き来 して い るが,

そ れ らの部 族 との 通 婚 もほ とん ど な い。 レヴ ィ レー ト婚,ソ ロ レー ト婚 は認 め られ て

い るが両 村 に は0例 もな く,交 叉 イ トコ婚 が行 わ れ て い る。婚 資 は お よそ140ル ピーで,

イ ン フ ォ0マ ル な 結 婚 で は280ル ピー まで 上 が る こ とが あ る。 〈586 婚 姻 の 解 消 〉離

婚 は よ くあ る ことで はな い。 夫 婦 の ど ち らか が村 長(gaonbura)に 離 婚願 いを 出す と,

村 長 は長 老 会 議 を 開 い て裁 決 す る。 この裁 決 は最 終 決 定 で あ り,そ れ の承 認 を 得 て の

み,離 婚 は成 立 す る。

 〈771宗 教 の0般 的特 性 〉 フ ァ キ ャール 族 は,熱 心 な仏 教 徒 で あ る。宗 教 事 に関 し

て は僧 侶 が最 高 の権 威 を も って お り,村 人 の尊 敬 を 集 め て い る。〈788儀 礼 〉仏 教 信
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仰 に関 わ る儀 式 は年 に6回 あ り,決 ま った 日に行 われ る。 村 の 寺 院 はあ らゆ る儀 式 が

執 り行 われ る場 所 とな って い る。 〈79聖 職 者 組 織 〉ビル マ,タ イ,ス リラ ンカか ら

の 僧 も訪 れ るた めに,フ ァキ ャール 族 は これ らの 国の 出来 事 や 仏 教 の動 向 を よ く知 っ

て い る。

 〈776精 霊と神々〉ファキャール族は,仏 教以外の宗教的な信仰をもっているが,

村人は仏教 と混合 して矛盾なく捉えている。 これに関わる儀式は各家の家長が遂行す

る。0例 として,家 長は,柱 の一本に宿 っている家の神フィナム(finam)を 拝む。僧

は,非 仏教的な儀式には出席 しないが,フ ィナム崇拝の翌日に家長たちが遂行する祈

りを統括 しており,間 接的に,非 仏教的な信仰も認めているようである。ファキャー

ル族は精霊の存在を信 じており,悪 霊を宥あるための儀式を行 うときがある。交感術

が行われて,呪 文(mantra)は 効 き目あるものと信 じられている。病気の時に,仏 を

拝んで も効果のないときには魂を呼び戻す儀式が行われることがある。

 〈76死 〉死は自然現象と見なされており,幼 児の死は悪霊によって引き起 こされ

るものと考えられている。 死者の魂は,ホ ン・コワン(hon khowan)と いう儀式で

呼び戻せるものと信 じている。 〈764i葬 式〉葬り方によって,自 然な死と,不 自然

な死に分けられる。前者 は火葬,後 者は土葬である。10歳以下の死は不自然な死とさ

れている。清めの儀式は,前 者の場合,死 後7日 目に行われるが,後 者の場合は死の

翌 日である。この時には,村 人を招いて供宴がもたれ,僧 にはお礼を渡す。ただし,

ネオグによれば,土 葬にするのは15歳以下の死者の場合で,そ れ以上の者は火葬にす

るという[NEOG 1984:85-86]。 僧の葬り方は特別で,棺 桶に一年ほど保たれた後

に大 きな祭礼がもたれて,他 村の者 も招いて儀式的に火葬が行われる。

                                (月原敏博)
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カ チ ャ リ族 概 説

 〈101 アイ デ ンテ ィフ ィケ ー シ ョン 〉 ブ ラマ プ トラ川 中流 域,お よ び 周 辺 山 麓 の

広 範 な地 域 に 住 む モ ンゴ ロイ ド系 の民 族 を一 般 に カチ ャ リと 総称 して い る。 「カ チ ャ

リ(Kachari, Cachar)」 と い う名 称 は 外 部 か ら与 え られ た 名称 で ,そ の 語 源 を た ど

る ことは 困 難 で あ る が,サ ンス ク リ ッ ト語 で 「国境 地 方 」 とい う意 味 を持 つ 。 エ ン ド

ル は,カ チ ャ リ族 を ブ ラマ プ トラ川 を境 に南 北 に 大 き く分 け ,以 下 の部 族 に 分 類 した

[ENDLE  1911:5]。

1 北 方 グル ー プ

    (名 称)        (居住 地)

 1バ ラ(カ チ ャ リ)   西 ダ ラ ン(West Darrang),カ チ ャ リ ・ ドゥァ ー

    (Bara・Kachari)   ル(Kachari Duars)お よ び北 カ ムル ップ(North

              Kamrup)

 2 ラ ブハ(ト ラテ) .  ゴ ア ルパ ラ(Goalpara)

    (Rabha, Tolate)

 3 メ チ(Mech)     ゴ アル パ ラ(Goalpara)

 4 デ イマ ール(Dhimal)  北 東 ベ ンガ ル(North East Bengal)

 5 ク ー チ(Koch)     ジ ャル パ イ グ リ(Jalpaiguri)か ら 北 西 ダ ラ ン

              (North-West Darrang)ま で の北 方 辺 境 地 域

 6 ソ ラニ ミヤ      マ ンガ ル ダ イ ・サ ブ ・デ ィビ ジ ョ ン(Mangaldai

    (Soranimiya)    Sub・division)の み

7 マ ハ イ ヤ(Mahaiya)

   プ リガ リヤ       西ダ ラ ンに点 在

   一(Phulgariya)

   サ ラニ ヤ(Saraniya)

2 南 方 グル ープ

 1 デ ィマ サ(Dimasa)   北 カ チ ャ リ山 地(North Cachar Hills)

 2 ポ ジ ャ イ(H()jai)   北 カ チ ャ リ山 地 とノ ウゴ ン(Nowgong)

 3 ラル ン(Lalung)    南 西 ノ ウゴ ン(South-west Nowgong)と 隣 接 し

              た デ ィス ト リク ト

 4 ガ ロ(Garo)     ガ ロ山地(Garo Hills)と そ の 山麓

5 ハ ジ ョ ン        ガ ロ山 地 の 南方 斜 面 とそ れ に 隣接 した平原

   (Hajong)

193



国立民族学博物館研究報告別冊  9号

6 ヒル ・テ ィ ッ ペ ラ

  (Hill TipPera)

ト リプ ラ(Tripura)

 〈19言 語 〉 エ ン ドル の分 類 は,言 語 的側 面 か らグ レー ト ・ボ ド ・グル ープ を構 成

す る もの と して,チ ベ ッ ト ・ビ ル マ語 族 ボ ド ・ナ ガ語 群 の ボ ド群 の諸 部 族 を 一括 して

カチ ャ リ族 と総 称 した もので,言 語 の 共通 性 以 外 の歴 史 的 な民族 移 動 等 の 出 自に 関 す

る裏 付 け が あ る もの で はな い。 さ らに ヒル ・テ ィ ッペ ラ(ト リプ ラ)の 諸 族 は歴 史 的

に も カチ ャ リ王 国 との 関 わ りは 明 瞭 で は な く,ま た リア ン(Riang)族 な ど の よ うに

トリプ ラ(Tripura)地 方 に 移 住 したの ち,ト リプ ラ王 国 に組 み 込 ま れ る 過程 で 彼 ら

の部 族 固 有 の言 語 を捨 て,ボ ド語 を話 す に いた った 部族 もあ る。 この よ うに ボ ド語 を

使 用 す る こ との みで カ チ ャ リ族 を 分類 す る こと に は問 題 が あ ろ う。

 イ ン ドの セ ンサ ス(Census of lndia)に お い て も,カ チ ャ リ族 の分 類 はか な り不 明

瞭 で,デ ィマ サ ・カ チ ャ リ族,ポ ロ ・カチ ャ リ族 と 同列 に 「ソ ン ワル を含 む カチ ャ リ

族(Kachari including Sonwal)」 と い う分 類 が あ り,か な りの 混 乱 が見 られ る。

 エ ン ドル の 分 類以 外 に は,ダ スの よ うに ア ッサ ム谷 の 部族 を カ チ ャ リ族 とガ ロ族 に

分 け て分 類 して い る もの も あ る[DAs l986]。 さ らに マ ジ ョ ンダ の よ うに カチ ャ リ

族 とい う範 躊 に は ま った く言 及 せ ず,個 々 の 部族 を 単 独 で と らえ て い る もの もあ る

[MAJUMDAR l979]。

 以 上 の よ うに,カ チ ャ リ族 と総 称 され る諸 部族 が ど の範 囲に お よぶ か につ いて は い

まだ定 説 は ない 。 ま た は た して 「カチ ャ リ」 とい う名称 が妥 当で あ るか ど うかに つ い

て も疑 問 が残 る。

 〈11参 考 文 献 〉カ チ ャ リ族 に 関す る信 頼 し うる歴 史 文 献 は非 常 に 乏 しい。 彼 らの

過 去 の歴 史 に 関 す る唯 一 信 頼 で きる歴 史 記 述 は 主 と して ア ホ ム(Ahom)の 歴 史 を記

した14世 紀 か ら15世 紀 まで の ブ ラ ン ジ(buranji)の み で,こ れ に お いて もカ チ ャ リ王

国 と ア ホ ム王 国間 の戦 争 の 記 述 に 限 られ て い る た め断 片 的 な もの で しか な い。

 ブ ラマ プ トラ河 谷 お よ びそ れ よ り西 に隣…接 す る諸 地 方 の 川 の 名称 が ボ ド語 で 「水 」

の 意 を示 すdiあ るい はtiと い う接頭 語 を 多 く用 い られ て い る こ と か ら(例, Dibur,

Dikhu, Dimulaな ど),ア ホム の侵 入 以 前,か な り広 範 に ボ ド語 を使 用 す る部族 が こ

の 地方 に 占 あて い た と推 察 され る。 ま た カ ーマ ル ーパ(Kamarupa)王 国 は カチ ャ リ

の0部 族 に よ って つ くられ た と も考 え られ て い る[GAIT l905:299]。

 〈175記 録 され た 歴 史 〉カ.チャ リ王 国 につ いて の記 述 を追 うと,13世 紀 頃 に は ブ

ラマ プ トラ川 南 岸 の首 都 デ ィマ プ ール(Dimapur)を 中心 に デ クー川 か らカ ラ ン川 に

か け て カ チ ャ リ王 国 が勢 力 を も って い た。1490年 ま で デ ク ー川 が アホ ム 王 国 との 国 境
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で あ った。1490年 以 降 ア ホ ム王 国 と衝 突 し,1536年 ア ホム の侵 入 に よ って デ ィマ プ ー

ル を追 わ れ,マ イ ボ ン(Maibong)に 新 都 を建 設 した
。 デ ィマ プ ール の遺 跡 は煉 瓦 の

城 壁 を も ち,回 教 建築 の ベ ンガ ル様 式 を取 り入 れ るな どア ホ ム王 国 に くらべ か な り高

い文 明 を 誇 って い た。16世 紀 当 時 の カ チ ャ リ王 国 の支 配 圏 は現 在 の ノ ウ ゴ ン ・デ ィス

トリク ト(Nowgong District),北 カ チ ャール 山 地(North Gachar Hills)お よ び カ

チ ャー ル ●デ ィス トリク ト(Cachar District)の 一 部 であ った 。 マ イ ボ ンに移 って 以

降 もジ ャィ ンテ ィ ア(Jaintia)族 の 侵 入 を うけ た り,ア ホ ム王 国 との 衝 突 もあ り,

1750年 マ イ ボ ンか らさ らにカ ス プ ー ル(Khaspur)に 都 を移 さね ば な らな か った
。

 カ チ ャ リ王 国 の ヒ ン ドゥー教 化 は18世 紀 ご ろ か ら始 ま った。 そ して1790年 ク リシ ュ

ナ ●チ ャ ン ドラ(Krishna Chandra)王,そ の弟 ゴー ビ ン ド ・チ ャ ン ドラ(Gobind

Chandra)に よ って 改 宗 令 が 出 され
,彼 らは ク シ ャ トリァ ・カ ース トに属 す る ヒ ン ド

ゥー教 徒 で あ る と声 明 した。

 クリシュナ ・チャンドラ王の後,ゴ ービンド・チャンドラが王位を継承 したが,マ

ニプール人,ビ ルマ人の侵入を受けて窮地に陥 り,1829年 マニプール人の刺客によっ

て殺された。彼は後継者を有 していなかったため王家が途絶 した。そして1832年 イギ

リスに併合統治された[GAIT l905:299-310]。

 ここで述べたカチャリ王国の歴史はディマサ族の歴史といった方が妥当であろう。

ブラマプ トラ川流域の諸部族等についての歴史記述はブランジには書かれていないよ

うである。他の諸部族については出自伝承があるのみで,こ れについても各部族とも

いくつかの伝承をもっているのが通例で推測の域をでない。これらの出自伝承につい

ては各部族の項で述べる。

 現段階では上記の諸部族の関係は十分に解明されてはいない。またカチャリなる言

葉は外部から総称として与えられたものであり,そ の使用にはかなりの限定が必要と

思われる・歴史上のカチャリ王国を構成 していたボ ド語諸部族にたいしてカチャリの

名称を与えるのがもっとも妥当と思えるが,こ の場合もカチャリ王国の歴史そのもの

が不明瞭であるため,限 定は非常に困難であろう。

                               (人見五郎)
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ボ ド ・ カ チ ャ リ(Bodo Kachari),ポ ロ ・ カ チ ャ リ(Boro Kachari),

ポ ロ 。 ポ ロ ・ カ チ ャ リ(Boro Boro Kachari),ボ ド(Bodo),バ ラ(Bara)

Sen, D. K.1971"Annexure to the Tribal Map of lndia', Anthropological Survey of lndia,

Culcutta・ よ り作 図 。 行 政 区 分 は1961年 当 時 の も の に よ る 。

 〈13 地 理 〉 ボ ド ・カ チ ャ リ族 は ブ ラマ プ トラ(Brahmaputra)川 中流 域 の北 部 平

原,西 ダ ラ ン(West Darrang),ゴ アル パ ラ(Goalpara),カ ム ノレップ(Kamrup)各

デ ィス トリク トに居 住 し,人 口は約35万 人 で あ る。 この ブ ラマ プ トラ川 中流域 を 占 め

る民 族 は(1)ア ッサ ム人 や ベ ンガ ル 人,(2)ボ ド語 を話 す カ チ ャ リ ・グル ー プ,(3)プ

レイ ン ・ミ リ(Plain Miri)族,(4)山 岳 地 域 か ら近 年 平 野 部 に 移住 して きた諸 部 族 の

4つ に分 け る こ とが で きる。

 〈11参 考 文 献 〉ボ ド ・カ チ ャ リ族 を 単独 で扱 った文 献 は少 な い 。本 稿 は1961年 の

セ ンサ ス ・オ ブ ・イ ンデ ィア の ゴ ァル パ ラ ・デ ィス ト リク トの テ ィタ グ リ(Titaguri)

村 に 関 す る村 落 調 査 レポ ー トに依 拠 して い る[PAKYNTEIN l965]。

 〈131位 置 〉テ ィタ グ リ村 は 周 辺 の 平 野 部 か らわ ず かに 高 い と こ ろに 立 地 して

お り,村 の東 側 に川 が 流 れ て い る。 ゴ アル パ ラは森 林 資 源 に 恵 まれ た 地 域で は あ る

が,村 の 周 辺 は水 田 な どの 耕 地 とな って お り,森 林 地帯 まで は5キ ロ メー トル ほ ど離

れ て い る。 集 落戸 数 は49戸 で 比 較 的大 きな村 に 属 し,全 員 ボ ド ・カ チ ャ リ族 で あ る
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 [PAKYNTEIN  1965:1-2]。

  〈19 言 語 〉言 語 は周 辺 の ア ッサ ム人 と接 す る こ とが 多 いた め,必 要 に応 じて ア ッ

サム語 を話 す が,部 族 内 で は チ ベ ッ ト ・ビル マ語 族 に 属 す るボ ド語 を 話 す
。 上 記 の

セ ンサ ス に よ る と部 族 の アイ デ ンテ ィテ ィ ーを 確 立 す るた め ボ ド語 を 積 極 的 に 使 お

うと い う動 きが あ り,小 学 校 教 育 に お いて も ボ ド語 が 母 語 と し て 教 え られ て い る

[PAKYNTEIN  1965:5-6]。

 〈342 住 宅 〉一 般 的 な家 屋 は一 家族 に一 軒 の 様 式 で は な く,ひ と つ の敷 地 に い く

つ か の家 屋 が建 て られ て い る。 これ は他 の世 代 と 一緒 に 寝起 きす る こ とを好 ま な い の

で ・各 世 代 ご とに 家 が建 て られ て い るの で あ る。 そ の ほ か台 所,穀 物倉 庫,家 畜 小 屋

な どの 建 物 が別 々に建 て られて い る。 トイ レは な い。 家 の 構 造 は 壁 は タ ケや ア シを 骨

組 みに して 泥 の 漆喰 が塗 られ,屋 根 は タケ な どで ふ か れ て い る。 各 家 の間 取 りは ひ と

部 屋 な い し二 間 か三 間 で 簡 素 で あ る[PAKYNTEIN I965:6-8]。

 〈77宗 教 的 信 仰 〉住 民 の宗 教 はふ た つ の グ ル ープ に 分 か れて お り,ひ とつ は土 着

宗 教 と ヒ ン ドゥ ー教 とが ミック ス され た もので,こ れ が多 数 を 占め る。 この グル ー プ

の宗 教 は 土 着 の神 を ヒ ン ドゥー教 の神 にな ぞ らえ て 信 仰 し,ま た 自然 災 害 や 病
,不 幸

を もた らす 悪 霊 の存 在 も信 じて い る。 他 は ブ ラフ マ ・サ マ ジ(Brahma Samaj)の 改

宗 派 の影 響 を受 け た ヒ ン ドゥー教 グル ープ で あ る[PAKYNTEIN l965:5]。

 〈24農 業 〉生 業 は 農業 が 中心 で あ る。 焼 畑 は行 われ ず,平 地 で の稲 作 が 主 に 行 わ

れ て い る。 稲 作 は 水稲 と陸 稲 の 二 毛作 で あ る。5月 か ら6月 に苗 床 で稲 を育 苗 し,7

月 か ら 田植 が 行 わ れ る。 田植 は 苗 を4株 な い しは5株 つ つ 植 え て い く。 収 穫 は9月 か

らは じま り,稲 穂 だ けを 刈 り取 る。 刈 り取 った穂 は 日に さ ら して乾 燥 させ る
。 陸稲 は

2月 頃 か ら耕 起 が は じま り,播 種 の後 さ らに耕 起 して 種子 と土 壌 を 混 ぜ 合 わ せ る
。15

セ ンチ メ ー トル くらい に成 長 した後,除 草 の た め の 中耕 が行 われ
,6月 ごろ収 穫 され

る。 その 他 の 作 物 と して は ジャガ イモ,オ イル ・シー ド,マ ス タ ー ド
,マ メ類,タ バ

コ・ ジ ュー トな どで,ジ ュ ー ト以 外 は 自家 消 費 用 で あ る
。〈311 土 地利 用 〉大部 分 の

生 活 を 農業 に依 存 して い るの で あ るが,多 くの村 人 は 自作 地 を持 た ず,農 業 労 働 者 と

して 働 いて お り・ 生 活 は か な り苦 しい[PAKYNTEIN 1965:17-24]。

 〈23 家 畜 飼 養 〉主 な 家畜 は ウ シ,ブ タ,ニ ワ ト リで,ヒ ッ ジ,ヤ ギ は少 ない 。 ウ

シ小 作 も行 なわ れ て い る。〈226漁 労 〉漁 は冬 季,タ ケで 編 ん だ 漁具 を もちい て 周 辺

の河 川 で 行 な わ れ る。〈286織 布 〉家 内工 業 は ど の家 に も綿 の 機 織機 が あ り
,女 性 の

仕 事 とな って い る[PAKYNTEIN l965:17-24]。

 〈26食 物 消費 〉食 事 は 簡素 で,主 な食 べ 物 は コ メで あ る。 ま た牛 肉 以外 の あ らゆ
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る肉類が食される。 コメをゆが くとき,と きには野菜,豆 なども加えられる。野菜の

料理には小量の塩,カ ラシ油のほか,燃 やしたバナナや炉の燃えがらを水でろ過 して

作 った炭酸カルシウムが加えられる。魚の保存はタケの網に載せ,炉 の上の天井から

吊して乾燥 させ る。乾燥 した魚は砕いてタケの筒に入れ,保 存される。茶は朝夕や客

のもてなしに飲用される。茶受けとして米粉を蒸 して作られた菓子(pitha)が 食べら

れる。酒はズー(zu)と よばれ,コ メから作 られる。 ズーはボド族の社会生活のなか

で重要な飲物である。食事と酒づ くりはおもに女性の仕事であるが,祭 など客をもて

なす場合は男性も料理に参加する。もてな しの時の食器にはバナナの葉が用いられる

[PAKYNTEIN  1965:9-10]。

 〈59 家族〉家族は夫婦と子供の核家族が基本である。住民の大多数は父系家族で

あるが,母 系家族も見 られる。一夫一妻が L1的であるが,ま れに一夫多妻がある。

一妻多夫は存在 しない。夫や父が家族の中でいちばん権威を持つ。クランの名は父か

ら子に伝えられる[PAKYNTEIN l965:11]。

 〈58婚 姻〉結婚は協議結婚がおもで,略 奪結婚などはない。養子縁組も行なわれ

ている。結婚の儀式は,ま ず若者の父が娘の父を訪問する。 この時は双方が知り合い

になるためのもので,結 婚 の 申し込みはなされない。 そのあとアチャン・タブナイ

(achan-thapnai)と いう結婚申し込みの儀式が行なわれる。これは若者の母が村の女

性たちと娘の家を訪れる。このとき銀の腕輪や硬貨,コ メなどが入った包みを娘の家

の屋根の上に置 く。これが正式な結婚の申し込みである。この日から7日 過ぎても包

みが返 されない場合は結婚申し込みが受諾されたことになり,7日 以内に返却された

ら拒否されたことになる。受諾された場合は若者の父が村の男たちと娘の家を訪れる

[PAKYNTEIN  1965:11]。

 〈844 出産〉女性は妊娠中も8ヵ 月までは通常の仕事を行なう。 それ 以降は食事

の用意以外の仕事から解放される。 妊婦は死者にふれることと,死 者の 安置してあ

る部屋に入ることが許 されない以外は行動の制限はない。 妊娠にともなう宗教的儀

式はない。 出産後7日 間は母親 と子供は家の外にで られない。7日 目に ウンドリナ

(undorina)と いう清めの儀式 が行なわれる。 この儀式では母子 の身体 を清め・子

どもの命名が行われる。 また この日,出 産を手伝 った者をもてなす[PAKYNTEIN

1965:13-14]。

 〈764葬 式〉死者がで ると,た だちに死者を清め,ハ トかニワトリの肉でつくった

カリーが供え られる。葬制は一般に土葬であるが,身 分の高いものは火葬にふされる。

土葬の場合,埋 葬地につくと,ま ず神から土地を買うために硬貨が投げられる。つぎ

198



北東インド諸民族の基礎資料

に穴を掘る際,死 者が男性の場合は5回,女 性の場合は7回,親 戚,友 人がその穴の

周りを回る。埋葬地に死者を横たえたあと死者の霊が呼吸できるようにするため,死

者の鼻に地面にとどく長さの中空のアシを立てかけて土をかぶせる。火葬の場合は,

5人 の男性と7人 の女性が木を積んで火葬の準備を行 う。死者をその上に載せ,土 葬

の場合と同じようにその周りを回る。火葬された灰はそのまま四隅に木を立て布で覆

われる[PAKYNTEIN 1965:13-14]。

 〈56社 会成層〉村は,ガ オンブラ(gaonbura)と 呼ばれる首長を中心としてまと

められている。村の意志決定はミール(meal)と 呼ばれる寄り合いによって決定され

る。 ミールが必要な場合,ガ ォンブラの下につ くハルマージ(halmaji)が 伝令として

各家の家長を召集する。 ミールは男性だけで構成され,女 性は傍聴はできるが,議 論

には参加できない[PAKYNTEIN 1965:33-34]。

                                (人見五郎)'

 (参考資料) センサスでのカチャリ族の分類に重複がみられるので参考として次の

地図を掲載する。

Sen, D. K.1971"Annexure to the Tribal Map of India"Anthropological Survey of India・

Culcutta・ よ り作 図 。 行 政 区 分 は1961年 当 時 の も の に よ る 。
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ダ テ ィ ヤ ル ・カ チ ャ リ(Datiyal Kachari)

Sen, D. K.1971"Annexure to the Tribal Map of lndia"Anthropological Survey of lndia,

Culcutta・ よ り作 図 。 行 政 区 分 は1961年 当 時 の も の に よ る 。

 〈13地 理 〉 ラ ブ ハ 族 は ブ ラマ フ.トラ(Brahmaputra)川 中 流 域 の ゴ ァル パ ラ

(Goalpara),カ ム ラ ップ(Kamrup),ダ ラ ン(Darrang),ガ ロ山 地(Garo・ ・Hills)・

メ ガ ラヤ(Meghalaya)の 平 野 部 に居 住 す る部族 で あ る。 〈61親 族 集 団 〉 ラブハ は

以 下 の5つ の サ ブ ・ トライ ブ に分 け る こ とが で き る。 第1は ラ ンダ ニ(Rangdani),

第2は マ イ トリ(Maitori),第3は パ テ ィ(Pati),第4は ダ ホ リ(Dahori),第5は コ

ー チ ャ(Kocha)で あ る。

 こ の5つ のサ ブ トライ ブ の うち,ラ ンダ ニ,マ イ ト リ,パ テ ィは上 流 階 層 とみ な さ

れ,相 互 の婚 姻 関 係 は認 め られ るが,ダ ホ リ,コ ーチ ャは他 の サ ブ ・トライ ブ との婚

姻 は 許 され て いな い[SAIKA 1970:7]。

 〈19言 語 〉 ラブハ族 の言 語 は他 の カ チ ャ リ ・グル ー プ と 同 じ くチ ベ ッ ト ・ビル マ

語 族 の ボ ド語 を話 す が,ラ ブ ハ族 の 固有 の 方 言 は もは や な くな って お り,他 の ボ ド語
'

グル ー プ が部 族 内で は固有 の方 言 で話 さ れ て い るの と異 な り,ア ッサ ム語 の みを 使 用

して い る[SAIKA 1970:8]。

 〈173 口碑 ・伝 説 に よ る歴 史 〉 ラ ブハ 族 の 出 自 に 関 して は依 然 不 明 で あ る。1961
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年 の イ ン ド ・セ ンサ スに お け る村 落 調 査 で は,低 地 ア ッサ ム にお い て は ラブハ 族 はガ

ロ族 か ら派 生 した もの と考 え られ て お り
,ま た カ ム ラ ップ,ダ ラ ンで は カ チ ャ リ族 の

ヒン ドゥー化 した もの と考 え られて い る[SAIKA l970:6]
。 マ ジ ョンダ に よ る と ラ

ンダ ニ ・ラ プハ族 の 出 自伝承 は,自 らの起 源 はガ ロ 山地 にあ り
,ガ ロ族 の サ ブ ・ トラ

イ ブ・ ア トン(Atong)族 と血 族 関 係 が あ っ たが,そ の 後 ガ ロ族 との 衝 突 に よ って 平

野 部 に降 りて きた と記 述 して い る[MAjuMDAR&Sharma l979:42]。

 〈361集 落 形 態 〉 ラ ブハ 族 は必 ず しも単独 で集 落 を 構 成 す るわ け で は な く,他 の

部 族 と混住 して集 落 を構 成 す る場 合 もあ る。 先 の イ ン ド ・セ ンサス の村 落 調査 で は ゴ

ァル パ ラ地 方 の カ ー ラ(Khara)村 は,ラ ブハ 族,カ チ ャ リ族(Kachari),ク ー チ族

(Koch)の 三 部族 で構 成 され て い る[SAIKA l970:7]。

 〈342住 宅 〉 ラ ブハ 族 の 住 居 は,ア ッサ ム平 野 で 一 般 的 であ る敷 地 内 に3な い し

4つ の家 屋 を 建 て る構 造 で あ る。 その ほか家 畜 小 屋,穀 物倉 庫 な どが 別 に も うけ られ

る。屋 根 はタ ケや 木 で 葺 き,壁 は タ ケの 骨組 み に泥 と牛 フ ンで 漆喰 をす る。 窓 は な く,

喚気 の た めの 小 さ い穴 が あ い て い るだ けで あ る。 敷 地 は タ ケ な どで 塀 が は られ,塀 の

外側 に堀 が 作 られ て い る[SAIKA l970:10]。

 〈24 農 業 〉 ラブ ハ族 の生 業 は農業 で あ る。1951年 まで はザ ミンダ ール 制 の支 配 下

に お かれ て い た が,以 後 村 人 は 自作 農 化 して い る。 稲 作 に は ア ブ(ahu)と 呼 ば れ る

陸稲,サ リ(sali)と 呼 ば れ る水 稲,パ オ ・ダ ン(bao-dhan)と 呼 ば れ る浮 稲 の 三 つ

の種 類 が あ る。 陸 稲 は小 高 い丘 で栽 培 され,2月 頃 か ら耕起 が始Gま り
,3月 播 種,7

月 頃 収穫 す る。 水 稲 は低 湿 地 で栽 培 され,集 落 の近 くで 苗床 をつ く り,5月 頃苗 が30

セ ンチ メー トル ぐ らい に な った と ころで 田植 え が 行 な わ れ る。 収 穫 は12月 頃 で あ る。

浮 稲 は雨 期 の間,洪 水 な どで稲 が完 熟 す るま で灌 水 して い る場 所 で栽 培 され,5月 頃

播 種 ・12月 頃 収 穫 され る。 陸 稲 に は ボ ギ(bogi),ラ ンガ(ranga)の2品 種,水 稲 に

も ラ ヒ(lahi),バ ル(bar)の2品 種 が あ り,こ れ ら は早 稲,晩 生,品 質,収 量 な ど に

お いて 異 な る。

 収 穫 され た コメ は 直 接 穀 物 倉 庫 に 運 ばれ る か,ド ゥ リ(duli)と 呼 ば れ る タ ケで 編

ん だ表 面 に 粘 土 と牛 フ ンを塗 り付 けた 容器 に保 存 され る。

 稲 作 の ほか に雑 穀,カ ラ シナ,ジ ュー ト,ジ ャガ イモ,大 根 な どの 野 菜 類,タ バ コ

な どが 作 られ る。 バ ナ ナ,キ ンマ,タ ケ は どの 家 に もあ る[SAIKA 1970:39-59]。

 〈23家 畜飼 養 〉家 畜 は ス イ ギ ュ ウ,ウ シ,ブ タ,ヤ ギ,ア ヒル,ニ ワ トリ,ハ ト

な どが 飼 わ れ て い る。 ス イ ギ ュ ウに は畜 舎 は ない が,他 の 家畜 に は別 々の 畜舎 が も う

け られ て い る。 飼 料 は河 川 沿 いの草 地 を利 用 す る ほか,雑 穀,コ メ クズ,稲 わ らな ど
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が与えられる。ブタにはライス ・ビ0ル の酒粕なども与えられる。家畜育種,病 理な

どに関する知識は低 く,搾 乳量なども低く,生 産性は悪い[SAIKA l970:40,56]。

 〈226漁 労〉漁業は冬の間に行なわれる。魚をとることは日々の食事に彩りをそ

える意味のほかに,娯 楽 としても楽 しまれる。漁はグループで行なわれる。採り方は

手づかみから様々な道具を使 うものまであり,そ れらの道具はタケなどで自作するも

ののほか,漁 網などはマーケ ットで購入される[SAIKA l970:57]。

                                (人見五郎)
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メ チ(Mech),ミ シ ュ(Mish)

Sen, D. K.1971``Annexure to the Tribal Map of lndia"Anthropological Survey of India,

Gulcutta・ よ り作 図 。 行 政 区 分 は1961年 当 時 の も の に よ る 。

 〈13 地理 〉ブ ラマ プ トラ(Brahmaputra)川 中流域 の少 数 部 族 に メ チ族 が あ る。

いわ ゆ る カチ ャ リ族 の 一 員 と考 え られ,以 前 は か な りの大 きな部 族 で あ った と推 定 さ

れ るが,な ん らか の大 きな 変 化 が あ り,ア ッサ ムで は非 常 に少 数 に な って しま っ た。

 ゴ ァル パ ラ(Goalpara)の 都 市 メチ パ ラ(Mechpara)は 明 らか に メチ 族 と関連 し

て い る。 また 現在 メ チ族 は ア ッサ ム の ほか,ネ パ ー ル,シ ッキ ム,ブ ータ ンに も居 住

して い る[DALTON l872:88]。

 〈173 口碑 ・伝 説 に よ る歴 史 〉ア ッサ ム に お いて は非 常 に 少 数 に な って い る こ と

と,さ らに ク ー チ(Kochi)族 との異 族 結 婚 に よ り 部 族 と して の 区分 は い っそ う不 明

瞭 に な って い る。

 メ チ族 の 起 源 は 不 明で あ るが,ガ ロ(Garo)族 の一 支 族 マ チ(Machi)と の 関 連 も

考 え られ る。 また メチ族 は,自 らを ミシュ(Mish)と 称 して い る[WADD肌L l901:

57]。

 〈24農 業 〉メ チ族 は 固定 した集 落 に 定 着 す る こ と は まれ で,処 女 林 を も とめ て 移

動 し,そ こで 焼 畑 を 行 な って い る。 〈26 食 物 消費 〉 ヒ ン ドゥ ー教 化 す る前 は ゾ ウの
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肉以外の食物のタブーはなかった。

 〈77宗 教的信仰〉メチ族 は最高神 と して シジュ(S① を崇拝 す る[DALTON

l872:89」 。

                                  (人見五郎)
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デ ィ マ サ(Dimasa, Dima-Fisa),デ ィ マ サ ・ カ チ ャ リ(Dimasa Kachari)

Sen, D. K.1971"Annexure to the Tribal Map of India"Anthropological Survey of lndia
,

Culcutta・ よ り作 図 。 行 政 区 分 は1961年 当 時 の も の に よ る
。

 デ ィマ ・フ ィサ(Dima-Fisa大 河 の 息子)と 自称 す る 一 族 を デ ィマ サ族,デ ィマ

サ ・カ チ ャ リ族 とい う。一 般 に デ ィマサ 族 は カ チ ャ リ王 国 を構 成 す る一 部 族 と され て

い る。 〈142 身 体諸 形質 の情 報 〉身 体 的特 徴 は モ ンゴ ロ イ ド系 の 特徴 を 有 し,身 長

は160セ ンチ メ ー トル ぐ らいで 髪 の 毛 は やや ウ エ ー ブ して い る[DAs 1978:18]。

 〈131位 置 〉デ ィマ サ 族 が も っと も多 く 居 住 して い る 地 域 は 北 カ チ ャール 山 地

(North Kachar Hills)と ミキール 山地(Mikir Hills)の 両 地域 で,そ の ほか ガ ロ山

地(Garo Hills),カ ー シ ・ア ン ド 。ジ ャイ ンテ ィア 山 地(The United Khasi and

Jaintia Hills),ミ ゾ山 地(Mizo Hills)に も若 干 分 布 して い る。 人 口はダ スに よ る と

約21万 人で あ る[DAs l978:16]。

 〈13地 理 〉デ ィマ サ族 が居 住 す る北 カ チ ャール 山地,ミ キー ル 山地 は,緩 や か な

斜 面 を持 つ 標 高1,000 mほ どの 丘 陵地 が うね る よ うにつ づ い て い る。 これ らの丘 陵

地 に は露 岩 が 少 な く,全 体 が厚 い森林 に覆 わ れて い る。 気 候 は年 間 を通 じて湿 潤 で あ

る[GANDA I978:10]。

 〈19言 語 〉言 語 は チ ベ ッ ト・ビル マ語 族 ボ ド・ナガ 語 群 ボ ド語 系 に属 す る。 しか し
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近 年 ア ッサ ム語 の 浸 透 で デ ィマ サ 固 有 の言 語 はか な り崩 れ て きて い る[DAs l978:6]。

 〈36集 落 〉デ ィマ サ 族 の 集 落 は,こ れ ら丘 陵地 を流 れ る河 川 に そ って 点 在 す る。

これ らの 集落 はす べ て デ ィマ サ 族 に よ って 占 め られて お り,他 部 族 との混 住 は な い。

〈342住 宅 〉家屋 は タ ケで で きて お り,窓 や 煙 突 は な く,中 は2部 屋 に分 か れ て い る

[DAs l978:47]。

 〈24 農 業 〉 も っ と も重要 な生 業 は農 業 で あ る。 土 地 利 用 は 山 間斜 面 の 焼 畑,平 坦

地 で の畑 作,河 川 沿 いで の水 田 の3つ の タ イ プに 分 け られ る。主 な 作 物 は コメ,綿,カ

ラ シ,ゴ マ な どで,ほ とん ど 自給 用で 換 金 作 物 は あ ま り作 られ な い 。多 くの 場合,焼

畑 は村人 の共 同作 業 に よ って 行 わ れ る が,デ ィマ サ族 は家 族 指 向 が 強 く,焼 畑 の 用地

は村 の合 議 に よ り各 家 族 単 位 に割 り当て られ,ほ とん ど共 同作 業 は行 われ な い。 ま た

割 り当て られ る区画 面 積 は 家族 数,働 き手 の 人数 に 応 じて 決 定 さ れ る。 焼畑 は数 年 行

わ れ た あ と10年 か ら12年 間 休耕 さ れ る。 畑作 地 と水 田 は所有 者 が 決 ま って い る。 農 作

業 は男 子 の 伐 採作 業 を除 い て男 女 の 別 な く行 わ れて い る[DAs 1978:19-25]。

 〈23 家 畜 飼 養 〉家 畜 飼 養 も重 要 な生 業 で あ り,ニ ワ ト リ,ブ タ,ヒ ッ ジが食 用 と

供 犠 の た め に飼 養 され,ま た 乳 用,役 用 の た め に ウ シも飼 養 され て い る。<226漁

労 〉漁 業 はタ ケ の籠 を用 い て行 われ る。 〈224狩 猟 とわ な 猟 〉狩 猟 は 大 きな網 を 用

いて シカ や 野 ブ タ な どを 囲 い捕 る こ とが行 われ て い る[DAS 1978:21]。

 〈286織 布 〉重要 な 家 内工 業 と して 機 織 りが あ る。 エ リ(eri)種,ム ガ(muga)

種 の カ イ コか ら絹 織 物 が作 られ る。 機 織 りの 技 術 は女 性 の 必 須 技 術で,機 織 りが で き

な い女 性 は 低 く見 られ る。

 〈56社 会成 層 〉 デ ィマ サ族 の村 の社 会組 織 はガ オ ンブ ラ(gaonbura)あ るい は ク

ナ ン(khunang)と 呼 ば れ る首 長 の も とに以 下 の よ うな村 役 が伝 統 的 に 構 成 され て い

た。

 長 老 グル ープ:ガ オ ンブ ラ(ga叩bura・ クナ ンkhunang)一 デ ィ レ ク(dilek)一 ダ

  ウ ラ フ(daurahu)一 バ バ イ サ ガ オ(habaisagao)一 パ ラ イ(pharai)

 青 年 グル ー プ:マ ン ト リ(mantori)一 ハ ンセ オ ブ ク(hangseobukhu)一 ジ ャ ライ ロ

  (jalairo)

 長 老 グル ー プは個 人 の資 質,人 徳 にか か わ らず年 齢 順 に 決 定 され る。 す な わ ち村 の

最 長 老 が ガ オ ンブ ラに,2番 目 が デ ィ レク とい う具 合 い で あ る。 青 年 グル ープ は 長老
   ダ

グループによ?て 選出される。これらの村役が焼畑区画決定等の行政,裁 判,祭 を執

り行 う。現在では州行政の末端機能を担うようになったため,ガ オンブラの選出も最

長老から政治手腕のある有力者に変わり,ま たいくつかの村役は有名無実となり,な
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くな った もの もあ る。 デ ィマ サ族 は,個 々人 が 同等 の 権 利 を 有 して お り,村 の 様 々 な

取 り決 め も個 人 の 権 利 や 発 言 が 尊重 され て い る。 〈59家 族 〉デ ィマ サ の家 族 は一 夫

0婦 の 核 家族 が 基 本 で あ る[GANDA l978:98 -1111。

 〈173 口碑 ・伝 説 に よ る歴 史 〉デ ィマ サ族 の 歴 史 に 関 して は 「カ チ ャ リ族 概 説 」

の 項 を 参照 され た い。 デ ィマ サ族 の 歴 史 は 基本 的 に は カチ ャ リ族 の そ れ に含 まれ るの

で あ るが,デ ィマサ 族 と他 の カ チ ャ リ諸 族 との歴 史 的 な 関係 に つ い て は推 測 の 域 を 出

て い ない。 ここで デ ィマ サ族 の 伝 承 を あ げ て お くと,「デ ィマ サ族 は幾 多 の 戦 い に 敗 れ,

撤 退 を続 け た。 そ して 深 くて大 きな川 に さ しか り,進 退 に 窮 した。 デ ィマ サ 王 は あ る

夜 夢 を み る。夢 の 中 に神 が現 れ,次 の よ うに彼 に 告 げ た。 『明 日ア オ サ ギが 堤 に い れ ば

そ こだ け川 が 浅 くな って い る。 そ こか ら川 を渡 る こ とが で きる だ ろ う。 た だ しけ っ し

て 後 ろを振 り向 い て は な らな い。』 翌 朝 王 が 川 を 見 る と ア オ サ ギが 堤 に い る。 さ っそ

く全 軍 が川 を 渡 りだ した。 川 の途 中に さ しか か った と き,あ る兵 士 が 自分 の 息子 の こ

とが気 に かか って,つ い後 ろ を振 り向 い て しま った 。 そ の瞬 間川 は深 さを 増 し,兵 士

た ちは流 され て しま った。 あ る者 は 対岸 に か ろ う じて た ど り着 き,あ る者 は そ の ま

ま 流 され,あ る者 は岸 に 引 き返 した。 そ して 対 岸 に た ど り着 い た者 が デ ィマサ 族 で あ

る」[DAS 1978:15]。

 〈77宗 教 的信 仰 〉 デ ィマ サ族 は 自 ら ヒ ン ドゥー教 徒 で あ る と称 して い るが,実 際

は ヒ ン ドゥー教 とア ニ ミズ ム信 仰 の 混 ざ った もの で あ る。 ヒ ン ドゥー教 化 は18世 紀 に

な され たが,こ れ も当 時 ご く一 部 の 上 流 階級 だ けで あ った。 デ ィマサ族 が最 高の 神 と

崇 拝 す るの は ダ ィ コ(daikho)で あ る。 さ らにそ の下 に多 くの マ ダ ィ(madai)が あ

る・ 神 の 伝 承 に つ い て は メ スの 大 鳥 アイ レキ デ ィ・一マ(airekhidima)が この 地 に巣 を

作 り,7つ の 卵 を抱 い た。6つ はか え った が,最 後 の ひ とつ はか え らず,そ の液 体 が

地 面 に飛 び散 った。 それ が 悪 霊 で あ る[DAs 1978:26-27]。

 祭 は3年 か ら4年 に一 度 行 わ れ る。 ポ ジ ャィ(h(jai)と 呼 ばれ る司祭 が祭 を執 り行

うが,ポ ジ ャィ は ど の村 に も い るわ けで は な く,い な い村 で は近 くの 村 か ら連 れ て来

る。 この ポ ジ ャイ は司 祭 の ク ラ ンで は な く,司 祭 の技 術 を 修 得 した者 は誰 で もな れ る。

祭 に は ブタ や ニ ワ トリが 犠牲 に供 され る[DAS 1978:27]。

 この ポ ジ ャイ に 関 して,「 カ チ ャ リ族概 説 」の 項 で エ ン ドル は一 部 族 と して 取 りあ げ

て分 類 して い る が,司 祭 の ポ ジ ャイ と部 族 の ポ ジ ャイ との 関 連 を 述 べ て い る文 献 は見

あ た らな か った。

                                (人見 五 郎)
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ラ ル ン(Lalung),テ ィ ワ(Tiwa)

Sen, D. K.1971"Annexure to the Tribal Map of lndia"Anthropological Survey of lndia,

Culcutta・ よ り作 図 。 行 政 区 分 は1961年 当 時 の も の に よ る 。

 〈131位 置 〉 ジ ャイ ンテ ィア(Jajntia)山 地 の 北斜 面 の 山裾 に居 住 す る小 さな部

族 で あ る。 平 野 部 と山麓 部 の2つ の グル ープ に 分 け る こ とが で き,伝 統 的 な 習慣 を保

持 して い るの は,山 麓 部 の ラル ン族 で あ る。〈173 口碑 ・伝説 に よ る歴 史 〉 ラル ン族

の起 源 につ い て は 不 明 で あ り,ラ ル ン族 自身 もカ チ ャ リ(Kachari)族 の 一支 族,チ

ベ ッ ト起 源,ミ キー ル(Mikir)族 との 血族 関 係 な ど,い くつ かの 説 を も って い る。

 〈361集 落 形 態 〉 彼 らは小 さ な集 落 を つ く り,チ ャマ デ ィ(chhamadi)と 呼 ばれ

る若 者 宿 を 中心 に 家 が建 て られ て い る。 チ ャマ デ ィで は 村 の 寄 り合 い も開 か れ る。

 〈618 ク ラ ン〉 ラル ン族 は多 くの クール(khul)と よば れ る ク ラ ンが あ る。 そ れぞ

れの ク ラ ンに は,一 軒 の 主 だ った家 族 が あ り,そ れ が ボル ジ ェ ラ(borjela)と 呼 ばれ

て い る。 ボル ジ ェ ラは今 日で は選 挙 で 選 ば れ て い る。 ボル ジ ェ ラの 勤 め は,儀 式 をつ

か さ ど る こ と と,ク ラ ンの神 を まつ る こ とで あ る[DAs l986]。

                                (人見 五 郎)
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ガ ロ(Garo),ア チ ッ ク(A'chik),マ ンデ(Mande)

Sen, D. K.1971"Annexure to the Tribal Map of lndia"Anthropological Survey of lndia,

Culcutta・ よ り 作 図 。 行 政 区 分 は1961年 当 時 の も の に よ る 。

 〈131位 置 〉 ガ ロ族 は,メ ガ ラヤ(Meghalaya)州 東 部 の ガ ロ 山地(Garo-Hills)

を 中心 に居 住 して い る。 〈101 ア イ デ ンテ ィ フ ィケ ー シ ョ ン〉 ガ ロ族 は 自 らの こと

を,ア チ ック(A'chik),マ ンデ(Mande)と 称 して い る。 ガ ロは12の サ ブ ・トラ イ ブ

に分 け る こ とが で き る。 ガ ロ山 地の 北 斜面 の ゴ ァ ルパ ラ ・デ ィス ト リク ト(Goalpara

District)に 接 す る平坦 部 に は ア ウ ェ(Awe, Akawe),チ サ ック(Chisak),カ チ ュ

(Kachu)が お り,古 くか ら水 稲 作 を行 い,ブ ラマ プ トラ川 流域 の平 野 部 の 諸族 か ら

の 影 響 を 強 くうけて い る。 ガ ロ山地 の 中央 部 に は マ チ(Machi),ア ベ ン(Abeng),

ア テ ィア グ ラ(Atiagra),マ タベ ン(Matabeng)が お り,最 も人 口が 多 く,か つ 最 も

ガ ロ族 ら しい特 徴 を 有 す る 。南 西 部 に はガ ン チ ン(Ganching, Gara),ア トン(Atong),

チバ ック(Chibak),ル ガ(Ruga),デ ュ アル(Dual)が お り,か れ らの 方 言 な ど他

の ガ ロ族 とはか な り異 な った特 徴 を 有 して い る[NAKANE l967:19-23]。

 〈19言 語 〉言 語 は チベ ッ ト ・ビル マ語 族 ボ ド ・ナ ガ語 群 ボ ド語 系 に属 す る。 しか

し周辺 の ボ ド語 諸 族 と はか な り方 言 が異 な り,こ れ は他 の ボ ド語 族 が ヒ ン ドゥー 教 の

影響 な ど を 受 けて きた の に対 し,ガ ロ族 は独 自の 方 言 を 形 成 して きた た めで あ る 。 ま
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た ア トンな ど は ク ーチ(Koch)族,ラ ブハ(Rabha)族 の言 語 と非 常 に よ く似 て い る

[MAJuMDAR l978:17-18]。

 〈173 口碑 ・伝説 に よ る歴 史 〉イギ リス統 治 以 前 の ガ ロ族 に つ い ての 歴 史 は ア ッ

サ ム,ベ ンガ ル の諸 文 献 に 記 述 され る ことは ほ とん どな く,ま った くわ か って い な い。

ガ ロ族 は 自 らの 起 源 を チ ベ ッ トか ら移 動 して きた と考え て い る。 伝 承 で は,ガ ロ族 は

チベ ッ トを 出た あ とセ ラ(Sela)峠 を 越 え て アル ナ チ ャル ・プ ラデ シュ(Arunachal

Pradesh)州 の タ ワ ン(Tawang)に た ど りつ い た。 あ る もの は タ ワ ンに留 ま ったが,

さ らに南 下 し,カ ムル ップ(Kamrup)に 至 った。 当時 カ ムル ップ は ア ホ ム族 の支 配

下 に あ り,ア ホ ム族 と衝 突 を 繰 り返 した 後,カ マ キ ャ ・ヒル(Kamakhya Hill)に 根

拠 地 を築 き長 ら くそ こ に住 み つ いた。 この 地 に カ マ キ ャ寺 院 を建 設 し,こ の寺 に は ガ

ロ族 の 男 女 の 彫 像 が あ る とい う。 こ こを根 拠地 と した もの の,ア ホム(Ahom)族 の

圧力 に は 抵抗 し きれず,ガ ロ族 は ア ホ ム族 の 支 配権 を認 め ざ るを え な くな っ た。 ア

ホム族 に屈 服 す る際,ガ ロ族 は その 証 と して 土 を 食 べ させ られ た。 この 行為 を 「ア コ

チ キ ・ム クセ タ(Ackochiki Mukseta)」 と いい,そ こか らガ ロ族 の 自称 名 ア チ ック

(A'chik)が で きた。 そ の 後 ガ ロ族 は ブ ラマ プ トラ川 を 越 え,ゴ ァル パ ラ'デ ィス ト

リク トに 移 動 し,さ らに ガ ロ 山地 にた ど りつ き,苦 労 の 末 こ こを 定 住 の 地 と した。 そ

の 当時 の ガ ロ族 の 社会 は父 系 社 会 で 相 続人 は息 子 で あ ったが,時 の 王 ボ ネパ(Bonepa)

はガ ロ族 の 人 び とを 集 め,3つ の決 定 を行 な った 。 第1に,ガ ロ族 を ふ た つ の グ ル ー

プ,マ ラク(marak)と サ ングマ(sangma)に 分 け,同 じグル ー プで の 結婚 を禁 じた 。

第2に,男 は戦 いに 出て い くの で,相 続 は末 娘 が受 け る こ と。 第3に,ガ ロ族 以 外 の

男 性 と結 婚 した 女 性 は相続 権 が な い。 以 上 が ガ ロ族 の 伝 承 で あ る が,こ うい った 伝 承

以 外 に も,チ ベ ッ ト起 源 を うた い こまれ た 歌 もあ る。

 イ ギ リス統 治以 前 に は,ガ ロ族 は ザ ミンダ ール(zamindar)に 対 して も激 しく抵 抗

して お り,ザ ミツ ダ ー ル や その 徴 税 人 を殺 害 した り して お り,首 狩 り族 と して恐 れ ら

れ た。 そ して そ の 調停 を契 機 に イ ギ リス の統 治 が 始 ま って い くの で あ る。 そ して テ ユ

ラ(Tura)が 行 政 の 中心 に な る と ヒ ン ドゥー文 化,キ リス ト教 な ど が は い り,ガ ロ族

の伝 統 的生 活 形 態 が変 容 して い ったの で あ る[PAKYNTEIN 1967:3-4]。

 〈36集 落 〉 〈342住 宅 〉ガ ロ族 の集 落 は10戸 か ら60戸 ほ どで 人 口は多 くて も300

名 ま でで あ る。 丘 陵 地 の ガ ロ族 は村 の 領有 地 ア キ ン(a'king)内 で焼 畑 耕作 を 行 な う。

ガ ロ族 の集 落 は人 ロが 増 加 し,集 落 周 辺 で の焼 畑 が困 難 に な る と,領 有 地 内の 収 穫 に

都 合 の よい別 の場 所 に新 しい集 落 をつ く り,そ こに何 家族 か が移 り住 む。 この 新 しい

集 落 は 自立で きる まで 母 村 の支 配 下 に おか れ る。 この よ うな 集落 が 母村 を 中心 に い く
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つ か 形成 され て い る。 ガ ロ族 の 家屋 は縦4メ ー トル か ら5メ ー トル ,横15メ ー トル か

ら30メ ー トル の 非常 に長 い杭 上 家屋 で,こ れ が 山 の傾 斜 地 につ きで て 建 て ら れ て い

る。柱 な どに 使 わ れ る木 材 の他,タ ケ,屋 根 に は ア シが使 わ れ て い る。 ガ ロ族 の 集 落

は ク リス チ ャ ンの ガ ロ族 は教 会 を 取 り囲 む よ うに,ま た ノ ン ・ク リス チ ャ ンの ガ ロ族

は若 者 宿 を取 り囲 む よ うに 家屋 が建 て られ て い る。 中根 が 調 査 を 行 な った モ ンバ ギ リ

(Mombagiri)村 で は ク リス チ ャ ンとノ ン・ク リス チ ャ ンが 各 々教 会 と若 者 宿 を 中 心 に

集落 が形 成 され て い る。 伝 統 的 な家 の 中 は3つ の 部分 に分 か れ て お り,入 口部分 は 家

畜 が 夜 休 む よ うにな って い る。 家 の 中央 部 分 に は 囲炉 裏 が あ り,こ こが 生 活 の 中 心 で

あ る。 囲 炉 裏 よ り入 口側 は女 性 が 占め,奥 は男 性 が 占 め る。 奥 に は小 さな 部 屋 が あ り,

そ こ に貴 重 品 が保 管 され て い る。 ま た 奥 に は トイ レが あ り,夜 間 はそ の トイ レが 使 わ

れ る。 これ は 野獣 か ら身 を守 る た めで あ る。 これ らの 家 に は夫 婦 と子 供 の他,妻 の未

婚 の 兄 弟 姉 妹,妻 の 両 親 が加 わ る。 集 落 内 の 家 の他 に,焼 畑 地 の近 くに小屋 が つ く ら

れ る。 この小 屋 は 野 獣 か ら身 を守 る た め木 の 上 に つ く られ る[NAKANE I967:38-

41]。

 〈24農 業 〉丘 陵地 の ガ ロ族 の 生 業 は焼 畑 で あ り,谷 筋 で は水 稲 作 が 行 な われ て い

る。 主 な作 物 は 自給 用 と して コ メ,モ ロ コ シ,タ ロ イモ,バ ナ ナ な どで,ま た換 金 作

物 と して綿,ト ウガ ラ シ,シ ョウガ な ど が栽 培 され て い る。 土 地 は村 の 領有 地 で あ り

個 人 の所 有 権iは原則 的 に与 え られ て い な い。 土 地 は村 の 首 長 ノ クマ(nokma)の 支 配

下 に あ り,毎 年 焼畑 の 区画 が ノ クマ に よ って分 配 され る。 収 穫 物 は各 自に帰 す る。 焼

畑 は12月 か ら1月 ご ろ伐 採 され,4月 の雨 が 降 る前 に火 入 れ,雨 の 後 種蒔 が 行 な わ れ

る。収 穫期 は8月 か ら11月 で あ る。焼 畑 は毎 年 移 動 し,数 年 間 放 置 され る。

 〈23家 畜飼 養 〉家 畜 は ウ シ,ブ タ,ヒ ッ ジ,ニ ワ ト リな どで,使 役 の他,食 用,

犠 牲 に用 い られ る。 ガ ロ族 に は食 肉 に つ いて の タ ブー は な く,家 畜 の他,野 生 動 物 も

好 ん で 食 べ る。 ただ し死 ん で い る動 物 の 肉 と,ト ラや オオ カ ミに襲 わ れ た動 物 の 肉 は

食 べ な い。 〈224狩 猟 と わ な猟 〉ガ ロ族 は非 常 に狩 猟 が 上手 く,ワ ナを 使 って捕 る。

〈226漁 労 〉ま た漁 も食 糧供 給 の ほ か,楽 しみ と して も好 ん で 行 な わ れ る。タ ケ で編

ん だ漁 具 や毒 が 用 い られ る[PAKYNTEIN 1967:19]。

 〈61 親族 集 団 〉 〈56 社 会 成 層 〉ガ ロ族 は母 系 外 婚 氏族 を もつ。 この 氏族 に は5

つ の 氏 族 が あ ると され,伝 承 に も あ っ たサ ン グマ とマ ラ クの2氏 族 が最 大 で,他 の3

つ の 氏族 は非 常 に 小 さ い。 この 氏族 の 分類 を チ ャ トチ(chatchi)と 呼 び,ガ ロ族 に と

って の も っ とも重要 な ア イ デ ンテ ィテ ィで あ る。 この 氏族 の もと に各地 域 ご とに多 数

の 血 族 が あ り,さ らに これ は マハ リ(mahari)と よば れ る リネ ー ジに わ かれ る。 婚 姻
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は この サ ングマ とマ ラ クの マハ リを通 じて行 な われ る。 集落 に は1つ な い し2つ のマ

ハ リに よ って 構 成 され て お り,そ の な か に いわ ゆ るマ ハ リの 「本 家 」 が あ り,他 の家

は そ こか ら派 生 した もの で あ る と考 え られ て い る。 この 「本家 」 が 集落 の首 長 で もあ

るノ ク マで あ り,集 落 の領 有 地 を 取 り仕 切 って い る。 マ ハ リが2つ 存 在 す る集落 で は

ノ クマ も2人 存 在 す る。 この よ うな ノ クマ の性 格 か ら政 治 的 な面 の ほか,貧 しい者 を

養 った り,村 人 の 世 話 を 行 な う。 また ノ クマ が貧 しい場 合 は他 の 豊 かな 者 が その 役 割

を代 わ り,彼 も また ノ クマ と呼 ばれ る[LAGACE 1977:140]。

 この よ うな氏 族,リ ネ ー ジを 中心 と した伝 統 的 な社 会 組織 は,イ ギ リス統 治 以 降新

しい行 政 体 に組 織 され,十 数 か村 を0つ の 単 位 と して そ こに ロス コー(loskor)と 呼 ば

れ る首 長 が選 出 され る よ うに な った。 ロ ス コー は ノ クマ に よ って選 出 され る。 この 制

度 は イ ン ド独 立 以 降 も存 続 して い る[NAKANE l967:38]。

 〈58 婚 姻 〉婚 姻 に は交叉 イ トコ婚 が あ り,財 産,家 屋 は末 娘 な い し娘 の 中 の ひ と

りに相 続 され る。 この 娘 とそ の 夫 が両 親,未 婚 の 兄 弟 姉 妹 の面 倒 を み る。 相 続 人 で な

い娘 は,結 婚 す る と新 しい 家 を か まえ る[NAKANE l967:43-55]。

 〈77 宗 教 的信 仰 〉宗 教 は現 在 ガ ロ族 の 平 野 部 を 中心 に3分 の1ほ ど が ク リス チ ャ

ンに な って い るが,他 は伝 統 的 な 土着 宗 教 を信 仰 して い る。 彼 らは 超 自 然 界 の霊 ミテ

(mite)の 存 在 を信 じて お り,病 は この ミテ が身 体 をむ しば んで い るた め と され て い る・

ミテ を身 体 か ら離 す た め,供 犠 が 行 な わ れ る。 ま た神 の 存在 も信 じ,神 は作 物 の収 穫

に影 響 を与 え る と され て い る。 伐 採,火 入 れ,種 蒔,収 穫 時 に は供 犠 と もて な しの祭

が行 な わ れ る。 す べ て の ガ ロ族 の 男性 は,供 犠 の 儀 式 が と りお こなえ,特 別 の 呪 術

師 は い な い。 村 中 で 行 な う儀 式 に つ い て は ノ クマ が これ を 取 り仕 切 る[PAKYNTEIN

l967:32-33]。

 〈29服 装 〉ガ ロ族 の 服 装 は現 在 で は洋 風 の ス タ イ ル に変 わ って い るが,伝 統 的 な

服 装,装 飾 は非 常 に特 徴 的 で あ る。 男 性 は ガ ン ド(gando)と 呼 ば れ る太 も も まで の

腰 巻 を 身 に つ け る。 上 半 身 は寒 い とき以 外 は 何 も身 につ け ない。 男 性 の ヘ ア ー ス タ ィ

ル は女 性 と同 じよ うに長 く,後 ろ に縛 りつ け,そ の 上 に タ ーバ ンを巻 い て い る。 ダ ン

スの 時 はパ ン ドラ(pandra)と 呼 ば れ る黒 い布 を 腰 に巻 く。 女 性 は リキ ン(riking)と

呼 ばれ る ペ テ ィコー トの よ うな もの を腰 に巻 き,寒 い と き以外 は上 半 身 は何 もつ けず ・

胸 も隠 さ な い[PAKYNTEIN l 967:12-13]。

 〈30装 飾 品 〉男性 も女 性 も装 飾具 を好 み,耳 たぶ や耳 の 上 に まで 数10個 の イ ヤ リ

ン グを 付 けて い る。女 性 の場 合,男 性 よ り大 きな イ ヤ リングを し,あ ま りに 数 が 多 く

重 い の で,頭 の 上 か ら糸 で耳 を 吊 った り して い る。 こ うい った イ ヤ リ ング は ガ ロ族 に
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とって非常に重要であり・夫が死ぬと未亡人はイヤ リングをはず し,ま た不義をはた

らいた女性にはイヤ リングを取り上げられるという罰がある。女性はそのほか腰には

ビ』ズの腰紐・ ブレスレット,ま たダンスの時には ピルニ(pilni)と 呼ばれる竹製の

かんざしをつける[BAHADuR l977:14-17] 。

                                (人見五郎)
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デ オ リ(Deori, Deuri)

Sen, D. K.1971"Annexure to the Tribal Map of India"Anthropological Survey of lndia,

Culcutta・ よ り作 図 。 行 政 区 分 は1961年 当 時 の も の に よ る 。

 〈13 地 理 〉チ ュ テ ィヤ族 は ラ キ ンプ ール(Lakhimpur),シ ブ サガ ル(Sibsagar),

ダ ラ ン(Darrang)等,ア ッサ ム 谷上 流部 に居住 す る。 ダ ラ ンに は チ ュ テ ィヤ と い う

地 名が 存 在 す る 。

 チ ュ テ ィヤ族 は エ ン ドル(Endle)の 分 類 に よれ ば 以 下 の4つ の サ ブ トラ イブ に分

け られ る。 第1に は ヒ ン ド ゥー ・チ ュ テ ィヤ(Hindu-Chutiya),第2に は アホ ム ・

チ ュ テ ィヤ(Ahom-Chutiya),第3に は デオ リ ・チ ュテ ィヤ(Deori-Chutiya),第

4に はバ ラ ヒ ・チ ュ テ ィ ヤ(Barahi-Chutiya)で あ る[ENDLE l911:91]。 .

 これ らの サ ブ トライ ブ は チ ュテ ィヤ族 の 歴 史 的変 遷 に よ って 形 成 され た もので あ る。

ダ ル トンは チ ュ テ ィ ヤ族iのグル ー プ に ビ ヒヤ(Bihiya)を 含 めて い る が,エ ン ドル の

バ ラ ヒとダ ル トンの ビ ヒ ヤが 同 じ もの か否 か は不 明で あ る[DALTON l872:77]。

 現 在,ほ とん どの チ ュ テ ィヤ族 は ア ッサ ム人社 会 に と け込 み,独 自の文 化,習 慣

を保 持 して い る もの は,僧 侶 階級 で あ った デオ リ ・チ ュテ ィヤの な か の デ ィボ ンギヤ

(Dibongiya)の み で あ る。

 〈173 口碑 ・伝 説 に よ る歴 史 〉伝 承 に よ る と,チ ュテ ィヤ族 は アル ナ チ ャル ・プ
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ラデ シュ(Arunachal Pradesh)の 山岳 地 帯 に 居 住 して い たが,隣 …接 す る部族 の ミシ

ュ ミ(Mishmi)族,ア ボ ール(Abor)族 との 抗 争 に や ぶ れ て平 地 に くだ った とさ れて

い る。 その 後 スバ ン シ リ(Subanshiri)を 経 由 して サ デ ィ ヤ(Sadiya)に 定 着 した
。

当時 サ デ ィア は ヒ ン ドゥ ー教 の支 配 者 に よ って統 治 され て い た。 伝 承 で は ヒ ン ドゥー

の支 配者 が 自分 の 娘 とチ ュテ ィヤ族 の若 者 と に 弓の 試 合 を させ
,そ の ときチ ュテ ィヤ

族 の若 者 が勝 った こ とか ら,こ の若 者 に娘 を あ たえ た と されて い る。 そ して この ヒ ン

ドゥ0の 支 配 者 とチ ュテ ィヤ族 との 間で,チ ュテ ィヤ王 国が 形 成 され た。 この チ3テ

ィヤ王 国 は,ア ホ ム(Ahom)族 の 侵 入 に よ っ て1350年 滅 亡 し,チ ュテ ィヤ族 は各 地

に 散 らば って い った 。

 こ う い った歴 史 的 背 景 か ら,ヒ ン ドゥー化 した チ ュテ ィヤ族 を ヒ ン ドゥー ・チ ュテ

ィヤ,ア ホ ム の支 配 下 に お か れた チ ュテ ィヤ族 を ア ホ ム ・チ ュ テ ィヤ,王 家 の 伝 統 を

守 り続 け た 僧 侶 階 級 を デオ リ ・チ ュ テ ィ ヤ と 呼ぶ よ うに な った の で あ る[DALTON

l872:77-78]。

 こ こで はデ オ リ ・チ ュ テ ィ ヤに属 し,宗 教 的 伝 統 を現 代 まで 保 持 して い るデ ィボ ン

ギ ア(Dibongiya)に 関 す る文 献 を 通 じて,チ ュ テ ィヤ族 の 特 徴 を お さえ る こと とす

る[SAIKA l976]。

 〈596拡 大 家族 〉 デ ィボ ンギ アの 社 会 組 織 は,ジ ュパ(jupa)と 呼 ば れ る家族 が 単

位 とな って い る。 ジュパ に は 二 つ の 形態 が あ り,ス キア ・ジュパ(sukia jupa)は 夫

婦 と子 ど もとの構 成 で,ジ ャカル ア ・ジ ュパ(jakarua jupa)は 兄 弟 夫婦 が何 組 か と

そ の子 供 達 と両 親 が 同居 して い る もの を さす 。 多 い 場 合 は40名 ほ どの ジュパ に な る こ

と もあ る。 この二 つの 割 合 は4対6で あ る[SAIKA l 976:9] 。

 〈591居 住 〉 家 屋 は杭 上 家 屋 で,葦 な どで ふ い た三 角 形 の 屋根 に タケ な どで 壁 が

作 られ て い る。 家 屋 は東 西 の 向 き に建 て られ,入 口 は東 側 に面 して い る。 部 屋 数 は ジ

ュパ の 構 成 に よ っ て異 な る。 入 口に 面 した東 の部 屋 は,ジ ュパ の長 で あ る長 男 家族 に

よ って 占め られ,そ の 部屋 に接 して 客 を もて な す部 屋 が あ る。 弟 家 族 は西 側 の 他 の 部

屋 で寝 起 きす る。 家屋 の 中 に は女 性達 が調 理 を 行 な う炉 の あ るモ ジ ャ(m(>jia)と 呼 ば

れ る部 屋 と,男 性 た ちが その ま わ りで 酒 食 を 行 な うデ デ ュパ テ ィ(dedupati)と 呼 ば

れ る炉 の あ る部 屋 が別 々 に存 在 す る。 男 性 は子 供 を の ぞ いて モ ジ ャに は 入 れ ず
,ま た

デ デ ュパ テ ィで は調 理 は行 な わ れ な い。弟 が結 婚 す る と弟 夫 婦 の た め に部 屋 が建 て 増

しされ るの で あ るが,そ の 場 合 西側 につ くられ,家 族 が 増 え るに した が って家 は 西 に

延 び て い くの で あ る。 青年 期 の未 婚 の 女 性 は独 立の 部 屋 が あ て が わ れ
,未 婚 の男 性 は

年 齢 に 関 わ らず 若 者宿 の ミチ ョン(michon)で 生 活 す る[SAIKA l976:10]。
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 〈618 クラン〉ディボンギアは父系のクランをもち,こ れをジャク(jaku)と いう。

多 くのクランがあるが,こ れらはひとつの先祖から派生 したと考えられている。クラ

ンは宗教上の役割が決められており,供 犠の儀式を行なうクラン,供 物をつ くるクラ

ンなどに分かれる。ただしこれらのクランは,役 割は異なっても階層の上下は存在 し

ない[SAIKA l976:16]。

 〈584婚 姻成立までの諸習慣 〉結婚 には協議結婚と駈落ち結婚のふたつがある。

駈落ちの場合,男 の親戚や友人の手助けによって娘を家から連れ出す。結婚が成立す

ると,花 婿は若者宿から自分の両親の家に戻 り,そ こで生活を始める。また花婿の両

親は彼 らのために新 しい部屋を建て増しした りして,彼 らに部屋を与えられる[SAIKA

l976:22]。

 〈77宗 教的信仰〉ディボンギアはアニ ミズム信仰をもち,超 自然界の生き物の存

在を信じている。 これらの霊はしばしば村に現れ,洪 水や病気,疫 病などをもたらす

と考えている。村には信仰の場として,ミ ディク(midiku)と よばれる5つ の建物か

らなる社がある。村人は伝統的な信仰暦にそって祭事をとり行 っている。祭事は各々

の神をあがめ,怒 りを鎮めるもので,神 によって犠牲の種類が異なる[SAIKA I976:

36-39]。

                                (人見五郎)
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トリプラ地方における諸族概説

 〈131位 置 〉 トリプ ラ(Tripura)州 はバ ング ラデ シュ につ きで た州 で あ る。 イ ン

ド独 立 以 前 の人 口 は約30万 人(1921年)ほ どで,そ の うちの50パ ー セ ン トが 部族 民 で

占 め られ て い た。 独 立 以 降,パ キス タ ンか ら ヒ ン ドゥー教 徒 ベ ンガ ル人 の 大 量流 入 に

よ って 急速 に人 口が 増加 し,1971年 セ ンサ ス に よ る と総 人 口 は約155万 人 とな り,そ の

結 果 部 族民 が 占 あ る人 口の割 合 は30パ ー セ ン トに低 下 して い る。

 〈162 人 口構 成 〉 ト リプ ラ州 に居 住 す る諸 部 族 は1971年 セ ンサ ス に よ る と以 下 の

ご と くで あ る。

   部 族 名           人 口(人)

1 トリプ リ(Tripuri)       250,382

2 リア ン(Riang)           64,722

3 ジ ャマ テ ィア(Jamatia)       34,192

4 チ ャ クマ(Chakuma)        28,622

5 ハ ラム(Halam)           19,076

6マ グ(Mug)          13,237

7 ノ アテ ィア(Noatia)         10,297

8 ク キ(Kuki)          7,775

g ガ ロ(Garo)           5,559

10ム ンダ(Munda)        5,347

11 ル シ ヤイ(1・ushai)         3,672

12 オ ラオ ン(Oraon)         3,428

13サ ンタ ル(Santal)        2,222

14 ウチ ャイ(Uchai)          1,061

15 カ シア(Khasia)            491

16 ビル(Bhi1)               169

17 レプ チ ャ(Lepcha)         177

18 ブ テ ィア(Bhutia)           3

 これ らの う ち,ム ンダ族,オ ラオ ン族,サ ンタ ル族,ウ チ ャ イ族,カ シア族,ビ ル

族 な ど は,茶 園 の労 働 者 と して近 年 移 住 して きた もの で あ る。

 〈17歴 史 と文化 変 化 〉 トリプ ラ地 方 の 諸 族 の 歴 史 は,ト リプ ラ王 国の歴 史 と して

と らえ られ る。 ト リプ ラ王 国が 成 立 した の は13世 紀 ごろ とい わ れ る。 それ ま で の ト リ
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プ ラ地 方 は,南 西部 で は東 ベ ンガ ルの0部 と して,さ ま ざ まな王 朝 に よ って勢 力 争 い

が 行 なわ れ て は い た が,北 東 部 の 山岳地 帯 は ほ とん ど顧 み られ る こ とが な か った 。 ト

リプ ラ王 国 が 成 立 す る の は この 山岳 地 帯 で あ る。 トリプ ラ王 家 の 史 書 『ラ ジュ マ ー

ラ(Rajmala)』 に よ る と,ト リプ リ族 は ノ ゥゴ ン(NaWgong)地 方 よ り カチ ャール

(Cachar)地 方 を経 て トリプ ラ地 方 に定 着 した とされ て い る。 そ の後 徐 々に勢 力 を平

野部 にま で拡 大 し,15世 紀 頃 に は チ ッタ ゴ ン山地 か ら シ レ ッ ト(Sylhet)ま で に お よ

ぶ 王 国を 形 成 した。 そ して この 王 国 はマ ニ キ ャ(Manikya)王 朝 と して 知 られ,19世

紀 前半 に多 くの 山岳 地 帯 の諸 部族 が イ ギ リス に併 合 統 治 され た に もか か わ らず,,マ ニ

キ ャ王 朝 はマ ハ ラ ジ ャと して独 立 した 行政 権 が 認 め られ た[GAN-CHAUDHURI l980;

13-43]。

 トリプ ラ王 国 は 支 配 部族 で あ る ト リプ リ族 と王家 に忠 誠 を誓 う諸 部 族 に よ って成 り

立 って い た。 ト リプ ラ王 国 の支 配 形態 は,王 と臣民 で あ る諸 部 族 の 間 に複 雑 な ヒエ ラ

ル キ ーが存 在 して い た が,基 本 的 に は各 部 族,各 集 落 に 自治権 が認 あ られ て お り,そ

の た め独 自の 伝 統 的 な社 会 組 織,文 化,宗 教,習 慣 が 守 られ て い た。 また 王 は年 に一

度 す べ ての 部 族 を 集 め,ハ サ ム ・ポ ジャ ム(Hasam-Bh(>j am)と よば れ る もて な しを

行 い,王 の支 配 力 と各 部族 の 結束 を 固 めて い た[GAN-CHAUDHURI 1980:..-54]。

 以 上 の よ うな 歴 史 的 背 景 もあ り,現 代 の トリプ ラ州 に お いて ト リプ リ族,リ ア ン族

な どは,指 定 部族 に 含 ま れ て は い る もの の,そ の社 会 的 地 位 は か な り高 く,都 市 部 に

おい て ホ ワ イ トカ ラ ーの 労 働者 に な って い る もの も多 くい る。

 次項 以 下 で 各諸 族 の 特 徴 を 概 説 す る。 各 部族 の 論 述 にあ た って は お も に トリプ

ラ ・デ ィス ト リク ト ・ガ ゼ ッテ ィア(Tripura District Gazetteers)に 依 拠 して い る

[MENON l975]。

                                (人見 五 郎)
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ト リ フ。リ(Tripuri, Tripura, TipPera)

Sen, D. K.1971"Annexure to the Tribal Map of India"AnthropologicaI Survey of India,

Culcutta・ よ り 作 図 。 行 政 区 分 は1961年 当 時 の も の に よ る 。

 〈131位 置 〉 トリプ リ族 は ト リプ ラ州 の コ ワイ(Khowai),サ ダ ール(Sadar)を 中

心 に ト リプ ラ州 全 域 に居 住 す る。 ト リプ ラ州 の 人 口の64パ ー セ ン トは ベ ンガ ル人 に よ

って 占め られ て お り,ト リプ リ族 は ベ ンガ ル人 に つ ぐ人 口を 有 して い る が,も は や ト

リプ ラ州 に お け る少 数 派 とな って しま った 。伝 統 的 な居 住 地 は 丘 陵地 に あ ったが,現

在 は平 野 部,都 市 部 に 居住 す る者 も少 な くな い。

 〈56 社 会 成 層 〉 トリプ リ族 は プ ラ ン ・ トリプ リ(Puran Tripuri)と ナ トゥン ・ ト

リプ リ(Natun Tripuri)の ふ たつ の グル ー プ に分 け る こ とが で き る。 プ ラ ン ・ トリプ

リは 古 くか ら この 地 に住 み着 いて い る土着 の部 族 で,過 去 に お い て ト リプ ラ地方 を 治

め て い た支 配者 は,こ の プ ラ ン ・ ト リプ リの一 員 で あ った 。 ナ トゥ ン ・ トリプ リは プ

ラ ン ・ トリプ リとベ ンガル 人 の 混 血 に よ って 生 じた部 族 で あ る。 ど ち ら も丘 陵地 に居

住 す るが,両 者 に お け る言 語,習 慣,文 化 は か な り異 な り,ナ トゥ ン ・ ト リプ リは ベ

ンガル 人 の 文化,社 会 様 式 の 影 響 下 にあ る[MENON 1975:143] 。

 〈19言 語 〉 トリプ リ族 の 言語 は チ ベ ッ ト ・ビル マ語 族 の ボ ド語 群 に 属 す る。 ボ ド

語 は文 字 を 持 た な いが,15世 紀 頃 か ら王 国支 配 の た め ベ ンガ ルの 行 政 機 構 を 取 り込 ん
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で お り,そ の 過程 で ベ ンガ ル語 が 公 用 語 と して 用 い られ,書 き言葉 は ベ ンガル 語 を

用 いて い た。 そ の た め ほ とん ど の ト リプ リ族 は ベ ンガル 語 を 自由 に話 す こ とがで きる

[MENON 1975:144]。

 〈342住 宅 〉 ト リプ リ族 の 住居 は丘 陵 地 の 斜 面 に,地 面 よ り1メ ー トル か ら2メ

ー トル ほ ど高 く した杭 上 家 屋 で
,お もに タ ケ で作 られて い る。 〈24農 業 〉伝 統 的 な

生 業 は焼 畑 で あ る が,今 日で は平 野 部,平 坦 部 で水 稲 作 も行 な わ れて い る。女 性 は機

を 織 る。

 〈61親 族 集 団 〉 トリプ リ族 の 社 会 は,ハ ダ(hada)と 呼 ば れ る12の グル ープ に 分

け られ,各 ハ ダ の もとに 多 くの父 系 ク ラ ンが存 在 す る。 〈58婚 姻 〉 トリプ リは結 婚

に 際 し,花 婿 は 花 嫁 の 両 親 の家 で1年 間奉 仕 す る習慣 が あ った 。 しか し今 日で は結 納

に よ って 置 き換 え られ て い る。 〈62 コ ミュ ニ テ ィ〉 集 落 に は チ ョ ウダ リ0(chow-

dhury)と 呼 ば れ る首 長 が お り,彼 を 中心 に長 老 の合 議 に よ?て 村 の取 り決 め が な さ

れ る[MENON l975:1 1]。

 〈77 宗 教 的 信 仰 〉宗 教 に 関 して,彼 らは 自 らを ヒ ン ドゥー教 徒 で あ る とみ な して

い るが,ヒ ン ド ゥーの神 の ほか に川 の神,森 の 神 と い った 土着 の神 を も崇 拝 して い る

[MENON 1975:144]。

                               (人見 五 郎)
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リア ン(Riang, Reang)

Sen, D. K.1971``Annexure to the Tribal Map of India"Anthropological Survey of India,

Culcutta・ よ り作 図 。 行 政 区 分 は1961年 当 時 の も の に よ る 。

 〈17歴 史 と文 化 変 化 〉 ト リプ リ族 につ い で 大 きな 部族 が リア ン族 で あ る。 リア ン

族 は15世 紀 頃,チ ッタ ゴ ン(Chittagong)山 地 よ り移 住 して きた部 族 で あ る と考 え ら

れ て い る。 ト リプ ラ州 全 域 に居 住 して い るが,ア マ ル プ ール(Amarpur),ビ ロニ ア

(Bilonia)に 多 く住 んで い る[MENoN l975:145]。

 王 政 時代,リ ア ン族 は ト リプ ラ王 国の なか で も っ と も強 力 な 軍 隊 で あ り,か つ 王 に

対 す る忠 誠心 も強 い部 族 で あ った 。 ま た歴 代 の 将 軍 の な か に何 入 もの リア ン族 が 含 ま

れ て いた 。 そ の た め リア ン族 は トリプ ラ王 国 の 一 部 を 独 立 支 配 す る こ とを許 され て い

た[MENON 1975:145]。

 〈56社 会 成 層 〉 リア ン族 の社 会 組 織 は,ラ イ(rai)と 呼 ばれ る絶 対 的 な首 長 が存

在 し,人 々 は彼 に 服 従 して い た。 ライ に は従 者 と して,僧 侶,書 記,音 楽 演 奏 者 が随

行 して いた 。 ラ イ は世襲 制で は な く,能 力 に よ って新 た な ライが 決 め られ て い た。

 リア ン族 は メ シュ カ(Meshka)と マ ル チ ャ イ(Marchai)の ふ たつ の グル ープ に大

き く分 け られ,さ らに それ ぞ れ マ シャ(Masha)と ラィ チ ャ ック(Raichaku),ア ペ

ッ ト(Apet)と チ ャ ンプ ン(Ghampung)に わ か れ る[MENoN l975:145ユ 。
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 〈19言 語〉言語はボ ド語を話す。 リアンがチッタゴン山地より移住 してきたとす

るならば,こ のボ ド語は母語であるとは考えにくいと思われる。入手 し得た資料には

それについての言及はないが,お そらくトリプラ王国に忠誠を誓 ったことからボ ド語

に言語を変えて しまったのではないかと思われる。

 〈77 宗教的信仰〉宗教はヒンドゥー教とアニ ミズム信仰の混合したものである。

すなわちシバ神のほか,丘 の神,水 と川の神,海 と空の神,綿 の神などを崇拝 している。

大 きな祭 りは焼畑の始まりと収穫のときになされる祭 りのほか,年 に一度各地に散 ら

ばっているリアン族全員が集まり,川 の神 トリフ。ラ・サンダ リ(Tripura-sundari)を

たたえる祭が行なわれる[MENON l975:147]。

 〈24 農業 〉生業は焼畑であるが,現 代では水稲作も行なわれている。〈273 アル

コール飲料〉リアン族は酒を非常に好む[MENON l975:146]。

 〈58 婚姻〉リアン族の結婚の形態はトリプ リ族のそれとよく似ており,花 婿は花

嫁の家で2年 間働かねばならない。この期間はいわばお互いがうまくやっていけるか

を確かめ合う期間でもあり,う まくいかないときは花嫁の家を出て行かなければなら

ない。そしてそのときは両者の関係はなかったものとされる。幼児結婚,複 婚はない。

離婚は双方の合意のもとでのみ認められ,姦 通は厳 しく罰せられる。未亡人は1年 間

すべての装飾品をはず し,喪 に服す。その期間を過ぎれば再婚が認められる[MENON

l975:147]。

                               (人見五郎)
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ジ ャ マ テ ィ ア(Jamatia)

Sen, D. K.1971"Annexure to the Tribal Map of lndia"Anthropological Survey of lndia,

Culcutta・ よ り作 図 。 行 政 区 分 は1961年 当 時 の も の に よ る 。

 〈173 口碑 ・伝説 に よ る歴 史 〉 トリプ ラ王 国時 代,ジ ャマ テ ィア族 は軍 隊 の機 動

部 隊 で あ った。 ジ ャマ テ ィア とい う言 葉 の意 味 は 「集 合 し移 動 す る」 で あ る。<131

位 置 〉 ジ ャマ テ ィア族 はダ ル マ ナ ガ ー ル(Dharmanagar),カ イ ラサハ ール(Kaila-

sahar),カ マ ル プ ール(Kamalpur)を の ぞ く全 域 に居住 して い るが,現 在 で は お も に

平 野 部 に移 り,平 野 部 の ベ ンガ ル人 と同 じ様 式 の 住 居 に住 み,焼 畑 よ りも水稲 作 を 好

ん で 行 な って い る[MENoN l975:148]。

 〈77 宗 教 的信 仰 〉宗 教 は ヒン ドゥー教 と ア ニ ミズ ム信 仰 が 混 合 して い るが,ジ ャ

マ テ ィア族 は 自 ら ヒ ン ドゥー教 徒 で あ る と宣 言 して い る。 ま た様 々な 習慣 は ベ ンガ ル

人 の習 慣 と 共 通 して い る。 教 育程 度 は トリプ リ族 よ りか な り 遅 れ て い る[MENON

l975:148]。

 〈29服 装 〉男性 の 服 装 はベ ンガ ル人 と同 じで あ るが,女 性 は伝 統 的 は服装 を身 に

つ け,高 度 な機 織 りの 技 術 を も って い る[MENoN l975:149]。

                                (人見 五 郎)
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チ ャ ク マ(Chakma, Chakuma)

Sen, D. K.1971"Annexure to the Tribal Map of India"Anthropological Survey of India,

Culcutta・ よ り作 図 。 行 政 区 分 は1961年 当 時 の も の に よ る 。

 〈131位 置 〉 チ ャ クマ 族 は お もに カ ィ ラサ ハ ール(Kailasahar),ア マ ル プ ール

(Amarpur),サ ブ ラム(Sabrum),ウ 「ダ イ プ ール(Udaipur),ビ ロニ ア(Bilonia)に

居 住 して いる。 〈56社 会成 層 〉 チ ャクマ 族 は い くつ かの グル ープ に 分 け られ る が,

そ れ らの あ い だ に顕 著 な違 い は ない 。 首 長 はデ ワ ン(deWan)と 呼 ば れ,彼 は 集落 内

部 に 非 常 に大 きな権 威 と影 響 力 を 持 って い る[MENON l975:149]。

 〈77 宗 教 的信 仰 〉宗 教 は基 本 的 に は 仏 教 で あ る が,ヒ ン ドゥー教,イ ス ラム教 な

ど の影 響 を うけて いる[MENoN 1975:149]。 〈58婚 姻 〉結 婚 は一 般 に両 親 な ど

の 保 護者 に よ って 取 り決 め られ る。 妻 は夫 に 尽 くす こ とが美 徳 と され,焼 畑 な ど の ほ

か 多 くの仕 事 で 夫 婦 で助 け合 って 行 な わ れ る。

 〈29服 装 〉食 事 な ど の習 慣 は ク キ族 とよ く似 て い る。 女 性 は高 度 な機 織 りの 技 術

を も つて お り,伝 統 的 な服 装 を ま と う。 〈30装 飾品 〉女 性 は金 属 の 装 飾 品 を 身 に つ

け る ほ か,花 を好 み,し ば しば 花 を 髪 の毛 に さ した りす る。 〈24農 業 〉生 業 は お も

に焼 畑 で あ るが,水 稲 作 も行 な わ れ て い る。 酒 は あ ま り飲 まれ な いが,男 女 と もタ バ

コを 好 む[MENoN I 975:149-・150]。
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 〈764葬 式〉葬式は盛大に行なわれる。遺体は木の棺に納められ,5日 から7日 後

火葬される[MENoN l975:150]。

                                    (人見五郎)
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ハ ラ ム(Halam, Hallam)

Sen, D. K.1971"Annexure to the Tribal Map of lndia"Anthropological Survey of India,

Culcutta・ よ り 作 図 。 行 政 区 分 は1961年 当 時 の も の に よ る 。

 〈173 口碑 ・伝説 に よ る歴 史 〉ハ ラ ム族 は ク キ族 を起 源 と し,ト リプ リ族 が ト リ

プ ラ地 方 に移 住 す る以 前 か ら住 ん で い た と言 われ て い る。 ク キ族 を 起 源 と して い るが,

習 慣,社 会 組 織 等 は トリプ リ族 の そ れ に類 似 して い る。 ハ ラム族 は 過去 に おい て は 非

常 に獅 猛 な部 族 と いわ れ,人 肉 を食 す る と も言 わ れ て い た。 しか し王 に対 す る忠 誠 心

は強 く,多 くの ハ ラ ム族 が兵 士 と して王 に仕 え て い た[MENoN l975:150]。

 〈61親 族 集 団 〉ハ ラム族 はダ フ ァ(dafa)と 呼 ば れ る12の ク ラ ンに 分 け られ て い

た 。 今 日で は さ らに分 割 して お り,16の ク ラ ンが 認 め られ る。 各 ク ラ ンに は ク ラ ンの

先 祖 の 名 や ク ラ ンが 始 ま った地 域 の 名 が付 け られ て い る[MENoN l975:150]。

 〈19言 語 〉言 語 は基 本 的 に は トリプ リ族 の言 語 と変 わ らな い。 ハ ラム族 も トリプ

リ族 との 関係 か ら言 語 が 変 化 した と思 わ れ る[MENoN l975:152ユ 。

 〈77宗 教 的信 仰 〉宗 教 は ヒ ン ドゥー教 と伝 統 的な 土 着 宗 教 が混 合 して い る。 ま た

霊 の存 在 も信 じ られ て お り,儀 式 には 供犠 も行 な われ て い る。 祭 に 関 して ハ ラム族 に

特徴 的な もの は ケル ・プ ジ ャ(Ker-puja)で,こ の祭 の と きは ハ ラム族 以 外 の者 が 立

ち入 る こ とはで きな い 。 ま た4年 か ら5年 ご と に バ ラ ・プ ジ ャ(Bara-puj a)が 行 な
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われ,す べてのハラム族が一同に会 し,多 くのヒツジ,ニ ワトリ,ブ タが供犠され,

盛大な供宴が行なわれる。

 〈24 農業〉生業は焼畑が主で,労 働は男女間で分業がなされ,焼 畑など野外での

作業は男性が担い,家 事労働は女性が行なう[MENON l975:151]。

 〈58婚 姻〉結婚は トリフ。リ族の場合と似ており,花 婿は花嫁の家で4年 から5年

暮らし,仕 事を助けねばならない。結婚の際には宗教的な儀式はとりおこなわれない

が,食 事,酒 がふるまわれ,ダ ンスなどをして祝 う。複婚はなく,幼 児結婚も基本的

には認められていないが,い くつかの地域で行なわれている[MENON l975:151]。

                                (人見五郎)
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ノ ア テ ィ ァ(Noatia)

Sen, D. K.1971"Annexure to the Tribal Map of India,, Anthropological Survey of lndia,

Culcutta・ よ り 作 図 。 行 政 区 分 は1961年 当 時 の も の に よ る 。

 ノアティアの語源は 「新 しい」であるが,ト リプラ・グループの一部を構成 してい

るとみな して差 し支えない。習慣や生活様式はジャムティア族と非常によく似ている。

宗教もヒンドゥー教である[MENoN l975:153]。

                                  (人見五郎)
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マ グ(Mag, Mug, Mogh)

Sen, D. K.1971"Annexure to the Tribal Map of lndia"Anthropo】ogical Survey of lndia,

Culcutta・ よ り作 図 。 行 政 区 分 は1961年 当 時 の も の に よ る 。

 〈173 口碑 ・伝 説 に よ る歴 史 〉 マ グ族 は17世 紀 ごろ ア ラカ ン(Arakan)地 方 か ら

移 住 して きた とされ て い る。仏 教 徒 で あ り,言 語 は ビル マ語 と よ く似 て お り,ビ ル マ

文 字 を 用 い る。 ト リプ ラ王 国 時代 のマ グ族 は部 族 間 での 調 停 役 な どを お こな って 王 に

仕 え て いた[MENoN 1975:153]。

 〈56社 会 成 層 〉部 族 内 に は,他 の トリプ ラの諸 部 族 の よ うな 強 固 な ヒエ ラル キ ー

はな く,ボ マ ン(Bomang),チ ョウダ リー(Chowdhury),タ ハ シル ダ ール(Tahasil-

dar)な ど と呼 ば れ る首 長 も世 襲 制 で は な く,一 一一般 に経 済 力,指 導 力 の あ る もの が選

ば れ る[MENoN l975:154]。

 〈61親 族 集 団 〉マ グ族 は ふ た つの グル ー プ に 分 け る こ とが で き,そ の下 に ふ た つ

の 父 系 の リネ ー ジが あ る[MEEON 1975:154]。

 〈794信 徒 集 団 〉各 集 落 に は ケ ヨ ン(Keyong)と よ ば れ る僧 院 が あ り,僧 侶 はケ

ヨ ンで子 供 に読 み書 きを 教 え る[MENoN 1975=154]。

 〈24農 業 〉生 業 は焼 畑 で あ る。〈262食 事 〉食 物 の タ ブ ー はな く,特 に発 酵 させ

た 肉や 魚 を好 む。 〈156 社 会 的パ ー ソ ナ リテ ィー 〉女 性 は 活 発 で 装 飾 品 や豪 華 な服
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装を好む[MENoN 1975:155]。

 〈58婚 姻 〉結婚の制限はな く,自 由に結婚相手を選べる。結婚後は親と別に暮 ら

す。一般に男性は20歳 から22歳,女 性は16歳から17歳で結婚する。〈764葬 式〉葬儀

は火葬であり,僧 侶がとりおこなう。葬式の7日 後,僧 侶,親 戚,友 人などに酒,食

事がもてなされる[MENoN l975:154]。

                               (人見五郎)
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カ ー シ(Khasi, Cassia, Kasia, Khashia)

Sen, D. K.1971"Annexure to the Tribal Map of India"Anthropological Survey of lndia
,

Culcutta・ よ り作 図 。 行 政 区 分 は1961年 当 時 の も の に よ る
。

 〈19言 語 〉 メガ ラヤ州 の カ ー シ ・ア ン ド ・ジ ャイ ンテ ィア(Khasi and Jaintia)

山地 に す む オ ース トロ ・ア ジ ア語 系,モ ン ・ク メ ール(Mon・Khmer)語 族 に属 す る

も っ と も重 要 な部 族 が カ ー シ族 で あ る。 また カ ー シ族 の 名 称 は,一 般 に は この カ_

シ族 の ほ か モ ン ・ク メール 語 を 話 す語 族 グ ル ー プ を 全 体 を 指 して い る
。 こ の グル_

プ に含 まれ る部族 に は 山地南 東 部 の ジ ャイ ンテ ィア(Jaintia)族
,西 部 の リンガ ム

(Lyngngam)族,南 部 の ワ ー(War)族,北 中央 部 の ボ イ(Bhoi)族 が あ る。 これ ら

の部 族 は,基 本 的 な言 語 と社 会構 造 は 同 じで あ るが
,こ の 山 地の 地 形 が 複雑 な こ とと,

ガ ロ(Garo)族 や ラル ン(Lalung)族 な どの 近 隣…部 族 の 影響 を うけて
,文 化,方 言,

社 会生 活 等 異 な った もの とな って い る[NAKANE l967:95-96]。

 〈17歴 史 と文 化 変 化 〉カ ー シ族 の 出 自に つ い て は歴 史 的 な記 述 が欠 如 して い るた

め不 明 で あ るが,カ ー シ語 は イ ン ドに お ける 唯一 の モ ン ・ク メール 語 の 残 存 語 で あ り
,

山地 名 や河 川 名が カ ー シ語 で あ り,か つ 彼 らの 間 で移 動 に 関 す る伝 承 が ない こ とか ら

イ ン ドに お け る最 初 の モ ンゴ ロ イ ド系 の 移住 者 と推 定 され る
。1830年 代 に イ ギ リス に

統 治 され る まで は カ ー シ族 は 小 土侯 国 に分 か れ,シ ー ム(Shime)と い う首 長 が 統 治 し
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ていた。またジャインティア族はジャインティア王国を形成 し,ア ホム王国やカチャ

リ王国との間で争いがあったことが記録されている[GAIT 1905:311-320]。

 イギ リスの統治下,カ ーシ族にはキリス ト教が普及し,ほ とんどのものがキリス ト

教に改宗 した。現在のカーシ族は無文字言語であったカーシ語をローマ字表記で表わ

すようにし,高 い教育水準を保 っている。またヒンドゥー教の支配下におかれること

に反対し,1972年 にこれまでのアッサム州から独立 して新たにメガラヤ州が設立され

たが,カ ーシ族はこの運動の中心であった。カーシ族はキリス ト教を信仰 しているが,

一方で家族制度や祖先崇拝など伝統的な側面を色濃 く残している[Cxis 1984:130

-133] 。

 〈342住 宅〉カーシ族の集落は山地の頂から少 し下ったところや低地 に設 けられ

ている。伝統的な家屋は平地家屋で石または木の壁とタケや葦で屋根が葺かれている。

家の中は入口から3分 の1が 土間になっており,残 りが一段高くなった板の床になっ

ており,い くつかの部屋に仕切 られている。家の中に炉が設けられ,窓 はなく換気口

がひとつある。集落には世襲または選挙による首長がいる[CHIB l984:137]。

 〈61親 族集団〉氏族関係は母系氏族でそれぞれの氏族は共通の女子祖先を持って

いると考えている。 日常生活で基本となるのはイイン(iing)と 呼ばれる4世 代の,

つまり曽祖母の女系氏族が構成する血族である。以前は6世 代までさかのぼっていた

[NAKAIVE l967:119-121]。

 〈428 相続〉財産は一般に末娘に相続される。夫には財産相続の資格がない。娘が

何人もいる場合は姉妹間で分配されるが,土 地,家 屋は末娘が得る。末娘は家族の中

で特別な存在で,財 産相続 とともに支配的な地位を占め,家 庭内での儀礼の長であり,

祭司でもある[CHIB l984:139-140]。

 〈58 婚姻〉結婚は氏族外であれば自由に結婚ができる。末娘 と結婚 した夫は0般

に花嫁の両親の家に暮らす。また末娘以外と結婚した場合も花嫁の出身の村で生活を

始める。結婚式はキ リス ト教の教会で行なうほか,卵 を割って日取 りを占い,家 畜の

いけにえを行なうなどの伝統的な方法 も行なわれる。家族の基本は核家族で,た だ し

末娘の家族は両親,未 婚あるいは離婚 した兄弟姉妹と同居する。夫に相続権がないこ

ともあって,離 婚もしば しば行なわれる。 また通い婚 や一夫多妻も見られる[(瓸IB

1984:139]。

 〈844 出産〉出産の際,へ その緒はタケまたは木のナイフで切 り,鉄 のナイフで切

ることはタブーとされている。子どもの名前は,司 祭がタケの容器に入った酒を滴 ら

せながら呪文を唱え,最 後の一滴の時に唱えられた呪文の言葉にちなんで名づけられ
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る。 そ して タ ー メ リックの 粉 を 子 ど もと両 親 の 右 足 に ふ りか け られ る。 この命 名 の 儀

式 に参 加 した客 に は男 女 と も酒 が 振舞 わ れ る[CHIB 1984:139]。

 〈24 農 業 〉カ ー シ族 の生 業 は農 業 で,丘 陵 地 で は焼 畑 中心 で,低 地 で は水稲 作 が

行 なわ れ て い る。 焼 畑 で は 陸稲,1ト ウモ ロ コ シ,雑 穀,イ モ 類 な どの ほ か,1830年 頃

この 地 に 導 入 され た ジ ャガ イ モ は 自給 用 の ほか 換金 作 物 と して さ かん に 栽 培 され て い

る。 農 具 は低 地 の 水 田で は黎 が 用 い られ るが,焼 畑 で は鍬 の ほか簡 単 な 農 具 しか な い。

〈23家 畜 飼 養 〉家 畜 は ウ シ,ブ タ,ヤ ギ,ヒ ッ ジ,ニ ワ ト リな どが 飼 わ れ
,食 用 の

ほか 犠牲 に も用 い られ る。 食 肉 の タ ブ ー は な く,ま た生 乳,乳 製 品 は キ リス ト教 が 普

及 して か ら利 用 され る よ うに な った。イ ヌ は番 犬 と狩 猟 に用 い られ る。〈224狩 猟 と

わ な猟 〉 カ ー シ族 は狩 りが うま く,先 に毒 を 塗 った 弓矢 を 用 いた り,ワ ナ を仕 掛 けて

狩 猟 を行 な う。 現 在 で は弓 が鉄 砲 に変 わ った が,ス ポ ー ッ と して アー チ ェ リーが 楽 し

ま れ て い る。 〈226漁 労 〉漁 もよ く行 な わ れ て い る。竹 製 の漁 具 の ほか,毒 を 流 して

捕 る こ と もあ る。

 〈25食 物 加 工 〉一 般 的 な食 事 は,米 飯 と乾 燥 した魚,肉 の料 理 で あ る。 ライ ス ・

ビー ル,キ ンマ の 実,タ バ コ も好 む。 また カ ン ラィ(kanlai)と 呼ば れ るサ ゴ の木 の

樹 皮 の 内側 を好 み,こ れを 乾燥 して粉 末 に した もの を コメ と混 ぜ て食 べ る[PANDAY

l979:69-72]。

 〈322 木 工 〉工芸 品 は一般 的 な もの は竹 製 品,木 工 製 品で あ るが,村 ご とに鍛 冶,

エ リ種 の絹 織 物,陶 芸 品 ・染 色 な ど特 色 の あ る もの が作 られて い る[PANDAY l979:

69-72]。

 〈29服 装 〉カ ー シ族 の 伝 統 的 な 服 装 は 男性 はす そ と胸 に房 の つ いた 袖 な しの 服 で

腰 布 を巻 き,頭 に は耳 あて の つ い た帽 子 か タ ーバ ンを巻 く。 女 性 は下 着 の うえ に肩 か

ら足 首 まで の 長 い服 を身 に つ け る。 〈30装 飾 品 〉男 性 も女 性 も装 飾 品 を つ け る こと

を好 み,金 製,銀 製 の もの を 含 む イ ヤ リング,ネ ック レス,ブ レス レ ッ トを身 につ け

て い る。 特 に女 性 は過 剰 な まで も装 飾 品 を つ ける傾 向 が あ る[BAHADuR l 977:11-

12]。

 〈77 宗 教 的 信 仰 〉宗教 は ほ とん どの カ ー シ族 が キ リス ト教 に改 宗 して い るが,祖

先 崇 拝 が根 強 く残 って お り,ま た 自然 界 の あ らゆ る もの に 霊 が存 在 す る と も信 じられ

て い る。 祖 先 崇 拝 を 特 徴づ け る もの に 葬儀 と巨大 石 碑 の 建設 が あ る。 カ ー シ族 は 現世

の 地 上 と死 後 の 天 国 の 観念 が あ り,天 国 で は祖 先 の氏族 とと もに平 和 に 暮 らせ る と さ

れ て い る。 しか し十 分 な葬 儀 と先 祖崇 拝 を怠 る と,魂 は天 国 に行 けず 空 中 を さ ま よい,

悪 霊 に悩 ま され る と され て い る[CHIB 1984:140]。
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 〈76死 〉葬儀は長期間にわたって行なわれる。死者 は火葬にふされる。このとき

家畜をいけにえにし,死 者の傍 らには食事が供えられる。遺骨は村はずれの小さな箱

型石墳にまず納められる。この石墳には最近死んだ者の遺骨が納められている。ここ

には氏族員が次の儀式のための十分な蓄えができるまで遺骨が保管される。ついで家

の庭か近 くに大 きな石墳をつくり,村 の石墳から遺骨を氏族の最年長の女性の家に運

び,遺 骨に酒を供え,ウ シをいけにえに して,新 しい石墳に納める。最後に氏族の納

骨堂に運ばれる。 ここには共通の祖先をもつ子孫の骨がすべて納められている。この

最後の儀式のときに長方形の大 きな石の記念碑が立て られる。記念碑は3個 から5個

の石柱が立てられ,こ のときもウシ,ブ タ,ヤ ギなどがいけにえにされる。死者が死

んでから氏族の納骨堂に納められるまで数年間費やされる[CiODWIH-iiUSTEN 1872:

125-133]。 これらの石の記念碑は,現 在 もガウハティからシロンにいたる自動車道

路沿いにみることができる。

 〈789 呪術〉 そのほかカーシ族の宗教を特徴づけるものとして,先 にも述べた卵

の占いがある。 これは卵を割って,そ の殻の形で吉凶を占うもので,結 婚,儀 式,旅 行,

狩猟などあらゆるものの日取りが この占いによって決め られ る[BAHADUR 1977:

11]。

                               (人見五郎)
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"Th
eLushalKukiClans"[SHAKEspERE1912]を も と に作 成 。

図10ク キ ・ チ ン 諸 族 の 分 布(1)-1912年 一



"Ch
anging Phase of Tribal Area of Manipur"

[GORI 1984]を も と に、 ブ デ ィ ・シ ン

(C.H. Budhi Singh)の 意 見 を参 考 に して 作 成 。

L

図11 ク キ ・ チ ン 諸 族 の 分 布(2)-1984年 一
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ク キ ・チ ン諸 族 概 説 ク キ(Kuki),チ ン(Chin),キ ャ ン グ(Khang,

Khyeng)

Sen, D. K.1971"Annexure to the Triba l Map of India"Anthropological Survey of India,

Culcutta・ よ り 作 図 。 行 政 区 分 は1961年 当 時 の も の に よ る 。

 〈101 ア イデ ンテ ィフ ィケ ー シ ョン 〉ク キ ・チ ン諸 族 は,イ ン ド,バ ング ラデ シ ュ,

ビル マ に か けて 居 住 し,そ の総 称 と して,ビ ル マ語 で は チ ン(Ghi11)と よ ばれ,ア ッ

サ ム語,ベ ンガル 語 で は ク キ(Kuki)と よば れ る。 ク キ ・チ ン語 群 の 言 葉 を話 す 集 団

は単 一 の 呼称 を もたず,レ イ ゾ(Laizo),ミ ゾ(Mizo),ア シ ョ ウ(Asho),ゾ ー(Zo)

な ど,「 ゾ ー(Zo)」 と い う言葉 か ら派 生 した さま ざ ま な言 葉 を も ち いて い る。 レーマ

ン(1・ehman)に よ れ ば,ゾ ー は 「未 開」 を 意 味す る と い う[LEHMAN l963:3]。 ク

キ ・チ ン諸 族 に 関連 して,「 友 人 」 を 意 味す る ビル マ語 の キ ャ ング(Khyang)が,13

世 紀 の 中 頃 か ら記 録 され て い る[LEBAR et al.1964:49]。 イ ン ドと イ ギ リス との 接

触 が お こ った初 期 の 頃 は,現 在,Kukiと よば れ る最 初 の形 態 と して, Kookieあ る

い はCuciと い う言葉 が もち い られ た 。 ま た,ク キ と い う言 葉 は,イ ン ドお よ びバ ン

グ ラ デ シ ュの 人 々 に対 して も ちい られ るが,ク キは チ ン と同義 語 で あ る。 クキ は,狭

義 に は,マ ニ プ ール 山 地(Manipur Hills)や カ チ ャ リ山地(Kachari Hills)に 住 む

部 族 に対 して 使 用 さ れ る[LEBAR et al.1964:49]。 本稿 で は,ビ ルマ 側 に住 む ク
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キ ・チ ン諸族 を チ ン,イ ン ド ・バ ング ラデ シュ側 に住 む クキ ・チ ン諸 族 を ク キ と以 下,

呼 ぶ こ とにす る。

 ク キ ・チ ン諸 族 と して 知 られて い る部族 の代 表 的 な もの は,次 の と お りで あ る。

○ 古 ク キ グル ープ … … ア イ モル(Aimol),チ ョ ウ テ(Chote),コ ム(Kom),プ ル

          ム(Purum),ヴ ァイ フ ェ イ(Vaiphei),ア ナ ル(Anal),チ ル

          (Chiru),ゾ ウ(Zou),コ イ レ ン(Koireng),ラ ン ガ ン グ

          (Lamgang),マ ー(Hmar),フ ラ ンコル(Hrangkhol),ハ ラム

          (Halam),ギ ャ ンテ(Gangte)

          (モ ヨ ン(Moyon),モ ンサ ン(Monsang)に 関 して は 古 ク キ グ

          ル ープ に含 め るか ど うか不 明 な点 が あ る 。)

○新 ク キ グル ー プ …… タ ドー(Thadou),パ イ テ(Paite),シ ム テ(Simte)

○ ル シ ヤイ(Lushai)

○ ラケ ー ル(Lakher)

○ メ イ テ イ(Meitei)

○ 南 方 チ ングル ープ(Southern Ghin)

○ 北 方 チ ングル ー プ(Northerll Chin)… … ポ イ(Poi)

 〈131 位 置 〉 ク キ族 は,お よ そ北 緯24度 か ら26度,東 経92度 か ら95度 に か け て居 住

し・ マ ニ プ ー ル,カ チ ャ リ山 地 を 中心 に,0部 ビル マ,ト リプ ラ山地(Tripura Hills),

チ ッタ ゴ ン山 地(Chittagon Hilis)に も住 む。 現 住 地 へ の移 住 の順 に,ク キ族 は,大

き く古 ク キ と新 ク キに 分 け られ る。 古 クキ グル ー プ は,数 多 くの 小 さ な部 族 の 集 りで,

薪 クキ グ ル ー プに くらべ て 半 世 紀 はや く,テ ィ ッペ ラ(Tippera)や カ チ ャ リか ら 移

住 して きた。 新 ク キ はタ ドー(Thadou)だ けの単 一 部 族 で あ った が,最 近 は ギ ャ ン

テ(Gangte)族 や パ ィテ(Paite)族 も,新 クキ グル ープ に含 め る傾 向 が あ る。 ル シ ャ

イ(L・ushai)族 は,ル シ ャイ山 地(Lusha.i Hills)を 中心 に居 住 し,ク キ族 よ り も遅 れ

て 移 住 して き たが,周 辺 の 部族 に大 き な影 響 を あ た え,ク キ族 を 北 方 へ 追 い や った 。 ラ

ケ ール(Lakher)族 は,ミ ゾ ラム(Mizoram)州 の 最南 端 に住 む 。 メ イ テ イ(Meitei)

族 は,マ ニプ ール で最 大 の人 口を もつ部族 で あ る。14世 紀 頃 か ら連 合 して,マ ニ プ ー

ル 王 国 を つ くった。18世 紀 に,ヒ ン ドゥー教 を と りいれ て ,ク キ ・チ ン諸 族 の他 の グ

ル0プ とは,だ いぶ 異 な る社会 形 態 を もつ よ うに な っ た。 チ ン族 は
,ビ ル マ ・イ ン ド

国 境 の 山 地 を 北緯25度30分 か ら南 の ア ラカ ン山地 の北 緯18度 ぐ らい ま で に住 む。 レー

マ ンは,ビ ル マ側 の チ ン族 につ いて,北 緯21度45分 で,南 方 と北 方 に 分 け て い る。 南
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方 の チ ン族 は,物 質文 化 が貧 し く,単 純 な社 会 組 織 で,北 方 の チ ン族 は,複 雑 な物質

文 化,社 会 組 織 を もち,ア ッサ ム地方 の ル シ ャイや ラケ ール(Lakher)族 との 関係 が

深 い とい う[LEHMAN 1963:14]。

 〈171歴 史 と文 化 変 化 〉 クキ ・チ ン諸族 は,紀 元 後1000年 の な か ば 頃 か ら,東 ビル

マの 低 地 に住 ん で い た 。シェ イ クス ピア(Shakespere)は,古 ク キ グル ー プ お よ びル シ

ャイ族 の 原 住 地 を,マ ニ プ ール 川 の下 流地 域 に 想 定 して い る[SHAKESPERE 1912:

148]。16世 紀 は じめ に ビル マ 人 と シ ャ ン族 の戦 い の結 果,西 側 の 山の 方 へ 移 動 した。

平 和 的 な奴 隷 交 易 が あ った の みで,ビ ル マ人 と ク キ ・チ ン諸 族 の あ い だ の戦 いの 記 述

は み られ な い。18世 紀 の は じめに,マ ニ プ ール に は い って きた ヒ ン ドゥー 教 の影 響 で,

クキ ・チ ン諸 族 の あ い だ に ヒ ン ド ゥー化 した国 家 が で きた。 そ の代 表 的 な もの は,メ

イ テ イ族 で あ る。

 1780年 頃,平 原 に住 む ク キ ・チ ン諸 族 は西 洋 人 と接 触 が あ り,そ の 関係 は ゆ っ くり

発 展 して い った が,東 ベ ンガル と ア ラカ ンの権 益 を め ぐ って,ク キ ・チ ン諸 族 が イギ

リス領 に侵 入 した 。1885年 の ビル マ王 国の 併 合 に と もな って,イ ギ リス と クキ ・チ ン

諸 族 は,全 面 戦 争 に突 入 した。1890年 代 に は,イ ギ リス は ビル マ,ア ラカ ン とベ ンガ

ル,ア ッサ ム か らそれ ぞ れ チ ン山地(Chin Hills)へ 探 検 を お こな った 。1918年 まで ク

キ ・チ ン諸 族 の 抵 抗 は つづ いた 。 イギ リス と アメ リカの プ ロテ ス タ ン ト ・ミ ッ シ ョナ

リーが19世 紀 の お わ りに,ベ ンガ ル と ビル マ の境 の両 側 で 活動 を は じめた 。1948年 の

独 立 後,ビ ル マ は以 前 の チ ン ・ヒル ・デ ィス ト リク ト(Chin Hil1 District)と パ コ ッ

ク ・ヒル ・トラク ト(Pakkoku Hill Tract)を 包 合 して チ ン特別 区(Chin Special

Division)を 形 成 した。 ル シャイ族 は,18世 紀 に 現在 の 居 住地 へ移 動 して きて,ク キ

族 を 北 方 に お い や ったが,20世 紀 に な って,一 部 が ビル マへ も ど っ た[LEBAR et al.

1964:51]。 ビル マ お よび イギ リス との 関係 に つ いて は,エ ン ブ リー(Embree)の 著

書 に 詳 しい[EMBREE l950:15-i6]。

 〈142 身 体 諸 形 質 の情 報 〉人 種 的 に は,モ ンゴ ロイ ド系で あ る。た だ,一 部,メ イ

テ イ族 に は,ア ー リア系 の 人 々が み られ る とい う[HODSON 1908:2]。

 〈173 口碑 ・伝説 に よ る歴 史 〉 出 自伝 説 で ほぼ 共通 してみ られ るの は,祖 先 が 地

底 に あ る洞 窟 か らや って きた とい うもの で あ る。 洞 窟 の所 在 地 は ビル マ に 想定 され る

こ とが 多 い[SHAKESPERE l912:150]。

 〈621 コ ミュ ニ テ ィの構 造 〉 古 ク キ グル ープ は,ル シ ャイ族 や タ ドー 族 に くらべ

て,民 主 的 に 組織 され て い る。 古 クキ グル ー プに は政 治 に 関す る永 続 的 な制 度 が な く,

世 襲 の 首 長 を もた な い。 ガ ム(gam)あ るい は ガ リム(ghalim)と よ ばれ る首 長 が,お
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の お のの 村 の 人 び とに よ って選 出 され る。 首 長 の 義務 は,宗 教 に 関 連 した もの で あ り
,

す べ て の 討議 は,村 の 長 老 た ち に よ る集 会 に よ って決 め られ る。 タ ドー族 の 内 部 は 数

多 くの小 規 模 の ク ラ ンに 分 か れ,い くつ か の村 を 治 め る ラ ジ ャ(raja)が い る。 これ ら

の 首 長 に は,現 金 で あ るい は労 働 の 提供 に よ って 報 酬 が あ た え られ る。 首 長 に は ,何

人 か の補 佐 役 が つ く[SHAKESPERE 1912:148-149]。 メ ィテ ィ族 は,ラ ジ ャに よ り

統 治 され,軍 の 機 構 と密i接にむ す び つ いて い る。 領 土 的 国 家 とい う よ り,個 人 的 な サ

0ビ ス に もとつ い た 封建 的構 造 を もっ[HoDsoN 1908:59]
。

 〈565 社会 階 級 〉南 方 の チ ン族 に は階級 は存 在 しな いが,勲 功 祭 宴 の行 為 に よ って

こ とな る階 層 が 形 成 され る。 北 方 で は,氏 族 は貴 族 と平 民 に わ かれ る。 しか し,ど ち

ら も上 昇 した り下 降 した り,地 位 の移 動 が お こ る。 裕 福 な 農民 は,高 い ラ ンクの リネ

ー ジと結 婚 す る こ とを く りか え す こ とに よ り
,貴 族 的 な地 位 を獲 得 す るが,首 長 職 は

継 承 で きな い 。伝 統 的 なチ ンの社 会 で は,平 民 の下 に農 奴 と奴 隷 の2つ の ラ ンクが あ

る。 農 奴 は,裕 福 な人 々に借 金 が あ る人 々 で,奴 隷 は,戦 争 で つ か ま った人 々で あ る 。

奴 隷 は ・ イ ギ リス領 と な った時 期 に 廃 止 され た[LEHMAN l963:89-90]。

 〈61 親 族 集 団 〉 ク キ ・チ ン諸 族 の 出 自は,父 系 を た どる。 チ ン族 は,父 系 シ ブ リン

グで 父 系 リネ ー ジを もつ。 北 方 の チ ン族 の あ い だで は,リ ネ ー ジは,母 親 の ラ ン クに

した が うが,南 方 で は,こ の 例 で は な い。 ク キ ・チ ン諸 族 の ほ とん ど は,一 夫 一妻 で

あ る。 一 方 で 一 夫 多 妻婚 もみ とめ られ,貴 族 や 富 裕 な 商 人 の あい だ で ひ ろ くお こ な わ

れ て い る・ 婚 資 が 妻 の家 族 と妻 の叔 父 に支 払 わ れ る[LEBAR et al.1964:54]。

 〈428相 続 〉ク キ ・チ ン諸 族 は,基 本 的 に末 子 相 続 で あ る。 年少 の息 子 が,年 老

い た親 の 面 倒 を み る責 任 が あ る。結 婚 後,息 子 は 家 を で て 自分 の 家 を た て る。 ふ つ う

の 世 帯 は,核 家族 で あ る。 ラケ ー ル族 の あ い だ で は,第 一 子 出産 の と きに家 を た て る。

た だ し,一 部 の 部 族 に 長子 相 続 が み られ る[LEBax et al.1964:54]。

 〈36 集 落 〉ク キ ・チ ン諸 族 は,マ ニ プ ール 渓 谷 をの ぞ き,お よ そ1,000メ ー トル か ら

2,300メ ー トル の 高 さに居 住 す る。 小 山 の頂 きに居 住 す る グル ー プ もあ るが ,ラ ケ ー

ル族 な ど,尾 根 の 斜 面 に住 む の を好 む グ ル ー プ もい る。 村 落 の形 態 は,ル シ ャイ族 の

大 きな集 中型 の 村 落 か ら,分 散 し,孤 立 した形 態 を もつ マ ニ プ ー ルの 古 ク キグ ル ー プ

まで さま ざ まで あ る。 ル シ ャイ族 の 村 は,中 央 の 広 場 か ら放射 状 にの びた 道沿 い に家

が 建 ち・ 入 口に は 柵 と防塞 を もつ。 メ イ テ ィ族 の 村 は,川 の堤 防 にそ って た て られ て

お り,そ れ ぞ れ の 囲 い地 内 に,散 在 した家 屋 の 集 ま りを も って い る。 マ ニ プ ール 州 の

州 都 で あ るイ ンパ ー ル は,「 家 屋 の集 合 」 を 意 味 して い る[LEBAR et al.1964:51]。

 〈342住 宅 〉北 方 の チ ンは,め った に 住居 を移 動 させ ない が,南 方 の チ ンの村 は,

241



国立民族学博物館研究報告別冊  9号

永 続 的 な もの で は な い。 共 同 の供 犠 の た め の広 場 が あ り,そ の 近 くに首 長 の 家 と議 会

の メ ンバ ー お よび 富裕 な 人 々 が住 む。 クキ族 の 主要 な村 のい くつ か は200世 帯 ほ どで

構 成 され,家 屋 は,地 上 か ら約1メ ー トル の 高 さ の壇 上 に たて られ て い る。家 はす べ

て タ ケ でつ くられ,屋 根 は タ ケ の葉 が ま ざ った 草 で 葺 か れ て い る。 古 ク キ グル ー プ

で は,ゾ ウル ブ ック(zawlbuk)と い う若 者 が 宿 泊 す る共 同の 建 物 が つ くられ て い る

[LEBAR et a1. 1964:51]。

 〈24農 業 〉生 業 は,焼 畑 耕 作 に よ る農業 が 中心 で あ る。 ビル マ の チ ン族 は,ト ウ

モ ロ コ シを焼 畑 で つ くり,南 方 の チ ン族,ル シ ャイ族,ラ ケ ール族 は コメ を主 に つ く

り,北 方 の チ ン族 で は,ミ レ ッ トを補 助 的 に 栽 培 し,祭 の さ い に使 用 して い る。 焼 畑

で は,マ メ科 植 物,ヒ ョウタ ン,サ トウ キ ビ,ヤ ム,タ ロ,香 辛 料,タ バ コな ど が つ

くられ る。 菜 園 で は,バ ナ ナ,ガ ー リ ック,チ リ,イ ンデ ィゴを 栽 培 して い る。 ク キ

族 は,焼 畑 耕 作 で コ メ と綿 を主 に栽 培 す る。焼 畑 は,寒 い季 節 に開 墾 し,3月 か ら4

月 に燃 や し,鍬 で た が や す。 一 世 帯 で3エ ー カ ー か ら6エ ー カ ーの 畑 を もつ 。北 方 の

チ ン族 で は,3年 か ら4年 続 け て畑 を使 用 し,7年 か ら9年 休 閑 地 に す る[1.EBAx et

al. 1964:51]。

 〈23家 畜 飼 養 〉家 畜 は,ミ タ ン牛,雄 牛,雌 牛,ヤ ギ,ブ タ,ニ ワ ト リな どが 飼 わ

れ て い る。 ミタ ン牛 は,主 に婚 資 用 と して も ちい られ,雄 牛,雌 牛,ヤ ギ,ブ タ,ニ

ワ ト リは,食 肉お よび祭 祀 の さ い の供 犠 と して つ かわ れ る こと が お お い。 牛 乳 を 飲 む

習 慣 は最 近 の もの で あ る[LEBaR et al.1964:51]。

 〈224狩 猟 と わ な猟 〉狩 猟 は,食 べ るた め よ り,ス ポ ー ッ と して お こ な わ れ,儀 礼

的 な活動 に重 要 な 役 割 を は た して い る。 ク キ族 は,狩 猟 を好 み,狸 猛 な野 獣 を他 の 部

族 よ り狩 るの が 上 手 な熟 練 したハ ンタ ーで あ る。 野 生 の ゾ ウを 狩 って,牙 を と り,市

場 で売 る。 弓矢 や 槍 を つ か って狩 りをす る[LEBAR.1964:52]。

 〈226漁 労 〉メ ィ テ ィ族 の 厳 格 な ヒ ン ドゥー教 徒 の あ い だで は,漁 労 も狩 猟 も お こ

な わ れ な い。 しか し,マ ニ プ ー ル盆 地 の ロタ(Loktak)湖 周辺 に住 む部 族 は,漁 労 も

さか ん に お こな って い る。魚 は,網,罠,槍 を つ か って あ るい は 毒 を ダ ム に 流 して獲

る[LEBAR et a1. 1964:51-52]。

 〈77宗 教 的信 仰 〉 ク キ ・チ ン諸 族 の宗 教 は,伝 統 的 に はア ニ ミス テ ッ クな もの で

あ る。 パ テ ル(Pather)あ るい はパ テ ィア ン(Pathian)な どの 最 高神 を 中 心 に,森 や

山 に住 む さま ざ ま な精 霊 の 観 念 が み られ る。 祖 先 の 村 あ る い は死 者 の村 とい った死 後

の魂 の 世 界 に つ いて の 観 念 も共 通 して み られ る。 しか し,現 在 で は,伝 統 的 な 形 態 を

比 較 的 よ くの こ して い る部 族 もあ る もの の,ヒ ン ドゥー教 化 した 部 族 お よ び キ リス ト
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教化 した部族 も多 い。 メ イ テ イ族 は,ヴ ァ イ シ ュナ ヴ ァ派 の ヒ ン ドゥー教 徒 で あ る。

カー ス ト制 に似 た社 会 構 造 を も ち,通 過 儀 礼 や不 浄 の 観 念 な ど,ヒ ン ドゥー教 的 な観

念 が濃 厚 で あ る。 メ イ テ イ族 の 近 隣 に住 む 古 ク キ グル0プ の うち,チ ル や モ ヨ ンな ど

の 部族 は,メ ィ テ ィ族 の 影 響 を 強 くうけ,ク ラ ンな ど も共 通 す る もの が多 い 。19世 紀

の ミ ッ シ ョンの布 教 活 動 に よ り,キ リス ト教 化 した部 族 も数 多 い 。 ル シャ イ族 の35バ

ーセ ン トが キ リス ト教 徒 で あ る。 ギ ャ ンテ,マ ー族 な ど も,伝 統 的 な観 念 が うす れ,

通 過儀 礼 な どに お いて も,キ リス ト教 方 式 を 採 用 して 簡 単 に お こな わ れ る よ うに な っ

て い る。

 本 稿 で は,以 下,マ ニ プ ール 州,ミ ゾ ラ ム州 に居 住 す る ク キ ・チ ン諸 族 に つ い て ひ

とつ づつ みて い くが,ビ ルマ の チ ン族 につ いて は,北 東 イ ン ドに お け る民族 誌 要 約 と

い う趣 旨か らは ず れ る ので,単 独 で あ つか わ な い。

 1961年 の セ ンサ ス に,Kukiと い う部族 名 で,27,812人 の 人 口 が挙 げ られ て い る。

これ は,古 ク キグ ル ー プを 一 括 した もの と思 わ れ る。 しか しなが ら,こ の 数 字 に は,

ク キ ・チ ン諸族 の本 拠 地 で あ るマ ニ プ ー ル州 は含 ま れ て い な い。 逆 に マ ニ プ ール 州 に

おい て は,そ れ ぞ れ の部 族 ご とに 人 口 が示 され て い る。 さ きに,本 誌 冒頭 の 「は じめ

に 」 で示 した よ うに,イ ン ド政 府 の セ ンサ ス は,上 位 分 類 と下 位 分類 が混 在 し,州 の

担 当者 に よ って,分 類 の仕 方 が異 な って い る。 ク キ ・チ ン諸 族 に つ い て も例 外 で は な

い 。 したが って,以 下,古 ク キ グル ー プ の それ ぞ れ の部 族 につ い て,セ ンサ ス に 掲 げ

て あ る数 字 は,マ ニ プ ー ル州 に居 住 す る人 口の み を示 す ことを,あ らか じめ お こ とわ

り して お く。

                                (八木 祐子)
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ア イ モ ル(Aimol)

Sen, D. K.1971"Annexure to the Triba1 Map of lndia" An thropological Survey of lndia,

Culcutta・ よ り 作 図 。 行 政 区 分 は1961年 当 時 の も の に よ る 。

 〈101 ア イ デ ンテ ィフ ィケ ー シ ョン〉 ア イモ ル族 は,マ ニ プ ール 州 の 南東 部 を 中

心 に居 住 す る,ク キ ・チ ン諸族 の古 ク キ グル ー プ の一 部 族 で あ る。 しか し,1989年2

月 の 栗 田の 調 査 に よ れ ば,ア イモ ル族 は,最 近,自 らの ア イ デ ンテ ィテ ィを ク キ ・チ

ン諸 族 よ りも ナガ(Naga)諸 族 に求 め る傾 向 が あ る と い う。<161人 口>1961年 の セ

ンサ スで は,108人,1971年 の セ ンサ ス で は,836人 の 人 口 が マ ニ プ ール州 に おい て 記

録 されて い る。〈112参 照 され た 文献 〉 ア イモ ル 族 に 関 す る 文献 は,非 常 に少 な く,

シェイ クス ピア(Shakespere)の"The Lushei Kuki Clans"に 若 干 記述 され て い る

だ けで あ る[SHAKESPERE l912]。

 〈175記 録 さ れ た歴 史 〉 マニ プ ール 年 代 記 に は,1723年 に,最 初 の記 述 が み られ る。

Aimolは,も とも とAi-mualと い う,古 い村 の あ っ た場 所 の 名前 であ ろ う と言 われ

て い る。Aiは,ル シャ イ語 で,イ チ ゴあ るい は カ ニを 意 味 し, AizaulやAijalと い

う地 名 に使 用 さ れて い る。mualは,ル シ ャイ語 で,丘 の 支 脈 を あ らわす言 葉 で あ る。

Ai-mualの 原 住 地 は,ル シ ャイ山地(Lushai Hills)の 中心 部 で あ ろ うと 推 測 され て

い る[SHAKEsPERE 1912:151]。
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 〈621 コ ミュ ニ テ ィの構 造 〉 ア イモ ル族 の社 会 には,ト ムパ(thompa)と い うク ラ

ンの 首 長 が い るが,特 別 の 権 力 は な く,何 の報 酬 も受 け取 って い な い 。各 村 ご とに,4

つ の村 落機 関が あ り,狩 猟 で と らえ た獲 物 の 一 部 を,報 酬 と して 受 け 取 って い る。 そ

の1つ が,ク ル ・ラクパ(khul-lakpa)と よ ばれ る村 長で,世 襲 制 で あ る[SHAKESPERE

1912:152-153]。

 〈616半 族[モ イ エ テ ィ】〉社 会 は,優 劣 の差 の あ る半 族 で構 成 さ れ る。<618 ク

ラ ン 〉 半 族 は,外 婚 集 団 と して の ク ラ ンを も つ。 〈582婚 姻 規 制 〉出 自 は父 系 を た

ど り,母 の兄 弟 の 娘 との婚 姻 が お こな わ れ,父 の 姉妹 の 娘 との 婚 姻 は,禁 止 さ れて い

る[レ ヴ ィス トロ ース 1975:495]。

                                 (八木祐 子)
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ア ナル(Ana1)

Sen, D. K.1971"Annexure to the Tribal Map of India"Anthropological Survey of India,

Gulcutta・ よ り作 図 。 行 政 区 分 は1961年 当 時 の も の に よ る 。

 〈101ア イ デ ンテ ィ フ ィケ ー シ ョ ン〉ア ナル族 は,ク キ・チ ン諸族 の 古 ク キ グル ー

プ に属 す る集 団 で,マ ニ プ ール 盆 地 の 南 東 側,お もに ロタ(Logtak)湖 の 東 側 を 中心

に居 住 す る[GORI 1984:23]。 しか し,最 近 は 自 らの ア イデ ンテ ィテ ィを ク キ ・チ

ン諸 族 よ りも ナガ 族 に 求 め る動 きが み られ る[KABuI l985:10-ll]。 〈161人 口 〉

ア ナ ル族 は,1961年 の セ ンサ ス に お いて は,4,868人,1971年 の セ ンサ ス で は,6,592

人 の 人 口が,マ ニ プ ール 州 に お い て記 録 さ れて い る。

 〈175記 録 され た歴 史 〉マ ニプ ール年 代 記 に は,チ ン族 と と もに,16世 紀 の半 ばに

最 初 の記 述 が み られ,ハ ウ ピ ・ピー ク(Haupi Peak)か らや って きた と言 わ れ て い る。

 〈173 口碑 ・伝 説 に よ る歴 史 〉 ア ナル の 伝 説 で は,二 人 の兄 弟 が,ハ ウ ピ ・ピー

クの 洞 窟 か らや って きて,兄 は ア ナ ル の祖 先 とな り,弟 はマ ニ プ ー ル河 谷 へ行 き,王

に な っ た とい う[SHAKEsPERE 1912:150]。 ま た,カ ブ イ(Kabui)は, Hansuと

Hanthaと い う洞 窟 か ら逃 げ た2人 の男 が,ア ナル族 の 祖 先 とな り,現 在 の半 族 に結

び付 い て い る とい う伝 説 を 紹 介 して い る[KABUI l985:8]。

 〈61 親族 集 団 〉ア ナル 族 は,外 婚集 団 の単 位 とな る半 族 組 織 を もち,そ れ ぞ れの
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半族 は39の ク ラ ンを もつ[KABUI 1985:14]。 村 に は,以 前 に は コ ラプ(kolapu)と

よば れ,現 在 で は クル ・ラクパ(khul-lakpa)と よば れ る首 長 が い る。 厳 密 な世 襲 制

で は な いが,し ば しば父 か ら息 子 へ首 長 の 地 位 が 受 け継 が れ る。 メ イ テイ族 の習 慣 が

入 って,呼 称 が 変 化 した と いわ れ る[KaBUI l985:30]。

 〈24農 業 〉生 業 は農 業 が 中心 で あ り,焼 畑 耕 作 と水 稲耕 作 が お こ なわ れ て い る。

コメ,ゴ マ,ト ゥモ ロ コ シ,ダ イズ,カ ボ チ ャ,ヒ ョウタ ン,シ ョウガ,ト マ ト,ト

ウガ ラシな ど が栽 培 され て い る。 〈23家 畜 飼 養 〉家 畜 は,バ ッフ ァロ ー,ミ タ ン牛,

ブ タ,雄 牛,ニ ワ ト リな どを飼 って い る[KABUI l985:1 1]。

 〈844 出産 〉 出産 に 際 し1て,妊 婦 は,夜 に外 出 した り,ヘ ビを 殺 して は な らな い な

どの さ ま ざ まな制 限 が課 せ られ る。 妊 婦 の 夫 も狩 猟 が 禁 じ られ る。 出 産 は,村 の 女 性

が手 助 け して家 で お こ なわ れ る[KABUI l985:16]。 出産 に 関 して,古 ク キ グル ー

プの いず れ に つ い て も,シ ェル(sherh)と よば れ る産 婦 の行 動 が 制 限 され る期 間 が み

られ るが,ア ナル 族 につ いて は,3日 間で あ る。 子 供 が 生 ま れ る と,ク ル プ(khulpu)

と い う呪 術 師 が 呼 ば れ,彼 が 呪 文 を とな え た あ と,ズ ー(zu)と い う酒 と魚 が 村 中 に

配 られ る。酒 と魚 を配 って い る と きに,家 の 守 り神,サ ク ア(Sakhua)が 目覚 め,子

供 の 魂 が 呼 び寄 せ られ る とい う[SHAKEsPERE l912:160-161]。 出産 後,7日 目に

テ ンプ(thempu)と よ ばれ る司祭 が よ ばれ て,名 づ け が お こな わ れ る。〈553 命 名 〉

第1子 か ら第5子 まで,男 女 別 に そ れぞ れ 特 定 の 名 前 が つ け られ る[KABUI l985:

16]。

 〈58 婚 姻 〉結 婚 には,見 合 い結 婚,恋 愛 結婚,秘 密結 婚 の3種 類 の形 態 が あ る。

婚 約 の 後 に,ズ プ ム(zupum)と い う結 婚 式 が お こな わ れ る。 花 嫁 の家 に花 婿 側 の

家 族 が 出 向 き,コ メ と ブタ が参 列 者 に 配 られ る。 この と きか ら,若 者 は,花 嫁 の 家 に

の こ り,花 嫁 の父 に,3年 間,労 働奉 仕 を す る。 これ は,花 嫁 代 償 の0種 で あ る。 この

労 働 期 間 が終 わ る と,ミ タ ン牛 と大 きな ダ オ(dao)と よば れ る刀 が花 嫁 の 父 に お くら

れ る。結 婚 に際 して,婚 資 が花 婿側 か ら支 払 わ れ る。 以 前 は30ル ピー に相 当す る青 銅

の 鐘 で あ った が,現 在 で は,3,000ル ピー の婚 資 が支 払 われ て い る[KABUI 1985:19

-20] 。〈595複 婚 〉 シ ェイ ク ス ピア(Shakespere)に よれ ば,以 前 は,一 夫 多妻 が 認

め られ て お り,最 初 の 妻 は,夫 と5夜,二 番 目の妻 は4夜,三 番 目の 妻 は3夜 を と も

にす る慣 習 があ った と い う。〈428相 続 〉相 続 は,数 人 の 息子 で財 産 を 分 け るが,基

本 的 に は,末 子 相 続 で あ る。 離 婚 は,簡 単 に お こな うこ とが で き るが,妻 か ら離 婚 を

の ぞ む 場合 は,50ル ピー払 うか,村 人 に宴 会 を ひ らか な けれ ば な らな い[SHAKESPERE

1912:154-159]。
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 〈76死 〉死 に は,自 然 な死 と事 故死 や殺 人 に よ る死 な ど の不 自然 な死 の2種 類 の

観念 が あ り,そ れ ぞ れ葬 式 の や り方 が異 な ってい る。 村 の 司祭 に よ って葬 式 が お こな

われ,ク ラ ンご との共 同墓 地 に埋 葬 され る。不 自然 な死 の場 合 は,村 の 外 に埋 葬 され

る[KABUI 1985:20]。

 〈77宗 教 的信 仰 〉 シ ェイ クス ピア に よれ ば,ア ナル 族 の 信仰 に つ いて の観 念 は,

ル シ ャイ(Lushai)族 と類 似 して い る。 パ テル(Pathel)と い う空 に住 む 普遍 的 な創

造 神 が 認 識 され て い る。 〈775 来 世 観 〉ま た,人 が 亡 くな る と,そ の魂 は,し ば ら

く墓 の まわ りを さま よ った の ちに,新 し く赤 ん 坊 と して生 まれ 変 わ る とい う信 仰 も持

って い る[SHAKEsPERE lgl2:157]。 カ ブ イ に よれ ば,ア サパ ワ ン(Asapavan)が

最 高神 で あ り,危 険 に際 して,人 々は 彼 の 名 を とな え る。 ま た,チ ュ ワ(Chuwa)と

カ ワ(KhaWa)が,宇 宙の 創 造 者 で あ り,そ れ ぞ れ 大地 と 天 を つ くっ た と 信 じられ

て い る。 シェ イ クス ピアの 指 摘 した創 造神 パ テル は,家 内 の神 と して 信仰 され て い る

[KaBUI 1985:23-24]。1917年 に キ リス ト教 が もた らさ れ,伝 統 的な 信 仰 も変 化 し

つ つ あ る[KABUI l985:27]。

                                 (八木 祐 子)
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チ ル(Chiru)

Sen, D. K.1971"Annexure to the Tribal Map of India"Anthropological Survey of lndia
,

Culcutta・ よ り作 図 。 行 政 区 分 は1961年 当 時 の も の に よ る 。

 〈101ア イ デ ンテ ィフ ィケ ー シ ョン 〉 チ ル族 は,ク キ ・チ ン諸 族 の 古 クキ グル ー

プ に属 し,マ ニ プ ール 盆 地 を 中心 に居 住 す る。1989年2月 の栗 田の 調 査 に よ れ ば最 近

は 自 らの ア イデ ンテ ィテ ィを ク キ ・チ ン諸 族 よ り もナガ族 に求 め る傾 向 が あ る と い う。

〈112参 照 さ れ た文 献 〉 チル 族 に つ い て の単 独 で あつ か った 文献 は 入手 で巻 な か っ

たの で,本 稿 は,1966年 の ヴ ィ レ ッジ ・サ ー ベ イ ・モ ノ グ ラフの タ ン グ ジ ング ・チ

ル(Thangjing Chiru)村 の村 落 調 査 に 依拠 し,1912年 に書 か れ た シ ェイ クス ピァ

(Shakespere)の"The Lushei Kuki Clans"で 補 って 記述 す る。 この 村 は,イ ンパ

ール(Impha1)の 西11マ イル の と ころに 位 置 して い る[SINGH l966;SHAKEsPERE

l912]。

 〈175記 録 され た 歴 史 〉 チル族 に 関 して,マ ニ プ ール年 代 記 に16世 紀 半 ば に 最 初

の 記述 が み られ,フ ラ ング ラル 山 地(Hranglal Hills)か ら,マ ニ プ ール の 方 へ 移 住

して きた とい わ れ る[SHAKEsPERE l912:149]。

 〈618 ク ラ ン〉 チル族 は,外 婚 的 な父 系 の5つ の 集 団 を もつ。 そ の うち,タ ング ジ

ング ・チ ル村 に は,・ Rezarを の ぞ くChongdur, Dingthoi, Danla, Rhajaの4つ の
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ク ラ ンが あ る。 メィ テ ィ(Meitei)族 の 村 が近 い ので,そ の 影 響を 強 く うけ,そ れ ぞ

れ の ク ラ ンが,メ イ テイ の ク ラ ンのAngom, Khumal, Ningthouj a, Luwanjに 同 化

して い る。 ク ラ ン ・ヒエ ラル キ ー はな く,ク ラ ンは さ らに,サ ブ ・ク ラ ンに わ かれ て

い る[SINGH l966:3]。 しか し,ボ ース(Bose)に よれ ば, Danlaが 上 位 に あ り,

次 にRezarが つ づ き,の こ りの3つ は,同 格 で あ った と い われ る[BosE 1937:160

-162]
。 ま た,シ ェイ ク ス ピアに よれ ば,Rezarか らす べ て の ク ラ ンが 出 自 した ので,

Rezalが,も っ と も上 位 に あ る とい う[SHAKESPERE l912:150]。

 〈19 言語 〉言 語 は,チ ベ ッ ト ・ビル マ語 族 の ク キ ・チ ン語 群 に属 す るチ ル語 が話

さ れ るが,村 人 は,マ ニ プ ール 語 に も精通 して お り,第2言 語 と して 実際 的 に使 用 さ

れ て い る[SINGH l966:3]。

 〈621 コ ミュ ニテ ィの 構 造 〉社 会 組 織 は,首 長 制 を と る。 村 の 首 長 は,ク ル ・ラ

クパ(khul-1akpa)と よば れ,村 の 長 老 と相 談 して 村 を 運 営 す る。 首 長 は世 襲 制 で,

首 長 が亡 くな る と弟 が あ とを 継 ぎ,弟 が いな けれ ば,息 子 が あ とを継 ぐ。 首 長 は,実

際 的 な権 力 を もた ず,村 の 秩序 や 法 を維 持 す る責 任 を もち,村 人 の 意 志 に そ む くこ と

はで きな い[SINGH 1966:3]。

 〈342住 宅 〉家 屋 は,骨 組 み に タケ を使 用 し,平 均 的 な大 きさ は,4.5×7. 5メ ー ト

ル で あ る。 地 面 か ら廟 の 高 さ は,最 低 で も1,2メ ー トルあ る。 各 家 は,床 面 積 の5分

の1か ら6分 の1の 大 き さの ベ ラ ンダ を もつ 。 家 の 内部 は,各 部 屋 こ とに仕 切 られ て

い な い 。 家の 中 ほ どに料 理 用 の 炉 が つ く られ,ベ ッ ドは,家 の 後 方 に お か れ て い る。

中 心 部 に,4本 か ら5本 の 小 さ いタ ケ が互 いに む す ば れ,柱 の よ うに 立 って い る。 こ

れ は,チ ル族 の家 内の神 で あ るサ ナマ ヒ(Sanamahi)で あ る とい わ れ て い る。 家 屋

に は,浴 室,ト イ レはな い[SINGH 1966:3-4]。 〈882青 年 の 地 位 〉古 ク キグル ー

プ に共 通 して み られ,独 身 の 若 者 が 寝 泊 ま りす る ゾ ウル ブ ック(zawlbuk)が,チ ル

族 に もみ られ る[SHAKESPERE l912:151]。

 〈29 服 装 〉服 装 は,西 洋 化 され て お り,男 性 は,マ ー ケ ッ トか ら買 った ベ ス トや

シ ャッを 着 て,ズ ボ ンを は いて い る。 ク ティ(kutei)と い う腰 布 を身 につ け る こ と も

あ る。2.4メ ー トル の長 さで,75セ ンチの 幅 の 布 を腰 に巻 く。 女 性 は,ブ ラウス とパ

ンベ(panbe)と い う1.8メ ー トル の長 さで,1メ ー トル の 幅 の布 を胸 や腰 に ま く。

〈301装 身 具 〉 ま た,ネ ック レス(rithei),腕 輪(mulok),腕 輪(khuli),指 輪

(sumke),耳 飾 り(rukar)を 身 につ けて い る。〈302 身 だ しな み 〉男 性 は・ 髪 を短 か

く き って い るが,女 性 は,長 く伸 ば し,真 ん 中 あ た りで わ け,首 の後 ろで 結 び 目を つ

く る。 男 性 は,以 前 は,馬 の し っぽ で つ くった サ ム チ ェ(samche)と い う太 い ロ ープ
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を 頭 に巻 い て い たが,今 で は み られ な い[SINGH l966:5-6] 。

 〈262食 事 〉食 事 は,朝 と夕方 の2食 で あ る。 〈263調 味料 〉 コメ,野 菜,肉 な

どに塩 味 をつ けて 煮 る・ 油 や香 辛 料 は ほ とん ど使 わ れ な い。 〈27飲 み 物
,薬 物,嗜

好 品 〉 ライス ・ビー ル を よ く飲 む 。 紅茶 を飲 む 習 慣 は新 しい もの で あ り,ミ ル クを い

れ な いで 飲 む[SINGH 1966:5-6]。

 〈24農 業 〉生 業 は,農 業 が 中心 で あ り,稲 は,平 原 部 で も丘 陵 部 で もつ くられ る

主 要 な作 物 で あ る。 他 に は,コ シ ョ ウ,バ ナ ナ,シ ョウガ な どが 丘 陵部 につ くられ て

い る。 平 原 部 で は,水 牛,雄 牛 をつ か って耕 作 して い る。2月 か ら土 地 が 耕 され るが
,

5月 や6.月 の激 しい降 雨 の 時期 に も耕 作 され る。 灌 瀧 設 備 は な い。 稲 は,10月 と11月

の 間 に収 穫 され る。 丘 陵 部 で は,耕 作 の た め に黎 や牛 は使 われ ず
,木 を 伐 採 し,燃 や

して,種 を ま く。 焼 畑 耕 作 に よ って,コ シ ョウ,綿,シ ョ ウガ,ト ウモ ロ コ シ,マ メ

類 を つ くる[SINGH 1966:11]。

 〈23 家 畜飼 養 〉家 畜 は,雄 牛,ヤ ギ,ブ タ,』 ワ トリが 飼 わ れ て い る。 家 畜 は,

村 内で,放 し飼 い に され,特 別 な世 話 は しな い[SINGH l966:ll]。

 〈286 織 布 〉機 織 りは,女 性 の大 切 な 仕事 で あ る。 各 家 は,機 織 り部 屋 を もつ 。 女

性 の腰 布 と シ ョール が,綿 で つ くられ る。1枚 の 布 を毎 日1時 間,7日 か ら8日 間 か

か って 織 る。 つ くられ た布 地 は,家 で 使 わ れ,売 られ る こ とは な い[SINGH 1966:

12]。

 〈582婚 姻規 制 〉婚 姻 は,ク ラ ン外婚 制 で お こな わ れ る。 シ ェイ ク ス ピア に よれ

ば,そ れ ぞ れ ク ラ ンご とに結 婚 で きる 相 手 の ク ラ ンが 規 定 され て い る[SHAKESPERE

1912:154]。 しか し,1966年 の シ ン(Singh)の 報 告 に よ る と
,婚 姻規 制 はか な り緩 や

か に な って き て い る よ うで あ る。 自分 の所 属 す る サ ブ ・ク ラ ン内 をの ぞい て すべ て の

ク ラ ンと結 婚 で き るが,イ トコ婚 が多 い。母 方 の 兄弟 の娘 と の結 婚 が好 ま れ る[SINGH

I966:7]。<592世 帯>0つ の家 族 は
,4人 か ら6人 が 一 緒 に 住 む 。 〈428相 続 〉

末 子 が,他 の 兄弟 よ りも多 くの財 産 を う けつ ぐ[SINGH l966:16]。

 〈58 婚姻 〉一 般 に,花 婿 の 両親 に よ って,結 婚 の相 手 が 選 ば れ る 。花 婿 の 両 親 が,

花 嫁 の 両 親 に結 婚 を 申 し込 む 。 同 意 され る と,花 婿 は花 嫁 の 家 に 寝 泊 ま り して,農 業

の手 伝 い な ど,3年 の 間 労 働 奉仕 を す る。 花 婿 の 両親 は,綿 の シ ョール,金 属 の食

器,ラ イ ス ・ビール と2ル ピー を贈 る。 これ は,マ ンカ ッ ト(mankat)と よばれ る。

吉兆 の 日(月 曜 日か 水 曜 日)を 選 ん で,花 嫁 は,両 親,親 戚 な ど に付 き添 わ れ て,花 婿

の家 へ 行 く。 宴 会 が お こな われ た あ と,花 嫁 の一 行 は去 り
,花 嫁 は,花 婿 の家 族 と

生 活 を は じめ る。 男 性 は18歳 か ら20歳 で,女 性 は15歳 か ら16歳 で 結 婚 す る もの が 多 い
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[SINGH  1966:8]。

 〈843妊 娠 〉息子 の誕 生 の 方 が,娘 の誕 生 よ り歓 迎 され る。 息子 は,農 業 労 働 の 手

助 け とな り,家 計 に多 大 な 貢献 をす るた め で あ る。 妊 婦 は,妊 娠 中 もい つ もの 仕 事 を

つ づ け る。 妊 娠 中 は,新 鮮 な 野菜 や肉 な どを食 べ る。〈844 出産 〉 出産 は,家 屋 内で,

マ イ ビ(maibi)と よば れ る産 婆 の 介添 えで お こ な わ れ る。 産 婆 が 削 った タ ケで へ そ

の緒 を 切 り,後 産 は,土 の つ ぽ に入 れ て,家 の 後方 に 埋 め られ る。 不 浄 とみ な さ れ る

期 間 は,ク ラ ンに よ って異 な る。村 の司 祭 で あ る テ ンプ(thempu)に よ って浄 化儀 礼

が お こな わ れ る。 午 前 中 に,ニ ワ トリが2匹,最 高神 パ テル(Pathel)に さ さげ られ

る。供 犠 さ れ た ニ ワ トリは,家 族 が 食 べ る。 この 儀 礼 の あ とに,パ テル に 子 ど もの長

命 を祈 る別 の儀 礼 が お こなわ れ る。 司 祭 が,ニ ワ ト リを 殺 して,子 供 の 額 にそ の血 を

数 滴 お と し,子 供 の 口に ライス ・ビー ルを 数 滴 た らす 。 この儀 礼 がす む と,ラ イ ス ・

ビール や 肉 や コ メの御 飯 がふ るま わ れ る。〈553 命 名 〉産 婆 と司祭 が相 談 して この 日

に 名づ け を お こな う[SINGH 1966:6-7]。

 〈764葬 式 〉 遺 体 は お湯 で洗 い,新 しい布 で つ つ ん で,村 の 南 西の 隅 にあ る墓 地

に埋 め る。 遺 体 は,上 向 きに 棺桶 に い れ られ るが,途 中で ひ っ くり返 って,死 者 が再

び家 に も ど らな い よ うに気 を つ け る。 参 列 者 が土 を か け,司 祭 が,タ イ レ ン(tairen)

の木 の葉 で 水 を か け,参 列 者 を 浄 化 す る。 死 者 の 家族 は5日 間,ク ラ ン内 の家 族 も3

日間,不 浄 で あ る とい わ れ る。 司祭 が 浄 化儀 礼 を お こな う。 家 内 の神 サ ナ マ ヒを あ ら

わ したタ ケ の束 を,家 の柱 か らと りは ず して,新 しい タ ケ と と りか え る。 司 祭 が,ブ

タ と雄 鶏 を 数 匹殺 して,パ テル に ささ げ,村 人 た ちが あ とで食 べ る[SINGH l966:

9]。

 〈77宗 教 的 信仰 〉宗 教 は,パ テ ル を最 高 神 とす る ア ニ ミズ ム の形 態 を と る。 パ テ

ル は,居 住 地 の 北 西 の 隅 に あ る ウユ ング(uyung)と い うの木 の根 元 に や ど って い る。

祭 の と きに は,村 の 司祭 が,供 犠 を さ さ げ る。 サ ナマ ヒは,す で に の べ た よ うに,家

内 の神 で 小 さな タケ の束 で あ らわ され る。 病 気 の と きは,ニ ワ トリを殺 して さ さ げ る

[SINGH  1966:170ユ 。

                                 (八木 祐 子)
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チ ョ ウ テ(Chote, Chowte, Chothe)

Sen, D. K。19フ1"Annexure to the Tribal Map of lndia"Anthropological Survey of lndia
,

Culcutta・ よ り作 図 。 行 政 区 分 は1961年 当 時 の も の に よ る
。

 〈101 ア イデ ンテ ィフ ィケ ー シ ョン〉 チ ョウテ族 は,ク キ ・チ ン諸 族 の古 ク キ グル

ー プ に所 属 し
,マ ニ プ ール 州 の南 部 に居 住 す る。1989年2月 の 栗 田の 調査 に よれ ば,

最 近 は 自 らの ア イ デ ンテ ィテ ィを クキ ・チ ン諸 族 よ り も ナガ族 に 求 め る傾 向が あ る と

い う。<161 人 口>1961年 の セ ンサス で は1,035人,1971年 の セ ンサ スで は1
,905人 の

人 口が,マ ニ プ ー ル州 にお い て記 録 され て い る。〈112参 照 され た文 献 〉チ ョウテ族

に つ い て の資 料 は,シ ェイ クス ピァ(Shakespere)の``The Lushei Kuki Clans"に

断 片 的 に記 述 して あ る もの しか入 手 で きな か っ たの で,そ れ を 引 用 す る[SHAKESPERE

1912]。

 〈173 口碑 ・伝 説 に よ る歴史 〉 チ ョ ウテ族 は,大 地 の 洞窟 か ら 世 界 の 人 び とが や

って きた と の 出 自伝 説 を もつ 。 物 見 高 い猿 が,洞 窟 の入 口 にか ぶ さ って いた石 を と り

の ぞ き,チ ョウ テ族 の祖 先 が あ らわ れ る こと にな った と い う[SHAKEsPERE l912:

151]。

〈342住 宅 〉家 屋 は,メ イ テ イ(Meitei)族 の 影響 を 受 け,ア イ モル(Aimol)族 ,

プル ム(Purum)族 な ど と同様,伝 統 的 な様 式 で はな く,土 盛 りの 基 台 の上 に 家 を建
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 て て い る[SHAKESPERE l912:151]。

  〈618 ク ラ ン〉 ク ラ ンは,4つ に 分 か れて い る。結 婚 相 手 の 選 択 は,自 分 自身 の所

 属 す る ク ラ ン以 外 の数 家 族 に 厳 し く限定 され て い る。 婚 資 と して,花 嫁 側 は,ニ ワ ト

 リ,槍,ダ オ(dao)と い う刀 を受 け取 る。 また,ズ ー(zu)と い う酒 も,花 婿 側 か ら

 振 舞iわれ る[,SHAKESPERE l912:1544 155]。

  〈844 出産 〉 出産 に 際 して,テ ンプ(thempu)と い う司祭 が,ニ ワ ト リを供 犠 し,

 ズ ーを す す る。5日 目 に ニ ワ トリが殺 され,選 ば れ た名 前 が つ け られ る。 コメ粒3つ

 を,水 を い っぱ い入 れ た コ ップ に お と し,名 前 が適 切 か ど うか を 占 な う。 も しコ メ粒

 が 水 の なか に沈 めば,そ の名 前 は 承認 され た と考 え,水 に浮 くよ うな ら,別 の 名前 を

 つ けて,再 び 占 う[SHAKESPERE 1912:161]。

  〈764葬 式 〉 チ ョウテ族 は,墓 を村 か ら少 し離 れ た と こ ろに つ くる。 そ れぞ れ の 墓

 は,土 で 盛 られ,竹 格 子 で 囲 って あ る。 墓 に は,小 麦 を い れ た籠 と,水 を い れ たつ ぼ

 が おか れ る。 ま た,墓 の 後 ろ に,地 面 か らの 高 さ1.2メ0ト ル の と ころに,家 を か た

 ど った 建 物 を つ くり,花 や 死 者 の服 で か ざ り,中 に は,生 米,ズ ー,き れ い な水 を お

0 く [SHAKESPERE  l 912:165]o

  〈77 宗 教 的信 仰 〉信 仰 につ い て も,メ ィ テ ィ族 に か な り影 響 され て い る。 パ カ ン

 グバ(Pakhangba),ヌ ング チ ョン グバ(Nungchongba)と い うチ ョ ウテ族 の 神 は,

 メ イ テ イ族 の パ テ ィア(Patiar),ヌ ング シャバ(Nungshaba)に 対 応 して い る と い わ

 れ て い る[SHAKEsPERE l912:158-159]。

                                 (八木 祐 子)
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ギ ャ ン テ(Gangte)

Sen, D. K.1971"Annexure to the Triba1 Map of lndia"Anthropological Survey of lndia
,

Culcutta・ よ り作 図 。 行 政 区 分 は1961年 当 時 の も の に よ る 。

 〈101 ア イ デ ンテ ィ フ ィケ ー シ ョ ン〉ギ ャ ンテ族 は,マ ニ プ ー ル州 南 西 部 に居 住 す

る古 ク キ グル ープ の一 部 族 で あ る。 しか しな が ら,1989年2月 の栗 田の 調査 に よ れ ば,

ギ ャ ンテ族 を新 クキ グル ー プに分 類 す る傾 向 が み られ る とい う。 ギ ャ ンテ族 は,か つ

て ビル マ に あ るギ ャ ング(Gang)と い う河 谷 に 住 ん で い た こと が あ り,「 人 々」 を 意

味 す るテ(Te)を むす びつ けて,ギ ャ ンテ(Gangte)と 呼 ば れ る よ うに な った と い う

[DAs l986:295-296]。

 〈112参 照 され た文 献 〉本 稿 で は,単 独 の 文 献 が 入手 で きなか った ので,1961年 の

セ ンサ ス ・オ ブ ・イ ンデ ィア の ヴ ィ レ ッジ ・サ ー ヴ ェイ ・モ ノ グ ラ フにあ る コ ウサ ブ

ング(Khousabung)村 の 資料 を 中心 に して記 述 す る[SINGH 1972]。 コ ウサブ ング

村 は,チ ュ ラ チ ャ ン ドプ ール ・サ ブ ・デ ィ ビ ジ ョ ン(Churachalldpur Sub-D三vision)

の行 政 下 に属 し,パ イナ ップル の 産 地 と して有 名で あ る。 村人 は,パ イ ナ ップル の売

買 で現 金 収 入 を 得 て い る。 〈13地 理 〉村 は,イ ンパ ール の南 西48キ ロ メ ー トル の と

'ころ に あ る
。 村 の東 側 は平 原 部 だ が,西 側 は丘 陵 部 で パ イ ナ ップ ル や他 の 農 産物 の耕

作 が お こな われ て い る。 〈161人 口>1961年 の セ ンサ ス に よれ ば,人 口 は62世 帯,
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346人(男 性185人,女 性161人)で あ る[SINGH l972:1]。

 〈173 口碑 ・伝説 に よ る歴 史 〉 この 村 は,1931年 に つ くられ た新 しい村 で あ る。プ

ム ポパ オ(Pumphopao)と い う男 が,飢 謹 に み ま われ た 村 を 離 れ て,新 天 地 を求 め た。

彼 は,20人 の 仲 間 と この地 に や って きて,荒 れ果 て て い た土 地 を開 い て住 み は じめ,

最初 の首 長 とな った[SINGH 1972:4]。

 〈618 ク ラ ン〉村 に は,ThallgjomとThanglunの2つ の ク ラ ンが あ り,前 者

の ク ラ ンは一 世帯 だ け で,後 者 の ク ラ ンは12の サ ブ ・ク ラ ンに分 か れ て い る。 ク ラ ン

間 に ヒエ ラル キー は み られ な い。 〈582婚 姻規 制 〉 ク ラ ンは,内 婚 制 を と るが,サ

ブ ・ク ラ ンは外婚 制 で あ る 。 結婚 は,お な じサ ブ ・ク ラ ン内 で は,禁 じ られ て い る。

〈592世 帯 〉平 均 的 な 家族 は,5.8人 で,ほ とん どが核 家 族 で あ り,8世 帯 だ けが 拡

大 家族 で あ る[SINGH 1972:5-6]。 も っ と も,ダ ス(Das)に よれ ば,ギ ャ ンテ族

の 社 会 は3つ の ク ラ ンが あ り,ク ラ ン内部 は 多 くの リネ ー ジに分 かれ,そ こに は ヒエ

ラル キーが み られ る とい う[DAs 1986:296-297]。

 〈19 言 語 〉言語 は,チ ベ ッ ト ・ビル マ語 族 ク キ ・チ ン語 群 に属 す るギ ャ ンテ語 を

話 す。 マ ニ プ ール語 を 第2言 語 と して 使 用 し,若 い 世 代 は,英 語 と ヒ ンデ ィー語 も話

す[SINGH l972:6]。

 〈621 コ ミュ ニ テ ィの構 造 〉政 治組 織 は,現 在 で は形 だ けの 首 長制 を と って い る。

村 の首 長 に過 去 の権 威 は み られ な い。 村 に パ ンチ ャヤ ー トは な い が,か わ りに1958年

か ら村 落 議 会 が そ の役 割 を果 た して い る。 これ は,選 挙 で 選 ば れ た5人 の人 々 に よ っ

て 構 成 され て い る。任 期 は3年 で あ る。村 内 の係 争 や 村 の 発 展,福 祉 に か か わ る こと

を お こな って い る。 ま た,1959年 に ユ ー ス ク ラブが有 志 に よ って つ くられ た。 お も な

目的 は,文 化 的,教 育 的 問題 に つ いて 若 者 を啓 発 す る こ とに あ る。社 会 的,教 育 的 テ

0マ で 討 論 した り,ゲ ー ム や ス ポー ツ を 定 期 的 に お こな って い る[SINGH 1972:

31]。

 〈87教 育 〉村 内 に は,4つ の学 校 が あ り,2つ は ミ ッシ ョン,1つ は 政府,の こ

りは村 人 自身 に よ って 運 営 され て い る。 この20年 間 に,村 の 教 育 分野 で は,著 し い進

歩 が み られ た。 村 の 学 校 で は,ギ ャ ンテ語 で書 かれ た 教 科書 を 用 い,聖 書 もギ ャ ンテ

語 に翻 訳 さ れて い る[SINGH 1972:33]。

 〈361集 落 形 態 〉居 住 形 態 は組 織 だ って お らず,す べ て の 家 は,そ れ ぞ れ の都 合 に

よ り,い ろ い ろな 方 向 を 向 い て 建 って い る。 家屋 は分 散 せ ず,集 住 して い る[SINGH

1972:4]。                                                           0

 〈342住 宅 〉多 くの 家 は,杭 上 家屋 で,床 は木 の 板 か タ ケ で で きて い る。 い くつ か
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の家 は・土 台 の 上 に た て られ て い る。 お よそ3分 の1に あ た る20世 帯 は
,料 理 と食 事

用 に,離 れ 小 屋 を も って い る。雄 牛 や ニ ワ ト リな ど の家 畜 小屋 が 家 の近 くに建 て られ

て い る。 トイ レは,家 の後 方 の 隅 に分 離 して つ く られ,タ ケ を あ ん だ壁 と木 の板 で 囲

われ て い る。 脚 柱,壁,屋 根 は タ ケか 木 の板 で で きて い る。 地 面 か ら床 まで の 高 さ

は,60セ ンチ メ ー トル で あ り,木 の柱 は,白 ア リの 外 を 防 ぐた め に,直 接,地 面 に建

て られ ず,平 た い石 の 上 に建 て られ る。 家 の大 き さは6×9メ ー トル の 床 面 積で,ド ア

は,1・2×1・8メ ー トル で あ る。 多 くの 家 は,少 な く と も2つ の 窓 を も ち,家 の 換 気 は

良 い。 家 の なか は,分 離 され て い な い。 家 の建 築 は,村 入 自身 か 近 くの村 か らマ ニ

プ ール 人 を雇 って お こな われ るが,建 築 の た め の特 別 の 儀 礼 は な い[SINGH 1972:

6]。

 〈29服 装 〉服 装 は,男 性 は 西 洋 の服 装 を着 るが,女 性 は伝 統 的 な服 装 を着 る もの

が 多 い。 年 配 の女 性 は スカ ー トの上 に腰 布 を着 る が,若 い女 性 は ス カ ー トとス モ;1ク

を着 る。 男性 は,老 人 も若者 も,家 で は伝統 的 な服 装 を す るが,外 で は,ズ ボ ンと シ

ャ ツを着 る。 腰 布 に は,ポ ン ピ(ponpi)と ポ ンヅ ム(pondum)の2種 類 が あ る。 前

者 は,手 織 りの綿 で,キ ル トの よ うな布 で あ る。 布 の 大 き さは,1.8×2.1メ ー トル で,

冬 期 に 身体 を 暖 か くす るの に使 わ れ る。 後者 は,村 人 の 公共 の服 装 で あ り,大 きさ は

1・2×2・1メ ー トル で,7・5セ ンチ 幅 の赤 と黒 の平 行 した 縞 模 様 が 入 って い る。 縞 は,

黒6本,赤5本 で,1本 の赤 い縞 が 中央 に くる。 黒 と赤 の太 い縞 の あ い だ に,細 い 黄

色 い縞 が あ る[SINGH 1972:8]。

 〈301装 身具 〉装 飾 品 は,儀 礼 的 な場 で 多 く身 に つ け られ る。 女 性 た ちは,金 の

飾 りは つ けず,プ ラス チ ック,メ タ ル,ガ ラス製 の飾 りを市 場 で 買 う。 装 飾 品 に は,

指 輪(jungu),腕 輪(chaocha),耳 輪(bilcum),首 輪(khivel)な どが あ る。 ツ クパ

(tukpa)と よ ば れ る頭 の バ ン ドは,ト ラな どの野 獣 を 殺 した 勇気 あ る男 性 が か ぶ る。

これ は,緑,赤,青,白,黒 色 の2重 の 羊 毛 の紐 で で きて い る[SINGH l972:8]。

 〈262食 事 〉食 事 は,1日2回,朝 と夕 方 で,コ メ,野 菜,ブ タ,ニ ワ ト リ,魚 が

食 べ られ る。 〈263調 味料 〉肉 と野 菜 は,菜 種 油 と塩 を味 つ けに も ちい る。 塩 のか

わ りに カ リ(khari灰 を とか した 水 を籠 で 漉 した もの)が 使 わ れ る こ とも あ る[SINGH

l972:9]。

 〈24農 業 〉生 業 は農 業 で あ り,稲 とパ イ ナ ップ ル が この 村 の 主 要作 物 で あ る。 村

の耕 作 地 は平 原 部 と丘 の頂 上 にあ る。 平原 部 で は,水 牛 や雄 牛 と木 製 の 黎 を つか って

耕 作 され,丘 陵 部 で は,雄 牛 や 黎 は 使 わ れず,ス コ ップ や鍬 が 使 用 され る。 稲 の 耕 起

を は じめ るの は,雨 の降 りは じめ る2月 頃で,種 ま きと植 え 付 け は5月 か ら6月,収
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穫 は10月 の始 めで あ る。 パ イ ナ ップル の耕 作 は,家 の 仕 事 の大 部 分 を しめ る。 パ イナ

ップ ル は,丘 の 斜 面 で つ くられ,7月 か ら9月 に多 量 に収 穫 され る。農 産 物 と くにパ

イ ナ ップ ル は モ イ ラ ン(Moireng)か イ ンパ ール(Imphal)の 市 場 で売 られ る。 漁業

は お こな われ て い な い[SINGH l972:15-16ユ 。

 〈23 家 畜 飼 養 〉家 畜 は少 な い。 ブタ とニ ワ トリは食 料 と して,雄 牛 も食 料 に され

るが,主 に農 作 業 用 に 飼 育 され る。 家畜 飼 育の た めに 特別 な技 術 は必要 とされ ず,放

し飼 いに され て い る。 〈286 織布 〉 織 り物 が,女 性 の 手 に よ って 自家消 費 用 に つ く

られ て い る。70パ ー セ ン トの世 帯 が 織 機 を も ち,腰 布 や綿 の シ ョール を 織 って い る

[SINGH  1972:18函19]。

 〈844 出産 〉出 産 に 関 す る儀礼 は以 下 の よ うな もので あ る。妊 婦 は,通 常 の仕 事 か

ら解放 され る。 食 事 の 制 限 は な い。 出産 は家 族 の女 性 に よ って介 助 され,後 産 は,家

の 外 な ら ど こに埋 めて も よい 。 ま た,政 府 の組 織 に所 属 す る産 婆 が手 伝 う こ ともあ る。

子 供 は,温 か い お湯 で 洗 わ れ,布 につ つ ま れて 母 親 の そ ば に お かれ る。2歳 頃 まで,

母 乳 を あ た え る。 〈553命 名 〉子供 の 名 づ け は,1歳 まで の 間 に お こな わ れ る。 名 づ

けの 白,近 親 者 が集 ま り,名 前 を決 め る。子 供 の 名前 は,そ こに集 ま って い る入 の な

か か ら と られ な け れば な らな い[SINGH l972:9]。

 〈582 婚 姻 規制 〉一 般 に ギ ャ ンテ族 の 社 会 は単婚 制 で あ るが,実 際 は,首 長 な どに

0夫 多妻 の形 態 を と る もの が あ る
。 ギ ャ ンテ族 は,単 系 出 自を と る父 系社 会で あ る。

婚 姻 は母 方 の兄 弟 との 結 婚 が す す め られ る。 父 方 の姉 妹 の 娘 との結 婚 は,き び し く禁

じられ て い る。 以 前 は,も し母 方 の兄弟 との結 婚 が お こな わ れ な か った 場 合 に は,そ

の 男 性 は慣 習 に従 わ なか った と して,雄 牛1頭 を罰 金 と して支 払 わ され た 。現 在 で は,

長 男 を の ぞ いて は,そ の よ うな慣 習を 強 制 され な い。 ソ ロ レー ト婚,レ ヴ ィ レー ト婚

はみ られ な い。 キ リス ト教 に改 宗 後,単 婚 の制 度 と結 婚 の神 聖 さの 観 念 が 強 くな っ た。

未 亡 人 の再 婚 は認 め られ て い る。 離 婚 は め った に み られ な い[SINGH l972:10-13;

DAs 1986:297-298]。

 〈58 婚 姻 〉結 婚 に は,お 見合 い と駆落 ちの2つ の形 態 が あ る。 お見 合 い に よ る結

婚 の 場 合 は,若 者 の 側 か ら申 込 みが お こな われ る。 若 者 の 家族 と近 親 者,若 者 の姉 妹

の 夫 が 結婚 の 申 し込 み に 娘 の 家 へ ゆ く。一 行 は,娘 の家 族 に ふ る ま うた め に紅 茶 を持

参 す る。 申 し込 み が 受 入 れ られ た ら,若 者 の家 族 が ポ ン ピ1枚,ポ ンヅ ム1枚,3頭

の雄 牛 の婚 資 を贈 る。 これ らの 品物 の か わ りに,お 金 が 贈 られ る こ と もあ る。 村 人 は

キ リス ト教 徒 で あ り,結 婚式 は教 会で キ リス ト教 の 方 式 で お こな われ る。結 婚 式 の 日

取 りは,両 方 の 家 族 に よ って,日 曜 日以 外 の いつ れ か の 日に 決 め られ る。 結婚 式 の 日,
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若 者 と娘 は両 親 に と もな わ れ,近 親者 や招 待 客 と と も に教 会 に行 く。 司祭 が 聖 書 を 読

ん で 式 を と りお こな う。 式 が おわ る と,若 者 の 家 で 食事 を だ して 客 を もて な す 。 駆 落

ちに よ る結 婚 の 場 合 は,若 者 と娘 が駆 落 ち した ら,夫 と妻 とみ な され,何 の儀 礼 もお

こな わ れ な い ・ しか し,若 者 の 家族 は,娘 の 家族 に婚 資 を贈 らな けれ ば な らな い 。駆

落 ちが お こな わ れ た ら・ 若者 の家 か 長 老 の 家 に,近 親 者 と友 人 を 招 い て,紅 茶 と食 事

で もて な す。 招 待 され た客 は,お 返 しに,夫 婦 に化 粧 品,衣 類,万 年 筆,お 金 な ど を

貝曽る[SINGH l972:10-13]。

 〈764葬 式 〉葬 式 は,キ リス ト教 に改 宗 後,短 か くて 簡単 に お こ な われ る よ うに

な った。 も し,病 気 の よ うな 自然 の死 の場 合 は,家 の な か の ベ ッ ドの 上 で死 が迎 え ら

れ る。 亡 くな って す ぐに,司 祭 は,遺 体 の そ ば で 魂 の 安 らか な旅 立 ちの た め に祈 る。

その 間 に,男 性 が棺 桶 の 準 備 を し,若 者 は墓 を 掘 りに い く。 遺 体 は棺 桶 に い れ られ て,

3人 か ら4人 に かつ がれ,墓 に運 ば れ る。 墓 に い れ る と き,司 祭 が最 後 の祈 りを お こ

な う。 な か に 埋 葬 品 は いれ られ な い。 十 字 架 が た て られ る。 死 の 不 浄 は み られ ない

[SINGH  l 972:14]。

 〈77宗 教 的信 仰 〉村 人 は,す べ て キ リス ト教 徒 で あ る。村 に は,イ ン ド独 立 教 会

な ど の2つ の ミ ッシ ョンが あ り,3つ の教 会 が あ る。各 教 会 に は,司 祭 が い る。 しば

しば,彼 ら は教 会 の 面倒 をみ に くる が,司 祭 の か わ りに ウパ(upa)と よば れ る長 老 が,

教 会 の 通 常 の仕 事 を お こな って い る。 教 会 は村 人 に い つ で もひ らか れ て い るが,公 共

の 礼拝 は 水,金r土,日 曜 に お こな われ る。 しか し,キ リス トや マ リァ の絵 を拝 む た

めに,壁 に か けて い る村 人 は い な い[SINGH 1972:33]。

                                (八 木祐 子)
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マ ー(Hmar),カ トラ ン グ(Kwatlang),コ ト ラ ン グ(Khotlang)

Sen, D. K.1971"Annexure to the Tribal Map of lndia" Anthropological Survey of lndia,

Culcutta・ よ り作 図 。 行 政 区 分 は1961年 当 時 の もの に よ る 。

 〈101 ア イデ ンテ ィフ ィケ ー シ ョン 〉マ ー族 は,古 ク キ グル ー プ に属 し,マ ニ プ ー

ル 河 谷 を 中心 に居 住 す る。 マ ー は,ミ ゾ山 地(Mizo Hills)か ら移 住 して きた人 々を

指 す 言葉 と して,ミ ゾ(Mizo)族 に よ って 使 用 され て い る。 また,ミ ゾ 山 地 で は,

フ ラ ンコル(且rangkhol),ベ ィ テ(Beite)も,マ ー 族 の 一 部 と し て 知 ら れ て い る

[DAs l985:5]。

 〈112参 照 され た 文 献 〉マ ー族 を 単 独 に扱 った 文 献 は入 手 で きなか った の で,こ こ

で は,1965年 の イ ン ド政 府 の セ ンサ ス に あ る フ ェルザ ウル(Pherzawl)村 の記 述 を 引

用 す る[SINGH l965c]。

 〈13 地 理 〉村 は,マ ニ プー ル の南 西 部 に あ り,イ ンパ ール の南 西150キ ロ メー ト

ル の と ころ に位 置 して い る。 山 の平 た い頂 上部 にあ り,海 抜 は1,200メ ー トル で あ る。

西 側 が ス ル マ河 谷 の気 候 に影 響 を うけ,他 の地 域 に く らべ て 雨 量 はす くな い[SINGH

l965c:1ユ 。

 〈173 口碑 ・伝 説 に よる歴 史 〉 この 地 に は,1894年 頃,移 住 して きた 。 か れ らは、

自分 た ちが ル シ ャイ 山地(Lushai Hills)か らや って きた と信 じて い る。 ブル フマ ン
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 グ(Bulhmang)と い う男 が,食 料 の 欠 乏 の た め,仲 間 を つ れ てル シャイ 山 地を は な

れ,新 天 地 を求 めて この地 に や って きた。 そ して,ブ ル フマ ングが 村 の 第0代 首 長 と

 な った[SINGH l965c:1]。

  〈618 ク ラ ン 〉マ ー族 に は,21の ク ラ ンがあ り,そ れ ぞ れ が 数 多 くの サ ブ ク ラ ンを

もつ・ 調 査 地 の村 に は,21の ク ラ ンの うち6つ の ク ラ ンが あ る[SINGH l965c:4]
。

 〈19言 語 〉言 語 は ・ チ ベ ッ ト ・ビル マ語 族 ク キ ・チ ン語 群 に属 す るマ ー方 言 を 話

 し,教 育 を うけた若 者 は,英 語 お よ び ヒ ンデ ィ ー語 を す こ し話 す[SINGH l965c:4]。

 〈621 コ ミュ ニ テ ィの構 造 〉社 会 組 織 は,世 襲 的 な首 長 制 を と る。村 の首 長 は,ラ

ル(lal)と よば れ,村 の耕 作 に か かわ る事項 の相 談 に の り
,助 言 を あ たえ る。 ラル の

近 親 者 や 友 人 か ら構 成 され る シー マ ン ・ウパ(siehmang upa)と い う15人 の補 佐 役 が

い る。 ラル は,村 の 利益 を守 り,村 人 か ら報 酬 を も ら う
。 ラル は,収 穫 が終 わ っ た ら,

狩猟 した動 物 の4本 の足 と5ル ピー を も ら う。 現 在 で は,ラ ル の リー ダ ー シ ップ や 村

落組 織 もその 構 造 や機 能 を 変 え て きた。 シーマ ン ・ウパ は,も は や首 長 に よ って選 ば

れ るの で はな く・ 村 人 た ちが投 票 に よ って選 ぶ。 選 挙 は25歳 以 上 の 人 に よ って
,3年

お きに お こな われ る。25歳 以 上 の人 は,被 選 挙 権 を もつ[SINGH l965c:16] 。

 〈561年 齢 階層 〉 また,ゾ ウル ブ ック(zawlbuk)と い う別 の 組織 が あ る。 男 性 は,

6歳 か ら15歳,16歳 か ら29歳,30歳 以 上の3つ の 年 齢 集 団 に わ け られ る。 それ ぞ れ が,

村 を守 る た めの主 要 な機 能 を もつ[SINGH l965c:16]。

 〈342住 宅 〉平均 的な 村 の 家 は,土 台 の うえ に,地 面 か ら30セ ンチ メー トル か ら

90セ ンチ メ ー トル の 高 さ に建 て ら れ る。 ほ とん どの 家 は,そ れ ほ ど大 き くはな く
,

1・2×6メ ー トル の大 きさで あ る。 家屋 は,近 くの森 か ら手 に いれ た タ ケ,木,草 で で

きて お り,木 や タ ケ は床 と柱 に,屋 根 に は,タ ケ と草 が 使 わ れ て い る。 家 の 壁 は タ ケ

で編 まれ,自 然 の光 と新 鮮 な 空気 が簡 単 に と りい れ られ るよ うに な って い る。 各 家 に

は ベ ラ ンダ が あ り,戸 口 の右 手 の隅 に は,水 を貯 蔵 す る タ ケ のパ イ プが あ る。 左 側 の

中央 部 に 炉 が つ くられ て い る。 薪 が 燃 料で あ る。 左 側 の 部 屋 の後 方 は,レ イ ク ナハ ム

ン(reiknahmun)と よば れ,寝 室 に あて られ て い る
。 多 くの家 に は,ベ ラ ンダ が あ

り,洗 濯 物 を干 した り燃 料 を乾 燥 す る場 所 と して つ か わ れ る。 家 の 内部 で は,プ ライ

バ シー は保 た れ な い。 トイ レは な い[SINGH 1965c=4]
。

 〈262食 事 〉食 事 は,朝,午 後 おそ くと夜 の3回 と り,コ メ と煮 た 肉 と野 菜 を 食 べ

る。〈27飲 み 物,薬 物,嗜 好 品 〉タ バ コは,非 常 に好 ま れ る。 かつ て 村人 は,ズ ー

(zu)と よば れ る ライス ・ビ ール を好 ん で いた が,キ リス ト教 に改 宗 後,そ の よ うな 嗜

好 品 をや め,紅 茶 を 飲 む よ うに な った[SINGH l965c:4]。
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 〈29服 装 〉服 装 は,キ リス ト教 が 入 って きて か ら,人 々 は,西 洋 的 な ス タ イ ル

を 好 む よ うに な っ た。 男 性 は,長 いズ ボ ン,シ ャ ッ,冬 季 に は,羊 毛 の コ ー トを 着

る。祭 の と きに は,ネ クタ イを しめ る。年 長 の 男性 は,女 性 が織 った フ レ ンペ レ ング

(hrenpereng)と い う長 さ1.5メ ー トル で,60セ ンチ幅 の 長 い布 を ズ ボ ンの か わ りに着

る。 上 半 身 に は,長 さ1.8メ ー トル で,1.2メ ー トル幅 の 布 を ま く。 女 性 は,ブ ラウ ス

を着 て,約1メ ー トル 幅 で1.2メ ー トル の 長 さの タル ラ イザ ウ ン(tharlaizawm)と い

う腰 布 を ま く。 寒 い時 期 に は,2.4メ ー トル の長 さで1.2メ ー トル の幅 の 広 い布 を上 半

身 に ま く。 ま た,タ ン ウ ロプ オ ン(tanwlopuon)と よば れ,未 婚 の もの だ け着 る こ と

がで きる ものが あ る。2.4×1.2メ0ト ル の大 きさで,赤 い縁 ど りで,5本 の 太 い 赤 い

色 の 縞 が は い り,そ の縞 の間 に黒,白,青 の縞 が 入 って い る。〈301装 身具 〉装 身 具

は,現 在 で は あ ま り注 意 を は らわ れ て い な い。 イ ヤ リング(nabe),ネ ック レス(thi>,

腕 輪(sumkol)が 一 般 に身 に つ け られ る。〈302身 だ しな み 〉髪 は,男 性 は短 か く し,

女 性 は長 くの ば して な か ほ どで 分 け,結 び 目を つ くる[SINGH l965c:5]・

 〈843妊 娠 〉誕生 に 関 す る信仰 や儀 礼 は,次 の よ うな もの で あ る。 妊 娠 中 の女 性 は,

畑 を 耕 した り,衣 類 を 洗 った り,食 事 をつ くるな どの 通 常 の 仕事 は制 限 され な い。 特

別 な食 事 はな い 。妊 婦 は,流 産 しな い よ うに 川 を渡 る ことを 禁 じ られて い る。腹 部 を

露 出 させ る と,悪 霊 が 子 宮 に 入 り,子 供 を 殺 す と信 じ られ て い る。〈844 出産 〉出産

は,ベ ッ ドの うえ で お こな わ れ る。 産 婆 は いな い ので,経 産 婦 が 介助 す る。 へ そ の緒

を とが った タヶ で 切 り,妊 婦 の 兄弟 が,出 産 した場 所 の 床 の 真 下 の地 面 に後 産 を埋 め

る。 男 子 誕 生 の 場 合 は,弓 の ミニ チ ュアが 家 の 中央 に つ る され る。 これ を お こな わ な

い と,将 来,そ の 子 が 家 を 離 れ て い く とい われ る。 出産 後,3日 間 は,何 も家 か ら持

ちだ す こ とはで きな い 。 出産 の あ った 家 で は,草 を 入 口につ る し,子 供 の誕 生 を知 ら

せ,家 の な か に誰 も入 って こな い よ うに す る。 〈553命 名>4日 か ら5日 後,子 供

の祖 父 が 名 前 を つ け る他 は,特 別 な名 づ けの儀 礼 は な い[SINGH l965c:6]。

 〈58婚 姻 〉結婚 は,見 合 い に よ る もの が0般 的 で あ る。 結 婚 に は,4つ の 形 態 が

あ る。 まず,カ ウ ンダ ウ(kawngdaw奉 仕 に よ る結婚)は,若 者 が結 婚 相 手 の 娘 の 家

で,2年 か ら3年,労 働奉 仕 を お こな って 結 婚 を 認 め られ る もの で あ る。 つ ぎに,マ

クパ ス ング ク ム(makpasungkhum侵 入 に よ る結 婚)は,若 者 あ るい は 娘 が ど ち らか

の 家 に 入 って,そ こ に夫 や妻 と して と どま る こ とを 主 張 し,結 婚 を認 め させ る もの で

あ る 。 サ ニ(sani駆 落 ちに よ る結 婚)は,若 者 が パ ーテ ィー に友 人 を招 待 し,駆 落 ち

した 娘 を 紹 介 して成 立 す る。 レ ング(leng)あ る いは イ ン ビェ(inbie見 合 い に よ る結

婚)は,花 婿 の側 か ら結 婚 の 申 し込 み が あ り,花 婿 の 近 親 者 が仲 介 す る。 花 婿 の 父 ・
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兄,姉 妹 の夫 が花 嫁 の 家 へ行 き,結 婚 を 申 し込 む。 も し,申 し込 み が受 入 れ られ た ら,

婚 約 の しる しと して,鉄 の鍬 と女 性 の ペ チ コー トが花 嫁 の 家族 に 贈 られ る。 この 日に

宴 がひ らか れ,花 婿 の側 が,ズ ー(zuキ リス ト教 に改 宗 後 は紅 茶)を 客 にふ るま う。

花 嫁 の 父 親 は,1匹 の ブタ の半 分 に分 け,片 方 を あ つ ま った客 に ふ るま い,残 りの片

方 と も う0匹 は,花 婿 の 家 へ お く られ る。 花 婿 の 家 か ら婚 資 が 贈 られ るが,そ の額

は,ク ラ ンに よ って 異 な って い る。Zoteク ラ ンは,も っと も多 く,ミ タ ン牛7頭 で,

Lughtauク ラ ンは も っと も少 な く,ミ タ ン牛3頭 で あ る。 それ に加 え て,さ ま ざま

な額 の お金 が,花 嫁 の 側 へ 贈 られ る[SINGH 1965c:61。

 〈582 婚 姻 規 制 〉マ ー族 は,姉 妹,母 親,叔 母,祖 母 を の ぞ い て,い かな る ク ラン

の入 と も結婚 で きる。 しか し,実 際 に は,母 方 の兄 弟 の子 との 優先 婚 が み られ,ま た

親 族 が 拡 大 す る と い う理 由で,ク ラ ン外 婚 制 が好 ま れ る。 父方 の 兄弟 の娘 との 結 婚 は

除 外 され て い る。 レヴ ィ レー ト婚 は,兄 弟 の未 亡人 と結 婚 す る形 態 で 時 々み られ る。

ソ ロ レー ト婚 は ほ と ん どみ られ な い[SINGH l965c:8]。

 〈428相 続 〉遺 産 は,末 子 だ け が うけつ ぐ権 利 を もつ 。 実 際 に は,結 婚 後,息 子 た

ち は,ブ タ や ニ ワ トリや布 を分 配 して 相続 す る。 娘 は相 続 しな い[SINGH l965c:8]。

 〈775来 世 観 〉死 に 関 して,マ ー族 の あ いだ に は,次 の よ うな伝 統 的 な信 仰 が み ら

れ る。死 者 の魂 は,マ ニ プ ール と ビル マ の 間 に あ る想 像上 の場 所 で あ る リー(Rih)を

とお って, トゥラ ン ピェル コ ッ ト(Thlanpielkot)ま たは ピ エ ラ ラル(Pielara1)と よ

ば れ る死 者 の地 にた ど りつ く とい う。 生 前 の お こ な いの結 果 に よ って,死 後 の 生 活 が

幸 福 に な るか ど うか が決 ま る。 マ ー族 は,魂 の不 滅 を信 じて い る。 あ る人 が トラ な ど

の 野獣 に襲 わ れ た ら,そ の 人 は,不 義 の 結 果 と して生 ま れ た 人 だ と信 じ られ て い る。

また,雷 の 音 は,死 者 の 潟 きの あ らわ れ と考え られ て いる[SINGH 1965c:8]。

 〈764 葬 式 〉遺 体 は,死 者 の 家族 の友 人 や近 親者 の年 長 者 に よ って,お 湯 で 洗 わ れ

る。 も し,午 前 中 に亡 くな った ら,そ の 日に埋 葬 す るが,午 後 で あ れ ば,次 の 日に 埋

葬 す る。 しか し,村 の首 長 が亡 くな った場 合 に は,2日 か ら3日,家 に お く。2か 月

未 満 の子 供 が亡 くな った 場 合 に は,家 の 床下 に埋 め る。墓 を掘 るの は,少 年 た ちの 仕

事 で あ る。 遺 体 は,老 人 や 死者 の 娘 や兄 弟 の 夫 に よ って運 ば れ る。 運 ぶ あ い だ,遺 体

の 頭 は 墓 の方 へ 向 いて いな けれ ば な らない 。 キ リス ト教 徒 で あ れ ば,埋 葬 の とき に,

村 の 司 祭 が 聖書 を読 む。 埋 葬 す る と きに は,死 者 の私 物,パ イプ,飾 り,衣 類 も一 緒

に 埋 め る。 死者 の家 族 は財 力 に 応 じて,動 物 を 供 犠 す る。 死者 の 家族 に,死 の不 浄 は

み られ な い。 しか し,村 の家 族 の誰 か が死 ん だ ら,死 者 の近 親者 は,死 者 の家 族 に

死 者 の 代 用 と して ミタ ン牛1頭 ま た は40ル ピーを あ げて,死 者 の家 族 を な ぐさ め る
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[SINGH  1965c:8旨 ・9]。

 〈24 農 業 〉農 業 は,こ の村 の 人 々の主 要 な生 業 で あ る。一 年 間,焼 畑耕 作 が お こ

な わ れ た土 地 は,再 耕 作 さ れ る前 に5年 か ら6年 間,放 って お か れ る。 耕 作 の た め の

用 地 の選 択 は,個 人 的 な問題 で は な く,村 の首 長 と その 補 助者 に よ って 決 め られ る。

耕 作 用 の 土 地 の 大 きさ は,家 族 の人 数 とそ の 家族 が一 年 間 に管 理 で きる土 地 の 大 き さ

に よ って 決 め られ る。 土 地 の 耕作 は,男 と女 が共 同 して お こな う。他 の人 々の 土地 の

耕 作 も手 伝 う。1月 の なか ば 頃,木 が 切 り倒 され,燃 料 と して 家 に 運 ば れ る・ 小 さい

枝 は 残 して お き,耕 作 地 にば らま く。 枝 が 乾 い た3月 頃 に,火 が か け られ る・ そ の灰

が肥 料 とな る。 鉄 の鍬 で土 を 耕 し,掘 った穴 に稲 の籾 を入 れて い く。 あ る もの は太 鼓

を た た き,笛 を 吹 き,歌 を歌 う。12月 の収 穫 時 に も,人 々 は共 同 して 働 く。 耕 作 地 は,

村 か ら20キ ロ メ ー トル以 上離 れ た と ころ に位 置 して い るの で,穀 物 の 貯 蔵 の た め に家

か ら半 マ イル 離 れ た と ころ に,出 作 り小 屋 をつ くる。 コ メが主 要 な作 物 だ が,ト ウモ

ロ コ シ,綿,コ シ ョウ,シ ョウガ,オ レ ン ジ もつ くられ る。 コ シ ョ ゥは,こ の村 の 重

要 な 換金 作 物 で あ り,4分 の3を マ ー ケ ッ トで 売 る[SINGH l965c:9]。

 〈23家 畜 飼 養 〉家 畜 は,ウ シ,ス イ ギ ュウ,ブ タ,ニ ワ ト リ,ヒ ツ ジが 各 家 で飼

育 さ れ て い る。 豚 肉 と鶏 肉 は非 常 に 好 ま れ る。 ウ シは,ミ ル ク と肉を 供 給 す るた め に

飼 育 さ れ る。 家 畜 は組 織 化 され た形 で 飼 育 されて い る わ けで はな い。 市 場 用 で は な く,

自家 消 費 の た め に飼 われ,儀 礼 やi祭と結 び つ い て い る[SINGH 1965c:10]・

 〈286 織 布 〉副 次 的 な職 業 と して は,女 性 が織 物 業 に従 事 して い る。 女 性 は,小 さ

い と きか ら,自 分 用 の小 さ い織 機 で 練 習 し,織 物 を 習得 す る。10代 の な か ば に はす べ

て の タ イプ の 織 物 に熟 達 し,綿 を つか って 自家 消費 用 に織 物 を織 る。

 〈77宗 教 的 信仰 〉 村 の神 には,パ テ ィエ ンタ ック(Pathientak最 高神),バ ン ブ

リッ ト(Vanhrit出 産 と死 後 の魂 の神),ク ヌ ・クパ(Khunu Khupa生 物 と物質 の

神),カ ウチ ャ ワ ン(Khawchawan夜 に あ らわ れ る悪 霊)な ど が あ る・ キ リス ト教 が

普 及 して か ら,非 キ リス ト教 的な神 へ の信 仰 は,衰 退 して い る。 村 の人 々は,ク リス

マ ス,新 年 な どの キ リス ト教 の 行 事 を祝 う。 この 村 に キ リス ト教 が 入 ったの は,1913

年 の こ とで あ る。 村 に は,2つ の 教 会 が あ る。1913年 か ら1960年 の あ いだ に821人

の キ リス ト教 徒 へ の 改 宗 者 が い た。1960年 に は,50周 年 を 祝 う記 念碑 が つ くられ た

[SINGH  l 965c:17]。

                                 (八 木祐 子)
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コム(Kom)

Sen, D. K.1971``Annexure to the Tribal Map of lndia"Anthropological Survey of lndia,

Culcutta・ よ り作 図 。 行 政 区 分 は1961年 当 時 の も の に よ る 。

 〈101 ア イ デ ンテ ィフ ィケ ー シ ョ ン 〉コ ム族 は,古 ク キ グル ー プに 属 す る集 団 で,

マ ニ プ ール 州 の南 西 部 に お もに居 住 して い る。

 <161人 口>1961年 の セ ンサ スに おい て は,5,477人,1971年 の セ ンサ ス で は,

6,550人 の人 口が,マ ニ プ ー ル州 に おい て記 録 され て い る。 コム族 に 関 して の情 報 は,

シェ イ クス ピア(Shakespere)の``The Lushei Kuki Clans"に,断 片 的 な記 述 が み

られ るだ けで あ る[SHAKEsPERE l912]。

 〈173 口碑 ・伝 説 に よ る歴史 〉彼 ら は,チ ン山地(Chin Hills)に あ るサ ク リプ ング

山地(Sakripung Hills)か らや って きた とい わ れ て い る[SHAKEsPERE l912:150]。

 〈882 青 年 の 地 位 〉 コム族 は,チ ル(Ghiru)族 な ど と と も に,若 者 宿 で あ る ゾ ウ

ル ブ ック(zawlbuk)を 建 て る こ とで 知 られ る。 そ こに は,女 性 は入 れ ず,若 者 が宿

泊 して,酒 宴 を お こな う[SHAKEsPERE 1912:151]。

                                 (八木 祐 子)
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ラ ン ガ ン グ(Lamgang)

Sen, D. K.1971"Annexure to the Tribal Map of lndia,, Anthropological Survey of India,

Culcutta.よ り 作 図 。 行 政 区 分 は1961年 当 時 の も の に よ る 。

 〈101ア イ デ ン テ ィ フ ィケ ー シ ョ ン〉 ラ ンガ ング族 は,古 ク キ グル ー プ に属 す る集

団 で,マ ニ プ ー ル州 の南 西 部 に居 住 す る。最 近 は,ラ ンガ ング族 は クキ ・チ ン諸 族 よ

り もナ ガ諸族 に 自 らの ア イ デ ンテ ィテ ィを求 め る傾 向 が あ る[KABul l985:10-ll]。

 〈173 口碑 ・伝 説 に よ る歴 史 〉 彼 らの 出 自伝 説 は,古 ク キ グル ー プ に 共 通 して み

られ る洞窟 伝 説 で あ る。 カ ン グマ ング 山地(Kangmang Hills)の 南 の 方 に 洞 窟 が あ

り,こ こか ら 出て き た男 女 が トラに食 べ られ た。 この 光 景 を み た2本 の 角 を もつ神 が

トラを打 ち負 した 。 次 に 洞 窟 か らあ らわれ た男女 を逃 が して,ラ ンガ ングの 祖 先 と し

た[SHAKEsPERE l912:150]。

 〈621コ ミュニ テ ィの構 造 〉 ラ ンガ ング の社 会 組 織 は,ア ナル(Anal)族,プ ル ム

(Purum)族 と共 通 した もの が 多 い 。7人 の村 役 に よ って 政 治 が お こな わ れ る。 これ

は,世 襲 制 で あ る〈58 婚 姻 〉婚 姻 は,ク ラ ン内婚 制,家 族 外 婚 制で あ る 。花 婿 は,

結 婚 に際 して,花 嫁 の 父 に,3頭 の ブタ ま た は スイ ギ ュウ,雄 牛,さ らに巻 き貝 の ジ

ュズ ダ マ,鉛 の腕 輪,黒 か 青 色 の ペ テ ィ コー トを 支 払 わな け れば な らな い。<595複

婚 〉一夫 多妻 は,認 め られ て い る。〈428 相 続 〉相 続 は,死 者 の 遺 産 を息 子 で 分 け・
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末 子 が 家 を受 け継 ぎ,未 亡 人 の面 倒 を み る[SHAKEsPERE 1912:153]。

 〈844 出産 〉通 過 儀 礼 の 様 式 や観 念 も,ア ナル 族 と共 通 す る もの が 多 い。 しか し,

出産 後 の忌 み こ も りの 期 間,父 親 は行 動 を制 限 され,ニ ワ ト リの 肉 を食 べ て は な らな

いが,母 親 の方 は,食 事 に 関 しては 何 の 制限 もみ られ な い 。 この期 間 は,い か な る動

物 も供 犠 されな い[SHAKEsPERE l912:162]。

 〈775来 世 観 〉死者 の 魂 が,墓 の まわ りを うろつ き,再 び この世 に 赤ん 坊 と して 再

生 す る とい う信 仰 もア ナル 族 と共通 して い る[SHAKEsPERE l912:158]。

 〈788儀 礼 〉ま た,穀 物 の 収 穫 後,す べ て の穀 物 が 穀倉 に蓄 え られ た 段 階 で,祭

を お こな う。10日 間,村 に 入 らず,何 もせ ず,ひ たす ら飲食 に費 やす 。 これ は,ラ

ンガ ング独 特 の も の で あ る と シ ェイ クス ピア(Shakespere)は 指 摘 して い る[SHA-

KEsPERE  1912:170]。

                                 (八木祐 子)
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モ ヨ ン(Moyon),モ ンサ ン(Monsang)

Sen, D. K.1971"Annexure to the Tribal Map of lndia', Anthropological Survey of India,

Culcutta・ よ り作 図 。 行 政 区 分 は1961年 当 時 の も の に よ る 。

 〈131位 置 〉 モ ヨ ン族 お よび モ ンサ ン族 の人 々 は,マ ニ プ ー ル州 の テ ング ノ ウパ ル

(Tengnoupal)地 区に 住 む 。 近 接 の 部 族 に は,ア ナル(Anal)族,チ ル(Chiru)族,

チ ョウテ(Chote)族 が い る。1961年 の セ ンサ ス で は,モ ヨ ン族 が647人,モ ンサ ン族

が1,342人,1971年 の セ ンサ スで は,モ ヨン族 が1,360人,モ ンサ ン族 が930人 の 人 口 ・

が,マ ニ プ ール 州 に お い て記 録 され て い る。 この 両 部 族 は,非 常 に 似通 って い る と い

わ れ る ものの,そ の 関 係 は は っき り して い な い[DAs l986:309]。

 〈101ア イ デ ンテ ィ フ ィケ ー シ ョ ン〉 モ ヨ ン,モ ンサ ンとは,メ イ テ イ(Meitei)

族 に よ って あ たえ られ た 言 葉 で あ る。 モ ヨ ン,モ ンサ ン族 を 古 クキ グル ープ に入 れ て

よ いか ど うか 諸 説 が あ る。 ま た,最 近 は 自 らの ア イ デ ンテ ィテ ィを ク キ ・チ ン諸 族 よ

りも ナガ族 に求 め る傾 向 が み られ る[KABul l985:10--11]。 モ ヨ ン,モ ンサ ン族 は,

自分 た ちの こ とを シル テ ィブ ジュル(Sirtibujur洞 窟 の 人)と よぶ 。 これ は,シ ール

(siir洞 窟)と ジ ュル(jur人)と い う言 葉 か ら派生 して い る[DAs l986:310]。

 〈173 口碑 ・伝説 に よ る歴 史 〉出 自伝 承 に よれ ば,彼 等 の 祖 先 は,中 国 の 中央 部 の

ど こか に あ る洞 窟 か らや って きた とい わ れ て い る。 人 々 は,何 世 代 もの あ いだ,地 下
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の世 界 に住 んで いた 。人 び とは,洞 窟 をで て 地 上 の も っ と住 み よ い生 活 を も とめて い

た が,洞 窟 の入 口で一 匹 の トラが 見張 り,洞 窟 か らで て きた 人 び とを食 べ て い た。 あ

ると き,ミ ラ ング(Mirang)と い う勇 敢 な男 が,オ ン ド リを 偵 察 に つ か い,鳥 た ち に

人 間 のつ くった 穀物 を食 べ て もよ い と約 束 して手 助 け を して も らった。 ミラ ング は 弓

矢 で 首 尾 よ く トラを 殺 し,そ れ か らモ ヨ ン ・モ ンサ ン族 の 人 々は地 上 に 出 る ことが で

きる よ うに な った とい う[DAs l986:310]。

 〈112参 照 され た文 献 〉モ ヨ ン族 に関 す るま とま った文 献 資 料 は,1965年 にイ ン ド

政 府 が発 行 した ヴ レ イ ッジ ・サ ー ヴ ェイ ・モ ノ グ ラ フの リワ チ ャ ンニ ン(LiWachang-

ning)村 の資 料 しか入 手 で きな か った ので ,以 下,こ れ に した が い,記 述 を お こな う

[SINGH 1965b]。 モ ンサ ン族 に 関 す る単 独 の資 料 は得 られ な か った。

 〈618ク ラ ン 〉モ ヨン族 は,2つ の 外 婚 ク ラ ンに わ か れ て い る。Wangcharと

Bullgruで あ る。 そ れ ぞれ,サ ブ ・ク ラ ンを7つ ず つ もつ 。 メ ィ テ ィ族 の村 が近 接 し

て い るの で,か な りメ イ テ イ族 の影 響 を受 け て お り,Wangcharの ク ラ ンは,メ ィ テ

イ族 のNingthoujaと い う ク ラ ンに 同一 化 され て い る。 ク ラ ンの 間 に ヒエ ラル キ ー は

み られ な い[SINGH 1965b:3]。

 〈19 言 語 〉言語 は,チ ベ ッ ト ・ビルマ 語族 クキ ・チ ン語 群 に 属 す る モ ヨ ン語 を話

す が,マ ニ プ ール語 に も精 通 して お り,第2言 語 と して,マ ニ プ ール語 を 実 用 的 に使

用 して い る[SINGH l 965b:4]。

 〈621 コ ミュニ テ ィの構 造 〉各 ク ラ ンは,そ れ ぞ れ1人 の 代 表者 が い る。 代 表 者 の

地 位 は,肩 書 きだ けで あ り,実 質 的権 力 を もた な い。 村 の 首 長 は,村 落 議 会 の議 長で

あ り,議 会 は12人 の 成 員 に よ って成 りた って い る。 議 会 で は,財 産 に まつ わ る論 争 を

解 決 し,盗 み な どの犯 罪 を処 理 す る[SINGH 1965b:18]。

 〈361 集 落 形 態 〉集 落 は,一 か所 に集 中 して い るわ けで は な く,地 域 全 体 に分 散 し

て い る。〈342住 宅 〉家屋 は,タ ケ と木 で枠 組 が つ く られ,平 均 の大 きさ は,約5×

9メ ー トル で あ る。 土 台 か ら廟 まで の高 さは,最 低 で1.2メ ー トル あ り,地 面 か らの

高 さは1・8メ ー トルで あ る。 各 家 は,床 面 積 の5分 の1の ベ ラ ンダ を も って い る。 家

屋 の 内 部 は,部 屋 ご とに 区切 られ て い な い。 炉 は,玄 関 の左 側 に おか れ,ベ ッ ドは,

家 の 後 方 に お か れて い る。 浴 室 お よび トイ レの た めの 建 物 は な い。 家 畜 小 屋 は,一 般

に居 住 家屋 の後 ろに つ く られ て い る。 家 を建 て た い と思 う もの は,村 人 に 協 力 を 頼 む。

入居 式 は,吉 兆 な 日を選 ん で,ウ シと ニ ワ ト リをザ トゥラ(Zatra)と い う家 の柱 に宿

る神 に さ さ げて と りお こ な う[SINGH 1965b:4]。

 〈291一 般 的服 装 〉服 装 は,男 性 は ベ ス トと シャ ッを着 て,ズ ボ ンを は き,さ らに
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ダル(dar)と よぶ 腰 布 も着 る。 布 は1. 5メ ー トル の 長 さで,75セ ンチ の幅 で あ る。 ピ

イ ン(piin)は,モ ヨ ン族 の 伝統 的 な服 装 で あ り,イ ニ ィ(inii)と よ ぶ黒 と 白の 上着 と

ハ ル(har)と い う1.5メ ー トル の幅 の 下 着 に よ って 構 成 され て い る。 ふ つ う,女 性 は,

ベ ス トと ブ ラウ スを着 て,布 を 下 半 身 に巻 く。 また,カ ネ(kane)は,1.5メ ー トル の

長 さ,0.9メ ー トル の 幅 の 布 で で きて お り,既 婚 の 女 性 は,胸 の上 に 巻 く。<302身

だ しな み 〉男 性 は,髪 を長 くの ば さな い。 顎 髭,口 髭 も一 般 に み られ な い。 女 性 の 髪

は,ヘ ア ピ ンや 櫛 を使 って と との え られ る。〈301装 身 具 〉昔 は,男 性 も飾 りを 身 に

つ け て い たが,現 在 は,女 性 が首 と腕 輪 と耳 に つ け るだ けで あ る[SINGH 1965b:

4-5]。

 〈262食 事 〉食 事 は,コ メ と野 菜 と肉 を 常食 と して い る が,村 人 は貧 しい ので,肉

を毎 日食 べ る余 裕 は な い。 キ ャベ ツ,カ リフ ラ ワー,カ ボ チ ャ,ジ ャガ イ モ を食 べ て

い る。 一 日,2食 で あ る。 〈27飲 み 物,薬 物,嗜 好 品 〉 紅茶 を飲 む 習 慣 が あ り,

約12セ ン チの長 さの 木 製 の パ イ プで タバ コを 吸 う。 ライ ス ・ビ ール は よ く飲 ま れ る

[SINGH  l965b:6]o

 〈24農 業 〉農 業 が 生 業 の 中心 で あ る。 稲 が主 要 な作 物 で あ り,ア ル ム,オ オバ コ,

コ シ ョウな ど も少 量 だ が つ くられ て い る。 丘 陵部 で は,農 地 の90パ ー セ ン ト以 上 が,

コ メづ くりに使 われ,の こ りは,他 の 穀 物 とバ ナ ナ,コ シ ョ ウが部 分 的 に 植 え られ る。

平 原 部 で は,2月 か ら耕 作 が は じま るが,激 しい降 雨 の5月 と6月 に も再 び耕 され る。

6月 に稲 が正 条 植 え され る。灌 概 設 備 はな い 。10月,11月 に稲 が 実 る。 稲 の 穂 を茎 か

ら お とす た め に,広 い タ ケ の マ ッ トを 農 地 に ひ き,そ の うえ で脱 穀 す る。 丘 陵 部 で は,

乾 燥 した植 物 を燃 や して,土 を肥 させ,そ の あ とに穴 を あ け て種 を うえ る。 コ シ ョ ウ

や バ ナナ,ア ル ム な どが 市 場 で売 られ る[SINGH l965b:6]。

 〈286 織 布 〉織物 は,村 内 の経 済 的生 活 に お いて 重要 な産 業 で あ る。 男性 と女 性 の

た め の腰 布 と シ ョール が つ く られ る。 織 った布 は,家 で使 い,ま た市 場 で売 る。 各 家

に1台 は,織 機 が あ る。女 性 は毎 日1時 間,織 り物 を 織 り,1か 月 に2つ の布 を織 る

[SINGH  l 965b:15]o

 〈844 出 産 〉息子 の誕生 は,娘 の 誕 生 よ り好 ま れ る。 とい うの は,息 子 は,娘 に く

らべ て,長 く家 に とど ま り,家 族 の労 働 の 担 い手 にな るか らで あ る。イ トゥ ム(ithum)

とい う産 婆 が,出 産 を 介 助 す る。 お礼 に ライ ス ・ビー ル と現 金 を 少 しも ら う。 産 婆 は,

とが った タ ケで へ そ の緒 を切 り,後 産 と と もに小 さな土 の壺 に ニ ワ トリの 羽 と一 緒 に

い れ,家 の う しろに埋 め る。 不 浄 とさ れ る期 間 は,Wangcharク ラ ンは1日,Bungun

ク ラ ンは,3日 で あ る。 村 の 司祭 で あ る テ ンプ(thempu)が 浄 化 儀 礼 を お こな う。
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ザ トゥ ラ(Zatra)と い う神 に,子 供 の 長 命 を祈 って 供 犠 を す る。3歳 にな る と,母

方 の 叔 父 が,耳 に穴 をあ け る儀 礼 を お こな う。 ウ シ とブ タ が1頭 ず つ 殺 され,人 々を

まね いて 宴 会 が催 され る。 この と き両 親 が子 供 の 名 づ け を す る[SINGH l965b:5]。

 〈582 婚 姻 規制 〉婚 姻 は,ク ラ ン外 婚 制 で あ る。 結 婚相 手 は,村 内 に 限 られ て い な

い。 イ トコ婚 は,認 め られ て い る。〈595複 婚 〉一 妻 多 夫 の慣 行 も認 め られて い る。

〈58婚 姻 〉花婿 側 の 申 し込 み が,花 嫁 の 家族 に よ って 同 意 され る と,結 婚 式 が お こ

なわ れ る。 ア メ ン(amen)と い う婚 資 が 結 婚 式 の 前 に お くられ る。 婚 資 は,ブ タ1頭,

ミタ ン牛1頭,布 類 ラ イス ・ビール な ど で あ る。 結 婚 式 は,教 会 で,キ リス ト教 の

司 祭 に よ り,指 輪 の 交 換 な ど キ リス ト教 の様 式 で お こな われ る。 男性 は20歳 か ら25歳,

女 性 は15歳 か ら20歳 で 結 婚 す る者 が 多 い[SINGH 1965b:6]。

 〈428相 続 〉結 婚 後,息 子 は 両親 か ら独 立 し,農 地 を す こ しわ けて も ら って,新 し

い家 で生 活 を は じめ る。 末子 が家 の 大 黒柱 とみ な さ れ,父 親 の 不 動産 を相 続 す る。 の

こ りの財 産 は,息 子達 で 等 し くわ け る。娘 に は相 続 す る権 利 はな い 。未 亡 人 は,も し

子 供 が小 さ くて再 婚 して い な けれ ば,一 部 の 財 産 を 相 続 す る[SINGH l965b:6]。

 〈764葬 式 〉葬 式 は,死 者 の家 族 が,ザ トゥ ラ(Zatra)に2頭 の ブ タ と一 頭 の雄

牛 を さ さ げ,死 者 の 霊 が や す らかに な る こと を祈 る。 遺 体 は お湯 で洗 い,新 しい布 で

包 ん で,木 の 棺 桶 に いれ,村 の墓 地 に埋 め る。 死 の 不 浄 は,1日 だ けで あ り,死 者 の

衣 類 はす べ て 燃 や され る。 司 祭 が,タ ィ レ ン(Tairen)の 木 に水 を ま き,死 者 の 家族

に 水 を か けて 浄 化儀 礼 を お こ な う[SINGH l965b:7]。
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注 モ ンサ ン族 に関 しても,1961年 度 のセンサスに人口が挙げ られてい る。

Sen, D. K.1971``Annexure to the Tribal Map of India,, Anthropo】ogical Survey of lndia,

Culcutta・ よ り作 図 。 行 政 区 分 は1961年 当 時 の も の に よ る 。

(八木祐子)
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フ。ル ム(Pururn)

Sen, D. K.1971``Annexure to the Tribal Map of lndia"Anthropological Survey of lndia,

Culcutta・ よ り 作 図 。 行 政 区 分 は1961年 当 時 の も の に よ る 。

 〈101 ア イ デ ンテ ィ フ ィケ ー シ ョ ン〉プ ル ム族 は,マ ニ プ ール 河 谷 に 居 住 し,古 ク

キグル ープ に 属 す る部 族 で あ る。〈131位 置 〉プ ル ム族 が住 む 東 の地 域 は,ビ ル マの

上 部 チ ン ドウ ィ ン(Upper Chindwin)地 域 につ づ く丘 が 広 が って い る。 隣…村 の 部族

に は,メ イ テ イ(Meitei)族 が お り,文 化 的 に強 い影 響 を うけ て い る。 また,プ ル ム

族 の居 住 地 域 の 南 に は,コ ム(Kom)族,ア ナル(Anal)族,東 と北 東 に は,ア イモ

ル(Aimol)族,ラ ンガ ング(Lamgang)族,チ ョ ウテ(Chote)族 な ど古 ク キ グル ー

プ お よ び タ ドー(Thadou)族 が い る。 プル ム族 の村 は,北 緯24度23分 と24度27分,

東 経93度56分 と64度2分 の 間 に あ る[DAs l945:15-16]。

 〈19言 語 〉言 語 は,チ ベ ッ ト ・ビル マ語族 ク キ ・チ ン語 群 に属 す る プ ル ム語 を は

な す[GRIERsoN l927:74]。

 〈173 口碑 ・伝 説 に よ る歴 史 〉古 ク キ グル ー プ に は,共 通 して 洞 窟 出 自 伝説 が み ら

れ るが,プ ル ム族 の場 合 も,プ ル ム とい う言 葉 は,「 トラか らの 隠 れ 場所 」 を 意 味 し,

ラ ンガ ング族 の 出 自伝 説 と類 似 して い る[SHAKEspERE l912:150]。

 〈592世 帯 〉家 族 は,核 家 族 の 形 態 を とる ものが 多 い 。拡 大 家 族 は ま れ に しか み ら

                                      273
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れ な い。 プ ル ム族 の 家 族 は,父 方 居 住 で あ る。〈428 相 続 〉相 続 は,末 子 相続 で あ り,

他 の 息 子 は,結 婚 す る と家 を 離 れ る。 末 子 が 両 親 の面 倒 を み て,財 産 の ほ とん どを相

続 す るが,た い て い は ほ ぼ平 等 に 兄弟 間 で 分 けて ∫ 一 番 大 きい と り 分 を と る[DAS

1945:lll]。

 〈618ク ラ ン〉プル ム族 に は,Marrim・Makan・Kheyang・Thao・Parpaの5

つ の ク ラ ンが あ り,各 ク ラ ンに は,最 大4つ の サ ブ ・ク ラ ンが あ る。 同 じサ ブ ・ク ラ

ンの 成 員 は,血 のつ なが りが あ り,サ ブ ク ラ ン内 の 出 自は父 系 を た どる。 サ ブ ・ク ラ

ンの 名 前 は,父 か ら子 へ 受 け継 が れ る。〈621 コ ミュニ テ ィの 構 造 〉各 サ ブ ・ク ラ ン

に は,ク ラ ンの 長 で あ る ピパ(pipa)が い る。 ピパ の子 供 は,父 の死 後,そ の 仕 事 を

受 け継 ぐ。 ク ラ ンの重 要 な社 会 的 機 能 は,結 婚 の統 制 で あ る。<583婚 姻 の 様 式>5

つ の ク ラ ンの そ れ ぞれ が 外 婚 単位 で あ るが,現 在 で は この観念 は消 えつ つ あ り,ク ラ

ンの観 念 はサ ブ ・ク ラ ンへ と移 りつ つ あ る。 以 前 は,プ ル ム族 の若 者 と娘 は,1つ か

そ れ以 上 の 選 択 さ れ た ク ラ ン と しか 結 婚 で きな か った[DAs 1945:117-121]。

 〈601親 族 名称 〉プ ル ム族 の 間 で は,異 な る ク ラ ンの間 で構 成 され る姻 戚 関 係 を も

とに した 多 くの 呼称 が あ る。 そ れ ぞれ の 男 性 に と って は,ク ラ ンは,彼 自身 と彼 自身

の 父 親 の ク ラ ン,母 親 の ク ラ ン,姉 妹 の 夫 の ク ラ ンの3つ の グル ー プ に分 け られ る。

女 性 に と って は,彼 女 自身 と彼女 自身 の 父 の ク ラ ン,母 親 の ク ラ ン,夫 の ク ラ ンの3

つ の グル ー プ に分 け られ る。 この グル ー プ に も とつ い て7つ の 呼 称 が あ る。 た とえ ば,

男 性 は,自 分 と同 じク ラ ンの 女性 を,も し自分 よ り年 長 な らア ウ(au)と 呼 び,若 い

もの な ら名前 で 呼 ぶ[DAs 1945:125-126]。

 〈647 行 政機 関 〉村 に は,8つ の 村 落機 構 が あ り,村 内の 争 いの 解 決 や 税 の 徴収,

宗 教的 儀 礼 の た めに,そ れぞ れ の ポ ス トに応 じて ブタ や コメ を集 めた りす る仕 事 が あ

る。 ポ ス トは世 襲 制 で な く,高 位 の地 位 の人 が 死 ぬ と,自 動 的 に下 位 の地 位 の 人 が繰

りあ が る。 一 番 下 位 の ポ ス トには,死 ん だ人 の 息 子 が つ く。新 しい地 位 に つ い た と き

に は,ブ タ や ズ ー(zu)と い う酒 を,そ れ ぞ れの 村 へ 地 位 に応 じて 供 給 しな け れ ば な

らな い[DAs 1945:172-179]。

 〈29服 装 〉男 性 の ふ つ うの作 業 用 の服 は,腰 布 の1種 で,45セ ンチ メ ー トル か ら

56セ ンチ メ0ト ル の 長 さで,60セ ンチ メ ー トル か ら75セ ンチ メ ー トル の 幅 で あ る。 す

べ て,焼 畑 で 栽 培 した綿 で 女 性達 がつ む い で つ くる白 い布 で あ る。 寒 い と き に は,厚 い

生 地 で 色 つ きの上 着 を 着 る。 プル ム族 の 上着 に は,ラ ンガ ンブ ス ム(rangambusum)

と アオ ア ・ア ン ピ(aoa-ampi)と い う もの が あ る。 前 者 は,若 者 も年 長者 も着 る が,

後 者 は,年 長者 だ けが着 る。 しか し,村 落 共 同体 の 高 位 の者 は,40歳 以下 で も,権 威
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あ る地 位 を あ らわす た め に着 る。 女 性 は,ど ち らも着 な い。 後 者 は ,水 中 に住 む ヘ ビ

の肌 を模 した デザ イ ンで あ ると いわ れ る。 プル ム族 の女 性 は
,え りか ら胸 まで 一 枚 の

布 で お お って い る。 下 に着 る もの は,白 色 の 簡 単 な デザ イ ンだ が,儀 礼 の と きに は
,

赤 と黒 の 縞 模 様 の布 を着 る。 ほ とん どの もの は,家 で つ くられ る が,最 近 で は,近 く

の市 場 や イ ンパ ー ル か ら購 入 す る もの もあ る。 シ ャ ッや パ ン ジ ャ ビー ・ドレス
,ベ ス

トは,そ の よ うに して 購 入 され た もの で,男 性 が儀 礼 の さ い に着 る。女 性 た ち も儀 礼

の さい に は・ ベ ル ベ ッ ドか らつ く った長 袖 の ブ ラ ウス を着 る[DAs 1945:97-98]
。

〈301装 身 具 〉装 飾 品 は,指 輪,耳 輪,ネ ック レス をつ け る。 ほとん どが メイ テ イ

族 の商 人 か ら買 った真 鍮 製 で あ る。金 や銀 製 の もの はみ か けな い。 男 性 は,真 鍮 製 の

首 飾 りを つ け る[DAs 1945:99]。

 〈342住 宅 〉家屋 は,タ ケ で つ く られ,床 は土 台 か ら30セ ンチ メ ー トル か ら60セ ン

チ メー トル の 高 さに あ る。 家の 大 き さは家 族 に よ って 異 な って い る が,あ る村 の 首 長

の 家 は,お よ そ16メ ー トル の高 さで,幅 は お よそ8メ ー トル で あ る。 それ ぞ れ の 家 に

は,ベ ラ ンダ が あ り,壁 は タケ の マ ッ トで つ くられ て い る。屋 根 は草 で 葺 か れ ,屋 根

の格 子 は タ ケ で つ く られ て,寄 せ 棟 の形 式 と妻 切 りの 形 式 が あ る
。 戸 口は,2つ あ る。

家 の 左手 の 中央 の柱 が最 初 に建 て られ るが,こ れ は 宗 教 的 な意 味 が あ り,月 曜 日 に建

て られ る の が吉 兆 だ と され る。 家 の 内部 は各 部 屋 に 分 か れ て いな いが,観 念 的 に は,

家 の左 側 は プ ム リル(phumlil),右 側 は ニ ンガ ン(ningan)に 分 け られ る。 左 側 は,

家 の主 人 お よ び未 婚 の娘 と息 子 が 眠 る場 所 で,右 側 は,義 理 の息 子,客,家 に 夜 や っ

て くる若 者 が 眠 る場所 で あ る。 家族 の炉 は,家 の 後 方 に あ り,炉 の うえ に 干 し魚 と干

し肉の た め の棚 が つ って あ る。牛 小 屋 や 穀倉 が少 しは な れ た とこ ろに つ くられ て い る。

プル ム族 の家 は,戸 外 の ベ ラ ンダ,高 い廟,寄 せ 棟 形 式 の屋 根 な ど メ イテ イ族 の影 響

を うけ て い る[DAs l945:! .-48]。

 〈24 農 業 〉主 要 な 生業 は農 業 で あ る。 焼 畑 耕 作 と水 稲 耕 作 の 両方 を お こ な って い

る。 マ ニ プ ール 河 谷 の畑 は,ほ とん どメ イ テ イ族 に よ って耕 作 さ れ て い るが,丘 の斜

面 にあ る畑 は,プ ル ム族 や この地 域 に住 む 他 の 部 族 に よ って耕 作 され て い る。 耕 作 地

は・各 人 が適 当 に選 ぶ が,選 ん だ 土 地 の木 を伐 採 し,そ こに皮 の0部 を は が して 印を つ

けた大 きな木 を た て,木 を くみ あ わせ て そ の土 地 を 囲 む。 耕 作 地 を選 んだ あ と,夢 で

そ の耕 作 地 が適 当 か 占わ れ る。 耕 作 地 の所 有 者 が,夢 の な か で ラム ・ヘル(Lam-hel)

とい う土 地 の 精 霊 と良 い言 葉 を か わ した ら,そ れ は良 い知 らせ で仕 事 をす す めて も よ

い。 しか し,精 霊 が,不 快 な しる し,け ん か の サ イ ンを 示 した ら
,そ の 土 地 を 捨 て,

新 し く求 め る・ も し,耕 作 地 が 肥 沃 で あ れば,最 高4年 間 耕 作 され,そ の あ と10年 間
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放 って おか れ る[DAs l945:52-55]。

 ジ ャ ングル は,フ ァイ レル(Phairel 2月 か ら3月)月 に 切 り開 か れ る。 大 き な木 は

切 られ ず,枝 だ け刈 り こま れ る。 ラム タ(Lamta 3月 か ら4月)月 に,ジ ャ ングル の

草 が 乾 い た ら,火 が か け られ る。 ジャ ング ル を切 る と きに は,何 人 かの 人 々が,「 ヘ

イ ホ ー,ヘ イホ ー」 と か け声 をか けな が ら,列 を つ くって進 む 。 カ レル(Kalel 5月

か ら6月)月 に,雨 が期 待 され る頃,灰 の 上 に播 種 され る。 ゴ マ もまた 同 じ時 期 に 稲

と混 ぜ て ま かれ る。 同 じ畑 の一 部 に タマ ネギ,他 の適 当 な と ころ に,ヒ ョウ タ ン,キ

ュ ウ リ,ト ウモ ロ コ シが 植 え られ る。 除草 は,イ ンガ(lnga 5月 か ら6月)月,イ ン

ゲ ル(Inge17月 か ら8月)月,タ オ アル(Thaoal 8月 か ら9月)月 の3回,お こな

わ れ る。 鍬 の形 を した ア ッ(atu)と よば れ る鉄 の 道 具 を使 う。 穀 物 が実 って きた ら,

出づ くり小 屋 を たて て,動 物 や鳥 か ら穀 物 を見 張 る。 収 穫 は,メ ラ(Mera 10月 か ら

11 .月)月 か ら始 ま り,稲 の 穂 の下 か ら3セ ンチ メ ー トル か ら5セ ンチ メ ー トル の と こ

ろで 刈 り と って,籠 に いれ て小 屋 に運 ぶ。 そ こで,実 を 穂 か らた た きお とす[DAS

l945:55-58]。

 水 稲 耕 作 もマ ニ プ ー ル河 谷 で お こな われ て い る。 梨 耕 作 は,カ レル の月 に は じめ ら

れ,タ オ アル の 月 に お わ る。2回 か ら3回,耕 作 され たあ と,近 くの小 川 か ら水 を ひ

く。水 田 は,7回 ほ ど耕 され,別 の とこ ろで 育 て た稲 が 移 植 され る。 除草 は,移 植 の

の ち一 回 だ け お こなわ れ る。 パ イ ヌ(Paillu 12月 か ら1.月)月 に 実 りは じめ,ワ ク チ

ン(Wakching 1月 か ら2月)月 頃 に穂 が刈 り と られ る[DAs l945:61]。

 〈788儀 礼 〉多 くの プ ル ムの儀 礼 は,農 業 と結 びつ いて い る。 ヌ ング チ ュ ン グバ

(Nungchungba)の 儀 礼 は,フ ァィ レル の月 に お こな わ れ る。 焼 畑 が切 り開 か れ た と

きで,1年 の 農作 業 の始 ま り と関係 して い る。 この儀 礼 の 間 に,卵 占 い に よ って,次

の年 の村 の 将来 が 占わ れ る。7日 間,歌 や 踊 りの宴 が続 く。 この間,作 業 は タ ブ ーで

あ る。 ま た,プ ル ム族 の 人 々 は,自 分 の ク ラ ンの長 で あ る ピパ が,最 初 の収 穫 を サ

ナ マ ヒ(Sanamahi)と い う神 に さ さげ る 前 に は,収 穫 作 業 を は じめ られ な い[DAS

1945:57]。

 〈23家 畜飼 養 〉家 畜 は,雄 牛,ス イ ギ ュウ,ブ タ,ニ ワ ト リが飼 われ る。雄 牛,

ス イ ギ ュ ウは,朝 に森 に連 れ て い き,草 を食 べ させ,夕 方 に連 れ か え って小 屋 にい れ

る。 雄 牛 は,食 肉 用,荷 役 用で,ミ ル クは飲 まれ ない 。 ブ タ,ニ ワ ト リは ふ だん の 食

肉 用,儀 礼 の さい の 供 犠 用 で あ る[DAs 1945:55]。

 〈226漁 労 〉漁 業 は,職 業 と して は お こなわ れ て い な い。 家 で 食 べ るた め に獲 り,

市 場 で は売 らな い 。 網 は な く,釣 竿 と罠 が つ か わ れ る。 あ る種 類 の 魚 は,サ ナ マ ヒの
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仲 間 と考 え られ,獲 る の は タ ブ ーで あ る。 ル ビ(rupi)は,円 錐 形 で,サ トウキ ビで つ

くっ た紐 が タ ケ にむ す ば れ て い る。2メ ー トル75セ ンチ の長 さで,口 の ま わ りは,約

2メ ー トルで あ る。 罠 の 口 は,片 方 は開 き,も う片 方 は閉 じて い る。魚 が と りだ しや

す い よ うに2つ の 部 分 に 分 け られ て い る。 浅 瀬 に仕 掛 け られ る。カ ポ ウル(kapouru)

は,円 筒 状 で,80セ ンチ メ ー トル の長 さで,中 央 部 で60セ ンチ メ ー トル の幅 で あ る。

タケ とサ トウキ ビで つ く られ,中 央 部 に バ ル ブ が あ る。 一 方 の 口が 開 き,も う一 方 が

閉 じて い る。 仕 掛 け る と きは,開 い た 口を 草 で 閉 じ る。 タ イ セ ブ(taicep)と い う罠

は,タ ケ とサ トウ キ ビの紐 で で きた四 角 い 箱 で あ る[DAs l945:68-71]。

 〈224狩 猟 とわ な猟 〉狩 猟 は,生 計 の ため に は お こな われ ず,農 産物 を守 るた め に

だ け,鳥 や野 獣 を 殺 す 。銃 は め った に使 わ れ ず,弓 矢 を 使 う こ とが 多 い[DAS 1945:

71]。

 〈286織 布 〉紡 績 と機 織 りは,プ ル ム の あ いだ で,重 要 な仕 事 の一 つ で あ る 。 男

性 は籠 づ く り,女 性 は 機織 りに 従 事 して い る。 プル ム族 は,マ ニ プ ール 製 の 織 機 も

使 って い るが,も っ と も 一 般 的 に は,イ ン ドネ シア製 の 改 良 型 の 織 機 を 使 って い る

[DAs  l945:100-102]。

 〈262食 事 〉食 事 は,1日 に3回 と る。 摯耕 作 の 導 入 以 前 は,焼 畑 に頼 らな け れ ば

な らず,不 安 定 な収 穫 で あ っ た。 焼 畑 で とれ る 量 は,家 族 を や しな うの に十 分 で な く,

植 物 の根 の 採 集 が お こな わ れ,酒 を 飲 む 量 が 多 か った とい わ れ る[DAS 1945:77]。

 料 理 に は,煮 る,焼 く,揚 げ るの3種 類 の 料理 法 が あ る。 ンガ ・ンダ イ(nga-ndai)

は生魚 の カ レーで,タ ー メ リック,チ リ,コ リア ンダ ー,ゴ マ 油 を使 う。 野 菜 は 加 え

られ な い。 ンガ ・カ ング ・ア ン(nga-kang-an)は,千 し魚 の カ レーで,部 分 に 切 って,

スパ イ スの 入 った お湯 で煮 る。 タ ロ イモ,ヒ ョ ウタ ン,カ ボチ ャが くわ え られ る。 ン

ガ ・ア ン・ル ン(nga-an-run)は,コ メ と干 し魚 の カ レーで あ る。 ア ン ・パ ル(an-pal)

は,干 し魚 の カ レー で,魚 を小 さ く切 って,タ ー メ リ ック,オ ニ オ ン,チ リを ペ ー ス

ト状 に して,コ リア ンダ ー の葉 を入 れ る。 他 に も,肉 の カ レ ーが あ る。干 し肉 も,塩

も スパ イ ス も使 わ ず火 に あ ぶ った だ けで 食 べ られ る。 マ メの ス ー プ は,チ リや 塩 の ス

パ イス を いれ て つ くる。

 〈273 ア ル コール 飲 料 〉飲 物 で は,ズ ー(zu)と い う ライ ス ・ビール が 飲 まれ る。

ズ0に は,発 酵 に よ る もの と蒸 留 に よ る もの の2種 類 が あ る[DAs 1945:87-89]。

 〈843妊 娠 〉誕 生 に関 す る信 仰 や儀 礼 は,以 下 の よ うで あ る。生 理 が とま った ら,妊

娠 の 兆候 だ と考 え られ る。9か 月 か ら10か 月 目に な る と軽 い作 業 しか お こなわ れ な い 。

特 別 な儀 礼 は お こな わ な い。 〈844 出 産 〉分 娩 は,家 の なか の プ ム リル の部 分 で お
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こな わ れ る。 マ ッ トの 上 に す わ り,屋 根 か らつ る した ロー プや 柱 に つ か ま る・ 家 の女

性 が後 ろ か ら妊 婦 を さ さえ,マ イ ピ(maipi)と い う産 婆 が と りあ げ る。産 婆 は,分 娩

の 前 に5つ の銅 貨,3枚 の ラザ ー(lather)の 葉,コ メー握 りを 太 陽 と月 に た い して

さ さげ る。 そ れ か ら,妊 婦 の 枕 も とで マ ン トラを 唱 え る。 産 婆 が タ ケ でへ その 緒 を 切

り,後 産 は,土 の 壷 に 入 れて,稲 の穂 で ふ たを して,家 の 後方 の 隅 に 埋 め る。 も し,

動 物 に食 べ られ た ら,子 供 が泣 き 出 して,短 時 間で 死 ぬ とい わ れ る。

 〈846 出産 後 の介 護 〉子 供 が 生 まれ る と,お 湯 で 洗 い,母 親 の そ ばに お く。 母 親

は,3か 月 間,食 事 の 制 限 が あ り,ニ ワ トリ,ブ タの生 肉,魚,野 菜,マ メ類 が 禁止

され る。 コ メ,魚 の カ レー,塩,コ シ ョ ウ,千 した 牛 肉,ミ タ ン牛 の 肉 に火 を と お し

た もの が す す め られ る。 出産 は,タ ィ レ ン(tairen)の 枝 か レイ クム(1eikhum)の 木

を壁 につ る して 知 らせ る。10日 間,母 親 は 外 出 で きな い。 産婆 が レイ クム の 葉 を燃 や

して浄 化 儀 礼 を す る。 また,ズ ーを 火 に か け て マ ン トラを 唱 え る。 誕 生 後1か 月 で,

耳 た ぶ に穴 を あ け る儀 礼 を お こな う[DAs 1945:229-232]。 産 婆 が針 で 穴 を あ け・

8日 目に鉄 や真 鍮 製 の 耳 輪 を つ け る[DAs 1945:233]。

 〈553命 名 〉 誕 生 後3日 目 に名 づ けの儀 礼 が お こなわ れ る。 テ ンプ(thempu)と

い う司 祭 が,3本 の 麦 の穂 を も ち,穂 を 鎌 で切 る。 麦 の 穂 が水 を いれ た ボ ウル に お と

さ れ る と きに,子 供 の 親 が選 ん だ 名 前 を述 べ る。 麦 の 穂 が 一緒 に沈 ん だ ら,良 い しる

しで あ る。 一 緒 に 沈 まな か った ら,も う2度 繰 り返 され,そ れ で も うま くいか な い と

きは,新 しい 名前 が 試 され る。 た いて い は,偉 大 な祖 父 の 名 前 を つ け る[DAs l945:

233]。

 〈787啓 示 と 占 い 〉名 づ け の儀 礼 の さい に,子 供 の将 来 を 占 う試 み が な さ れ る。 男

の子 の 場 合 に は,司 祭 が,オ ン ド リを つ か まえ て 殺 し,そ の脚 の位 置 で少 年 の将 来 を

占 う。 も し,右 脚 が左 脚 の上 に おか れ た ら,良 い知 らせ と して考 え られ,少 年 の母 は

も っと息 子 を授 か る。 しか し,逆 で あ れ ば,少 年 は悪 霊 に 襲 わ れ る。 少 女 は,メ ン ド

リで 同 じよ うに 占わ れ,左 脚 が 右脚 に 重 ね られ た ら,少 女 の 健 康 の しる しと され,逆

で あ れ ば,少 女 は病 気 に な る と考 え られ る[DAs 1945:233-235ユ 。

 〈58 婚 姻 〉結 婚 式 は,若 者 が20歳 に 達 した 頃,娘 の 場合 は そ れ よ り早 くお こな う。

結 婚 の 相 手 は,若 者 の 両 親 あ るい は若 者 自身 が 選 ぶ 。〈582 婚 姻規 制 〉母 方 の 兄弟 の

娘 との 結 婚 は お こな わ れ る が,父 方 の姉 妹 の 娘 との 婚 姻 は禁 止 さ れ て い る.Q若 者 の父

と若 者 が,ズ ーを も って結 婚 の 申込 み に い く。 娘 の父 親 はズ ーを 飲 んで 申込 み を う け

る意 を あ らわす[DAs l945:239-240]。

 <583婚 姻 の 様 式>3年 間,花 婿 は,花 嫁 の 家 で 労働 奉 仕 を す る。3年 間 が す ぎ る
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と,花 婿 は,自 分 の父 親 の家 に花 嫁 を つ れて 帰 る。 自分 の 家 に 引 っ越 した あ と,義 父

に対 して 宴 を ひ ら く。 この と き,少 な く と もブ タ1頭,ズ ー1杯 を あ げ な けれ ば な ら

な い。 花 嫁 の 両 親 は,花 嫁 に布 や 真 鍮 の食 器,織 機 を も たせ る。花 婿 は,花 嫁 の 出発

の あ と も5日 間 花 嫁 の 家 に と どま って か ら 自分 の家 に も ど る[DAs l945:242-245]。

一 夫 多 妻 は
,ふ つ うに お こな われ ない が,禁 止 され て い るわ けで は な い。 離 婚 はめ っ

た にみ られ な い 。 再 婚 は,お こな わ れ る[DAs 1945:247-248]。

 〈764葬 式 〉死 は,す べ て 悪 霊 の影 響 で あ る と みな され て い る。 葬 儀 はつ ぎ の よ

うに お こな わ れ る 。遺 体 は洗 い,新 しい腰 布 を 着 せ る。 ニ ワ ト リを殺 し,料 理 して 遺

体 の そ ば に お く。 葬 式 に先 立 って,ブ タ が槍 で ころ され る。 棺桶 は板 で つ くり縄 で む

す ぶ 。 釘 は使 わ な い。 遺 体の 頭 部 は,布 で お おい,生 前 に 使 って い た タ ーバ ンを 巻 く。

男 性 の 場合 は,斧 や真 鍮 製 の カ ップ を棺 桶 に いれ,女 性 の 場 合 は,飾 りを いれ る。4

枚 の銅 貨 を布 の端 に そ れ ぞれ 結 ぶ が,こ れ は来 世 へ の 途 中 に食 べ 物 を 買 うた めで あ る

とい わ れ る。 丘 の斜 面 に墓 地 が あ り,ク ラ ンご とに 分 か れ て い る。 墓 を 掘 り,墓 の う

え に タ ケ で仮 設 の台 を つ くって,あ らゆ る種 類 の 食 べ 物 を お く。 仮 設 の 台 の 下 に ヒ ョ

ウタ ンに ズ ー を い れ てぶ ら さげ,さ らに男 性 の 場 合 は,籠 に 弓矢 を いれ て ぶ ら さげ る。

埋 葬 した あ と,参 列者 は家 にか え り,手 足 を 洗 い,口 を す す ぎ,服 を着 替 え る。 玄 関

に レイ クム と カ イ チ ュ(Khaichu)の 葉 を い れ た 火 を 燃 や し,葬 式 に参 加 した 人 は,

そ の火 に さ わ る。 司 祭 は,タ イ レ ンの葉 で 水 を ま い て,家 を儀 礼 的 に清 め る。 そ の あ

と,家 族 は ズ ー を飲 み,ブ タ 肉 を食 べ る[DAs l945:251-255]。

 〈775来 世 観 〉 死 後,3日 間,死 者 の 魂 は,家 に と どま り,そ れ か ら カ ム ン グ

(Khamung)の 方 へ 向 か う。良 い人 の魂 は,カ ム ン グに 直接 行 け るが,悪 い 人の 魂 は,

途 中 で と ま っ て罰 を うけ る と ころ へ行 く。 カ ム ング は,空 の 西 の 方 に あ り,こ の 世 と

変 わ らな い生 活 で あ る とい わ れ る。 しか し,プ ル ム族 の人 々 は,死 後 の生 活 に関 して

   0
あ い ま い な観 念 しか も って い な い よ うで あ る[DAS 1945:255]。

 〈77宗 教 的信 仰 〉宗 教 的観 念 は,河 谷 の ヒ ン ドゥー教 徒 の 影 響 を 強 く うけて い る。

Krishona(Krjshna), Mahadeo, Aram(Rama), Durga, Kali, Yamaな どの神 が

い る が,実 際 に は,礼 拝 され て い な い。Krishonaは デ最 高 神 だ とい わ れ るが,特 別

に 関係 す る儀 礼 は な い。 プ ル ム族 の あい だ で 重要 な神 は,サ ナマ ヒ と ヌ ン グチ ュ ング

バ(Nungchungba)で あ る。 後者 は,村 の は ず れ に まつ られ,フ ァイ レル(2月 か ら

3月)月 と カ レル(5月 か ら6月)月 の年 に2回 まつ られ る。 実 際 的 に は,家 の 入 場 の

儀 礼 で あ る。 あ る人 が新 し く建 て られた 家 に 入 る と きに は,最 年 長 者 の テ ンプ が,竹

の 筒 に は い っ た ズ0を 床 の 中央 に そ そい で ヌ ン グチ ュ ングバ に さ さげ る。 サ ナ マ ヒは,
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家族の神であり,サ ブ ・クランの神でもある。家族の健康や繁栄を願って家にまつら

れているサナマヒをいつも拝む[DAs 1945:188-196]。

                   一            (八木祐子)
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ラ ル テ(Ralte)

Sen, D. K.1971"Annexure to the Tribal Map of India', Anthropological Survey of India,

Culcutta・ よ り作 図 。 行 政 区 分 は1961年 当 時 の も の に よ る 。

 〈101ア イ デ ンテ ィフ ィケ ー シ ョン〉 ラル テ族 は,古 ク キ グル ープ に 属 す る集 団

で,マ ニ プ ール 州 の 南 西 部,ミ ゾ ラム州 に近 い と ころ に居 住 して い る。1961年 の セ ン

サ ス に よ る と80人,1971年 の セ ンサス で は154人 が,マ ニ プ ール州 に住 ん で い る。

 〈112 参照 され た文 献 〉 ラル テ族 に 関す る文 献 は,非 常 に少 な く,わ ず か に シ ェ イ

クス ピア(Shakespere)の``The Lushei Kuki Glans"に 断片 的 に記 述 され て い る に

す ぎ な い[SHAKEsPERE l912]。

 〈19言 語 〉言語 的 に は,タ ドー(Thadou)族 に 近 く,ま た,ゾ ゥル ブ ック(zawl-

buk)と い う若 者宿 を もた な い と ころ もタ ドー族 に似 て い る もの の,現 在 で は,む し

ろ ル シ ャイ(Lushai)族 との 関係 が深 い。〈173 口碑 ・伝 説 に よ る歴 史 〉 ラル テ族 の

出 自伝説 に お いて も,彼 らの祖 先 に あた る2人 の 兄弟 の う ち,弟 の方 が,ル シ ャイ族

の慣 習 に したが った た め,ク ラ ンが2つ に分 か れ た と いわ れ る。 その た め,2つ の ク

ラ ンは,供 犠 の や り方 が す こ し異 な って い る[SHAKEsPERE 1912:141-142]。

 〈175記 録 され た歴 史 〉 ラル テ族 は,喧 嘩 好 きで,大 きな勢 力 を もつ ル シ ャイ族 に

吸収 され るの を嫌 って,か な り抵抗 して きた 。 ラル テ族 と ル シ ャイ族 の戦 い の歴 史 は,
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シ ェイ ク ス ピア に 詳 しい。〈62 コ ミュニ テ ィ 〉ア イ ジ ャル(Aij al)の 北 に あ るル シ

ヤイ族 の い くつ か の 村 に は,ラ ル テ族 の ク ラ ンが あ り

て い る[SHAKESPERE 1912:139-140]。

村の首長もラルテ族がつとめ

        (八木祐子)
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ヴ ァ イ フ ェ ィ(Vaiphei, Vaiphui)

Sen, D. K.1971"Annexure to the Tribal Map of India"Anthropological Survey of lndia,

Culcutta・ よ り作 図 。 行 政 区 分 は1961年 当 時 の も の に よ る 。

 〈101 ア イ デ ンテ ィ フ ィケ ー シ ョン 〉 ヴ ァイ フ ェイ族 は,古 ク キ グル ープ に属 し,

マ ニ プ ール 州 の 南 側 を 中心 に居 住 して い る。<161 人 口>1961年 の セ ンサ スで は
,

8,215人,1971年 に は,12,347人 の 人 ロが,マ ニプ ール州 に お いて記 録 され て い る。

 〈173 口碑 ・伝 説 に よ る歴 史 〉 ア イ ジ ャル(Aij al)の 東 側 に,ヴ ァイ ・ツ ィ ・チ ュ

ン(Vai-tui-chhunヴ ァィの 水 場)と い う村 落 居 住 地 が あ り,そ こが ヴ ァィ フ ェ イ族

の以 前 の 居住 地 で あ ろ う とい わ れ て い る。 ル シ ャイ族 が 移 住 して き た た め に,以 前 の

地 を 追 わ れ た ので は な いか と推 測 され て い る[SHAKEsPERE l912:149]。

 〈112参 照 され た文 献 〉ヴ ァィ フ ェ イ族 に 関 す る資 料 は,非 常 に少 な い。 ヴ ァ ィ フ

ェ イ族 固有 の社 会 制 度 や 政 治 組織 な ど に つ いて の情 報 は,得 られ なか った。<58婚

姻 〉婚 姻 に 関 す る情 報 は,婚 資 に つ い て,2頭 か ら10頭 の ミタ ン牛 が 支 払 わ れ,こ の

値 段 は ・ ク ラ ンの 相 対 的 重要 性 を指 摘 して い る と シ ェ イ クス ピァ(Shakespere)が 述

べ て い る程 度 であ る[SHAKEsPERE l912:155]
。 ゴ リ(Gori)の 報 告 に よ れ ば,現 在

の ヴ ァイ フ ェ イ族 の 大 部 分 は,恋 愛 結 婚 で,の ちに 両 親 の承 諾 を得 て い る とい う。 婚

資 を支 払 う習慣 も,ま だ残 って い る。 結 婚 式 は,キ リス ト教 の様 式 で お こな われ て い
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る[GORI l984:24]。

 〈764葬 式 〉葬 式 は,遺 体 を きれ い に飾 り,竹 の枠 に縛 り,3日 間,そ の まわ りで

宴 を お こな う。 宴 の か わ りに,司 祭 が遺 体 の 喉 に,ズ ー(zu)と い う酒 を注 ぎ,安 ら

か に 出て い くよ うに 魂 に告 げ る。 それ か ら,墓 に運 ば れ る。〈784忌 避 と タ ブー 〉死

者 の 出 た家 は,野 獣 を何 匹 か殺 す まで は,髪 を洗 った り,飾 るの を避 け る。 ま た,母

方 の祖 父 が 死 に さい して,贈 り物 を あ げ る習 慣 が あ り,こ れ は ル シ ャイ(Lushai)族

に もみ られ る と い う[SHAKESPERE 1912:166]。

                                 (八 木祐 子)
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ポ イ(Poi),パ ウ ィ(Pawi),ラ イ(Lai)

Sen, D. K.1971"Annexure to the Tribal Map of lndia" Anthropological Survey of lndia,

Gulcutta・ よ り作 図 。 行 政 区 分 は1961年 当 時 の も の に よ る 。

 〈131位 置 〉 ポ イ族 は,ミ ゾ ラ ム州 の 南 端 に居 住 す る。 〈161人 口>1961年 の セ

ンサ スで は,4,587人,1971年 には,20,682人 の人 口 が,ミ ゾ 山地(Mizo Hills)に お

いて記 録 されて い る。

 〈101 ア イ デ ンテ ィフ ィケ ー シ ョ ン〉ポ ィ族 は,ラ ィ(Lai)と 自称 す る。 彼 らは,

ビル マ の チ ン山地(Chill Hills)に い るチ ン(Chin)と して 一 般 に 知 られ て い る[CHIB

1984:313]。 ライ は,「 中央 」を意 味 し,ビ ル マの チ ン特別 区 に住 む バ カ(Haka)の グ

ル ープ が,特 に使 用 して い る[EMBREE l950:17;MATIsoFF 1980:39]。

 〈19言 語 〉彼 らは,ラ ィ語 を話 す が,ミ ゾ(Mizo)語 も媒 介 語 と して 受 け入 れ て い

る。 ル シ ャ イ族 と生 活 様 式,慣 習 な どが,類 似 して い る。 しか し,ル シャ イ(Lushai)

族 に比 べ る と,ポ イ族 は,保 守 的で あ る。 一般 に,ラ ケ ール(Lakher)族 とは友 好 的

で,両 者 の あ いだ で 婚 姻 が お こな われ る こと もあ る。 ル シ ャ イ族 とは仲 が悪 く,ル シ

ャイ族 の若 者 は,し ば しば ポ イ族 の 少 女 を誘 拐 す る[CHIB l984b:313-331]。

 〈302身 だ しな み 〉男 性 は,長 い髪 を,額 の と こ ろで 髭 を つ くり,女 性 は,頭 の 頂

上 で髭 を 結 って い る。〈428相 続 〉財 産 は,長 男 が相 続 す る。〈262食 事 〉 トウモu
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コ シや,タ ピオ カ を常 食 と して お り,コ メは あ ま りつ く られ な い[SHAKEsPERE l912:

313-314]。

(八木祐子)
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ゾ ウ(Zou)

Sen, D. K.1971"Annexure to the Tribal Map of lndia"Anthropological Survey of India,

Culcutta.よ り作 図 。 行 政 区 分 は1961年 当 時 の も の に よ る 。

 〈101 ア イ デ ンテ ィ フ ィケ ー シ ョ ン〉 ゾ ウ族 は,古 ク キグ ル ー プ に属 し,現 在 は

シ ンハ ッ ト ・サ ブ ・デ ィビ ジ ョン(Sinhat Sub-Division)に 居 住 して い る。 ゾ ウ族 は,

1961年 の イ ン ド政 府 発 行 の セ ンサ ス に お いて,指 定 部 族 と して あ げ られて お り,1981

年 に お い て も,指 定 部族 と して 扱 わ れ て い る が,現 段 階 に おい て は,こ の部 族 に関 し

て,記 述 す るべ きま とま った資 料 はな い 。 マ テ ィ ソフ(Matisoff)は,ゾ ウ(Zou)族

と ゾ ー(Zo)族 は 同 じ民 族 で あ る とみ な して い るが,他 に は資 料 が な く,確 定 的 な こ

と は言 え な い[MATIsoFF 1980:77]。

                                  (八木 祐 子)
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タ ドー(Thadou)

Sen, D. K.1971``A皿exure to the Tribal Map of India"Anthropological Survey of India,

Culcutta・ よ り 作 図 。 行 政 区 分 は1961年 当 時 の も の に よ る 。

 〈101ア イデ ンテ ィフ ィケ ー シ ョン 〉チ ベ ッ ト ・ビル マ語 族 ク キ ・チ ン語 群 の 言

語 を もつ集 団 で,18世 紀 の な か ば ごろ マ ニ プ ール 山 地(Manipur Hills)へ 進 出 して

きた タ ドー(Thadou)と い う 民族 を,先 に現 住 地 に 移 住 して い た 古 クキ グル ー プ と

区別 して,新 ク キ と よぶ 。 タ ドー は,好 戦 的 な 民族 と して 知 られて お り,タ ドー と い

う名前 は,「 タ ト(that殺 す)」 と 「ドー(doh戦 う)」 か ら 由来 した と い われ て い る

[SHAKEsPERE 1912:190]。1989年2月 の栗 田の 調 査 に よれ ば,最 近 は,新 クキの グ

ル ープ に ギ ャ ンテ(Gangtc)族 や パ ィ テ(Paite)族 もふ くめ る とい う。

 <618 ク ラ ン>Dongel, Sit Lhou, Kipgen, Haokipが 有 力 な ク ラ ン と して知 ら

れ るが,こ の他 に も25の ク ラ ンが あ る[DAs I985:47]。

 〈173 口碑 ・伝 説 に よ る歴 史 〉 も と も とは,現 在,有 力 な ク ラ ン と して知 られ る

4つ の家 族 か らは じま った とい わ れて い る。 す べ て の家 族 は,タ ドー に帰 着 し,さ ら

に そ れ は,土 の なか に 住 ん で い た ノ イ マ ングパ(Noimangpa)と い う神 話 上 の英 雄 に

あ とが た ど られ る。Dongelは タ ドー の長 男 で あ る。 それ ゆ え,他 の家 族 よ り,地 位

が 高 い とい わ れ る[SHAKEsPERE 1912:189-190]。
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 〈175記 録 され た歴 史 〉 こめ 民族 の も と も との 居 住 地 は,ソ ク テ(Sokte),パ ィ テ

(Paite),ラ ル テ(Ralte)族 との 言 語 的 類似 な どか ら,マ ニ プ ール の南 に あ る コチ ュ ッ

ク(Kochuk)で あ る とい わ れ る。 カ ムハ ウス(Kamhaus),ソ ク テ,シ イ ン(Siyin)

族 な どか ら追 わ れて,18世 紀 の なか ば ごろ マ ニ プ ー ルへ 進 出 した 。 一方,他 の もの は,

西 側 へ 移 動 し,カ チ ャー ル ・デ ィス トリク ト(Cachar District)の 南 の丘 陵 地帯 に落

ち着 いた 。 また,1848年 か ら1850年 頃,ル シ ャイ(Lushai)族 に よ って カ チ ャール

(Cachar)へ 追 い た て られ た とい う記 録 もあ る[SHAKESPERE l912:190]。

 〈19 言 語 〉 タ ドー の言 語 は,チ ベ ッ ト ・ビル マ 語 族 ク キ ・チ ン語 群 の 北 方 グル ー

プに属 し,メ イ テイ(Mcitei),カ チ ン(Kachin),ガ ロ(Garo),ル シ ャイ族 の言 語 と

古 ク キ グル ー プの 話 す方 言 に近 い と いわ れ る。 タ ドーが 話 す 言葉 は,大 昔,創 造者 パ

テ ン(Pathen)よ って あ た え られ た とい われ て い る。 パ テ ンは,タ ドー,ナ ガ,メ イ

テ ィ にそ れ ぞ れ ちが う言 葉 を皮 に書 いて あ た え た。 しか し,な ま け もの の タ ドーは,

ほ う って お い たので,そ の 皮 を ね ず み や イ ヌや ブタ に食 べ られ て しま い,文 字 を な く

して しま った とい う伝 説 が あ る[SHAw l929:94]。

 〈142 身 体 諸 形質 の情 報 〉人 種 的 には,モ ンゴ ロ イ ド系 で あ る。 タ ドー は,低 い背

丈 で,比 較 的 長 い腕,短 か い足 を も ち,広 い顔,高 い頬骨,小 さ い ア ーモ ン ド型 の 眼,

広 くて へ い た ん な鼻 を して い る といわ れ る[HUNTER l879:386]。

 〈131位 置 〉タ ドー族 は,北 は現 在 の コ ヒマ ・デ ィス トリク ト(Kohima District),

東 は ビル マ 領,南 は チ ン山 地(Chin Hills)と ル シ ャイ 山地(Lushai Hills),西 は カ

チ ャール ・デ ィス トリク ト(Cachar District)に 囲 ま れ た地 域 に 住 む 。主 た る居 住 地

は,イ ンパ ール 河谷(Imphal Valley)や マ ニ プ ー ル(Manipur)の 丘 陵 地 帯 で あ る

[SHAw l929:11]。

 〈β6 集 落 〉村 は,尾 根 の 頂 上 か,尾 根 の 少 し下 の傾 斜 地 の ジ ャ ングル 地帯 に あ る。

〈342住 宅 〉 家屋 は,地 上 か ら1.2メ ー トル か ら1.6メ ー トル の 高 さ の壇 上 に た て ら

れ,木 の柱 と タル 木 で つ く られ て い る。壁 は タ ケ のマ ッ トで で きて お り,草 葺 きの 屋

根 に割 った タ ケ がの せ られ て い る。 家 は大 きい 一部 屋 と玄 関 の ベ ラ ンダ で構 成 され て

い る。 部 屋 の 中央 に は,料 理 を す る た めの 炉 が も うけ られ て い る。 家 の 大 きさ は6メ

ー トル の 長 さで ,幅 は4メ ー トル で あ る。 首 長 の 家 はひ とま わ り大 き い。 首 長 の家 や

裕 福 な人 の 家 の 前 に は,木 や タ ケ で 集 会場 がつ くられ,そ こに男 た ちが集 ま って,村

の 政 治 な どに つ い て話 しあ う[SHAw l929:. .,]。

 〈618 ク ラ ン 〉タ ドーの 社 会 は,小 規 模 の ク ラ ンに分 か れ,さ らに そ れ は,数 多 く

の サ ブ ・ク ラ ンに わ か れ て い る。 〈62 コ ミュニ テ ィ〉ひ とつ あ るい は い くつ か の村
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を 治 め る世 襲 的 な首 長,ラ ジ ャ(raja)が い る。 これ らの 首 長 はす べ て 同 じ出 自で あ る

とい わ れ る。 現 金 や 労 働 の提 供 に よ って税 金 が支 払 わ れ る。 す べ て の 人員 が1年 に4

日,首 長 の た め に働 く。 い くつ か の グ ル ー プ が一 年 中,穀 物 の 手 入 れ を した り,家 を

修 理 した り,家 族 に水 や薪 を 供 給 した り して,首 長 の家 の使 用 人 と して 働 く。 これ ら

の 労 働 の 際 に は首 長 に よ って大 きな宴 が も よ お さ れ る[HuNTER l879:385-386;

SHAKEsPERE  l912:193-194]。

 〈623評 議 会[カ ウ ン シル]〉 首 長 を補 佐 し,政 治 を運 営 して い くもの と して ツ シ ョ

ー(thusho)や マ ン トリ(mantri)と よ ば れ る もの が あ り
,彼 らは労 役 か らま ぬ が れ,

彼 らの 手で 徴 税 が な され る。 この仕 事 は,厳 密 に い え ば世 襲 で は な い が,多 くの 場 合,

息子 が父 親 のあ とを つ ぐ。 首 長 は長 男 に う けつ が れ る。 マ ン トリで構 成 され た議 会 に

よ って政 治 が 運 営 され る。常 設 の 裁 判 所 は な く,マ ン ト リが 立 ち会 って,首 長 の前 で

訴 え が きかれ る。 罰 金 が 罪 の 程 度 に応 じて,首 長 に よ って決 め られ る[SHAKESPERE

1912:194]o                                             '

 〈24農 業 〉タ ドー族 の生 業 は農業 で あ る。 多 種 類 の コメ が み られ るが,す べ て丘

の 中腹 で つ くられ,灌 瀧 は され て いな い。 他 に は,マ メ類,雑 穀,ジ ュズ ダ マ,ゴ マ,

トウモ ロ コ シ,カ ラ シ,綿,シ ョウガ,タ ー メ リック,タ マ ネ ギ,カ ボ チ ャ,キ ュ ウ

リ,ヒ ョウタ ンな ど を つ くって い る。 タ ドー は,ナ ガ 諸族 の よ うに,種 を ば らまか ず,

穴 を ほ って,少 しば か り種 を いれ,上 か ら土 を か け る。 ジ ュム(jhum)と よば れ る焼

畑 は,ジ ャ ング ル を1月 か2月 ごろ に切 り開 き,す っか り乾 か して 火 を つ け る。 畑 の

小 石 を と りの ぞ い て か ら,種 を ま く。 穀 物 が 実 った ら,年 に3回 か ら4回,除 草 す る。

一 つ の 畑 に 多 くの 種類 の穀 物 が 混作 され る
。10月 に 収 穫 が は じま り,12月 の は じめ に

お わ る。 穀 物 は,早 生,晩 生 の 両方 が 栽 培 され るが,タ ドー は香 りが よ く,強 い 品 種

の 晩生 の方 を好 む[SHAw l929:87-88]。

 〈224狩 猟 とわ な猟 〉タ ドーは,狩 猟 の 熟 練者 で あ る 。鉄 砲 や罠 を つか って 狩 りを

す る。 ゾ ウ の よ うな 大 きな動 物 を狩 る と きに は,鉄 砲 に槍 を 込 め て射 ち,傷 つ い た 獲

物 を追 い か け て動 か な くな った と こ ろを 殺 す 。 あ るい は,大 きな穴 を掘 り,な か に 尖

った タ ケ を しか け,穴 に獲 物 を追 い こん で殺 す。 ゾ ウは,し とめ た場 所 で 解 体 を は じ

め,牙 を ひ きぬ き,運 べ る だ けの 肉を か つ い で 家 に もど る。 直接 食 べ ない 肉 は,干 し

て蕉 製 に して 保 存 す る。 牙 は市 場 で 売 る。 トラは,ペ ル(pel)と よば れ る大 きな丸 太

で つ くっ た罠 を,上 か ら落 と して 殺 す 。 小 さい獲 物 は,ペ ル コプ(pelkOP)と い う罠

をつ くって と らえ る。 これ は,丸 太 を 地面 に互 い に平 行 に た て て通 路 を つ くり,そ の

上 に石 を の せ た 重 い大 きな 丸 太 を お き,獲 物 が と お った ら,そ の 通 路 が こわれ る とい
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う仕 掛 けで あ る。 リス や シカ,野 ブタ な ど もつ か ま え られ る。 魚 は,川 に タ ケで 柵 を

つ くり,植 物か らつ くった毒 を流 して 獲 る[SHAw l929:88;SHAKESPERE l912:

196]。

 〈611 出 自規 制 〉タ ドー は,父 系 の 単系 出 自で,長 男 が家 督 を 相続 す る。<582 婚

姻 規 制 〉結婚 は,母 方 の交 叉 イ トコ婚 が 優 先 的 に選 択 され る。 家 族 は,妻 を も ら う側

の家 族 と妻 を あ た え る側 の 家族 に わ かれ て お り,妻 を あ たえ る側 の 家族 の方 が も ら う

側 よ り・地 位 が高 い[DAs l 985:47]。 シ ェイ ク ス ピア(Shakespere)に よ れ ば,「 ミ

タ ン牛の 供 犠 を お こな う家 族 」 と 「牡豚 の供 犠 を お こな う家 族」 に 分 かれ ,前 者 の 男

た ちは,後 者 の娘 た ち と 自由 に結 婚 で き るが,そ の 逆 はで きな い と い う[SHAKESPERE

l912:198]o

 出産 ・結婚 ・死 に 関 して は,以 下の よ うな儀 礼 や 信仰 が み られ る。

 〈844 出産 〉 出産 は,妊 婦 が 布 の 上 にす わ り,夫 が前 か ら妊 婦 を 介添 え して お こな

われ る。他 の 女 性 が手 伝 う こ と もあ る。 へ そ の緒 は,削 った タ ケ か きれ い な ナイ フで

切 る。 後 産 は,ヒ ョウタ ンに入 れ て,家 の外 壁 に つ る され る。〈553 命 名 〉子 供 の 名

は,生 まれ て す ぐに つ け られ る。 男 の子 であ れ ば,祖 父 か 父,女 の 子 で あ れ ば
,祖 母

か母 の 名前 を くみ あわ せ て つ け る。 産 婦 と子 供 は,男 の子 な ら5日 間,女 の子 な ら3

日間,外 出で きな い。 〈788儀 礼 〉子供 が 誕 生 した直 後 に,キ ルハ ル ホ(kilhalho)

と い う儀 礼 が お こな わ れ る。 まず テ ンプ(thempu)と い う司 祭 を よ ん で,病 気 に な ら

ない よ うに,悪 霊 に お そ わ れ な い よ うに,首 に羽 根 の つ い た紐 を ま く。 つ ぎに ニ ワ ト

リを殺 す 。 これ は,テ イ ルハ ス(Thilhas)と い う精 霊 に 子供 が なや ま され ず,丈 夫 に

育 つ よ うに お こな わ れ る[SHAw 1929:51-52]。

 〈583婚 姻 の 様 式 〉結婚 に は,4つ の 形 態 が あ る。 チ ョ ング ム(chongmu)は,

花 婿 の 両親 が花 嫁 の 両 親 の と ころへ 結 婚 を 申込 み,花 嫁 側 が 同 意 す るな ら,ブ タ を 殺

して 花婿 側 を もて なす 。結 婚 式 の 日,花 婿 が花 婿 側 の代 表 者 と と もに,婚 資 を も って

花嫁 の 家 にむ か う。 花 嫁 の家 族 が盛 大 に もて な し,夕 方 か ら,太 鼓 や鐘 を な ら し,歌

を うた って ・ 宴 が お こな わ れ る。 翌 日,花 婿 の 行 列 が 花 嫁 を つ れて か え る
。 サハ パ ッ

ト(sahpat)の 場 合 は,宴 は お こな われ ず,婚 礼 の 日か翌 朝 はや く
,花 婿 が花 嫁 を つ

れて か え る・ ジ ョル ・ラバ(jol-lha)は,結 婚 以 前 に妊 娠 した場 合 で
,婚 姻 に関 す る

儀 礼 はな く,若 者 が娘 を妻 と して 家 につ れ て い く だ け で あ る。 キ ジ ャム ・マ ング

(kijam mang)は,両 親 の 同 意 が な く,若 者 が娘 と 駆落 ち して 暮 ら しは じめ る場 合 で

あ る。 何 の 儀 礼 も お こな わ れ な い[SHAw l929:57-59] 。 いず れの 場 合 も結 婚 に さ

い して婚 資 が 支 払 わ れ る。3頭 か ら30頭 の ミタ ン牛 が 花 嫁 の父 に お く られ る
。 これ は,
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マ ン ピ(manpi)と よ ば れ る。 花 嫁 の父 の 兄 弟 には ミタ ン牛1頭 が,ま た お金 も花嫁

の 家 族 に 支 払 わ れ る。 さ らに,夫 の 側 は 自分 の妻 が 死 ん だ と き,あ る い は息子 た ちの

それ ぞ れ の 死 亡 に さ い して,妻 の 最近 親 者 の 男 子へ,ロ ングマ ン(longman)と い う

代 価 を 支 払 わ な けれ ば な らな い[SHAKEsPERE 1912:199]。

 〈764葬 式 〉人 が 亡 くな った ら,死 者 の 家 に人 々が あ つ ま って 遺族 を な ぐさめ る。

遺 体 は 洗 わ れ,布 につ つ ん で 丸 太 の棺 桶 に い れ,埋 葬 され る。墓 に は,死 者 が男 性 で

あれ ば,生 前 に殺 した野 獣 の 数 を き ざんだ 柱 を た て る。女 性 で あ れ ば,生 前,愛 用 し

て い た品 物 を つ るす 。 死 の さ い に は,ク ンス ム(khunsum)と い う儀 礼 が お こな われ

る。 ミタ ン牛 を殺 し,司 祭 の テ ンフ。が死 者 の生 前 の 善 行 を の べ,死 者 の村,ミ テ ィ コ

ー(Mithikho)へ 死 者 の霊 が旅 立 つ のを祈 る。 も し,事 故 や コ レラな ど の流 行 病 な ど

で 死 ん だ 場 合 に は,こ の 儀 礼 は お こな わ れ な い[SHAw l929:53-56;SHAKEsPERE

1912:203-207]。

 〈77宗 教 的信 仰 〉タ ドー は,宇 宙を 支 配 す るパ テ ン(Pathen)に よ って すべ て に

生 命 が あ たえ られ て い る と信 じて い る。 パ テ ンに は,ノ ング ジ ャイ(Nonj jai)と い う

妻 が お り,パ テ ン と力 を わ け あ う存 在 で あ り,同 等 の 力 を もつ 。 ま た,パ テ ンの 息子

は,テ ィルハ(Thilha)と よば れ,丘 や川 や森 に住 む魔 物 で あ る とい わ れ る。 他 に も,

深 い森 に住 む とい わ れ る グ モ ィ(Ghumoi)と い う魔 物 も い る[SHAKESPERE l912:

71]。

                                 (八 木 祐子)
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パ イ テ(Paite),ブ イ テ(Vuite)

Sen, D. K.1971"Annexure to the Tribal Map of lndia" Anthropological Survey of lndia,

Gulcutta・ よ り 作 図 。 行 政 区 分 は1961年 当 時 の も の に よ る 。

 〈131位 置 〉パ イ テ族 は,マ ニ プ ール 州 の 南 西 側 に居 住 す る。<161人 口>1961

年 の セ ンサ スで は17,029入,1971年 に は24,755人 の人 口が,マ ニ プ ー ル州 に お いて 記

録 され て い る。 パ イテ族 は 現在,新 ク キ グル ープ とみ な され て い る 。 シ ェイ ク ス ピア

(Shakespere)は,パ イテ を ル シ ャイ(Lushai)族 に非 常 に 影 響 を う けた グ ル ー プ に入

れ て い る[SHAKEsPERE 1912:142]。 〈101 ア イ デ ンテ ィフ ィケ ー シ ョ ン〉 パ イ

テは,ル シ ャイ族 に よ る呼 称 で,ブ イ テ(Vuite)は 自称 で あ り,マ ニ プ ー ルで は,こ

の言 葉 が 使 用 さ れ る場 合 が 多 い[SHAKEsPERE l912:142]。 ま た,パ イ テ と い う言

葉 は,ビ ル マ の バ カ(Haka)や フ ァ ラ ム(Falam)に 住 む チ ン族 に よ って使 用 さ れ る

と い う報告 もあ る[EMBREE l950:17]。<618 ク ラ ン>1989年2月 の栗 田 の調 査

に よれ ば,も とも と はPaihteと い う言 葉 が 用 い られ,北 の グ ィ テ(Guite)と 南 の シ

ュ クテ(Sukte)の2つ の ク ラ ンに 分 か れて い た とい う。 シム テ(Simte)族 は この 南

の方 の ク ラ ンか ら派生 したパ イ テ族 の1ク ラ ンで あ る と い う。

 〈173 口碑 ・伝 説 に よる歴 史 〉最 初 の パ イ テ の村 は,テ ィ ッデ ィム(Tiddim)の

近 くに あ った とい われ る。 パ ィテ族 の祖 先,ラ ム レイ ア(Lamleia)は,卵 か ら生 ま れ
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た とい わ れ て い る。 始 め に,2つ の卵 が あ り,タ ドー族 の もの が1つ を試 した と ころ,

苦 か った の で,投 げ捨 て て しま い,も う1つ の卵 は,貯 蔵 され た コ メの な か に おか れ,

その う ちに ラム レイァ が 生 ま れ た とい う[SHAKESPERE 1912:142]。

 〈29服 装 〉彼 らの 服 装 や慣 習 は,ル シ ャイ族 と類似 して い る。 〈882青 年 の地

位 〉 しか し,若 者 宿 で あ るゾ ウル ブ ック(zawlbuk)は,特 別 な建 物 をつ くらず,有 力

者 の 家 の ベ ラ ンダが 利 用 され て い る。6人 か ら12人 の若 者 が,夜 を そ こで 過 ごす。若

者 は,有 力 者 の 家 を建 て た り,耕 作 を手 伝 う[SHAKESPERE l912:142]。

 〈582婚 姻 規 制 〉婚 姻 は一 夫0婦 制 で あ り,父 方 の第0イ トコ との 結 婚 は 許 され

て い る。〈583婚 姻 の 様 式 〉花 婿 側 の両 親 が,ズ ー(zu)と い う酒 を もって,花 嫁 の

家 にゆ く。 も し,そ れ が受 け入 れ られ た ら,花 嫁 は,花 婿 の 家 へ 連 れ て こ られ る。

しか し,若 者 は,2か 月 間 か ら3か 月 間 は,独 身 の友 入 と寝 泊 ま りす る 。 結 婚 は,

第0子 が 生 ま れ るまで は確 定 せ ず,い か な る婚 資 の 支払 い もお こな われ ない。 3年

以 内 に 子 供 が 生 ま れ なか っ た ら,そ の 夫 婦 は 別 れ る[SHﾁKESPERE l912:143-

144]。

 〈77宗 教 的信 仰 〉宗 教 的 信仰 も,ル シ ャイ族 と似 て い る。 パ テ ィア ン(Pathian)

と い う創 造神 の存 在 を信 仰 して い る。 彼 らは,魂 が2度 も3度 も生 き返 る と信 じて い

る[SHAKESPERE l912:144]。

 〈844 出産 〉 出産 後,子 供 の身 体 を 洗 い,母 子 の首 に羽 を巻 く習慣 が あ る。 母 親 は,

出 産 後4日 間 は,す べ て の仕 事 を 避 け る。〈553命 名 〉名 づ け の と きは,ブ タが 供犠

さ れ,ズ ーが ふ るま わ れ る[SHAKESPERE 1912:145]。

 〈764葬 式 〉葬 式 の儀 礼 は,ル シ ャイ族 と異 な って い る。 死 後,遺 体 に最 上 の 服

を 着 せ,昼 間 は家 の 中に お き,夜 に な る と外 へ 運 び 出 され る。 人 々 は,そ の ま わ り

で,ズ ーを 飲 ん で歌 い踊 る。 これ は,1か 月 以 上 つ づ け られ る[SHAKESPERE I912:

145]。

                                 (八 木祐 子)

294



北東インド諸民族の基礎資料

シ ム テ(Simte)

Sen, D. K.1971"Annexure to the Tribal Map of lndia', Anthropologica1 Survey of lndia,

Culcutta・ よ り作 図 。 行 政 区 分 は ユ961年 当 時 の も の に よ る 。

 〈101 ア イデ ンテ ィフ ィケ ー シ ョン〉 シム テ族 は,1961年,1971年,1981年 の イ

ン ド政 府 発 行 の セ ンサ ス に お い て,指 定 部族 と して あ げ られ て い るが,現 段 階 に お い

て は,こ の 部 族 に 関 して,記 述 す るべ きま とま った 資 料 はな い 。 しか し,1989年2月

の 栗 田の 調 査 に よ れ ば,シ ム テ族 は本 来 は クキ ・チ ン諸 族 に 属 す る パ ィ テ(Paite)族

の1ク ラ ンで あ った とい う。 この ク ラ ンに 対 して,「 南 方 か らきた 人 び と」 を意 味 す

る シム テ と い う名称 を 与 え た 。 現在 は,タ ンロ ン ・サ ブ ・デ ィ ビ ジ ョン(Thanlon

Sub-Division)に 居 住 して い る。 シム テ族 は,現 在 は,南 方 に住 ん で い な い ため,こ

の 名前 を 変 え た が って い る が,な かな か 中央 政 府 か ら認 め られ な い の が 現状 で あ る と

い う。

                                (八木 祐 子)
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ル シ ャ イ(Lushai, Lushei, Lusei),ミ ゾ(Mizo)

Sen, D. K.1971"Annexure to the Tribal Map of lndia"Anthropological Survey ot lndla,

Culcutta・ よ り 作 図 。 行 政 区 分 は1961年 当 時 の も の に よ る 。

 〈101 ア イ デ ンテ ィフ ィケ ー シ ョ ン〉ル シ ャイ族 は,チ ベ ッ ト・ビル マ語 族 の ク キ

・チ ン語 群 の言 語 を もつ 諸 集 団 で あ り,ル シ ャ イ山地 を 中心 に居 住 す る。 も とも と は,

デ ュ リア ン(Dulien)方 言 を は なす部 族 を ル シ ャイ と呼ん だ。 ル シ ャイ は,「 長 い首

を もつ人 々」 を 意味 して い る。 だ が,キ リス ト教 の 布 教 な ど に よ って,ミ ゾ ラム の北

部 ・中央 部 に 住 む 部族 も,デ ュ リア ン方言 を話 す よ うにな り,現 在 は,そ れ らの 部 族

もふ くめ て,高 地人 を意 味 す る ミゾ(Mizo)と よば れて い る[PAKYNTEIN 1968:5]。

だ か ら,ミ ゾ と呼 ば れ る と きに は,ル シ ャイ族 だ けで な く,ラ ル テ(Ralte)族,マ

ー(Hmar)族
,ポ ィ(Poi)族 な どを ふ くむ 場 合 もあ る[SHAKEsPERE 1912;43]・

また,ル シャ イ は,も と もとLuseiで,10の 部 族 を 意 味 し,多 くの ク ラ ンを もつ グ

ル ープ を あ らわ して い る とい う説 もあ る[CHIB 1984b:301]。

 〈173 口碑 ・伝 説 に よ る歴 史 〉ル シ ャイ の首 長 は,パ イ テ(Paite)の 女 性 と ビル

マ人 の あ いだ に 生 ま れ た タ ン ク ・ウ ラ(Thal19-ura)か ら,出 自 して い る とい わ れ て

い る[SHAKEsPERE 1912:2]。 ま た,別 の 伝説 で は,中 国 の皇 帝,チ ンル ン(Chin-

lung)が,部 族 の先 祖 だ と信 じられて い る。 チ ンル ンの子 孫 は,中 国 内部 か ら,チ ベ

296



北東インド諸民族の基礎資料

ッ トへ 移動 し,の ちに その子 孫 が,ビ ル マ へ移 動 し,チ ン ドウ ィ ン漢谷 と マ ニ プ0ル

川 流域 に最 終 的 に お ちつ いた とい う[PAKYNTEIN l968:5]。

 <175記 録 さ れた 歴 史>1780年 頃 か ら19世 紀 は じあに か けて,ク ラ ンの1つ で あ

る サ イ ロ(Sailo)の も とで,ル シャ イは フ ァ ラム(Falam)地 域 か ら
,北 西 へ 移 住 し

た。 この 移住 は,お そ ら く他 の クキ ・チ ン諸 族 が 強 力 に な った た あ と思 わ れ る。 ル シ

ャイの 移住 の結 果,そ れ 以 前 に きて いた ビア テ(Biate)や コル(Khol)な ど の古 ク キ

グル ープ や タ ドー族 を 北 へ 移住 させ る こ とに な った 。1830年 まで に
,部 族 内部 の 争 い

で サ イ ロが 支 配 権 を に ぎ り,こ の と きか ら部 族 全 体 を統 括 す る言 葉 と して ル シ ャイ が

使 用 され る よ うに な った。1900年 代 は じめ の イ ギ リスの 行 政 的 な介 入 の 影 響 と ミッ シ

ョ ンの 活 動 が ル シ ャイ社 会 の 大 きな変 容 の 要 因 と な っ た[EMBREE l950:39]。

 〈618 ク ラ ン 〉 ル シャ イの ク ラ ン は,Rokum, Zadeng, Thangluah, Palli an,

Rivung・Sailoの6つ の ク ラ ンに わ かれ て い る[SHAKESPERE 1912:3]
。

 〈621 コ ミュニ テ ィの構 造 〉村 は,ラ ル(1al)と い う 首 長 に よ って 統 治 され て い

る。 首 長 の息 子 た ちは,結 婚 可 能 な年 齢 に達 した ら,父 の村 か ら,い くつ かの 戸 数 を

わ け て も らい,独 立 した 首 長 とな る。 〈428相 続 〉 シェ イ クス ピア(Shakespere)

に よれ ば末 子 が,デ ブ と ラヒ リに よれ ば 長 子 が,父 の 村 を 相 続 す る[SHAKESPERE

1912:54; Dev and LaxiRi l983:3]。 ウパ(upa>と よ ばれ る2人 か ら3人 の年 長

の男 性 が ・ 首 長 を 補佐 す る[SHAKESPERE l912:44] 。

 〈142 身 体 諸 形 質 の 情報 〉人 種 は,モ ン ゴ ロ イ ド系 に属 して い る。 ル シ ャイ族 の

男 性,女 性 と も,タ ドー や,他 の 同族 の グル ープ よ り,ほ っそ り した体型 で あ る。 肌

の 色 は,暗 い黄 褐 色,暗 いオ リ0ブ 色,黄 色 い オ リー ブ の間 の 色 を して い る。<302

身 だ しな み 〉髪 は,男 性 も女 性 も,首 の うな じあ た りで結 び 目を つ くる。 年 頃の 若 者

は,髪 に非 常 に 注 意 を は らい,ブ タの ア ブ ラ身 で,毎 日 きれ いに す る[SHAKESPERE

1912:1-2]。

 〈29服 装 〉現 在 の服 装 は,男 性,女 性 とも 西 洋 化 さ れて い る。 男 性 は,シ ャ ッを

着 て,ズ ボ ンを は き,教 会 に 行 くと きや,特 別 の 用事 の さ いに は,ス ー ッを 着 て ネ ク

タ イを しめ る 。 女 性 は,ブ ラウス とス カ ー トを着 て,プ ァ ン(puan)と い う布 を ス カ

ー トの 上 に ま く[PAKYNTEIN l968:6 -7]。

 〈361集 落 形態 〉ル シャ イ族 は,尾 根 の上 に,村 を つ くるの を 好 む。 そ れ は,外

敵 の 侵 入 を防 ぐた めだ と考 え られ て い る。各 村 は,タ ケ の槍 が うちつ け られ た丸 太 の

防 御柵 で と りか こま れ て い る。 ナガ(Naga)諸 族 の よ うに集 ま って 住 む の とは異 な り,

ク ラ ンご とに い くつ か の地 区 にわ か れ て住 ん で い る。 〈882青 年 の地 位 〉 村 の 中央
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に首 長 の家 が あ り,そ の 反 対 側 に,ゾ ゥル ブ ック(zawlbuk)と よば れ る若 者宿 が建

られ て い る[SHAKESPERE lgl2:20-21]。

 〈342住 宅 〉伝 統 的 な家 屋 は,丸 太 とタ ケで つ くられ て い る。 床 は,タ ケ の マ ッ

トが 敷 か れ,戸 口や 窓 も タ ケの マ ッ トで とめ られ て い る。 炉 は,玄 関 の そ ば の隅 に も

う け られ て い る。 部 屋 は,タ ケの マ ッ トや布 で い くつ か に仕 切 られ て い る。0軒 の 家

に は,夫,妻,未 婚 の子 供 が一 緒 に住 む 。 一般 に結 婚 した 息 子 は,両 親 の もとを 離

れ,新 しい 家 を たて て 住 む 。 〈428相 続 〉末子 が家 にの こ り,両 親 の面 倒 を み る。

末 子 が 土 地 や 家 な ど の 不 動 産 を相 続 し,布 や お金,農 具 な ど は他 の 息子 と分 け る

[SHAKEsPERE  1912:22]。

 〈24農 業 〉生 業 は,農 業 が 中心 で あ る。 コ メ,ト ウモ ロ コ シ,シ ョウガ,タ バ コ

な どが,焼 畑耕 作 で つ くられ る。 ジ ャ ング ル は,1月 か ら2月 の は じめに伐 採 され,

切 り倒 され た木 は,十 分 に乾 か され る。焼 畑 地 の 伐 採 は,村 人 総 出 あ る いは,グ ル ー

プ ご とに お こな い,焼 畑 が と との って か ら,各 家 ご とに仕 事 を は じめ る。 火 入 れ は,

3月 か ら4月 に は じめ,そ の あ とす ぐに 種 ま きを お こな う。 稲 を植 え るの は,最 初 の

雨 が降 る4月 の末 頃で5,月 なか ば まで つ づ く。 除 草 は,4月 か ら5月 と,ト ウモ ロ コ

シが実 った ころ の8月 か ら9月 に再 び お こな われ る。 トウガ ラ シ,シ ョウガ,タ バ コ

の と りい れ は,9月 か ら10月 で あ る。 主要 作 物 で あ る稲 の刈 りい れ は,10月 の 末 に は

じま り,11月 な か ば まで つ づ く。 脱 穀作 業 の た めの 小 屋 を つ く り,稲 の 穂 は,棒 で た

た いて お とす 。 焼畑 の そ ば に,穀 倉 を 建 て,コ メを 収 納 して,少 しつ つ 村 へ 運 ぶ 。

〈23家 畜 飼 養 〉村 で 飼 って い る家 畜 は,ミ タ ン牛,乳 牛,ブ タ,ニ ワ ト リ,ヤ ギで

あ る。 家 畜 は,日 中 は 自 由 に村 を散 歩 し,夕 方 にな る と餌 を も ら うた め に各 家 に 帰 っ

て くる[SHAKESPERE 1912:32-33]。

 〈224狩 猟 とわ な猟 〉ル シ ャイ族 は,新 鮮 な 肉を 好 み,ワ ナ猟 に た けて い る。 キ

ジや ニ ワ トリな どを仕 掛 け て い た ワナ で しとめ,ト ラは,お と りの ブ タ を籠 に いれ て

お き,ト ラが その 籠 を ひ っぱ った ら,重 い土 が トラに くず れ お ち る よ うに仕 掛 けて つ

か ま え る[SHAKESPERE 1912:33-35]。

 〈462 性 別 に よ る分 業 〉籠 づ く りは,男 の 仕事 で あ り,機 織 りは,女 の 仕 事 で あ

る。 布 類 を も ち は こぶ ブ クバ ウ(bukbau)と,コ メ を は こぶ ダ ウ ラ ン グ(dawrang)

と,薪 や 野 菜 を は こぶ パ ィ カ ウ ン グ(paikawng)の3種 類 が,タ ケで つ くられ る 。

〈286織 布 〉機 織 りは,女 性 の仕 事 で あ り,織 り方 を 知 らな い と一 人 前 で は な い と

さ れ る。 一般 に14歳 頃 にな る と機 織 りに 忙 しい。 花 や 縞 模様 の デザ イ ンが 多 く,赤 と

青 色 が 好 ん でつ か わ れ る[SHAKEsPERE 1912:19-20ユ 。          '
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 〈844 出産 〉出産 ・結婚 ・死 に 関す る儀 礼 や信 仰 は,以 下 の とお りで あ る。 分 娩

が近 づ くと,妊 婦 は ベ ッ ドに横 た わ り,経 産 婦 が 妊 婦 の 身 体 を あた た め る。 へ その 緒

は,付 き添 い の 産婆 が 削 った タ ケ で切 る[PAKYNTEIN I968:7]。 伝 統 的 な 出産 の

や り方 で は,難 産 の さい に は,ニ ワ トリを殺 して2つ に 分 け る儀 礼 が お こな わ れ る 。

ま た,出 産 後7日 以 内 に,ニ ワ ト リを 殺 す ア ル テ ・ル イ ラン(arte-luilan)と い わ れ

る供 犠 が お こな わ れ る。 これ が お こな わ れ るまで,産 婦 は家 か ら外 出で きな い。 子 供

の魂 は,誕 生 後7日 間,鳥 の よ う に両 親 の 身 体 や服 に と ま って時 をす ごす の で,傷 つ

けな い よ うに,両 親 は この 間,お と な し く して い る。 〈553 命 名 〉 出産 後2日 目

に,友 人 が親 戚 に 飲 物 を くば り,7日 目に も宴 を ひ ら く。 この と きに,名 づ け を す る

[SHAKESPERE 1912:: :]。 キ リス ト教 の導 入後 は,12歳 に達 す る と,洗 礼 を 受

け る よ うにな った[PAKYNTEIN l968:8]。

 〈582婚 姻 規 制 〉婚 姻 は,ク ラ ン内婚 制 で あ る。 男 性 は,家 族 以 外 の 女 性 とな ら

ば,誰 とで も結 婚 で きる。 しか し,母 方 の 兄弟 の 娘 との 優 先婚 が み られ,父 方 の第0

イ トコ との 婚 姻 は,婚 資 が 少 な く,兄 弟 か ら別 の兄 弟 へ 移動 す る だ けに おわ るの で,

望 ま れ な い。 恋 愛結 婚 がふ つ うで あ る[PAKYNTEIN l968:5]。

 〈58婚 姻 〉花 婿 の両 親 が,パ ラ イ(palai)と い う2人 の 男性 の友 人 に頼 ん で,花

嫁 の 両親 に結 婚 の 申 込 み に い って も ら う。花 嫁 の両 親 が 同 意 した ら,結 婚 の 日取 り と

婚 資 を相 談 す る。 結 婚 式 の 日,花 嫁 は友 人 と と もに,花 婿 の 家 につ く。 行 列 が 村 を と
 r

お りす ぎ ると き,泥 を 投 げ つ け る。 花 婿 は,花 嫁 に 「あ な た の服 は汚 れ て い る」 とい

って新 しい服 を あ た え る 。 ニ ワ トリが 殺 され,花 嫁 と花 婿 が結 婚 の 誓 約 す る。 花嫁 と

そ の友 人 は帰 り,宴 は つ づ け られ る。 翌 日,花 婿 の母 親 か 親 戚 が,花 嫁 の 家 へ 花 嫁 を

連 れ に くる。 そ の 夜,花 婿 の 友 人 た ちが,花 婿 の 家 に ニ ワ ト リを追 い た て た り,石 を

投 げ た り して か らか う。 花嫁 は,実 家 に もど り,数 週 間 過 ご して,夫 の 家 に も ど る

[SHAKEsPERE 1912:82-83]。 現 在 で は,教 会 で 司祭 の 仲 介 に よ って 式 をあ げ る。

婚 資 の習 慣 もあ い ま い に な り,か わ り にう 花 婿 か ら花嫁 へ 金 の 指 輪 が お く られ る よ う

に な った[PAKYNTEIN l968:8-9]。

 〈764葬 式 〉死 者 の身 体 は 洗 わ れ,髪 を きれ いに 飾 り,竹 の枠 に結 わ え られ て 座 っ

た 形 に して お かれ る。 ミタ ン牛,ブ タ,ヤ ギ,イ ヌを殺 し,葬 式 に参 加 した人 に くば

る。歌 や踊 りが 翌 日の 夕方 まで つ づ く。 丸 太 で 棺 桶 を つ く り,壁 の近 くに お く。 タケ

の チ ュ ーブ を床 に と お し,棺 桶 の底 に穴 を あ けて,遺 体 の 胃に と おす 。0方 の端 は,

土 の な か に埋 め,特 別 な炉 を棺 桶 の そ ば につ く り,3日 間,燃 や す 。 この 間,未 亡 人

が 付 き添 う。 火 葬 した の ち,大 きな骨 は籠 にい れ て 棚 に お く。 墓 の ま わ りに,動 物 の
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頭 骸 骨 を お く[SHAKESPERE 1912:83-85]。1960年 の段 階 で は,教 会 の 鐘 に よ って・

村 人 の死 が知 ら され る と,親 戚 や友 人 が 死 者 の 家 に あ つ ま り,聖 書 の歌 を うた い,家

族 を な ぐさめ る。 お湯 で死 者 の身 体 を洗 い,2日 か ら3日,家 に おい た あ とで,棺 桶

に いれ て,墓 地 に埋 葬 す る。 教会 の長 老 が葬 礼 を と りお こな う。 聖 書 を読 み,祈 りが

さ さげ る。十 字架 に死 者 の 名 前,生 年 月 日,「 安 らか に 眠 れ」 の 文 字 を記 入 して,墓

地 に た て る[PAKYNTEIN l968:9]。

 〈77宗 教 的信 仰 〉宗教 は,伝 統 的 に は アニ ミズ ム で あ る。 パ テ ィァ ン(Pathian)

と よば れ る精 霊 が信 じられ て い る。 パ テ ィア ンはす べ て の ものの 創 造者 で あ り,慈 悲

深 い 存在 で あ る といわ れ て い る。 また,あ らゆ る川,森,山 に住 む フア イ(Huai>と

い う数 多 くの 悪 霊 が い る。 す べ て の病 気 や災0は,こ の フア イ に よ って ひ きお こ され

る と信 じ られ て い る。 また,ほ か に も人 間 を守 った り,害 を あ たえ る精 霊 が い る。 こ

れ らに くわ え て各 ク ラ ンは,サ クア(Sakhua)と い う特 別 の精 霊 を もつ 。 す べ て の供

犠 は,こ の サ クア に さ さ げ られ る。 ま た,ミ テ ィ ・ク ウア(Mithi-khua)と い う死 後

の 世 界 も信 じられ て い る[SHAKESPERE l912:61--62]。 しか し,19世 紀 の お わ りに

ミ ッシ ョンが この地 に入 って きて,キ リス ト教 の観 念 が 急 速 に広 ま った。1961年 の 段

階 で は,ク リス マ ス が祝 わ れ,す で に の べ た よ うに結 婚 式,葬 式 な ど もキ リス ト教 の

様 式 に よ って お こな わ れ て い る[PAKYNTEIN 1968:24]。 現 在 は,ル シ ャイ の95パ ー

セ ン トが キ リス ト教 徒 で あ り,そ の ほ とん どが プ ロ テ ス タ ン トで あ る[(腥IB l984b:

303]。

                                (八 木 祐 子)
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ラ ケ ー ル(Lakher),マ ラ(Mara),ゾ ー(Zo),ク ロ ン シ ャ イ(Klongshai)

Sen, D. K.1971"Annexure to the Tribal Map of lndia"An thropological Survey of lndia,

Culcutta・ よ り作 図 。 行 政 区 分 は1961年 当 時 の も の に よ る 。

 〈131位 置 〉 ラケ ール族 は,ル シャイ 山地(Lushai Hills)の 南 東 端,チ ン ・ヒ

ル ・デ ィス トリク ト(Chin Hill District)の バ カ ・サ ブ ・デ ィ ビジ ョン(Haka Sub

Division)と ア ラカ ン ・ヒル ・ トラク ト(Arakan Hill Tract)の 最 北 端 に住 む。 伝 説

に よれ ば,ラ ケ ー ル族 は,北 か らバ カ ・サ ブ ・デ ィ ビジ ョンに や って きて再 び東 か ら

の 圧 力 で現 住 地 にや って きた といわ れ る[PARRY l932:2]。 〈101 ア イ デ ンテ ィ

フ ィケ ー シ ョン〉 ラケ ール は,ル シ ャイ(Lushai)族 に よ る呼 称で,自 分 た ちで は,

マ ラ(Mara)と 呼 び,ビ ル マ に 住 む チ ン(Chin)族 は ゾ ー(Zo),ア ラカ ン(Arakan)

族 は ク ロ ン シ ャイ(Klongshai)と 呼ぶ[SHAKEsPERE 1912:213]。 ル シ ャイ族 が,

マ ラの女 性 た ちが綿 を摘 む 姿 を みて,「 綿 」 を 意 味 す る ラ(la)と 「摘 む」 を意 味 す る

ケ ール(kher)を あ わせ てLakherと 呼 ん だ とい う[CHIB 1984b:314]。

 〈173 口碑 ・伝 説 に よ る歴 史 〉 出 自 伝 説 に よ る と,む か し,カ ザ ング ラ(Kha-

zanghra)と よ ばれ る大 い な る暗 闇 が,世 界 を お お って いた 頃,人 々 は地 の底 の穴 か

らや って きた 。 ラケ ー ル族 の グ ル ー プの 創始 者 た ちは,地 の 底 か らや って きて ・ そ れ

ぞ れ 自分 の 名前 を 叫 ん だ。 神 は,ラ ケ ール が大 変 な数 の 人 が 出て きた と思 った の で,
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道 を さえ ぎ った 。 しか し,ル シ ャイ族 は,最 初 の0人 だ けが 名前 を叫 ん で,他 の者 は

静 か に でて きた 。 神 はひ と りの ル シ ャイが で て きた だ けだ と思 い,長 い時 間,道 を あ

け て お いた 。 こ う い うわ け で,ル シャ イ族 が,ラ ケ ール 族 よ り巨大 な部 族 と な った 。

の ち に,神 は,そ れ ぞ れ の部 族 に言 葉 を あ た え た と い う[PARRY 1932:4ユ 。

 〈142身 体 諸 形質 の 情 報 〉 ラケ ール族 は,良 い 体躯 を して お り,頑 健 で あ る。 男性

の 平均 身 長 は,約165セ ンチ メ ー トル で,ル シ ャイ族 よ り も高 い。 女 性 も,他 の ク キ

(Kuki)族 や ル シ ャイ族 よ り身 長 が 高 く,体 格 が 良 い。 モ ンゴ ロイ ド系 で,明 褐 色 の

肌 で,頬 骨 は高 く,広 い鼻 を もつ[PARRY l932:25-26]。

 〈19言 語 〉言 語 は,チ ベ ッ ト ・ビル マ語 族 の ク キ ・チ ン語 群 に属 して い る[PA-

RRY  l 932:501]。

 〈56社 会 成 層 〉社 会 組織 は,ア ベ イ(abei)と い う王族,パ ング サ ング(phang-

sang)と い う貴 族,マ ッチ(machhi>と い う平 民 の3つ の階 層 に わ か れて い る。 貴 族

の な か に は,さ らに クエ イ(kuei)と よば れ る さ らに上 段 の 貴 族 が あ り,権 威 は世 襲

的 に 長 男 へ 受 け 継 が れ る。 〈618 ク ラ ン〉王 族 は3つ の ク ラ ン,貴 族 は8つ の ク

ラ ン,平 民 は33の ク ラ ンに わ か れ て い る。 それ ぞ れ の ク ランの 名前 は初 期 の祖 先 の

名 前 に 由来 して い る とい われ る。 ク ラ ン 内 で の 結婚 が お こな われ る。Bonghiaと

Thlcutha, Hnaihleu, Mihlongの4つ の ク ラ ン は トー テ ム の 出 自 起 源 を も つ 。

Bonghia, Thleuthaの ク ラ ン はニ シキ ヘ ビの 出 自を主 張 し, Hnaihleuの ク ラ ン は ト

ラの 出 自,Mihlongの ク ラ ンはサ ィチ ョウの 出 自を 主 張 す る。 それ ぞ れ の ク ラ ン は

ク ラ ンの トー テ ム を殺 した り,傷 つ けた り して は な らな い 。 〈428相 続 〉 ラ ケ ・一ル

の 出 自 は父 系 を た ど り,長 男 が 家系 を相 続 す る[PARRY l932:231-235]。

 〈621 コ ミュニ テ ィの構 造 〉各 村 に は,首 長 が お り,世 襲 制 を と る。 首 長 は村 入

に 対 して 大 きな権 力 を もつ 。 罰金 を課 した り,争 いを 調停 す る。 村 人 は,首 長 に対 し

て,米 を3籠 分,収 穫 時 に支 払 わ な けれ ば な らな い。 〈882 青 年 の 地位 〉他 の ア ッ

サ ム地 方 の 部族 と こと な り,ラ ケ ール族 は,若 者 宿 を もた な い。

 〈561年 齢 階 層 〉若者 は サ トリア(satlia),未 婚 の 少 女 は ライサ(laisa)と よば

れ る。 少年 は サ ト リア の身 分 に達 す る と,髪 の毛 を 長 くの ば して,額 に 結 び 目を つ く

って 結 ぶ 。 もは や,両 親 の 家 で 眠 る こ とは な い。 未 婚 の 娘 の い る家 の い くつ か に若 者

が あつ ま る。2年 か ら3年 そ う して 過 ごす。〈836婚 前 性 交渉 〉も し,そ の 少 女 が 受

入 れ た ら性 交 を す る こと もあ り,こ れ は 未 婚 の少 女 と少年 の 間 で一 般 に認 め られて い

る慣 習 で あ る[PARRY l932:246-248]。

 〈58婚 姻 〉結 婚 は,男 性 は た いて い20歳 か ら25歳,女 性 は20歳 頃 に お こな う。 こ
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の よ うな結 婚年 齢 の遅 さ は,で きれ ば高 い ク ラ ンの 者 と結婚 した い と思 って い るが,

適 切 な花 嫁 を み つ け るの が 難 しく,ま た婚 資 が 高 く妻 を も ら うた めの お金 を た め る ま

で に数 年 か か るた めで あ る。 〈582 婚 姻 規 制 〉結 婚 相 手 の 選 択 に あ た って は,同 じ

クラ ン内で は,何 の障 害 もな い。 交 叉 イ トコ婚 は可 能 だ が,平 行 イ トコ,父 方 の妹 の

娘 と は結 婚 で きな い。 再 婚 は認 め られ て い る[PARRY 1932:293-295]。 婚 資 につ

いて は,シ ェ イ ク ス ピア(Shakespere)の 著書 に具 体 例 が 記 述 され て い る[SHAKESPERE

l912:218-220]。

 〈29服 装 〉男 性 の 服装 で も っ と も重要 な もの は,ド ゥア(dua)と よ ばれ る 腰 布

で あ る。 日常 的 に もち い る もの と儀 礼 の 際 に も ち い る もの の2種 類 が あ る。 後 者 は,

白 い布 で端 に 濃 い青 い色 が つ い て い る。 また,首 長 の 家族 だ けが 着 る腰 布 が あ り,濃

い青 地 に 中央 に 白 い線 が2本 入 って い る。 布 全 体 に,絹 で 白鳥 や 野獣 の 目を あ らわす

縁 取 が あ る。他 に も,首 長 と富裕 な人 た ちが 着 る,赤 地 に絹 で 赤 と黄 色 の縁 取 が ほ ど

こ した 腰布 が あ る。 〈302身 だ しな み 〉髪 の毛 は,額 の ち ょう ど真 上で 髭 を 結 って

い る[PARRY l932:29-33ユ 。

 女 性 は,男 性 よ り多 くの 衣 類 を身 につ け る。 近 代 的 な服 装 の 影 響 を うけず,濃 い青

色 の 綿 の べ テ ィ コー トで 足 を 隠 す。 下 部 に は,絹 で 縁 取 が して あ る。 この 上 に濃 い青

色 の ス カ ー トを着 る。 王 家 の 女 性 た ち は,儀 礼 の さい に さま ざ ま な種類 の ジ ュズ ダ マ

や宝 貝 で か ざ った ス カ ー トを 着 る。腰 に は,真 鍮 や 青 銅 の ベ ル トを つ け,数 の多 さが

富 裕 さを あ らわ す。 上 半 身 に は,袖 な しの 上着 を着 る。 前 あ きで 胸 がわ ず か に あ い て

い る。 〈302身 だ しなみ 〉髪 は,後 ろで結 び 目をつ く り,真 鍮 の重 い髪 飾 りで とめ

る。 〈301装 身 具 〉装 飾 品 に は,ガ ラス玉 の 首 飾 り,木 製 の耳 飾 り,真 鍮 の玉 や綿

の腕 輪 が あ る。 足 首 の 飾 りは つ け な い[PARRY 1932:37-42;SHAKESPERE 1912:

215-216]。

 〈361集 落 形 態 〉村落 は,一 般 に小 高 い丘 の 斜 面 につ く られ,ル シャ イ族 の よ う

に丘 の 頂 上 に は な い。 ル シャ イ族 が新 しい居 住 地 へ 移 るの に 対 し,ラ ヶ 一ル族 は永 続

的な 居住 を 好 む。 以 前 は,村 の 中央 に 約3メ ー トルの 高 さの砦 が あ った。<342住

宅 〉家 屋 は,ベ ラ ンダ と主 室,後 室 か らな る。 平均 の大 き さ は,4.5メ ー トル 幅 で,

9メ ー トル の 長 さで あ る。 家 は,通 りに面 して 建 て られ,向 きは重 要 で な い。床 は,

地面 か ら1.2メ ー トル か ら1.5メ ー トル の 高 さ に あ り,タ ケ の マ ッ トで つ くる。壁 も タ

ケの マ ッ トで つ くり,屋 根 は ヤ シ科 の 植 物 の 葉 か タ ケ の葉 で 葺 く。 ベ ラ ンダ に は,

狩 りの戦 利 品で あ る クマや シ カの 頭 骸 骨 が お いて あ る。 家 の な か に は,3つ の炉 が あ

り,1つ は客 用 に ベ ラ ンダ に,1つ は 調理 用 に主 室 に,も う1つ は暖 を と るた め に 後
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室 に おか れ て い る。 後 室 に トイ レが つ く られ て い るが,あ ま り衛生 的 で ない[PARRY

1932:60-67]。

 〈24農 業 〉主 要 な生 業 は農 業 で あ る。 焼 畑 耕作 で,鍬 と斧,ダ オ(dao)と い う刀

を 農 具 と して使 用す る。 焼 畑 は1年 耕 作 した あ と,5年 か ら6年 休 耕 地 に す る。 農 業

の 開 始 は12月 で,村 の 首 長 と長老 が どの 場 所 が焼 畑 地 に適 して い るか を決 め,そ の な

かで 各 家 の者 が 自分 の耕 作 地 を選 ぶ。 選 ん だ 土 地 の0部 の 木 を伐 採 し,夢 に よ って そ

の 場 所 が適 切 か ど うか を判 断す る。 きれ い な水,魚,小 麦,調 理 した コメ,人 間 の 死

体 な どが で て きた ら いい夢 で あ る と考 え られ,動 物 が トラに殺 された り,折 れ たダ オ

や 斧,死 ん だ家 畜,汚 な い水,ブ タや ニ ワ ト リが盗 まれ た夢 は悪 い夢 で,あ らた に焼

畑 地 を 探 さ な けれ ば な らな い。

 1月 か ら2月 に耕作 地 が 切 り開 か れ,半 分伐 採 した 日,ま た全 部 の 伐 採 が 終 わ った

日に儀 礼 を お こ ない,ブ タ を供 犠 し,宴 を ひ ら く。3月 な か ば か ら4月 は じめ に火 を

か け,燃 や した あ とに儀 礼 を お こな い,ブ タ や ニ ワ トリが 供犠 され る。 トウモ ロ コ シ,

穀 類,キ ュ ウ リ,カ ボ チ ャが播 種 され る。4月 の 末 に 籾 を,1つ の 穴 に10個 ずつ 播 く。

全 部,播 かれ た 時 点 で儀 礼 が お こな わ れ る。2回 か ら3回,雨 季 の間 に 除草 す る。10

月 末 か ら11月 の 半 ば に穀 物 の 収 穫 が お こな われ る。 稲 は根 も とか ら引 き抜 き,乾 燥 し

て か ら脱 穀 す る。 稲 を収 穫 した後,赤 と黒色 の雌 ニ ワ トリを殺 し,そ の 血 を稲 に お と

して,稲 とサ トウ キ ビの 霊 に対 す る儀 礼 を お こな う。 タ バ コ,ゴ マ,綿,藍 な ど もつ

くられ る[PARRY 1932:75-80]。

 〈23 家 畜 飼 養 〉家 畜 は,ミ タ ン牛,雌 牛,ブ タ,ニ ワ トリを飼 って い る。 ミタ ン

牛 は,婚 資 と して もちい られ る。 ミタ ン牛 は,昼 間 は ジ ャ ングル に放 牧 され,夕 方,

塩 を な あ に 自分 の 持 ち主 の と こ ろに帰 って きて,夜 を 過 ごす。 雌 牛 は,食 肉 用 と して

飼 わ れて い るが,乳 は汚 な い もの と考 え られ て い るの で飲 まれ な い。 ブタ は人 糞 の 掃

除 と供 犠 の た め に,ニ ワ トリは 供 犠 と卵 をえ る ため に飼 わ れて い る[PARRY l932:

164-165]。

 〈262食 事 〉 食 事 は,1日3回 とる。 常食 は コ メ とチ リ,野 菜 の つ け あわ せ で あ

る。 油 は 使 わ ず,水 だ けで 調 理 す る。 ラ ケ ール族 は,肉 を好 み,ネ ズ ミか らゾ ウま で

さま ざま な 種類 の 肉を 食 べ るが,生 肉で は食 べ な い。 〈27飲 み 物,薬 物,嗜 好 品 〉

飲 物 は,サ ー マ(sahma)と よぶ ラ イス ・ビール を 飲 む 。 コ メを 煮 て,小 麦 の 酵 母 を

くわ え て 発酵 させ,さ い ごに 籾 殻 を くわえ た もの,こ れ とつ く り方 は 同 じだが,籾 殻

を加 え な い もの,蒸 留 して つ くる もの の3種 類 が あ る。 タバ コは,男 性 も女 性 も好 む 。

男 性 は,長 い竹 製 の パ イプ を もち い,女 性 は水 ギ セル を つ か う[PARRY l932:82一
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90]Q

 〈224狩 猟 とわ な猟 〉狩 猟 は,ス ポ ーツ と して,ま た食 料 獲 得 の た め に盛 ん に お

こ な われ る。狩 猟 の や り方 に は,獲 物 の あ とをつ けて,こ っ そ り忍 び 寄 るや り方 と,

グル ープ で 狩猟 にで か け るや り方 の2種 類 が あ る。武 器 は銃 が も ちい られ,今 で は,

弓矢 はめ った に使 われ な い 。 大 型 の 動 物 を殺 した ら,動 物 の霊 が来 世 に旅 立 て る よ

うに,将 来,多 くの 動 物 が とれ る よ うに,ニ ワ ト リや ブ タ を 供犠 して儀 礼 を お こな う

[PARRY  l 932:136]。

 〈226漁 労 〉漁 業 は,網 や 罠 を使 って お こな われ る。 網 は,ソ カ ウ(sokaw)と い

わ れ,女 性 はけ っ して つ くらな い。 小 さな魚 を と らえ る罠 は チ ャオ(chhao)と よ ば れ,

タ ケ を編 んで つ くられ て い る。45セ ンチ メ ー トル の直 径 で90セ ンチ メ ー トル の深 さで

あ る。 大 き な魚 をつ か まえ る と きは,村 人 が協 力 して お こな う。 最 初 に 小屋 をた て,

タ ケ と丸 太 で柵 をつ く り,流 れ をせ き とめ,数 種 類 の罠 を しか け る。 獲 った魚 は,全

員 で 分 け る[PARRY 1932:157]。

 〈462性 別 に よ る 分業 〉 焼 畑 で つ くった綿 を 使 って 衣 類 を つ くる。5月 に種 を播

き,12月 に花 が摘 ま れ る。紡 績 機 は,木 と籐 で で きて い る。 染 色 は女 の 仕事 で,い か

な る部 分 も男 性 は手 伝 つて は な らな い。反 対 に,籠 づ くりは 男 性 の仕 事 で あ る。穀 物

を貯 蔵,運 搬 す るた めの さ ま ざ まな 籠 が つ く られ る[PARRY 1932:95-99]。

 〈77宗 教 的信 仰 〉 ラケ ー ル族 にみ られ る信 仰 や 宗 教 的 観念,通 過儀 礼 につ い て は,

パ リー(Parry)の 著 書 に 詳 し くのべ られ て い る。 と くに,魂 や 夢 に つ いて の 考 え 方 が

独 特 で あ り,一 部 に は,プ ル ム族 の もつ観 念 と 共 通 す る もの が み られ る[PARRY

1932]。 宗 教 は ア ニ ミズ ムで あ る。 宇 宙の 運命 は,カ ザ ングパ(Khazangpa)あ るい

は カザ ングル ータ(Khazangleutha),パ チ ャパ(Pachhapa)と よ ばれ る宇 宙 の創 造

者 で あ る神 の 手 に あ る と信 じられ て い る。 カ ザ ング パ は一 般 的 に 空に住 む とい われ,

す べ て の 父 で あ る とみ な され て い る。 この 神 は す べ て の人 々 を支 配 し,彼 自身 の 意 の

ま ま にす る。 妻 子 が お り,食 べ 物 を食 べ,ビ ー ル を飲 む とい った人 間 と同 じよ うな属

性 を もつ と信 じ られ て い る。 ま た,ザ ング(Zal19)と い うあ る 種 の守 護 神,保 護 者 的

な神 も信 じて い る。 男 性 と女 性 が あ り,男 性 の ザ ング と女 性 の ザ ング と一 緒 に な った

ら,そ の2人 は結 婚 す る とい わ れ る。 ル0ラ リィパ ス(Leurahripas)は 高 い山 や 崖,

深 い 池 に住 み,人 を つ か ま え て殺 す悪 霊 で あ る。 すべ て の 病 気 は この 霊 に よ って 引 き

起 こ され る と 信 じ られて お り,そ れ 故,人 び と は しば しば これ らに 供犠 を お こな う

[PARRY  l 932:349-350]。

 人 間 の魂 は,大 き さや 外見 が その 人 の 身体 と似 て い るが,み る こ とはで きない 。 日
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中は人 々 の身 体 の 中 に お り,口 か らはい るが,夜 に な る と,眠 って い るあ い だ,時 々,

魂 は身 体 を は な れて さま よ い歩 く。 魂 が さま よ い歩 くの で,人 間 は夢 をみ,将 来 を み

とおせ るの で,夢 が ほん と うに な る と い う[PARRY 1932:350]。

 〈784忌 避 とタ ブ ー 〉ア ナ(ana)と よば れ る禁 忌 の観 念 が あ り,あ る こ とを 見 た

り,お こ な った りす る こ とが 禁 じ られ る。 ま た,あ る男 が 供 犠 を お こな った と き,彼

と その 家 族 はa供 犠 の始 ま りか ら終 りま でパ ナ(pana)の 状 態 で あ る とい う。 パ ナ の

期 間 は,仕 事 を して は い けな い し,外 出 もで きな い。 その者 の家 の 中へ 誰 も入 れ な い。

も し,家 へ 入 った ら供 犠 は や りな お さね ば な ら ない[PARRY I932:353-355]。

 誕 生,結 婚,死 に 関す る信 仰 や儀礼 は以 下 の と お りで あ る。

 〈844 出産 〉女 性 は,誰 しもサ キ ア(Sakia)と い う0種 の精 霊 を もつ 。 も し,あ

る女 性 が 健 康 で な か った り,子 供 がで きな か った りす る とサ キ ァの せ い に され る 。子

供 が 欲 しい 女 性 は,こ の サ キ ア に対 して赤 い ニ ワ トリの供 犠 を お こな う。 妊 娠 中 に は,

食 べ 物 に対 す る制 限 はみ られ な い。 踊 って は い け な い とか大 きな川 を 横 切 って は い け

な い な どの 行 動 の 制 限 は,多 少 み られ る。 陣痛 が は じま る と,妊 婦 は床 に ひ ざま ず き,

梁 か らつ る した 紐 に つ か ま って産 む 。 経 産婦 が,子 供 の へ そ の緒 を 削 った タ ケで 切 り,

冷 た い水 で 子 供 の 身 体 を 洗 い,目 を さま させ る。 母 親 は お湯 で身 体 を洗 う。 難 産 の 場

合 は,い つ も お産 の 軽 い女 性 が よば れ,ゆ で た卵 を そ の 安 産 の女 性 か ら,難 産 の女 性

に食 べ る よ うに 手渡 して 「あ な たの 子 供 の 出産 が,私 と同 じ よ うに簡 単 で あ りま す よ

うに 」 とい う。 出 産後,男 の子 が 生 ま れ た場 合 は10日 間,女 の子 の 場 合 は9日 間,ナ

ウク トロ ング(nawkhutlong)と よば れ る状態 に な り,そ の 間,母 親 は家 を 離 れ て は

い け ない 。 子 供 の父 親 が仕 事 に い くと き,竹 製 の ピ ンを 子 供 の手 に お いて,「 私 が 働

きに い く場 所 へ つ い て きて は い けな い 」 とい う。 これ は,子 供 の魂 が 父 につ い て い く

の を 防 ぐた め で あ る[PARRY l 932:378-.,]。

 〈852 乳 幼 児 期,子 ど も期 に お け る儀 式 〉誕 生 後3日 間 は,子 供 は外 出で きな い 。

4日 目に 斧 と料 理 した コメ を もって通 りに つ れだ し,レ モ ンの 木 の 棘 か ヤマ ア ラ シの

棘 で赤 ち ゃん の 耳 た ぶ に穴 をあ け,耳 輪 を つ け る。 男 の子 の 場合 は10日 目,女 の 子 の

場 合 は9日 目に,ラ デ イ ド(radeido)と よば れ る儀 礼 が お こな わ れ る。 男 の 子 は 弓矢

を も ちいて,偉 大 な戦 士 に な る よ うに,女 の 子 は葉 で編 ん だ籠 を も ちい て,き つ い仕

事 に もた え られ,強 い身 体 に な る よ うに儀礼 が お こなわ れ,ニ ワ ト リが 供犠 さ れ る。

この 日,子 供 の 髪 を切 り,8歳 か ら9歳 に な るま で,短 か くして お く[PARRY l 932:

384-387]。

 〈553 命 名 〉最 後 に 髪を 切 った 臼に,偉 大 な戦 士 や 祖 先 の 名 が つ け られ る。 名前 は
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2つ つ け る。 名前 が1つ だ けで あ る と,最 高神 が 名 前 を 忘 れ て しま った ら,そ の存 在

も忘 れ られ,死 ん で しま うとい わ れ る。 名づ け は,ニ ワ ト リが供 犠 され,そ の脚 を子

供 の手 に握 らせ,名 前 を呼 ん で お こな わ れ る[PARRY 1932:390-392]。

 〈58 婚 姻 〉結 婚 に あた って は,息 子 の両 親 側 か ら申 し込 む。 その 際 に,仲 介者 の

女 性 にダ オ(dao)と 呼 ばれ る刀 を花 嫁 の 両 親 に贈 物 を わ た して も ら う。 これ は,い

い夢 を もた らす とい わ れ る。 ダ オ を もっ て い っ た夜 に,魚,き れ いな 水,銃,ダ オ な

どの良 い夢 を みた ら,申 込 み を 受 け,動 物 が トラ に殺 され た動 物,死 ん だ ヘ ビ,ブ タ

や ニ ワ ト リを盗 まれ るな どの 悪 い夢 を み た ら,申 し出を こ とわ る。 申 し出 を うけ て2

日か ら3日 して か ら,サ ーマ(sahma)と い う酒 が 用 意 され,仲 介 者 と求 婚 者 を よび,

婚 資 に つ いて 話 しあ い,結 婚 式 の 日ど りを決 め る[PARRY 1932:292-303]。

 〈585婚 姻儀 礼 〉結 婚式 の 日,花 嫁 と花 婿 の家 に友 入 が 集 ま る。 この あ と,婚 資 の

一 部 で あ るブ タが 殺 され る
。 花 婿 側 が5頭 殺 した ら,花 嫁 側 が お返 しに3頭 殺 さね ば

な らな い。 また,花 婿 側 か らお 返 しが あ り,ブ タの や り と りが つづ く。 暗 くな る と,

花 嫁 とその 叔 母 の 一行 が,花 婿 の 家 へ 出発 す る。 花 婿 の 家 に つ くと,花 婿 が 花嫁 の叔

母 に,道 路 を 横 切 るた めの ダ オ や斧 を わ たす 。 花 婿 の 家 でa花 嫁 に 対 す る さま ざ ま な

贈 物 が,花 嫁 の 叔 母 に わ た され る。 花 嫁 と花 婿 が 酒 の 入 った ポ ッ トの 側 に す わ り,実

際 の儀 礼 が は じま る。仲 介 者 が,酒 の 入 った カ ップを と りあ げ,自 分 の 真 鍮 の ヘ ア ピ

ンをつ け,ヘ ア ピ ンか ら酒 を つ ぎ,花 嫁 と花 婿 に飲 む よ うに わ たす 。 これ は,テ ィパ

ニ(tipani)と い われ,多 くの子 供 を授 か るよ うに,長 命,繁 栄 を願 って お こな わ れ

る。 この酒 を花 嫁 と花 婿 が一 緒 に 飲 ん だ あ と,あ つ ま った者 と一 緒 に,飲 ん だ り,歌

った り して 夜 を 過 ご し,最 後 に 花嫁 は 自分 の 家 へ もど る[PARRY l932:299-302]。

 次 の 日,花 嫁 の 両親 は,花 嫁 と十 数 人 の友 人 を つ れ て,花 婿 の家 に酒 を も って い き,

仲 介 者 が 婚 資 を す ぐに支 払 え るか たず ね る。 花 婿 はで き るだ け支 払 う。 翌 日,再 び花

婿 の 家 に集 ま り,宴 を お こな う。 翌 々 日,花 婿 の家 で,白 い ニ ワ ト リを殺 して,穀 物

を た くさん 得 る こ とがで き る よ うに儀 礼 を お こな う。 花嫁 は,最 終 的 に 花 婿 の家 へ移

る[PARRY 1932:303-304]Q

 〈775来 世 観 〉死 は,カ ザ ングパ やル ー ラ リィパ が怒 って,人 間 の 魂 を 没収 す る

た めに お こ る とい わ れ る。 人 間 が死 ぬ と きや 病 気 にな った と き,魂 は ブタ や木 の 中 に

は い り,ブ タが 人 間の よ うに 鼻 を な ら した り,木 が 子 供 が泣 いて い るか の よ うな 音 を

た て る とい う。 これ は,悪 い 魂 の場 合 だ け起 こ る。死 後,人 間 の 魂 の 行 き先 は3つ に

わか れ る。 野 獣 を殺 した人 は ペ イ ラ(Peira)と い う楽 園 に行 き,ふ つ うの 人 は,ア ン

テ ィキ(Anthik�)に 行 き,病 気 や事 故 で 死 ん だ 人 はサ ウバ ウ(Sawvaw)と い う と こ
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うに行 くとい う[PARRY l 932:394-396]。

 〈764 葬 式 〉人 の死 が近 づ くと床 の 中央 に寝 か され,家 族 が 見守 る。 遺 体 は,お 湯

で 洗 い,上 等 の着 物 を着 せ る 。 遺 体 は タケ の 上 に マ ッ トを ひ い て お き,コ メや料 理 し

た 卵 を魂 が食 べ る よ うに そ ば に お く。 ア ンテ ィキ の魂 に 対 して,ミ タ ン牛 や ブ タ が供

犠 され る。 遺 体 は,2日 か ら3日 家 に おか れ,毎 日,遺 体 の 口 に コ メ,肉,サ ー マ が

あ たえ られ る。 死 者 の 母 方 の叔 父 が ベ ラ ンダ に立 って,魂 を ア ンテ ィキに行 か せ るた

めに,「 ア ンテ ィキへ 安 らか に 行 け。 家 族 の こ とは心 配 す るな」 と叫 ぷ 。 家 の ドア と

梁 をダ オ で 切 り,母 方 の 叔 父 が3回,ダ ンスを す る。 他 の 人 々 もつづ く。 年 長 の 男性

が 歌 い,宴 が お こな わ れ る[PARRY 1932:399-400]。 夕 方,死 者 を埋 葬 す る。若

者 が 墓 穴 を掘 り,母 方 の 叔 父 が 墓 に 入 って,遺 体 を いれ る。死 者 の 夫,妻 な どが 遺 体

をや さ しく叩 きな が ら,「 私 の こ とは心 配 す るな 。 安 らか にア ンテ ィキ に行 け」 と叫

墓 穴 を うめて,平 らな石 を お く。 埋葬 した 日に,死 者 の夢 をみ た ら,そ の人 は ま も な

く死 ぬ とい われ る。 死 者 の 魂 が 村 を お とず れ,夢 の な かで 死 者 の 魂 が その 人 の 魂 に

会 い,ア ンテ ィキ に 連 れ て い くとい われ る。 そ の た め,村 の人 は 死者 が こな い よ う

に 家 の入 口に 杵 を お く。死 者 は杵 を ヘ ビだ と思 い入 って こな い と い う[PARRY l932:

401-403]。

 しば ら く して,墓 に は 記念 の 墓標 をた て る。 ロ ン グ フェ イ(longphei)と よ ば れ る

平 らな石 とタ ング リィ(thangri)と よ ば れ る木 の柱 を たて る。 前 者 は,墓 の頂 上 に お

か れ,四 隅を 石 で ささ え る。 後者 は,カ イ メ イ(Khaimei,学 名Schima Wallichii)

の若 い木 を切 り,皮 を は が して,彫 刻 を し,ブ タ の血 と ヤ シの 葉 を燃 や した灰 を まぜ

て,色 を塗 る。 タ ン グ リィは 人 間 の形 を か た ど り,死 者 が 男 性 の 場合 は,首 が な く,

胴 体 が その まま 頭 に つ な が り,女 性 の 場 合 は,菱 形 の 首 で,首 飾 りを つ け る。 頭 部 に

は,髪 を あ らわ す 角 を つ け る。 男 性 は1つ,女 性 は2つ で あ る[PARRY 1932:414

-417;SHAKESPERE  l 912:222-224]。

                                (八木 祐 子)
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メ イ テ イ(Meitei, Meithei),マ ニ プ リ(Manipuri),メ ク レ(Mekle),カ テ

(Kathe),モ グ ラ イ(Mo91ai)

 〈101 ア イデ ンテ ィフ ィケ ー シ ョン 〉 マ ニ プ ール の 河 谷 平 野 を 中心 に住 む マ ニ プ

ール 州 の主 要 部 族 で
,ア ッサ ム人 か らは,メ ク レ(Mekle, Mekheli),ビ ル マ人 か ら

は,カ テ(Kathe),ベ ンガ ル 入 か らは,モ グ ライ(Mo91ai, Moglie, Moglau)と 呼

ば れ,ま た マ ニ プ ー ル人(Manipuri)と もい わ れ る[PEMBERToN 1835:19;GATE

1891:321]。 生 活 習 慣,信 仰 形態 な ど さま ざ ま な面 に お いて,ヒ ン ドゥー教 の影 響 が

色 濃 くみ られ るの が,こ の 部 族 の 特 色 で あ り,他 の ク キ ・チ ン諸 族 に,強 い影 響 を 与

え て い る。

 メ イ テ イ族 は,1961年 の セ ンサ ス に は,指 定 部族 と して 記 載 され て い な いが,ク キ

・チ ン諸 族 の な か で,大 きな影 響 力 を もち,人 口 も約50万 人 と非 常 に 多 いの で ,本 書

に と りあ げ る こ とに した 。

 〈112 参 照 され た文 献 〉メ ィ ティ族 の記 述 にあ た って は,お もに,1908年 の ハ ド

ソ ン(T・C・Hodson)の"The Meithei"と,1961年 の イ ン ド政府 に よ るヴ ィ ッレ

ジ ・サ ー ベ イ ・モ ノグ ラ フ ・シ リー ズの イ テ ィ ング(Ithing)村 に 関 す る文 献 を 参 考

に した。 イ テ ィ ング村 は,イ ンパ ー ルの 南 西47キ ロメ ー トル に あ る ロタ(L)ktak)湖

に うか ぶ小 島 の 小 高 い 丘 に あ る。 人 口 は,調 査 時 に お いて417人 で,す べ て ヒ ン ドゥ

ー教徒 で あ る[HODSON 1908;SINGH 1965a]
。

 〈173口 碑 ・伝 説 に よ る歴 史 〉 メ イ テ イ と い う 部族 名 は,ミ ー(Mii人 間)と テ

ィ(Thei分 離す る)か ら由来 して い る と い う[HoDsoN l908:10ユ 。 マ ニ プ ー ル河

谷 は も とも と,ク ー ム ル(Koomul),ル ー ア ン(Looang),モ ィ ラ ン(Moireng),メ

イ テ ィ な どの 多 くの部 族 に よ って 占め られて いた 。 しば ら くの間,ク ーム ル が も っ と

も勢 力 を も ち,そ の衰 退 の あ と,モ ィ ラ ン族 が 勢 力 を も った。 しか し,メ イ テ イ族 が

すべ て の 勢力 を お さえ た と きに は,メ ィ テ ィの 名 が すべ ての 部 族 に 適 用 され た。18世

紀 の ヒ ン ドゥー教 の浸 透 に よ って,メ イ テ イ族 は,自 分 た ちが ヒ ン ドゥー の 出 自で あ

る と主 張 す るよ うに な った 。 彼 らは,古 い 国 名 の ム ニ ポ ール(Munnipore)は,『 マ

ハ ーバ0ラ タ(Mahabharata)』 に よ って確 定 され る と言 う。 ムニ(muni)は,宝 石

を 意 味 す る。 バ ブ ラ ・バ バ(Babra baha)と い う王 が,宝 石 を手 に いれ,そ の さ いに,

マ ヒ ン ドラポ ール(Mahindrapore)と し・う国 名 が,ム ニ ポ ール に 変 わ った と い う伝

説 を もつ。 ナ ガ(Naga)諸 族 との 関係 も指 摘 され て い る[HoDsoN l908:6-7]。

 ま た別 の 説 もあ る。 も と も とメ ィ テ ィ とい う名前 は,マ ニ プ ー ル河 谷 で も っ と も勢
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力 を もつ ク ラ ンの1つ で あ った ニ ング トゥ ジ ャ(Ningtho吋a)に 対 して 適 用 さ れ た。

紀 元33年 か らマ ニ プ ール の 記 録 され た歴 史 が は じま って い るが,数 世 紀 の あ い だ,多

くの公 国 と して,マ ニ プ ール 河 谷 を分 割 して い た7つ の ク ラ ンに よ って支 配 さ れ,こ

れ らの ク ラ ンは七 国連 合 をつ くって い た。 七 国 連 合 は,し だ い にニ ング トゥジ ャに合

併 して い った 。 しか し,ク ラ ン自体 は,生 きの こ った。 河 谷 の 人 々に とって は,メ イ

テ イ とい う言 葉 は,7つ の ク ラ ンに 属 す る人 々の 誰 にで も適 用 され る。部 族 の い くつ

か と,マ ニ プ ール に の ちに 居住 した ブ ラー ミ ン(Brahmin)の 多 くは,こ れ らの ク ラ

ンの一 つ に吸 収 され た。 メ イ テ イの 名称 は,本 来 の マ ニ プ ー ル人 自体 の あ い だで 使 わ

れ る と きは,マ ニ プ0ル 河谷 の ヴ ァイ シ ュナ ヴ ァ派 の ヒン ドゥー教 徒 を 意 味 し,マ ニ

プ ール の外 で は,マ ニ プ ール の血 統 を もち,母 語 が マニ プ ー ル語 で あ るす べて の マ ニ

プ ール 人 に 対 して 適 用 され る とい う[GONSTANTINIr l981:37-35]。 他 に もペ ンバ

ー トン(Pemberton)に よれ ば,13世 紀 か ら14世 紀 に,中 国 の 北 西部 か ら移住 して き

た タタ ール(Tartar)人 の 子孫 で あ る と もい わ れ る[PEMBERToN I835:36]・

 〈175記 録 され た 歴 史 〉マ ニ プ ール年 代 記 に は,紀 元30年 か ら1714年 にか けて47

人 の 王 を 数 え る。 しか し,18世 紀 まで は,史 実 と して 不確 かで あ る。18世 紀 以 降 の メ

イ テ イ族 の 歴 史 を 述 べ る と,1714年 に,ナ ガ族 の一 首 長 で あ った とい わ れ るパ ムヘ イ

バ(Pamheiba)が,養 父 チ ュ ライ ロ ンバ(Ghurairomba)王 を殺 し,王 位 を 継 承 し

た。 パ ム ヘ ィバ 王 は,ヒ ン ドゥ ー 教 に 改 宗 し,名 も ガ ー リブ ・ナ ワー ヅ(Garib

Nawaz貧 者 の保 護 者)と 改 あた。1724年 か ら1749年 の 間 に,ビ ル マ に対 して 戦 争 を

しか け た。 この 間,ナ ワー ヅ は,息 子 に殺 され,短 期 間 の王 位 継 承 が 続 く。1755年 と

1758年 に は,ビ ル マ 側 が 侵 入 し,一 部,ビ ル マ に併 合 され た 。

 1762年,マ ニプ ール 王 の ジ ャイ ・シ ン(Jai singh)に よ って,イ ギ リス政府 との間

に 条約 が締 結 され,イ ギ リス は,マ ニ プ ール の 失 地 回復 を 援 助 す る こ とを約 束 した。

1765年,ビ ル マが マ ニ プ ール に み た び侵 入 し,ジ ャイ ・シ ンは,カ チ ャール に敗 走 し

た。1768年 に ア ホ ム王 の ジ ュス バル ・シ ン(Jyusbar singh)の 援 助 を得 て,ジ ャイ ・

シン は,王 位 に復 帰 した 。 そ の 後,ビ ル マ 人 と和 解 した。1799年,ジ ャイ ・シ ン は没

した。3男 の チ ャル ジ ッ ト ・シ ン(Cha増it Singh)が カチ ャール に 侵 入 した。

 1823年,ピ タ ムバ ール ・シ ン(Pitambar Singh)が マ ニ プ ー ル に侵 入,王 を 名の

る。 チ ャル ジ ッ トは,カ チ ャール に お け る権 益 を東 イ ン ド会 社 へ 渡 した。 また,ゴ0

ビ ン ド ・チ ャ ン ドラ(Gobind Chandra)が,イ ギ リス政 府 の援 助 に よ って,カ チ ャ

ー ル の王 位 に 復 した。

 チ ャル ジ ッ トの弟 の ガ ン ビー ル ・シ ン(Gambhir Sillgh)は,マ ニプ0ル お よ び
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クボ 河谷 の領 有 を 宣 言 し,1826年 の ヤ ンダ ボ(Yandaboo)条 約 に よ り王 位 が確 定 し

た 。1834年 の彼 の 死 に 際 して,息 子 の チ ャ ン ドラ ・シ ン(Chandra Singh)が 後 を 継

い だ が,未 成 年 だ った の で,ヌ ル ・シ ン(Nur Singh)が 摂 政 と な っ た。 以 降,ヌ ル ・

シ ンの0族 が摂 政 を つ づ けた。 チ ャ ン ドラ ・シ ンが1890年 に退 位 し,1891年3月 に,

マ ニ プ ー ル は,イ ン ド政 府 の 手 に 渡 った[GAIT 1905:321-325;PEMBERTON

l835:37]o

 〈19言 語 〉言 語 は,チ ベ ッ ト ・ビルマ 語 族 の ク キ ・チ ン語 群 に属 す る が,カ チ

ン語 と クキ ・チ ン語 の媒 介 語 で あ る とも い われ る。 ま た,ナ ガ諸 語 と も 関 係 が あ る

[GRIERsoN 1927:72;HoDsoN l908:155-156]。

 〈618 ク ラ ン 〉メ イ テ イの社 会 組 織 は,サ ライ(salai)と よば れ る7つ の ク ラ ンに

わ か れ て い る。Ningthouja(Ningthaze), Kumul, Luang, Angom, Moirang,

Khabananba, Chengleiの7つ で あ る。 もと は,10の サ ラ イが あ った と い う。 サ ラ

ィの それ ぞ れ は,Yumnaksと い う多 くの サ ブ グル ー プ で構 成 され て い る。 〈621 コ

ミュ ニ テ ィの構 造 〉社 会 は,王(raja)を 中心 と した 封建 的構 造 を も ち,奴 隷 も存 在

した[HoDsoN l 908:73]。 シ ン(Singh)の 記 述 に よれ ば,サ ライ は イ ン ドの ゴ ー ト

ラ(gotra)に 対 応 し,こ の 同一 化 は,ヒ ン ドゥー教 へ 改宗 した た め で あ る と指摘 して

い る[SINGH 1965a:4-5]。

 〈142 身体 諸 形 質 の情 報 〉 メイ テ イ族 の 一 般 的 な 顔 立 ち は,モ ンゴ ロ イ ド系 に

属 して い るが,彼 らの な かに は,ア ー リア系 な どの 多 様 な 姿 が み られ る[HODSON

l908:2-3]。 ダ ス(Das)に よれ ば,メ ィ テ ィ は,ア ー リア系 に近 く,少 女 た ち は,!

白 い肌 で,褐 色 が か った 黒 い髪,茶 色 の 眼,赤 い頬 で あ る と い う。 男 性 は,強 健 で,

筋 肉質 の 立 派 な体 格 を も ち,広 い胸 と よ く発 達 した下 肢 を もつ[DAs l986:98-99]。

 〈29 服 装 〉服 装 は,男 性 は,ド ー テ ィ,ク ル タ,シ ャツを 着 て,時 々,チ ャ ッダ

ル と い う布 を は お る。 冬 に は,キ ル トと なか に 詰 め もの を した コー トを着 る。靴 は め

っ た に はか な い。 女 性 は,暑 い と きに は,フ ァネ ック(fanek)と い う一 枚 の布 を,脇

の 下 や 胸 の 上で0回 半 巻 き,腰 の部 分 で ひ だ を と って と め る。 フ ァ ネ ックは,綿 と シ

ル クで で きて お り,さ ま ざま な色 の 縞 模 様 を して い る。 フ ァネ ックの 上 に 白 い布 を着

る。 寒 い季節 に は,長 そ で の短 か い上 着 を 着 る。 思春 期 まえ の 少 女 は,下 は フ ァネ ッ

クを 着 て,上 は裸 で あ る[DAs l986:99-100]。 ハ ドソ ン(Hodson)は,王 族 が着

る ドー テ ィ,役 所 に 勤 め る人 が着 る ドーテ ィな ど4種 類 の ドー テ ィ を 報告 して い る

[HoDsoN l908:15]。 〈301装 身 具 〉装 身具 は,イ ヤ リング,ネ ッ ク レス,ブ レス

レ ッ トを 身 につ け る。 両 方 の鼻 孔 に,金 の ピンをつ け る。 男 性 は,イ ヤ リングを つ け
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る[HoDsoN l908:18-19]。

 1960年 代 の段 階 で も,イ テ ィ ング村 で は,西 洋 的 な服 装 は あ ま り普 及 して いな い。

長 い ズ ボ ンを は いて い る生 徒 を の ぞ いて,男 性 は,ふ だ ん は市 場 で 買 った 綿 の ドー テ

ィと シ ャッ を着 て い る。 家 で は,ク デ ィ(khudei)と い う腰 布 を着 る。 女 性 は,儀 礼

の さ い に は フ ァ ネ ック ・マ パ ンナ イバ(fanek mapannaiba)と よ ば れ る綿 で で きた

縞 の布 を ス カ ー トと して着 る。縁 を伝 統 的 な 文 様 で刺 繍 し,黒,赤,白,青,緑 の縦

縞 が 入 って い る。 他 の フ ァ ネ ックは,単 色 で,ふ つ う赤,青,黄,緑 で あ る。 年 長 の

女 性 だ けが 白 の フ ァネ ックを着 る。 ブ ラ ウス の 着 用 は,大 戦 後 の 現 象 で あ り,未 婚 の

女 性 が 着 る。 〈302身 だ しな み 〉髪 は男 性 は短 か く切 り,女 性 は長 くの ば して,後

頭 部 で 髭 を つ くって い る。 装 身 具 は,金 の 飾 りが 好 ま れ,最 近 で は イ ミテ ー シ ョ ンと

プ ラス チ ック製 品 が安 いの で 好 ま れ て い る[SINGH l965a:7]。

 〈342住 宅 〉 メ イテ イ族 の集 落 は,1か 所 に集 中 して い な い。 家 屋 は,金 持 ちの

家 は大 き く,柱 は 木で で きて い るが,貧 しい もの の 家 は タ ケで で きて い る。 家 の壁 は,

土 と牛 フ ンを 混ぜ た漆 喰 を ぬ り,屋 根 は草 で葺 いて あ る。 す べ て の 家 は,東 向 きに建

て られ,屋 外 にベ ラ ンダ が あ る。 家 に は,窓 が な く,ベ ラ ンダ と家 の北 側 に ドアが あ

る。 炉 は,北 西 の 隅 に あ る。 家 の な か は,部 屋 ご とに仕 切 られ て いな い[HODSON

1908:25-26]。

 1961年 の モ ノ グ ラフに よ るイ テ ィ ング村 の 家屋 構 造 も似通 って い る が,ヒ ン ドゥー

教 の影 響 が濃 厚 で あ る。 家 は,東,北,南 の ど ち らか を 向 い て建 て られ な けれ ばな ら

な い。 家 を つ くるに あ た って は,吉 兆 な 日を星 占 い師 に み て も らい,ジ ャ トラ(jatra)

と い う大 黒柱 を,ブ ラー ミ ンが プ ー ジ ャを お わ った 直後 に たて る。 骨 格 は,タ ケ と木

で つ くられ,壁 は,土,泥,牛 フ ンと小 さ く切 った麦 藁 を 混 ぜ た もの を ぬ る。 屋 根 は,

タケ とタ ケ を裂 いた 板 で つ くられ,イ ー(ee)と い う長 い草 の 一 種 で 葺 か れ る 。 ベ ラ ン

ダ は,床 の4分 の1か5分 の1の 大 き さで,客 と話 した り,軽 作 業 を お こな う場 所 で

あ る。 窓 は め った に つ く られ ず,時 々,後 ろ や側 面 の壁 に勝 手 口が つ くられ る。 どの

家 も 内部 は分 割 され て い な い。 炉 は,壁 の 隅 に あ り,清 浄 な 場所 で あ る と考 え られ,

ここ に は,沐 浴 して,絹,羊 毛,あ るい は 洗 った綿 の衣 類 を着 て か らで な い と入 れ な

い [SINGH  l 965a:5-6]。

 <262食 事>18世 紀 の は じあに,ヒ ン ドゥー教 が普 及 して か ら,メ イ テ イの 食 習 慣

に変 化 が み られ た。 以 前 に は,雄 牛 の 犠 牲 に よ る宴 や アル コ ール の飲 酒 な どが み られ

た[HODSON l908:47]。 現在 で は,動 物 の 肉 や すべ て の 酒 の飲 食 は禁 止 さ れて い

る 。 魚 は食 べ る。 食 事 は,昼 と夜 の2食 で あ り,コ メを 常 食 と して い る。 キ ャベ ツ,
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カ リフ ラワー ・ マ ス タ ー ド,カ ボチ ャ,ヒ ョウタ ン,マ メ 類,ジ ャガ イモ な どの 野 菜

が もち い られ,さ ま ざ まな マ メ類 のつ けあ わ せ が 好 ま れ る。湖 で とれ る ヒ シ類 も食 べ

る。 料 理 に は・ ギ ーで はな く,菜 種 油 を も ち い る。 〈27飲 み物,薬 物 ,嗜 好 品 〉紅

茶 や ミル ク も飲 まれ るが,多 くの 人 は,サ トウキ ビジ ュ ー スを好 む。 男 性 も女 性 も年

齢 に 関係 な く,タ バ コを 吸 い,買 う余 裕 の な い人 は,ビ リーか水 煙 草 を 吸 う[SINGH

1965a:8]o

 〈24農 業 〉メ イ テ イの 主 要 な生 業 は,農 業 と漁業 で あ る。 農 業 に 関 して,ペ ンバ

ー トン大尉 は
・ 「この 国(マ ニ プ ール 王 国)の 農 産物 は,ま ず 常 食 とな る コ メで あ り,

土 が肥 えて い るの で よ く成熟 す る。 タバ コ,サ トイ モ,イ ンデ ィ ゴ,マ ス タ ー ド
,マ

メ類 ・ 阿片 もま た つ くられ て い る。 ヨー ロ ッパ 菜 園 の もの もまた み られ る
。 ジ ャガ イ

モ,キ ャベ ツ,ニ ン ジ ン,テ ンサ イ,カ ブ ラな ど で あ る。 リ ンゴ,ア ンズ,イ チ ゴ,

ライ ム,ラ ズ ベ リー,ザ ク ロ,グ アバ,マ ンゴ ー,ジ ャ ック フル0ツ が 河 谷 の い た る

と ころで み られ る。」 と報 告 して い る[PEMBERToN 1835;29-31]。

 2月 の は じめ に黎 耕 が お こな わ れ,3月 か ら4月 に 種 が ま かれ る。6月 か ら7月 に

苗 が耕 作 地 に移 植 され、11月 か ら12月 に実 っ た稲 を 刈 り取 り,殻 竿 で 脱穀 す る。<23

家 畜飼 養 〉家 畜 は,バ ッフ ァロ ー と雄牛 を耕 作 用 に飼 って い る。 雌牛 は,乳 牛 と して

飼 って い る。最 近 で は,乳 と ヨー グル トを近 くの市 場 で 売 って,現 金 収 入 を 得て い る

[HoDsoN l908:39-43;SINGH l965a:13-14]。

 〈226漁 労 〉漁業 は,ロ タ湖 を 中心 に お こな わ れて い る。 ロタ湖 は,マ ニ プ ール 全

体 で 最 大 の漁 場 で あ り,マ ニ プ ール で 産 出 され る漁獲 高 の60パ ー セ ン トを供 給 す る。

しか し・適 切 に組 織 化 され た漁 業 はみ られ な い 。 漁 業 に は,男 性 も女 性 も従 事 して い

る。女 性 は,イ ー ン(een)と い われ る網 漁 に巧 み で あ る。 これ は,四 つ手 網 で,平 均

的 な大 きさは ・1・2×3メ ー トル で あ る。 男 性 は,ロ ングタ ラ イ(longthrai)と い う網

を使 う。 直径2・4メ ー トル か ら3メ ー トル のU字 型 を した網 で,タ ケ が 網 の縁 に つ け

られ ・ 長 い タ ケ が,縁 を 横 切 って と りつ け られ て い る。 ま た,タ イ ジ ェプ(taijep)と

カボ ル(kaboru>と い う罠 が 浅瀬 で 使 わ れ る。 前 者 は,小 さい丸 いタ ケ で つ くられ た

長 方形 の か た ちを した 罠 で あ る。6×2.7メ ー トル の大 きさで,片 方 に は,バ ル ブが

つ い て い る。 後 者 は,円 筒状 で,両 側 が先 細 り して い る
。 一 方 が,7.5セ ンチメ ー ト

ル の 開 口部 を も ち,も う片 方 は閉 じて い る。 罠 の 中央 部 に10セ ンチ メ0ト ル のバ ル ブ

がつ いて い る[HoDsoN l908:45;SINGH 1965a:14]。

 〈286織 布 〉女 性 た ちの仕 事 に は,織 物 が あ る。 どの 家 に も織機 が あ る。 ほ とん

どが 自分 の 家 で使 うた めに つ くられ る。 ス カ0ト と して の フ ァネ ック や綿 の シ ョー ル
,
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ス カ ー フが つ くられ る[SINGH 1965a:15]。

 〈843妊 娠 〉妊 娠 か ら出 産 ま で は,次 の よ うな 信 仰 と儀 礼 が み られ る。 生 理 の 停

止 が妊 娠 の証 拠 だ と思 わ れ,吐 き気 を 感 じた り,酸 っぱ い もの が食 べ た くな った ら,

2か 月 頃 だ と考 え られ る。妊 婦 は,流 産 を さけ るた め に苦 い もの を食 べ て は な らな い。

産婦 とそ の夫 は,双 子 を さけ る た め に,双 子 の バ ナ ナを 食 べ て は な らず,イ ヌ や ネ コ

の家 畜 を 叩 い た り,ヘ ビを 殺 す べ きで は な い と され て い る。 動 物 に 対 す る虐 待 は,子

供 を 不 具 に す る とい われ て い る。〈844 出産 〉 出産 は,夫 の 家 で お こな われ,マ イ ビ

(maibi)と い う産 婆 が介 助 し,と が った タ ケで へ その 緒 を きる。 誕 生 した 子供 は,お

湯 で洗 う。 男性 は,出 産 時 に は,そ の 場 か ら離 れ て お くよ う要 請 され る。

 〈788 儀 礼 〉 出産 後,家 族 に は11日 間,不 浄 が の こ る と され る。6日 目に,友 人 や

親戚 を招 待 して,ブ ラー ミ ンに よ って ス ワ ス テ ィ(Swasthi)女 神 を ま つ る プ ー ジ ャが

お こな われ る。 プ ー ジ ャの あ いだ,子 供 は や わ らか くて きれ い な布 に 寝 か され,あ ら

ゆ る招 待 者 が,子 供 に お金 を あ げ る。 母親 の 兄 弟 が,弓 と5本 の 矢 の ミニ チ ュ アを か

か げ,弓 を北東,北 西,南 東,南 西 の 方 向へ 射 る。5本 目は,最 初 に天 に 向 け,次 に

地 に 向 け られ る。 それ か ら,弓 矢 を拾 って,家 の 中 へ いれ る。 この儀 礼 は,そ れ ぞ れ

の 方 向 の悪 霊 を 防 ぐ意 味 が あ る。12日 目の朝 に,浄 化 儀 礼 が ブ ラー ミ ンに よ って お こ

なわ れ る。 この 日,料 理 用 の土 の壺 は壊 され,金 属製 の食 器 は きれ い に され る。 家 の

内部 は,水 と牛 フ ンで 浄化 され る。 ブ ラー ミ ンが 母 親 と子 供 と家 の 中に,ト ゥル シ イ

(tulsi)の 葉 が 入 って い る聖 な る水 を か け る。 一 か 月 の あ い だ,母 親 の食 事 は,コ メ,

焼 魚 だ けに制 限 され る[SINGH l965a:9]。<881思 春 期 と イニ シエ ー シ ョン[成

人式1>ま た,男 の子 の場 合 に は,20歳 に達 す る 頃に,聖 紐 式 が お こな わ れ る[SINGH

l965a:9-10]o

 〈582婚 姻 規 制 〉結 婚 は,ク ラ ン外 婚 制 で あ る。 夫 と妻 は異 な る ク ラ ンに属 さ ね

ば な らな い 。 外 婚 制 の違 反 は,憎 しみ を 意 味 す る イ ェ ック(yek)と して軽 蔑 さ れ,

社 会 か ら追 放 され る。 姉 妹 の 夫 の ク ラ ンと の 結婚 は 制 限 され な い[SINGH 1965a:

10]。 ま た,1900年 は じめ の ハ ドソ ン(Hodson)の 報 告 に よれ ば,ク ラ ンご とに,婚

姻 の相 手 の ク ラ ンが そ れ ぞ れ 決 ま って い た。Angomは, Khabananba, Moirang,

Luangと 結 婚 す る こ と は 許 され なか った 。 〈595複 婚 〉メ イテ イ族 は,以 前 は一

夫 多妻 制 を と って お り,王 に は3人 の正 妃 が お り,ほ か に108人 の 妻 が い た と い う

[HODSON l908:75]。

 〈583婚 姻 の 様式 〉結 婚 の形 態 に は,2種 類 が あ る。見 合 い に よ る結婚 と駆 落 ち に

よ る結 婚 で あ る。 見 合 いに よ る結 婚 は,若 者 の両 親 が 娘 の 家 に行 き,結 婚 の 申込 み を
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す る。 娘 の 両 親 が 同意 した ら,星 占いで 相 性 を う らな う。 相 性 が よ けれ ば ,婚 姻 の準

備 がす す め られ る。 ヘ イ タバ(heithaba)と い う儀礼 が結 婚 式 に先 立 って お こな わ れ

る。 若 者 の 母 親 と親 族 の 女 性 た ちが,甘 い お菓 子 や,ベ テル,果 物 を も って娘 の家 に

行 き,婚 約 を 確定 す る。 〈585婚 姻 儀 礼 〉結婚 式 は,占 い師 に よ って 指 定 され た吉

兆 の 日の 夕方 に,花 嫁 の 家 で お こな われ る。 この 日,花 婿 は,白 い ドー テ ィ,白 い 長

そで シャ ツ,白 いタ ーバ ンを着 て,白 い綿 の シ ョー ルで 身 体 を つ つ む 。一 方 ,花 嫁 は

ポ トロイ(potloi)と い う花 嫁衣 装 を着 る。 この 衣 装 は,た が 骨 で広 げ た ス カ ー トと

深緑 の ビロ ー ドの ブ ラ ウス,頭 飾 り,綿 の シ ョー ルで 構 成 され,さ ま ざ ま な装 飾 品 も

身 につ けて い る。

 花 婿 の一 行 は,吉 兆 な時 間 に家 を 出発 す る 。花 嫁 の 母 親 が,花 婿 を抱 くよ うに して

出迎 え,席 に す わ らせ る。 花 嫁 の 父 親 は 司祭 に補 助 され て,中 庭 の 中央 で プ ー ジ ャを

す る・ 花嫁 は,花 婿 の 左 手 に す わ り,花 嫁 の手 が 花 婿 の手 に か さね られ る。花 嫁 は,

右 回 りに・ 花 婿 の まわ りを7回 歩 く。1回 まわ るご とに,花 嫁 は,花 婿 に両 手 に も っ

た 花 を な げ る。 花嫁 に は,花 飾 りが与 え られ,花 婿 が その1つ を抜 き取 って,花 嫁 の

首 に さす 。 この あ と,2人 の 衣 類 の 端 が 結 ば れ,近 親 者 につ きそ わ れて 家 に は い る。

花 嫁 と花 婿 が 甘 い お菓 子 を交 換 し,花 婿 の 一行 は,花 嫁 の 家 を去 る。 花 嫁 は,友 人 ,

親 戚 に よ って つ きそ わ れ,夫 の家 へ す こ し遅 れ て到 着 す る[SINGH l965a:10-11]。

 駆 落 ちに よ る結 婚 で は,ヘ イタ バ は お こな われ な い。 駆落 ちを した 夜 に 娘 の親 へ 知

らされ ね ば な らな い。 花 嫁 の 両 親 は,花 婿 の両 親 を ふ くむ村 の 年 長 者 た ちの前 で 花 嫁

の 承 諾 を 聞 く義務 を もつ ・ 駆 落 ちの あ と,ロ ウカ トパ(loukhatpa)と い う儀礼 が花 嫁

の 家 で お こな われ る。 この儀 礼 で は,両 方 の 家族 が客 を招 き
,花 婿 の 両 親 と,花 嫁,

花 婿 と招 待 客 が 花 嫁 の 家 へ 向 か う。 花 嫁,花 婿 は花 嫁 の 両 親 に敬 意 を 表 し,花 嫁 の父

親 は ・花 婿 の 父 親 に,息 子 と娘 が夫 と妻 とな った結 びつ きに,満 足 の 意 を 表 明す る
。

花 嫁 の父 親 に衣 類,衣 装 箱,食 器 な どが 贈 られ る。 婚 資 の 習 慣 はな い。 ソロ レー ト婚

は禁 じ られ て いな い。〈587 再 婚 〉離 婚 と再 婚 は許 され て いな い。 若 者 は20歳 以 下 ,

娘 は14歳 以 下 で の結 婚 は み られ ない。 〈428相 続 〉相 続 は,末 子 相 続 で あ る[SINGH

1965a:11]。

 〈764葬 式〉葬式については,次 のような信仰と儀礼がみられる。家屋内で死がお

こると不浄となるので,臨 終が近づ くと,家 から運びだされ,庭 の右手に仮設された

小さなワラ小屋のなかに,頭 を北に向けておかれる。死者には,新 しい衣服が着せら

れる。男性であれば,タ ーバンを身につけさせる。櫛,鏡,米 粒,野 菜が棺桶にいれ

られ,コ インが口のあいだにはさまれる。遺体は,4人 の男性によって墓地へはこば
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れ,頭 が北 の方 角 に 向 け られ て 丸 太 の上 に お か れ,火 が つ け られ る。 額 の骨 の 一 部 が

は ず さ れ て,近 くに埋 め られ る。灰 を土 に埋 めて,参 列 者 は沐 浴 して 家へ 帰 る。 家 に

到 着 す る と,火 を また い で彼 らの あ とに つ い て きた悪 霊 を追 い払 い,再 び沐 浴 す る。

 男性 の近 親 者(息 子,兄 弟,孫)が 喪 主 とな る。 死 後,5日 目に,ア ス テ ィ ・サ ン

チ ャイ(asthi sanchay)が お こな わ れ る。 この 日,喪 主,ブ ラー ミン,親 戚,友 人,

男性 の歌 手 グル ープ が墓 地 へ 向 か う。歌 手 が歌 を う たい,ブ ラー ミ ンが プ ー ジ ャを お

こな う。葬 式 の 日 に埋 め た額 の骨 の 一部 が,喪 主 に よ って掘 り返 され,布 の一 部 につ

つ ま れ る。 骨 は,シ ュ ラ ッダ 儀 礼 ま で ベ ラ ンダ の壁 に ぶ らさ げ られ る。 シュ ラ ッダ儀

礼 の後,骨 は小 さな竹 籠 に いれ られ,家 の隔 離 され た場 所 に おか れ る。塩 は2日 間,

魚 は シュ ラ ッダ儀 礼 がす む まで,食 べ る こ とが で きな い。12日 目に,浄 化儀 礼 が お こ

な われ,死 者 の家 の 内部 とま わ りに,ブ ラー ミンが 水 を ま く。13日 目は,午 後 か ら2

時 間 か ら3時 間,シ ュ ラ ッダ儀 礼 が お こな わ れ る。 ブ ラ ー ミンが,プ0ジ ャを お こな

い,死 者 の 家族 は,友 人 や親 戚 を まね き コイ ンをす べ て の 人 に配 る。 あ とで,食 事 も

あ た え られ る[SINGH l965a:12]。

 〈77宗 教 的信 仰 〉宗 教 は,す で に の べ た よ うに,パ ムヘ イバ とい う王 の 治 世 に,

ヒ ン ドゥー 教 に改 宗 され た。 最 初 は,古 い宗 教 の 司祭 で あ るマ イバ(maiba)た ちに

よ って 支持 され た王 族 の 反 対 が あ った が,チ ャ ン ドラ ・シ ンの 時代 に布 教 が 強 化 され

た 。 ヒ ン ドゥー教 が はい る以 前 は,ア ニ ミス テ ック な神 の 信 仰 が み られ た 。 ラム ・ラ

イ(Lam lai)と いわ れ る雨 をつ か さ ど る神,ウ マ ング ・ライ(Umang lai)と い う ジ

ャ ング ル の神,イ ム ン グ ・ライ(Imung lai)と い う個 々人 の生 死 に か かわ る神,そ し

て各 ク ラ ンの神 な どが主 要 な神 で あ った。 これ に加 え て,山 道,湖,川 に精 霊 が 住 む と

信 じ られ て い た[HoDsoN 1908:95-99]。 イ テ ィ ング村 の村 人 は,ヴ ァイ シ ュナ ヴ

ァ派 の ヒ ン ドゥー教 徒 で あ る が,サ ナ マ ヒ(Sanamahi)と レ ェイ マ レン(Leimaren)

とい う固有 の神 も信仰 して い る。 これ らの神 々 は息 子 と母 親 の 関係 にあ る とい わ れ る

が,こ れ に 関 す る特別 な神 話 はみ られ な い。 サ ナ マ ヒと レ ェ イマ レ ンは,家 の 後 方 に

ま つ られ て い る が,具 体 的 な イ メ ー ジ はみ られ な い 。 ク リシュ ナ の生 誕 祭 や ドゥル

ガ ・プ ー ジ ャ(Durga Puja),ホ ー リー(Holi)と 対 応 す る ヤオ サ ン(Yaosang)と い

う祭 も行 な われ る0方,ラ イ ・ハ ラオバ(Lai Haraoba)と い う非 ヒ ン ドゥー 的 な祭

もお こな わ れ る[SINGH l965a:49-50]。

                                (八木祐 子)
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